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川　

博　

夫

例　

言

一
、
鎌
倉
幕
府
第
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
の
家
集
の
一
つ
『
竹
風
和
歌
抄
』（
一
〇
二
〇
首
）
の
注
解
を
試
み
る
。

一
、
１
番
歌
か
ら
始
め
て
順
番
ど
お
り
に
注
釈
を
付
し
て
、
数
次
の
分
載
と
す
る
。
今
回
は
、
本
紀
要
第
48
号
の
巻
第
一
（
１
〜
288
）、

第
49
号
の
巻
第
二
（
289
〜
491
）、
第
50
号
の
巻
第
三
（
492
〜
595
）、
第
51
号
の
巻
第
四
（
596
〜
761
）
に
引
き
続
き
、
巻
第
五
（
762
〜
1020
）

を
取
り
上
げ
る
。

一
、
次
の
各
項
か
ら
な
る
。

　

①
整
定
本
文
。
②
本
文
を
改
め
た
り
注
記
が
必
要
な
場
合
は
、
当
該
箇
所
に
＊
印
を
付
し
て
、
別
に
本
文
の
項
目
を
立
て
る
。
③
通

釈
。
④
本
歌
・
本
説
・
本
文
（
前
項
の
「
本
文
」
と
は
別
、
基
に
し
た
漢
詩
文
の
意
）、
参
考
（
宗
尊
が
踏
ま
え
た
歌
な
ら
び
に
解
釈

上
に
必
要
な
歌
）、
類
歌
（
表
現
・
趣
向
が
類
似
し
た
歌
）、
享
受
（
宗
尊
歌
を
本
歌
取
り
し
た
歌
）、
影
響
（
宗
尊
歌
を
踏
ま
え
た
歌
）。

⑤
出
典
。
⑥
他
出
。
⑦
語
釈
。
⑧
補
説
。
②
と
④
〜
⑧
は
、
無
い
場
合
に
は
省
略
。

一
、
底
本
は
、
本
集
の
現
在
知
ら
れ
る
唯
一
の
伝
本
、 

愛
知
教
育
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
一
四
八
・
Ｔ
一
・
Ｃ
）



二
〇

一
、
本
文
は
、
次
の
方
針
に
従
う
。

１
．
底
本
の
翻
印
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
意
味
や
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
ひ
ら
仮
名
を
漢

字
に
、
漢
字
を
ひ
ら
仮
名
や
別
の
漢
字
に
改
め
る
。
送
り
仮
名
を
付
す
。
清
濁
・
読
点
を
施
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
ひ
ら
仮
名

の
反
復
記
号
は
用
い
な
い
。「
謌
」「
哥
」
は
「
歌
」
に
統
一
す
る
。

２
．
本
文
を
改
め
た
場
合
、
底
本
の
原
状
は
右
傍
に
記
す
（
送
り
仮
名
を
付
し
た
場
合
は
傍
点
）。
私
に
ふ
り
仮
名
を
付
す
場
合
は

（　

）
に
入
れ
て
区
別
す
る
。
そ
の
他
、
問
題
点
や
注
意
点
は
、
適
宜
特
記
す
る
。

３
．
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
は
、
漢
字
・
仮
名
の
別
や
仮
名
遣
い
の
違
い
や
送
り
仮
名
の
有
無
な
ど
、
表
記
上
の
違
い
は
原
則
と

し
て
取
ら
な
い
（
解
釈
の
分
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
表
記
上
の
違
い
で
あ
る
場
合
は
参
考
ま
で
に
注
記
す
る
）。

４
．
底
本
の
本
行
の
原
状
（
見
消
ち
等
の
補
訂
は
本
行
に
復
元
）
に
対
し
て
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
を
示
す
。

５
．
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
と
同
じ
）。

一
、
引
用
の
和
歌
は
、
特
記
し
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
本
に
拠
る
。
万
葉
集
は
、
原
則
と
し
て
西
本
願
寺
本
の
訓
と
旧
番
号
に
従
う
。

な
お
、
表
記
は
私
に
改
め
る
。
歌
集
名
は
、
原
則
と
し
て
「
和
歌
」
を
省
く
。
そ
の
他
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
大
系
本
他
の
流
布
刊
本

に
拠
る
他
、
特
殊
な
本
文
の
場
合
に
は
特
記
す
る
。

付
記　

ご
所
蔵
本
の
閲
覧
と
調
査
な
ら
び
に
翻
印
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

　

ま
す
。
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釈竹
風
和
歌
抄
巻
第
五

文
永
六
年
八
月
百
首
歌

春

762　

佐さ

保ほ

姫
の
神
の
手た

向む

け
の
木ゆ

綿ふ

鬘か
つ
ら

海
山
か
け
て
春
は
来
に
け
り

〔
通
釈
〕文
永
六
年
八
月
百
首
歌

　

春

佐
保
姫
の
神
に
手
向
け
る
供
え
物
で
あ
る
木
綿
鬘
を
掛
け
た
の
で
、
海
も
山
も
全
体
に
か
け
て
、
春
は
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た

な
。

〔
参
考
〕　

ち
は
や
ぶ
る
神
の
手
向
け
の
木
綿
だ
す
き
か
け
て
や
人
の
人
を
恋
ふ
ら
ん
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
三
一
・
貫
之
。
万
代
集
・

恋
二
・
一
九
三
八
）

竜
田
山
神
の
手
向
け
も
い
か
ば
か
り
秋
は
紅
葉
の
色
に
あ
く
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
一
三
一
二
・
為
家
）

住
の
江
の
松
に
夜
深
く
置
く
霜
は
神
の
か
け
た
る
木
綿
鬘
か
も
（
源
氏
物
語
・
若
菜
下
・
四
八
七
・
紫
上
）

有
明
の
月
の
出
潮
の
天
つ
風
海
山
か
け
て
吹
き
始
む
な
る
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
ざ
ふ
の
か
ぜ
・
三
七
九
・
信
実
）

豊
か
な
れ
七
つ
の
道
の
貢
ぎ
物
海
山
か
け
て
定
め
置
き
て
き
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
み
ち
・
六
一
七
・
為
家
。
万
代
集
・
賀
・



二
二

三
八
一
二
）

お
し
な
べ
て
霞
か
か
れ
る
海
山
を
み
な
我
が
国
と
春
は
来
ぬ
ら
む
（
建
長
八
年
百
首
歌
合
・
春
・
一
・
基
家
）

〔
類
歌
〕　

お
し
な
べ
て
波
も
霞
も
の
ど
け
き
は
海
山
か
け
て
春
や
立
ち
ぬ
る
（
伏
見
院
御
集
・
早
春
・
一
七
六
七
）

〔
出
典
〕　

文
永
六
年
八
月
百
首
歌
。
以
下
829
ま
で
同
じ
出
典
。

〔
語
釈
〕　

○
文
永
六
年
八
月
百
首
歌―

宗
尊
二
十
八
歳
の
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
八
月
の
百
首
。
本
抄
に
は
、
春
一
二
首
、
夏
七
首
、

秋
一
〇
首
、
冬
七
首
、
雑
三
二
首
の
計
六
八
首
が
残
る
。
本
来
は
、
春
秋
各
二
〇
首
、
夏
冬
各
一
〇
首
、
雑
四
〇
首
の
構
成
か
。
同
年

に
は
こ
の
前
に
、
本
抄
巻
四
に
収
め
る
、
四
月
二
十
八
日
の
「
柿
本
影
前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
」（
595
〜
693
）
と
五
月
の
「
百
首

歌
」（
694
〜
761
）
を
詠
ん
で
い
る
。
○
佐
保
姫―

大
和
国
の
歌
枕
「
佐
保
山
」
の
女
神
。「
佐
保
山
」
は
平
城
京
の
北
東
方
を
限
り
、
五

行
説
で
東
は
春
に
当
た
る
の
で
、
春
を
も
た
ら
す
女
神
と
な
る
。
従
っ
て
、
結
句
の
「
春
は
来
に
け
り
」
と
照
応
す
る
。「
神
山
に
花

の
白
木
綿
か
け
て
け
り
こ
や
さ
ほ
姫
の
手
向
け
な
る
ら
ん
」（
別
雷
社
歌
合
・
花
・
八
五
・
静
賢
）。
○
手
向
け―

供
え
物
。
○
木
綿
鬘

―

楮
の
皮
の
繊
維
か
ら
作
る
糸
状
の
「
木
綿
」
で
作
っ
た
頭
髪
等
に
か
け
る
飾
り
。
神
事
の
際
に
用
い
る
。「
契
り
あ
り
て
今
日
み
や

河
の
木
綿
鬘
長
き
世
ま
で
も
か
け
て
頼
ま
ん
」（
新
古
今
集
・
神
祇
・
一
八
七
二
・
定
家
）。
こ
こ
ま
で
は
、「
木
綿
鬘
」
の
縁
語
「
か

け
て
」
を
起
こ
す
序
詞
の
よ
う
に
働
く
が
、
春
の
女
神
の
「
佐
保
姫
」
が
あ
る
の
で
有
意
で
あ
る
。
○
か
け
て―

鬘
を
引
っ
掛
け
て
の

意
の
「
掛
け
て
」
に
、
全
体
に
渡
っ
て
の
意
の
「
掛
け
て
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

類
歌
と
し
て
挙
げ
た
伏
見
院
詠
は
、
該
歌
か
ら
影
響
さ
れ
た
可
能
性
も
見
て
お
き
た
い
。

763　

根ね

を
絶た

え
て
霞
に
余あ
ま

る
遠
山
の
松
の
木
末
や
春
の
浮
草
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二
三

〔
通
釈
〕根

を
断
ち
切
る
よ
う
に
し
て
、
霞
に
余
っ
て
そ
の
上
に
覗
く
遠
山
の
松
の
梢
は
、
春
の
浮
草
な
の
か
。

〔
本
歌
〕　

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
浮
草
の
根
を
絶
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
む
と
ぞ
思
ふ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
八
・
小
町
）

〔
参
考
〕　

明
け
渡
る
沖
つ
波
間
に
根
を
絶
え
て
霞
に
宿
る
浮
島
の
松
（
雲
葉
集
・
春
上
・
土
御
門
内
大
臣
家
歌
合
に
、
遠
島
朝
霞
・

六
四
・
長
明
。
拾
遺
風
体
集
・
春
・
七
。
夫
木
抄
・
春
二
・
霞
・
四
七
五
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
春
・
二
三
、
初
句
「
今
朝

見
れ
ば
」。
三
百
六
十
首
和
歌
・
正
月
下
旬
・
二
七
、
二
句
「
沖
つ
波
間
のに

イ

」
五
句
「
浮
島
の
月松

イ

」）

い
か
ば
か
り
花
咲
き
ぬ
ら
む
吉
野
山
霞
に
あ
ま
る
峰
の
白
雲
（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
五
九
・
寂
蓮
。
玄
玉
集
・
草
樹
上
・

五
二
一
）

〔
影
響
〕　

朝
ぼ
ら
け
千
里
の
波
の
浮
草
や
霧
に
浮
か
べ
る
梢
な
る
ら
む
（
正
徹
千
首
・
秋
・
霧
・
四
二
四
。
草
根
集
・
秋
・
霧
・

三
五
九
九
）

〔
語
釈
〕　

○
根
を
絶
え
て―

「
余
る
」
に
か
か
る
。
一
面
に
立
ち
こ
め
る
「
霞
」
を
水
に
、
そ
の
上
に
見
え
る
「
木
末
」
を
「
浮
草
」
に

見
立
て
て
、
こ
の
よ
う
に
言
う
。

〔
補
説
〕　
「
霞
」
を
水
に
、
そ
の
霞
か
ら
上
に
顔
を
覗
か
せ
る
よ
う
に
見
え
る
「
松
の
木
末
」
を
「
春
の
浮
草
」
に
見
立
て
る
、
珍
し
い

趣
向
を
構
え
た
一
首
で
あ
る
。
類
似
し
た
趣
向
の
正
徹
詠
は
、
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
と
見
た
が
、
さ
ら
に
両
者
の
関
係
を
追
尋
す
る

中
で
、
改
め
て
定
位
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

宗
尊
は
、
か
つ
て
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
、
同
じ
『
古
今
集
』
小
町
歌
を
本
歌
に
「
帰
る
雁
霞
の
空
に
ね
を
絶
え
て
誘
ふ
嵐
の
花

を
見
じ
と
や
」（
春
・
五
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。



二
四

764　

葦あ
し

火
焚た

く
煙
も
遠と
を

し
難
波
潟か
た

入
江
隔へ
た

つ
る
春
の
霞か
す
み

に

〔
通
釈
〕葦

火
を
焚
く
煙
も
は
る
か
に
遠
く
見
え
る
よ
。
難
波
潟
の
入
江
を
遮
り
隔
て
て
い
る
春
の
霞
に
よ
っ
て
。

〔
参
考
〕　

難
波
人
葦
火
た
く
や
は
す
す
た
れ
ど
お
の
が
つ
ま
こ
そ
と
こ
め
づ
ら
な
れ
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
八
七
・
人
麿
。
異
伝
万
葉
集
・

巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
六
五
一
・
作
者
未
詳
、
二
句
「
葦
火
た
く
や
の
」
五
句
「
と
こ
め
づ
ら
し
き
」）

葦
火
た
く
難
波
の
浦
の
夕
煙
浪
路
隔
て
て
霞
む
頃
か
な
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
十
首
和
歌
貞
応
二
年
二
月
十
日
・
春
・
江
霞
隔

浦
人
煙
遠
・
二
〇
九
）

難
波
潟
入
江
に
見
え
し
澪
標
春
は
霞
の
立
ち
に
け
る
か
な
（
為
家
集
・
春
・
文
永
元
・
二
七
）

か
の
見
ゆ
る
遠
路
の
里
の
夕
け
ぶ
り
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
山
の
霞
か
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
さ
と
・
七
八
〇
・
真
観
）

〔
類
歌
〕　

春
霞
立
ち
隔
つ
れ
ば
し
る
か
り
し
け
ぶ
り
も
見
え
ず
遠
の
山
里
（
風
情
集
・
僧
都
児
十
首
歌
読
む
に
・
霞
遠
村
を
こ
む
・

三
四
一
）

葦
火
焚
く
け
ぶ
り
は
見
え
ず
難
波
潟
入
江
の
波
を
焼
く
蛍
か
な
（
亀
山
殿
七
百
首
・
夏
・
江
蛍
・
二
〇
九
・
後
宇
多
院
）

〔
語
釈
〕　

○
葦
火―

「
難
波
潟
」
の
景
物
で
あ
る
「
葦
」
を
燃
や
す
火
。
○
難
波
潟―

摂
津
国
の
歌
枕
。
淀
川
河
口
付
近
の
浅
い
海
で
干

潮
時
に
洲
も
で
き
る
所
で
、
古
く
は
葦
の
生
え
る
湿
原
地
帯
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

765　

あ
は
れ
な
り
高た

か

木き

に
遷う
つ

る
鶯
も
果は

て
は
も
の
憂う

き
音
を
ぞ
鳴
く・

な
る



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
五

〔
通
釈
〕し

み
じ
み
と
哀
れ
で
あ
る
。
あ
の
喬
木
に
遷
る
と
い
う
鶯
も
、
最
後
に
は
物
憂
い
声
を
上
げ
て
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
よ
。
栄
進
し
た

人
も
最
後
に
は
物
憂
い
声
を
上
げ
て
泣
く
よ
う
だ
ね
。

〔
本
歌
〕　

鳴
き
と
む
る
花
し
な
け
れ
ば
鶯
も
果
て
は
物
憂
く
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
（
古
今
集
・
春
下
・
一
二
八
・
貫
之
）

〔
参
考
〕　

鶯
も
期
も
な
き
も
の
や
思
ふ
ら
ん
水
無
月
果
て
ぬ
音
を
ぞ
鳴
く
な
る
（
蜻
蛉
日
記
・
一
五
二
・
道
綱
母
）

〔
語
釈
〕　

○
高
木
に
遷
る
鶯―

「
鶯
遷
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
鶯
が
幽
谷
か
ら
出
て
喬
木
に
遷
る
こ
と
を
言
い
、
人
が
進
士
の
考
試
に

合
格
す
る
こ
と
、
ま
た
人
が
昇
任
す
る
の
に
喩
え
る
。「
伐
レ
木
丁
丁
、
鳥
鳴
嚶
嚶
、
出
レ
自
二
幽
谷
一
、
遷
二
于
喬
木
一
、
嚶
其
鳴
矣
、

求
二
其
友
一
声
」（
毛
詩
・
小
雅
・
伐
木
。
漢
文
大
系
に
拠
る
）
と
あ
り
、「
今
謂
二
進
士
登
第
一
為
二
遷
鶯
一
者
久
矣
、
蓋
自
二
伐
木
詩
一
、

伐
レ
木
丁
丁
、
鳥
鳴
嚶
嚶
、
出
レ
自
二
幽
谷
一
、
遷
二
于
喬
木
一
、
又
曰
、
嚶
其
鳴
矣
、
求
二
其
友
一
声
、
並
無
二
鶯
字
一
、
頃
歳
省
試
、
早
鶯

求
レ
友
詩
、
又
鶯
出
レ
谷
詩
、
別
書
固
無
二
証
拠
一
、
豈
非
レ
誤
歟
」（
尚
書
故
実
。
四
庫
全
書
に
拠
る
）
な
ど
と
あ
る
。
和
歌
で
は
、『
貫

之
集
』
の
「
こ
ち
風
に
氷
と
け
な
ば
鶯
の
高
木
に
遷
る
声
と
告
げ
な
ん
」（
同
じ
〔
式
部
の
せ
う
み
む
ね
の
〕
も
と
な
つ
が
も
と
よ
り
・

八
七
二
）
が
早
い
例
。『
久
安
百
首
』
で
崇
徳
院
は
「
春
ご
と
に
高
木
に
遷
る
鶯
や
位
の
山
の
有
巣
な
る
ら
ん
」（
春
・
八
）
と
詠
む
。

そ
の
後
俊
成
が
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
「
右
大
臣
家
百
首
」
の
「
鶯
」
題
で
「
い
つ
し
か
と
高
木
に
遷
れ
春
日
山
谷
の
古
巣
を

出
づ
る
鶯
」（
長
秋
詠
藻
・
四
九
一
）、
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
の
『
女
御
入
内
和
歌
』
で
「
谷
を
出
で
て
高
木
に
遷
る
鶯
は
花
咲
く

宿
の
有
巣
な
り
け
り
」（
鶯
人
家
花
中
に
鶯
あ
る
所
・
四
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。
多
く
は
栄
進
を
言
祝
ぐ
か
そ
れ
を
期
待
す
る
歌
だ
が
、「
右

大
臣
家
百
首
」
の
同
題
で
経
家
は
「
春
ご
と
に
高
木
に
遷
る
鶯
の
な
に
を
恨
み
て
こ
こ
ら
な
く
ら
ん
」（
経
家
集
・
六
）
と
詠
じ
て
い

る
。
該
歌
に
は
、
さ
ら
に
諦
観
を
伴
っ
た
憂
愁
の
趣
が
あ
る
。
○
鳴
く―
「
あ
は
れ
」「
物
憂
き
」
の
縁
で
、
人
が
「
泣
く
」
が
掛
か

る
。



二
六

〔
補
説
〕　

人
の
立
身
出
世
を
言
う
「
鶯
遷
」
の
故
事
を
踏
ま
え
、
宗
尊
自
身
が
か
つ
て
鎌
倉
幕
府
の
将
軍
に
就
き
な
が
ら
、
今
は
そ
の
職

を
追
わ
れ
て
京
都
に
戻
っ
て
閑
居
し
て
い
る
こ
と
を
詠
歎
し
つ
つ
、
さ
ら
に
は
人
の
世
の
道
理
に
歎
息
す
る
か
の
よ
う
な
趣
が
あ
ろ

う
。

766　

い
か
に
せ
ん
短み

し
か

き
夢
に
お
ど
ろ
き
て
よ
を
思
ひ
知し

る
春
の
曙明
ほ
の

〔
通
釈
〕ど

う
し
よ
う
か
。
短
い
夢
に
は
っ
と
目
が
覚
め
て
、
春
の
夜
の
短
さ
を
思
い
知
る
よ
う
に
、
は
か
な
い
こ
の
世
を
悟
る
、
春
の
曙

よ
。

〔
参
考
〕　

春
の
夜
の
短
き
夢
と
聞
き
し
か
ど
長
き
思
ひ
の
覚
む
る
間
も
な
し
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・〔
故
後
鳥
羽
院
を
〕
大
原
に
を
さ
め

た
て
ま
つ
る
よ
し
聞
こ
え
け
れ
ば
・
一
四
〇
八
・
順
徳
院
）

明
け
方
の
寝
覚
め
の
床
は
現
に
て
憂
き
世
を
夢
と
思
ひ
知
り
ぬ
る
（
守
覚
法
親
王
集
・
暁
、
は
か
な
き
事
ど
も
思
ひ
つ
づ
け

て
・
一
三
一
）

と
に
か
く
に
憂
き
世
を
春
の
夢
ぞ
と
も
水
の
あ
は
れ
に
思
ひ
知
れ
と
や
（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
・
無
常
・
幻
世
春
来
夢
、
浮

生
水
上
泡
・
一
九
九
九
）

鐘
の
音
に
来
む
世
の
夢
も
お
ど
ろ
き
て
思
ひ
知
ら
る
る
明
け
方
の
空
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
雑
・
暁
述
懐
・
九
七
四
・
家

衡
）

〔
語
釈
〕　

○
よ―

「
世
」
に
「
夢
」「
お
ど
ろ
き
」「
曙
」
の
縁
で
「
夜
」
が
掛
か
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
七

〔
補
説
〕　
「
世
」
を
「
思
ひ
知
る
」
の
類
型
は
、
い
ず
れ
も
宗
尊
が
学
ん
で
い
て
も
不
思
議
は
な
い
参
考
の
後
ろ
三
首
な
ど
に
見
る
よ
う

に
、
鎌
倉
時
代
前
期
頃
か
ら
詠
ま
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
該
歌
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
尊
の
異
母
妹
月
華
門
院
綜
子
（
母
は
大
宮
院

子
）
が
、
こ
の
「
八
月
百
首
」
を
詠
ん
だ
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）

三
月
一
日
に
二
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
（
皇
代
暦
、
女
院
小
伝
等
）。
こ
の
死
に
つ
い
て
『
増
鏡
』（
あ
す
か
川
）
は
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
又
の
年
（
文
永
六
年
）
三
月
の
一
日
、
月
花
門
院
、
に
は
か
に
隠
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
法
皇
も
女
院
も
、
限
り
な
く
思
ひ

聞
こ
え
さ
せ
給
へ
る
に
、
い
と
あ
さ
ま
し
き
。
さ
る
は
ま
こ
と
に
や
あ
ら
ん
、
又
、
人
た
が
へ
に
や
、
と
か
く
聞
こ
ゆ
る
御
事
ど
も

ぞ
、
い
と
口
惜
し
き
。
四
辻
の
彦
仁
の
親
王
、
忍
び
て
参
り
給
け
る
を
、
基
顕
の
中
将
、
か
の
御
ま
ね
を
し
て
、
又
参
り
加
は
り
け
る

ほ
ど
に
、
あ
さ
ま
し
き
御
事
さ
へ
あ
り
て
、
そ
れ
ゆ
ゑ
隠
れ
さ
せ
給
へ
る
な
ど
、
さ
さ
め
く
人
も
侍
り
け
り
。
な
ほ
さ
ま
で
は
あ
ら
じ

と
ぞ
思
ひ
給
ふ
れ
ど
、
い
か
が
あ
り
け
ん
。」（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）。「
あ
さ
ま
し
き
御
事
さ
へ
あ
り
て
」
の
真
偽
は
不
明
な
が

ら
、
後
嵯
峨
院
鍾
愛
の
皇
女
が
噂
の
中
で
死
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
噂
は
宗
尊
の
耳
に
も
入
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
た
と
え
そ
う
で
な
く
と
も
、「
よ
を
思
ひ
知
る
春
の
曙
」
は
、
こ
の
妹
綜
子
の
早
世
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

767　

契ち
き

れ
か
し
南
に
急い
そ

ぐ
人
も
あ
ら
ば
北
に
別わ
か

る
るゝ
春は
る

の
雁
が
ね

〔
通
釈
〕

（
帰
る
こ
と
を
）
約
束
し
て
く
れ
よ
。
南
へ
急
ぎ
行
く
人
が
も
し
あ
る
の
な
ら
ば
、
北
へ
別
れ
て
行
く
春
の
雁
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

（
そ
の
人
も
雁
も
）。



二
八

〔
本
文
〕  

万
里
人
南
去
（
ば
ん
り
に
ひ
と
み
な
み
に
さ
る
）　

三
春
雁
北
飛
（
さ
ん
し
ゆ
ん
に
か
り
き
た
に
と
ぶ
）　

不
知
何
歳
月
（
し
ら

ず 

い
づ
れ
の
せ
い
ぐ
ゑ
つ
に
か
）　

得
与
汝
同
帰
（
な
ん
ぢ
と
お
な
じ
く
か
へ
る
こ
と
を
え
む
）（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
雁
付
帰

雁
・
三
一
七
・
文
選
〔
誤
り
。
実
は
韋
承
慶
の
「
南
中
詠
雁
」〕）

〔
参
考
〕　 

南
翔
北
嚮
（
み
な
み
に
か
け
り
き
た
に
む
か
ふ
）　

難
付
寒
温
於
秋
鴻
（
か
ん
う
ん
を
あ
き
の
か
り
に
つ
け
が
た
し
）　

東
出
西

流 

（
ひ
む
が
し
に
い
で
に
し
に
な
が
る
）　

只
寄
瞻
望
於
暁
月
（
た
だ
せ
ん
ば
う
を
あ
か
つ
き
の
つ
き
に
よ
す
）（
和
漢
朗
詠
集
・

恋
・
呉
越
王
書
・
七
八
四
・
大
江
朝
綱
。
本
朝
文
粋
・
巻
七
・
為
清
慎
公
報
呉
越
王
書
）

秋
風
に
あ
ひ
み
ん
こ
と
は
命
と
も
契
ら
で
帰
る
春
の
雁
が
ね
（
現
存
六
帖
・
か
り
・
七
七
二
・
隆
祐
。
隆
祐
集
・
百
番
歌
合
・

十
三
番
・
春
歌
中
、
右
、
光
俊
朝
臣
古
今
詞
百
首
・
八
六
。
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
四
八
五
）

〔
補
説
〕　

や
や
詞
足
ら
ず
の
感
が
あ
る
一
首
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
句
の
「
人
も
あ
ら
ば
」
の
仮
定
条
件
を
何
が
承
け
て
い
る
か
が
分

か
り
に
く
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
か
。
通
釈
に
示
し
た
よ
う
に
、「
人
も
あ
ら
ば
」
を
「
別
る
る
」
が
承
け
る
、
あ
る
い
は
歌
末

に
「
も
あ
ら
む
」
の
類
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
初
句
の
「
契
れ
か
し
」
は
、
南
行
の
「
人
」
に
も
北
行
の

「
雁
が
ね
」
に
も
呼
び
掛
け
て
い
る
と
解
し
た
。
そ
の
「
契
れ
か
し
」
は
、〔
本
文
〕
の
三
・
四
句
目
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
が
、
同
時
に

参
考
の
隆
祐
詠
の
よ
う
な
歌
の
存
在
を
意
識
し
て
い
よ
う
か
。
そ
の
隆
祐
詠
の
前
提
に
は
当
然
、「
春
霞
立
つ
を
見
捨
て
て
行
く
雁
は

花
な
き
里
に
住
み
や
な
ら
へ
る
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
一
・
伊
勢
）
を
踏
ま
え
た
「
折
し
も
あ
れ
い
か
に
契
り
て
雁
が
ね
の
花
の
盛

り
に
帰
り
初
め
け
む
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
七
二
・
弁
乳
母
）
や
、
そ
れ
に
類
し
た
、
例
え
ば
『
正
治
初
度
百
首
』
の
「
帰
る
春
な

ほ
秋
風
と
契
り
て
や
た
の
む
の
雁
の
ま
だ
き
鳴
く
ら
ん
」（
秋
・
五
四
二
・
通
親
）
や
「
秋
風
の
稲
葉
の
音
を
契
り
置
き
て
た
の
む
の

雁
も
立
ち
帰
る
な
り
」（
秋
・
一
九
一
四
・
二
条
院
讃
岐
）
等
々
の
歌
の
類
型
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
通
念
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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二
九

768　

尋た
つ

ね
て
も
い
か
な
る
人
に
言こ
と

問ゝ
は
ん
主ぬ
し

な
き
花
の
峰み
ね

の
白し
ら

雲

〔
通
釈
〕尋

ね
て
来
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
に
問
い
尋
ね
た
ら
よ
い
の
か
。
主
人
が
い
な
い
桜
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
白
雲
が
か
か
っ

て
い
る
と
見
え
る
こ
の
峰
で
（
い
ず
れ
が
桜
の
花
で
い
ず
れ
が
白
雲
な
の
か
を
）。

〔
本
歌
〕　

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
我
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
（
古
今
集
・
羈
旅
・
四
一
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
九

段
・
一
三
・
男
）

〔
参
考
〕　

君
が
い
に
し
方
や
い
づ
れ
ぞ
白
雲
の
主
な
き
宿
と
見
る
が
悲
し
さ
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
一
六
・
清
正
）

浅
茅
原
主
な
き
宿
の
桜
花
心
や
す
く
や
風
に
散
る
ら
ん
（
拾
遺
集
・
春
・
六
二
・
恵
慶
）

尋
ね
ば
や
峰
の
白
雲
晴
れ
や
ら
で
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
山
桜
か
な
（
新
勅
撰
集
・
春
下
・
一
〇
三
・
中
宮
但
馬
）

よ
そ
に
て
は
花
と
も
見
え
じ
尋
ね
来
て
分
か
ば
ぞ
分
か
む
峰
の
白
雲
（
続
後
撰
集
・
春
中
・
九
二
・
忠
良
）

〔
補
説
〕　

前
歌
同
様
に
詞
足
ら
ず
、「
言
問
は
ん
」
と
す
る
対
照
が
明
確
で
は
な
い
の
で
、
分
か
り
に
く
い
歌
で
あ
る
。
他
に
例
の
見
え

な
い
歌
詞
「
主
な
き
花
」
が
趣
向
で
、「
峰
」
に
か
か
る
「
白
雲
」
と
見
え
る
「
花
」
は
主
人
な
ど
い
な
い
か
ら
、
そ
こ
を
尋
ね
て
質

問
し
て
も
、
桜
の
「
花
」
な
の
か
「
白
雲
」
な
の
か
を
答
え
て
く
れ
る
ど
の
よ
う
な
人
が
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
趣
旨
を
詠
も
う
と
し

た
、
と
解
し
て
お
く
。
と
す
る
と
、
あ
る
い
は
俊
成
の
「
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
幾
重
越
え
来
ぬ
峰
の
白
雲
」（
新
勅
撰
集
・
春

上
・
五
七
。
長
秋
詠
藻
・
二
〇
七
）
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。

769　

な
べ
て
世よ

の
人
に
い
か
で
か
知し

ら
せ
ま
し
花
あ
れ
ば
入
る・

宿や
と

の
情な
さ

け
は



三
〇

〔
通
釈
〕お

し
な
べ
て
世
の
中
の
人
に
、
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
た
ら
よ
い
の
か
。
桜
の
花
が
あ
る
の
で
、
ど
う
で
あ
っ
て
も
訪
れ
入
る
家
の
、

何
と
も
言
え
な
い
風
情
は
。

〔
本
文
〕　

遥
見
人
家
花
便
入
（
は
る
か
に
じ
ん
か
を
み
て
は
な
あ
れ
ば
す
な
は
ち
い
る
）　

不
論
貴
賤
与
親
疎
（
く
ゐ
せ
ん
と
し
ん
そ
と

を
ろ
ん
ぜ
ず
）（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
花
付
落
花
・
一
一
五
・
白
居
易
）

〔
参
考
〕　

桜
咲
く
梢
を
宿
の
主
に
て
花
あ
れ
ば
入
る
春
の
山
里
（
秋
風
集
・
雑
上
・
一
〇
六
九
・
光
頼
。
桂
大
納
言
入
道
殿
御
集
・
勧
修

寺
に
て
、
花
山
家
・
二
。
和
漢
兼
作
集
・
春
中
・
山
家
花
・
二
五
七
、
三
句
「
主
と
て
」）

花
あ
れ
ば
疎
き
も
分
か
ず
尋
ね
入
る
心
の
色
を
人
な
と
が
め
そ
（
宝
治
百
首
・
春
・
見
花
・
五
三
三
・
忠
定
）

〔
補
説
〕　

本
文
の
白
詩
句
を
原
拠
に
し
た
、「
花
あ
れ
ば
入
る
」「
宿
」
の
類
は
、
参
考
に
挙
げ
た
院
政
期
の
光
頼
詠
が
早
く
、
鎌
倉
時
代

の
忠
定
詠
や
該
歌
等
が
続
く
。
室
町
時
代
に
は
、
正
徹
の
「
暮
れ
ぬ
と
て
と
ど
む
る
人
の
声
せ
ね
ど
花
あ
れ
ば
入
る
道
の
辺
の
宿
」

（
正
徹
千
首
・
春
・
八
二
。
草
根
集
・
春
・
寄
花
旅
宿
・
一
四
九
四
）
や
雅
親
の
「
契
り
置
き
て
思
ひ
こ
そ
た
て
花
あ
れ
ば
入
り
し
山

路
の
去
年
の
宿
り
に
」（
亜
槐
集
・
夏
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
春
・
尋
花
・
一
三
）、
あ
る
い
は
実
隆
の
「
花
あ
れ
ば
夜
も
入
り
来
て

戸
ざ
し
せ
ぬ
世
を
ひ
か
り
な
る
春
の
家
家
」（
雪
玉
集
・
春
・
文
亀
三
十
御
月
次
・
春
居
所
・
六
三
二
）
等
と
い
う
よ
う
に
派
生
し
て

い
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
、
望
月
長
孝
の
「
花
あ
れ
ば
荒
れ
に
し
宿
の
垣
根
に
も
稀
な
る
駒
の
数
ぞ
な
ら
べ
る
」（
広
沢
輯
藻
・
春
・

勝
円
寺
月
次
に
、
花
時
鞍
馬
多
・
一
七
九
）
や
飛
鳥
井
雅
章
の
「
花
あ
れ
ば
高
き
卑
し
き
な
ぞ
へ
な
く
連
ぬ
る
袖
の
匂
ふ
春
風
」（
新

明
題
集
・
春
・
花
為
佳
会
媒
・
八
〇
五
）、
あ
る
い
は
武
者
小
路
実
陰
の
「
花
あ
れ
ば
と
ば
か
り
言
ひ
し
宿
毎
の
隔
て
ぬ
道
に
春
も
来

に
け
り
」（
芳
雲
集
・
春
・
貴
賤
迎
春
・
二
五
）
等
と
い
う
よ
う
に
展
開
し
て
い
て
、
細
い
な
が
ら
も
一
つ
の
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
。
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花
を
の
み
う
つ
ろ
ふ
も物の
と
世
の
人
の
心こ
ゝ
ろ

も
知し

ら
で
思
ひ
け
る
か
な

〔
通
釈
〕　桜の

花
だ
け
を
移
ろ
い
変
わ
る
も
の
だ
と
、
同
じ
よ
う
に
移
ろ
い
変
わ
る
世
間
の
人
の
心
も
知
ら
な
い
で
、
思
っ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
な
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
人
の
心
は
花
染
め
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
色
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
五
・
読
人
不
知
）

色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
九
七
・
小
町
）

〔
参
考
〕　

桜
花
と
く
散
り
ぬ
と
も
思
ほ
え
ず
人
の
心
ぞ
風
も
吹
き
あ
へ
ぬ
（
古
今
集
・
春
下
・
八
三
・
貫
之
）

花
の
色
は
昔
な
が
ら
に
見
し
人
の
心
の
み
こ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
れ
（
後
撰
集
・
春
下
・
一
〇
二
・
元
良
）

〔
補
説
〕　

花
と
人
の
心
の
移
ろ
い
や
す
さ
を
比
べ
る
、
類
型
的
な
一
首
だ
が
、
少
年
時
に
鎌
倉
幕
府
に
将
軍
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
そ
れ

な
り
の
地
歩
を
築
い
た
で
あ
ろ
う
時
に
職
を
追
わ
れ
て
、
京
都
に
戻
っ
た
宗
尊
の
実
感
の
表
出
の
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
春
の
歌
と

い
う
よ
り
は
、
述
懐
の
歌
と
言
え
る
。

771　

紅も
み
ち葉

葉
に
人
の
命い
の
ち

は
知し

ら
れ
に
き
さ
の
み
や
花
を
風
に
ま
か
せ
て

〔
通
釈
〕

（
も
う
す
で
に
）
紅
葉
の
葉
で
、
人
の
命
（
の
は
か
な
さ
）
は
自
ず
か
ら
分
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
よ
。
し
か
し
、
そ
れ



三
二

ば
か
り
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
、（
今
目
の
前
の
）
花
を
風
に
ま
か
せ
み
て
も
（
そ
れ
は
分
か
る
の
だ
）。

〔
本
歌
〕　

紅
葉
葉
を
風
に
ま
か
せ
て
見
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
命
な
り
け
り
（
古
今
集
・
哀
傷
・
八
五
九
・
千
里
）

〔
参
考
〕　

散
る
花
を
風
に
ま
か
せ
て
見
る
時
ぞ
世
は
憂
き
も
の
と
思
ひ
知
ら
る
る
（
散
木
奇
歌
集
・
春
・
一
四
三
）

〔
類
歌
〕　

春
風
に
花
を
ま
か
せ
て
見
る
よ
り
も
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
人
心
か
な
（
菊
葉
集
・
恋
二
・
寄
花
恋
を
・
一
一
八
一
・
三
善
直
衡
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
の
み
や―

「
さ
の
み
」
は
、
そ
の
よ
う
に
ば
か
り
、
の
意
。「
や
」
は
反
語
。

〔
補
説
〕　

前
歌
と
同
様
に
述
懐
の
歌
で
あ
る
。
一
応
眼
前
に
風
に
散
る
桜
の
花
を
見
て
の
感
懐
の
体
な
の
で
あ
ろ
う
。

772　

留と
ゝ

ま
ら
ぬ
春
の
色
こ
そ
悲か
な

し
け
れ
風
に
散ち

る
花
雲
に
入
る・

鳥と
り

〔
本
文
〕　

○
風
に
散
る―

底
本
「
風
◦に

ち
る
」（「
風
」
の
下
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
に
」）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　どう

し
て
も
留
ま
る
こ
と
の
な
い
春
の
色
こ
そ
が
、
悲
し
い
の
で
あ
っ
た
。
風
の
ま
ま
に
散
る
花
よ
、
雲
の
中
に
隠
れ
入
る
鳥
よ
。

〔
本
文
〕　 

留
春
不
用
関
城
固
（
は
る
を
と
ど
む
る
に
は
も
ち
ゐ
ず
く
わ
ん
せ
い
の
か
た
め
を
）　

花
落
随
風
鳥
入
雲
（
は
な
は
お
ち
て
か

ぜ
に
し
た
が
ひ
と
り
は
く
も
に
い
る
）（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
三
月
尽
・
五
五
・
尊
敬
）

〔
語
釈
〕　

○
春
の
色―

漢
語
「
秋
色
」
の
訓
読
「
秋
の
色
」
と
と
も
に
漢
語
「
春
色
」
の
訓
続
か
ら
生
ま
れ
た
語
か
。
春
の
風
情
、
春
ら

し
い
情
趣
を
言
う
。　

〔
補
説
〕　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
句
の
内
容
を
直
截
に
和
歌
に
詠
ん
だ
よ
う
な
一
首
で
、
宗
尊
の
単
純
な
詠
作
方
法
の
一
面
を
示
す
。
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おを

く
れ
じ
と
言い

ひ
て
や
行ゆ

か
ん
も
ろ
こ
し
の
吉
野
のゝ
山
に
春
の
帰か
へ

ら
ば

〔
通
釈
〕後

れ
ま
い
と
言
っ
て
続
い
て
行
こ
う
か
。
も
し
唐
土
の
吉
野
の
山
に
、
春
が
帰
る
の
な
ら
ば
。

〔
本
歌
〕　

も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
に
籠
も
る
と
も
お
く
れ
む
と
思
ふ
我
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
四
九
・
時
平
）

〔
語
釈
〕　

○
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山―

本
歌
で
は
、
中
国
に
あ
る
訳
も
な
い
（
大
和
国
の
歌
枕
で
あ
る
）
吉
野
山
を
言
う
の
が
誹
諧
。
該

歌
は
そ
れ
を
取
り
な
が
ら
、
五
行
説
で
は
東
か
ら
西
へ
行
く
春
が
、
た
と
え
遙
か
な
中
国
の
（
あ
る
は
ず
も
な
い
）
吉
野
山
に
も
し
も

帰
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
後
れ
な
い
で
追
い
か
け
て
行
こ
う
か
と
い
う
趣
旨
で
、
春
を
強
く
惜
し
む
心
情
を
表
出
す
る
。

〔
補
説
〕　

右
の
『
古
今
集
』
歌
の
「
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
」
を
取
り
込
ん
だ
歌
の
先
行
例
は
、
重
家
の
「
そ
れ
に
の
み
月
だ
に
す
ま
ば

も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
も
遠
か
ら
な
く
に
」（
重
家
集
・
大
殿
よ
り
月
御
歌
三
十
五
首
下
し
給
ひ
て
、
此
定
に
よ
み
て
奉
れ
と
仰
せ
ら

れ
し
か
ば
・
九
一
）
や
定
家
の
「
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
の
夢
に
だ
に
ま
だ
見
ぬ
恋
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」（
拾
遺
愚
草
・
初
学
百
首

養
和
元
年
四
月
・
恋
・
六
四
）
が
、
比
較
的
早
い
か
。
家
隆
に
は
、「
古
今
一
句
を
こ
め
て
、
歌
よ
み
侍
り
し
と
き
」
の
歌
に
「
敷
島
や

山
と
は
聞
か
ぬ
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
に
籠
も
る
ば
か
り
に
」（
壬
二
集
・
雑
・
三
一
二
三
）
が
あ
り
、
定
家
男
為
家
（
新
撰
六
帖
・

二
四
二
二
）
や
家
隆
男
隆
祐
（
隆
祐
集
・
六
二
）
も
詠
ん
で
い
る
。
関
東
歌
壇
で
は
、『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』
で
能
清
が
「
み

吉
野
の
花
に
は
し
か
じ
も
ろ
こ
し
に
同
じ
名
高
き
山
は
あ
り
と
も
」（
春
・
三
五
）
と
詠
み
、
宗
尊
自
身
も
該
歌
に
先
立
ち
、「
身
に
そ

は
ぬ
憂
き
世
な
り
せ
ば
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
も
尋
ね
見
て
ま
し
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・

山
・
五
四
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。
な
お
、
南
朝
の
宗
良
親
王
に
は
、
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
し
た
「
も
ろ
こ
し
の
吉
野
の
山
の

遅
桜
あ
や
な
く
春
に
お
く
れ
ぬ
る
か
な
」（
宗
良
親
王
千
首
・
夏
・
余
花
・
二
〇
四
）
が
あ
る
。



三
四

夏

774　

時ほ
と
ゝ
き
す鳥
な猶ほ
立た

ち
待ま

た
ん
片
岡
の
松
の
木
陰か
け

は
露
し
げ
く
と
も

〔
通
釈
〕　

夏

時
鳥
を
、
こ
の
ま
ま
さ
ら
に
立
っ
て
待
と
う
。
片
岡
に
生
え
る
松
の
木
陰
は
、
露
が
隙
間
無
く
び
っ
し
り
と
置
い
て
い
る
と
し
て

も
。

〔
本
歌
〕　

時
鳥
声
待
つ
ほ
ど
は
片
岡
の
杜
の
雫
に
立
ち
や
濡
れ
ま
し
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
九
一
・
紫
式
部
）

〔
参
考
〕　

大
伴
の
三
津
の
松
原
か
き
掃
き
て
我
立
ち
待
た
む
は
や
帰
り
ま
せ
（
万
葉
集
・
巻
五
・
雑
歌
・
八
九
五
・
憶
良
。
五
代
集
歌

枕
・
お
ほ
と
も
の
み
つ
・
一
六
六
六
、
三
句
「
か
き
のは

きき

てて

」）

片
岡
の
杜
の
木
陰
に
立
ち
濡
れ
て
待
つ
と
も
知
ら
ぬ
時
鳥
か
な
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
〔
元
久
〕
二
年
三
月
日
吉
卅
首
御
会
・

夏
・
一
三
二
五
）

今
宵
寝
て
摘
み
て
帰
ら
む
す
み
れ
草
小
野
の
し
ば
ふ
は
露
し
げ
く
と
も
（
千
載
集
・
春
下
・
一
〇
八
・
国
信
。
堀
河
百
首
・

春
・
菫
菜
・
二
四
三
）

〔
語
釈
〕　

○
立
ち
待
た
ん―

「
立
ち
待
つ
」
は
、
心
に
懸
け
な
が
ら
立
っ
た
ま
ま
で
待
つ
こ
と
を
言
う
。
参
考
の
憶
良
詠
等
、
万
葉
以
来

の
語
だ
が
、「
時
鳥
」
に
つ
い
て
言
う
こ
と
は
伝
統
的
で
は
な
い
。
為
相
に
は
、「
月
」
に
つ
い
て
言
い
、「
時
鳥
」
も
詠
み
併
せ
た

「
過
ぎ
や
ら
で
鳴
け
時
鳥
立
待
の
月
も
今
宵
の
あ
か
ぬ
な
が
め
に
」（
藤
谷
集
・
夏
・
百
首
歌
奉
り
し
に
、
時
鳥
・
六
七
）
が
あ
る
が
、
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該
歌
と
直
接
の
関
連
は
な
い
か
。
後
代
の
実
隆
に
「
な
が
鳴
く
や
五
月
は
ま
だ
し
時
鳥
な
ど
し
ひ
て
し
も
立
ち
待
た
る
ら
ん
」（
歌
合

文
明
十
六
年
十
二
月
・
夏
・
四
四
）
が
あ
る
。
○
片
岡―

一
方
が
急
で
一
方
が
な
だ
ら
か
な
岡
、
あ
る
い
は
岡
の
片
側
を
言
う
が
、
歌
語

と
し
て
は
岡
と
ほ
ぼ
同
義
に
見
て
よ
い
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
こ
こ
は
、
本
歌
の
「
片
岡
の
杜
」
を
承
け
る
の
で
、
山
城
国
の
歌
枕

で
、
現
京
都
市
北
区
上
賀
茂
（
別
雷
）
神
社
の
第
一
摂
社
で
あ
る
片
岡
社
の
東
側
の
小
山
を
言
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
○
松―

「
立
ち
待

た
ん
」
の
縁
で
「
待
つ
」
が
響
く
か
。

〔
補
説
〕　

本
歌
の
紫
式
部
詠
は
、「
あ
し
ひ
き
の
山
の
雫
に
妹
待
つ
と
我
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
雫
に
」（
万
葉
集
・
巻
二
・
相
聞
・
一
〇
七
・

大
津
皇
子
）
を
踏
ま
え
る
。

775　

昔
に
は
よ
も
鳴
き・

替か

へ
じ
時ほ
と
ゝ
き
す鳥
聞き

く
我わ
れ

か
ら
や
悲か
な

し
か
る
ら
ん

〔
通
釈
〕昔

の
声
と
は
ま
さ
か
鳴
き
替
え
て
い
る
ま
い
、
時
鳥
は
、
そ
れ
を
聞
く
私
自
身
の
せ
い
で
悲
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

い
そ
の
か
み
古
き
都
の
郭
公
声
ば
か
り
こ
そ
昔
な
り
け
れ
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
四
・
素
性
）

我
が
ご
と
く
物
や
悲
し
き
郭
公
時
ぞ
と
も
な
く
夜
た
だ
な
く
ら
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
七
八
・
敏
行
）

虫
の
音
も
海
人
の
刈
る
藻
に
あ
ら
な
く
に
我
か
ら
悲
し
秋
の
夕
暮
（
大
納
言
為
家
集
・
秋
・
秋
夕
同
〔
文
永
〕
五
年
三
月
十
三
夜
続

五
十
首
・
五
五
四
）

〔
語
釈
〕　

○
聞
く
我
か
ら―

後
出
の
例
に
「
い
と
せ
め
て
夕
暮
ご
と
に
悲
し
き
は
聞
く
我
か
ら
の
庭
の
松
風
」（
藤
川
五
百
首
・
薄
暮
松

風
・
五
〇
四
・
為
定
）
が
見
え
る
程
度
の
新
奇
な
措
辞
。



三
六

〔
補
説
〕　
「
時
鳥
」
の
鳴
き
声
そ
の
も
の
を
「
悲
し
」
と
す
る
の
は
、
伝
統
的
通
念
で
は
な
い
。『
万
葉
集
』
の
「
吾
耳　

聞
婆
不
怜
毛　

霍
公
鳥　

丹
生
之
山
辺
尓　

伊
去
鳴
尓
毛
（
現
行
訓
「
吾
の
み
聞
け
ば
さ
ぶ
し
も
時
鳥
丹
生
の
山
辺
に
い
行
き
鳴
か
に
も
」）」（
巻

十
九
・
四
一
七
八
・
家
持
）
の
西
本
願
寺
本
の
訓
は
、「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
さ
び
し
も
時
鳥
丹
生
の
山
辺
に
い
行
き
鳴
く
に
も
」
だ

が
、
第
二
句
は
、
西
本
願
寺
本
左
訓
の
他
、
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
細
井
本
・
廣
瀬
本
等
の
訓
が
「
き
け
ば
か
な
し
も
」
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、「
ひ
と
り
の
み
聞
け
ば
悲
し
も
」
で
あ
っ
て
、
時
鳥
の
声
そ
の
も
の
を
「
悲
し
」
と
言
っ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
参
考
歌
と
し
て
挙
げ
た
『
古
今
集
』
の
敏
行
詠
は
、「
鳴
く
」
と
「
泣
く
」
の
掛
詞
か
ら
、「
我
が
ご
と
く
物
や
悲
し
き
」
と
言
う

の
で
あ
っ
て
、
時
鳥
の
声
を
悲
し
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
音
に
の
み
聞
け
ば
悲
し
な
時
鳥
こ
と
か
た
ら

は
ん
と
思
ふ
心
あ
り
」（
一
・
兼
家
）
も
、「
音
に
の
み
聞
け
ば
」
と
条
件
付
け
て
、
相
手
（
道
綱
母
）
を
「
時
鳥
」
に
よ
そ
え
て
「
悲

し
な
」
と
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、『
続
詞
花
集
』
の
「
悲
し
さ
の
は
て
と
聞
き
て
や
郭
公
限
り
の
声
を
こ
こ
に
し
も
鳴
く
」

（
哀
傷
・
三
九
五
・
平
実
重
）
は
、
詞
書
に
「
み
な
月
の
頃
ほ
ひ
、
東
山
に
人
の
四
十
九
日
の
わ
ざ
し
け
る
所
に
ま
か
れ
り
け
る
に
、

郭
公
い
た
く
鳴
き
け
れ
ば
」
と
あ
る
哀
傷
歌
で
、
黄
泉
と
往
還
す
る
鳥
と
い
う
印
象
を
背
景
と
し
た
一
首
で
あ
り
、
歌
の
内
容
も
「
悲

し
さ
の
果
て
と
聞
き
て
や
」
の
主
語
が
「
郭
公
」
な
の
で
あ
っ
て
、
時
鳥
の
声
が
「
悲
し
さ
の
果
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
古
歌
に
は
、
何
ら
か
の
条
件
下
に
「
時
鳥
」
に
関
わ
ら
せ
て
「
悲
し
」
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
声
を
「
悲
し
」
と

す
る
歌
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
最
末
期
に
惟
宗
広
言
撰
の
『
言
葉
集
』
の
「
時
鳥
な
れ
も
昔
や
偲
ぶ
ら
ん
語
ら
ひ
く
れ

ば
も
の
ぞ
悲
し
き
」（
雑
上
・
郭
公
催
懐
旧
と
云
ふ
事
・
二
六
三
・
建
春
門
院
少
納
言
）
は
、
該
歌
に
詞
遣
い
が
似
る
点
も
あ
る
が
、

「
も
の
ぞ
悲
し
き
」
か
ら
し
て
、
右
の
敏
行
詠
に
連
な
る
一
首
と
見
て
よ
い
。
同
様
に
敏
行
詠
に
連
な
る
、『
仙
洞
影
供
歌
合
建
仁
二
年
五

月
』
の
「
う
ち
つ
け
に
物
が
な
し
き
は
時
鳥
雲
路
に
迷
ふ
暁
の
声
」（
暁
聞
郭
公
・
二
・
越
前
）
は
し
か
し
、「
雲
路
に
迷
ふ
暁
の
」
と

い
う
条
件
は
あ
り
な
が
ら
も
、「
時
鳥
」
の
「
声
」
を
「
物
が
な
し
き
」
と
言
っ
て
い
る
点
で
、
新
し
さ
が
あ
ろ
う
。
実
朝
の
「
夕
闇
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の
た
づ
た
づ
し
き
に
時
鳥
声
う
ら
が
な
し
道
や
ま
ど
へ
る
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
夏
・
夕
時
鳥
・
一
三
〇
）
は
、
こ
れ
に
通
う
。

ま
た
、
同
じ
く
実
朝
の
「
五
月
闇
神
奈
備
山
の
時
鳥
つ
ま
ご
ひ
す
ら
し
鳴
く
音
悲
し
も
」（
同
上
・
深
夜
郭
公
・
一
四
五
。
万
代
集
・

夏
・
六
一
三
。
雲
葉
集
・
夏
・
三
一
三
）
も
、「
つ
ま
ご
ひ
す
ら
し
」
を
条
件
（
原
因
）
と
し
な
が
ら
も
、「
声
う
ら
が
な
し
」
と
言
っ

て
い
る
の
は
、
や
は
り
一
つ
の
新
し
さ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
時
鳥
た
だ
一
声
の
忍
び
音
は
待
つ
よ
り
も
げ
に
物
ぞ
悲
し
き
」（
閑
谷

集
・
あ
る
人
の
許
よ
り
、
時
鳥
の
一
声
を
聞
き
て
待
つ
よ
り
も
な
か
な
か
物
思
ふ
こ
と
に
な
り
ぬ
、
と
申
し
た
り
け
れ
ば
・
四
二
）
も

同
様
で
あ
ろ
う
か
。
弘
長
元
年
七
月
七
日
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』
の
「
郭
公
悲
し
き
物
ぞ
今
よ
り
は
夕
べ
は
我
に
声
な
聞
か
せ

そ
」（
夏
・
八
二
・
藤
原
時
盛
）
は
、
そ
う
い
っ
た
中
世
の
新
し
さ
の
延
長
上
に
あ
る
一
首
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
宗
尊
が

こ
れ
以
前
の
「
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
」（
夏
）
で
右
の
『
閑
谷
集
』
歌
と
同
工
異
曲
の
「
待
ち
わ
び
し
時
こ
そ
あ
ら
め
郭
公
聞
く
に

も
物
の
悲
し
か
る
ら
ん
」（
柳
葉
集
・
巻
一
・
一
八
。
瓊
玉
集
・
夏
・
一
一
五
）
と
詠
じ
た
の
も
、
そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
よ

う
。
該
歌
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
伝
統
的
通
念
で
は
悲
し
い
は
ず
の
な
い
「
時
鳥
」
の
鳴
き
声
が
「
悲
し
」
い
の
は
自
分
故

と
再
転
換
し
た
、
と
捉
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
該
歌
は
、
前
掲
の
家
持
の
「
ひ
と
り
の
み
」
の
歌
に
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
あ
る
い

は
ま
た
、
右
の
「
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
」
の
「
郭
公
聞
く
に
も
物
の
悲
し
か
る
ら
ん
」
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
当

時
の
「
悲
し
」
も
「
我
か
ら
」
で
あ
っ
た
か
と
捉
え
直
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

776　

荒あ

れ
ぬ
と
は
え
や
は
見み

え
け
る
伏
見
山
通か
よ

ひ
し
人
の
早
苗
と
る
頃比

〔
通
釈
〕

（
古
歌
は
菅
原
の
伏
見
の
里
が
荒
れ
た
と
言
う
け
れ
ど
も
）
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
は
、
ど
う
し
て
見
え
た
か
（
い
や
見
え
な
か



三
八

っ
た
の
だ
）。（
菅
原
の
伏
見
な
ら
ぬ
こ
の
山
城
の
）
伏
見
山
で
は
、
そ
こ
に
通
っ
た
人
が
早
苗
を
取
っ
て
植
え
て
い
た
頃
は
。

〔
本
歌
〕　

菅
原
や
伏
見
の
里
の
荒
れ
し
よ
り
通
ひ
し
人
の
跡
も
絶
え
に
き
（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
二
四
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

い
ざ
こ
こ
に
我
が
世
は
経
な
む
菅
原
や
伏
見
の
里
の
荒
れ
ま
く
も
惜
し
（
古
今
集
・
雑
・
九
八
一
・
読
人
不
知
）

菅
原
や
伏
見
の
暮
に
見
渡
せ
ば
霞
に
ま
が
ふ
小
初
瀬
の
山
（
後
撰
集
・
雑
三
・
一
二
四
二
・
読
人
不
知
）

伏
見
山
松
の
陰
よ
り
見
渡
せ
ば
あ
く
る
田
の
面
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
二
九
一
・
俊
成
）

早
苗
と
る
伏
見
の
里
に
雨
過
ぎ
て
向
か
ひ
の
山
に
雲
ぞ
か
か
れ
る
（
続
後
撰
集
・
夏
・
早
苗
を
・
一
九
五
・
土
御
門
院
。
土
御

門
院
百
首
・
夏
・
早
苗
・
二
六
。
秋
風
集
・
夏
・
一
六
九
）

〔
語
釈
〕　

○
伏
見
山―

山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
市
伏
見
区
。
伏
見
は
、
北
は
稲
荷
山
麓
、
南
は
巨
椋
池
、
西
は
賀
茂
川
を
隔
て
て
鳥
羽

に
接
す
る
。
そ
の
東
の
山
地
が
伏
見
山
で
、
木
幡
山
、
桃
山
と
も
呼
ば
れ
る
。

〔
補
説
〕　

本
歌
の
「
菅
原
や
伏
見
」
は
菅
原
氏
の
本
貫
地
の
菅
原
伏
見
で
、
大
和
国
生
駒
郡
菅
原
、
現
在
の
奈
良
市
菅
原
町
よ
り
広
い
地

域
と
い
う
。
宗
尊
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
敢
え
て
山
城
国
の
「
伏
見
山
」
に
ず
ら
し
た
か
、
両
者
を
混
同
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
参
考
歌
の
『
新
古
今
集
』「
伏
見
山
」
詠
は
、
同
じ
く
参
考
歌
に
挙
げ
た
『
後
撰
集
』「
菅
原
や
」
の
歌
を
「
深
く
心
に
染
め
な
ら

ひ
に
け
れ
ば
」（
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
・
五
番
判
詞
）
と
ま
で
言
っ
た
俊
成
の
作
で
あ
れ
ば
、「
見
渡
せ
ば
」
の
一
致
か
ら
見
て
、

「
菅
原
や
」
の
歌
を
意
識
し
つ
つ
、
か
つ
『
新
古
今
集
』
の
諸
注
が
指
摘
す
る
ご
と
く
「
山
城
の
鳥
羽
田
の
面
を
見
渡
せ
ば
ほ
の
か
に

今
朝
ぞ
秋
風
は
吹
く
」（
詞
花
集
・
秋
・
八
二
・
好
忠
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
敢
え
て
大
和
の
「
菅
原
」
を
山
城
の
そ
れ
に
ず
ら
し
た

所
為
か
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
尊
も
こ
れ
と
同
様
に
、
意
識
的
な
歌
枕
の
置
換
を
行
っ
た
も
の
と
見
た
い
と
思
う
。

777　

五
月
雨
は
晴は

れ
ぬ
と
見み

ゆ
る
雲
間
よ
り
山
の
色
濃こ

き
夕
暮
の
空
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三
九

〔
本
文
〕　

歌
頭
に
「
玉
」（
玉
葉
集
）
の
集
付
け
あ
り
。

〔
通
釈
〕　五月

雨
は
や
っ
と
晴
れ
た
と
見
え
る
雲
の
間
か
ら
、
山
の
色
を
濃
く
見
せ
て
い
る
、
夕
暮
の
空
よ
。

〔
参
考
〕　

雲
間
よ
り
出
で
ぬ
日
影
の
ほ
の
見
え
て
さ
て
し
も
晴
れ
ぬ
五
月
雨
の
空
（
明
日
香
井
集
・
鳥
羽
百
首
・
五
月
雨
・
三
五
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
夏
二
・
五
月
雨
・
百
首
御
歌
中
に
・
三
〇
〇
一
・
中
務
卿
の
み
こ
。
玉
葉
集
・
夏
・
百
首
歌
の
中
に
・
三
五
四
・
中

務
卿
宗
尊
親
王
。

〔
補
説
〕　
「
京
極
派
の
先
蹤
を
な
す
、
動
き
の
あ
る
清
新
な
叙
景
歌
」（
岩
佐
美
代
子
『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈　

上
巻
』
平
八
・
三
、
笠
間

書
院
）
と
い
う
。
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。「
色
濃
き
」
の
措
辞
も
、『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
に
数
多
く
集
中
す
る
京
極
派
好
み
の
措

辞
で
あ
る
。「
か
き
く
ら
し
雲
間
も
見
え
ぬ
五
月
雨
は
絶
え
ず
も
の
思
ふ
我
が
身
な
り
け
り
」（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
二
九
・
長
能
）

や
「
い
か
ば
か
り
田
子
の
裳
裾
も
そ
ほ
つ
ら
む
雲
間
も
見
え
ぬ
頃
の
五
月
雨
」（
新
古
今
・
夏
・
二
二
七
・
伊
勢
大
輔
）
の
よ
う
な
歌

が
、「
五
月
雨
」
の
「
雲
間
」
の
古
い
詠
み
よ
う
で
あ
る
。
参
考
歌
に
挙
げ
た
雅
経
詠
の
よ
う
な
新
古
今
時
代
の
新
し
い
詠
み
ぶ
り
が
、

『
新
古
今
集
』
に
は
採
録
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
鎌
倉
中
期
の
関
東
縁
故
歌
人
に
受
け
継
が
れ
て
、
京
極
派
の
勅
撰
集
で
掬
い
取
ら
れ
た

一
例
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
本
抄
676
所
収
の
宗
尊
の
類
詠
「
見
渡
せ
ば
雲
間
の
日
影
う
つ
ろ
ひ
て
む
ら
む
ら
変
は
る
山
の
色
か
な
」

は
、『
風
雅
集
』（
雑
歌
・
一
六
四
八
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

778　

繁し
け

か
ら
し
我
が
人ひ
と

言こ
と

は
昔む
か
し

に
て
露
の
み
深ふ
か

き
宿
の
夏
草



四
〇

〔
通
釈
〕頻

り
に
絶
え
間
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
私
に
関
す
る
噂
は
、
も
う
昔
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
は
み
っ
し
り
と
隙
間
な
い
露
ば
か
り
が
、

我
が
家
の
深
く
生
い
茂
っ
た
夏
草
に
、
こ
ん
な
に
も
多
く
置
い
て
い
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

人
言
は
夏
野
の
草
の
繁
く
と
も
君
と
我
と
し
た
づ
さ
は
り
な
ば
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
七
・
人
麿
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
十
・

夏
相
聞
・
寄
レ
草
・
一
九
八
三
・
作
者
未
詳
）

〔
参
考
〕　

友
鶴
の
群
れ
ゐ
し
こ
と
は
昔
に
て
み
し
ま
隠
れ
に
音
を
の
み
ぞ
な
く
（
続
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
三
九
・
成
実
。
宝
治
百
首
・

雑
・
島
鶴
・
三
四
一
六
。
秋
風
抄
・
雑
・
島
鶴
・
三
〇
三
。
現
存
六
帖
・
つ
る
・
七
五
一
。
秋
風
集
・
雑
中
・
一
一
五
九
）

古
里
の
萩
の
下
葉
も
色
づ
き
ぬ
露
の
み
深
き
秋
の
恨
み
に
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
八
九
・
忠
信
。
万
代
集
・
秋
上
・

八
四
六
。
遠
島
御
歌
合
・
萩
露
・
五
五
・
沙
弥
道
珍
＝
忠
信
）

今
は
は
や
道
踏
み
絶
え
て
来
ぬ
人
の
つ
ら
さ
あ
ら
は
す
宿
の
夏
草
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夏
草
・
一
〇
二
八
・
行
家
。
現
存
六

帖
・
な
つ
の
く
さ
・
一
一
）

〔
類
歌
〕　

尋
ね
て
も
問
は
れ
し
こ
と
は
昔
に
て
露
の
み
深
き
蓬
生
の
宿
（
南
朝
三
百
番
歌
合
建
徳
二
年
・
絶
恋
・
六
三
・
教
頼
。
新
葉
集
・

恋
五
・
九
九
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
繁
か
ら
し―

形
容
詞
「
繁
し
」
の
連
体
形
の
「
繁
か
る
」
に
、
推
量
の
助
動
詞
「
ら
し
」
が
付
き
、「
る
」
が
省
略
さ
れ
た

形
だ
と
解
す
る
。「
繁
か
ら
じ
」
は
、
採
ら
な
い
。「
露
」「
夏
草
」
の
縁
で
、
露
が
み
っ
し
り
隙
間
な
い
意
、
草
が
密
生
し
て
い
る
意

が
掛
か
る
。
○
昔
に
て―

①
昔
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
昔
の
ま
ま
で
の
意
と
、
②
昔
の
こ
と
と
な
っ
て
の
意
と
、
二
通
り
の
意
味
が
あ

る
が
、
こ
こ
は
後
者
。
○
露
の
み
深
き
宿
の
夏
草―

「
露
の
み
深
き
」（
露
だ
け
が
多
い
）
か
ら
「
深
き
」
を
掛
詞
に
「
深
き
（
宿
の
）

夏
草
」（
多
く
茂
る
夏
の
草
）
に
鎖
る
。「
露
」
に
涙
が
暗
喩
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

四
一

〔
補
説
〕　
「
繁
か
ら
し
我
が
人
言
」
は
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
に
将
軍
職
を
廃
さ
れ
て
帰
洛
す
る
以
前
の
三
月
に
、
妻
宰
子
と

良
基
と
の
不
義
を
宗
尊
が
知
り
父
帝
後
嵯
峨
院
に
指
示
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
密
通
に
関
す
る
風
聞
を
念
頭
に
置
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
860
番
歌
「
ひ
ま
の
な
き
庭
の
夏
草
い
に
し
へ
の
我
が
人
言
の
形
見
に
ぞ
見
る
」
は
該
歌
と
同
工
異
曲
。

　

類
歌
に
挙
げ
た
南
朝
歌
人
詠
は
、「
わ
く
ら
ば
に
問
ふ
人
あ
ら
ば
須
磨
の
浦
に
藻
塩
た
れ
つ
つ
わ
ぶ
と
答
へ
よ
」（
古
今
集
・
雑
下

・
九
六
二
・
行
平
）
を
本
歌
に
し
た
定
家
の
「
わ
く
ら
ば
に
問
は
れ
し
人
も
昔
に
て
そ
れ
よ
り
庭
の
跡
は
絶
え
に
き
」（
新
古
今
集
・

雑
中
・
一
六
八
六
・
定
家
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。

779　

絶た

え
絶〳〵
え
に
蛍ほ
た
る

の
影か
け

の
乱み
た

る
るゝ
は
外そ
と

面も

の
竹
に
風
や
吹
く・

ら
ん

〔
通
釈
〕 絶

え
絶
え
に
蛍
の
光
が
乱
れ
て
い
る
の
は
、
家
の
外
の
竹
に
風
が
吹
い
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

呉
竹
の
夜
半
に
蛍
の
乱
る
る
は
梢
涼
し
き
風
や
吹
く
ら
ん
（
江
帥
集
・
風
渡
れ
ば
、
竹
の
間
に
、
蛍
の
影
乱
る
・
三
八
二
）

山
川
の
岩
間
の
水
の
絶
え
絶
え
に
光
も
見
え
て
飛
ぶ
蛍
か
な
（
宝
治
百
首
・
夏
・
水
辺
蛍
・
一
一
〇
一
・
顕
氏
）

暮
れ
ぬ
る
か
浅
沢
水
の
絶
え
絶
え
に
光
見
え
て
も
行
く
蛍
か
な
（
宝
治
百
首
・
夏
・
水
辺
蛍
・
一
一
〇
八
・
行
家
）

山
も
と
の
外
面
の
竹
に
風
さ
え
て
乱
る
る
露
に
宿
る
月
影
（
建
仁
元
年
十
首
和
歌
・
月
前
竹
風
・
一
一
九
・
景
頼
）

山
里
の
外
面
の
竹
を
吹
く
風
に
夕
日
涼
し
き
ひ
ぐ
ら
し
の
声
（
紫
禁
草
・
同
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
〕
比
、
二
百
首
和
歌
・

七
四
四
・
万
代
集
・
夏
・
七
五
八
）

〔
類
歌
〕　

秋
に
ま
が
ふ
竹
の
夜
風
に
寝
覚
む
れ
ば
窓
の
蛍
の
影
ぞ
乱
る
る
（
歌
合
後
光
厳
院
文
和
之
比
・
一
九
・
徽
安
門
院
一
条
）



四
二

飛
ぶ
蛍
影
も
乱
れ
て
群
竹
の
青
葉
の
簾
夕
風
ぞ
吹
く
（
参
議
済
継
集
・
蛍
火
透
簾
・
五
二
一
）

吹
く
風
も
涼
し
く
な
り
て
呉
竹
の
夜
深
き
窓
に
蛍
乱
る
る
（
新
明
題
集
・
夏
・
深
夜
蛍
・
一
四
七
〇
・
資
冬
）

呉
竹
の
露
の
光
も
数
見
え
て
蛍
乱
る
る
窓
の
涼
し
さ
（
新
明
題
集
・
夏
・
窓
蛍
・
一
四
九
七
・
冬
基
）

〔
語
釈
〕　

○
蛍
の
影
の
乱
る
る
は―

参
考
に
挙
げ
た
匡
房
の
歌
を
初
め
と
し
て
、
和
歌
で
も
常
套
だ
が
、「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
（
け
い
く

わ
み
だ
れ
と
ん
で
あ
き
す
で
に
ち
か
し
）　

辰
星
早
没
夜
初
長
（
し
ん
せ
い
は
や
く
ぼ
つ
し
て
よ
は
じ
め
て
な
が
し
）」（
和
漢
朗
詠
集
・

夏
・
蛍
・
一
八
六
・
元
稹
）
が
下
敷
き
に
な
る
。
○
外
面
の
竹―

家
の
外
に
生
え
て
い
る
竹
。
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
頃
と
い
う

『
為
忠
家
後
度
百
首
』
の
「
白
雪
に
外
面
の
竹
も
埋
も
れ
て
下
枝
の
み
こ
そ
緑
な
り
け
れ
」（
冬
・
竹
園
雪
・
四
六
七
・
為
業
）
が
早
い

例
と
な
る
。
新
古
今
時
代
に
は
、
慈
円
の
「
霰
降
る
み
山
の
里
に
小
夜
更
け
て
外
面
の
竹
に
風
す
さ
む
な
り
」（
拾
玉
集
・
一
日
百
首
・

竹
・
九
六
六
）
や
『
正
治
初
度
百
首
』
の
師
光
詠
「
鶯
は
外
面
の
竹
に
降
る
雪
を
花
の
ね
ぐ
ら
に
思
ひ
た
が
ふ
な
」（
正
治
初
度
百
首
・

春
・
一
七
〇
九
）
や
参
考
の
「
山
も
と
の
外
面
の
竹
」
の
一
首
等
が
散
見
す
る
。
そ
の
後
、
参
考
の
順
徳
院
詠
や
該
歌
を
経
て
、
伏
見

院
に
「
年
暮
れ
し
外
面
の
竹
の
上
に
し
も
ま
た
こ
の
頃
の
春
は
見
え
け
り
」（
伏
見
院
御
集
・
春
植
物
・
六
〇
八
）
や
「
春
浅
き
外
面

の
竹
の
音
さ
え
て
窓
吹
く
風
は
雪
払
ふ
な
り
」（
同
・
春
竹
・
六
三
四
）、
永
福
門
院
の
「
朝
嵐
は
外
面
の
竹
に
吹
き
荒
れ
て
山
の
霞
も

春
寒
き
頃
」（
永
福
門
院
百
番
御
自
歌
合
・
二
）
の
作
例
が
見
え
る
。
勅
撰
集
は
、『
風
雅
集
』
に
、
こ
の
永
福
門
院
詠
（
春
上
・

三
九
）
と
俊
兼
の
「
朝
日
影
う
つ
る
木
ず
ゑ
は
露
落
ち
て
外
面
の
竹
に
残
る
薄
霧
」（
秋
下
・
六
五
九
）
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
新
古
今
歌
人
か
ら
宗
尊
を
経
て
京
極
派
歌
人
へ
と
用
例
の
系
譜
を
繫
ぎ
得
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、「
蛍
」
と
「
外

面
」
の
詠
み
合
わ
せ
の
例
は
希
少
で
、
該
歌
の
他
に
は
、
南
朝
の
長
慶
天
皇
の
「
山
里
の
外
面
の
小
田
に
夏
暮
れ
て
ゆ
き
あ
ひ
の
早
稲

の
蛍
飛
ぶ
な
り
」（
長
慶
天
皇
千
首
・
雑
・
田
家
虫
・
一
六
九
）
が
見
え
る
程
度
で
、
こ
れ
も
宗
尊
と
南
朝
歌
人
と
が
共
有
す
る
詠
み

方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

四
三

〔
補
説
〕　

類
歌
に
後
期
京
極
派
の
徽
安
門
院
一
条
詠
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
京
極
派
の
歌
境
の
先
蹤
と
言
え
る
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。
該
歌

の
三
、四
ヶ
月
程
前
の
「
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
、
柿
本
影
前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
」
で
も
「
絶
え
絶
え
に
飛
ぶ
や
蛍
の
影
見
え

て
窓
閑
か
な
る
夜
半
ぞ
涼
し
き
」（
本
抄
・
巻
四
・
六
二
三
）
と
い
う
類
詠
を
も
の
し
て
い
る
。
宗
尊
は
こ
れ
ら
以
前
に
、
文
応
元
年

（
一
二
六
〇
）
一
〇
月
六
日
以
前
の
成
立
と
い
う
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
夏
草
の
茂
み
が
下
の
忘
れ
水
絶
え
絶
え
見
え
て
行
く
蛍

か
な
」（
夏
・
九
六
）
と
類
歌
を
詠
じ
て
も
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
為
家
の
評
詞
は
、「
慥ニ

雖モ
下
不
二
覚
悟セ
一
候ト
上
、
上
下
句
、
近
年
多ク

見

候
心
地
仕リ

候
」
と
言
う
。『
宝
治
百
首
』
の
参
考
に
挙
げ
た
両
首
や
「
草
深
み
あ
り
と
も
見
え
ぬ
忘
水
す
だ
く
蛍
の
光
に
ぞ
知
る
」

（
夏
・
水
辺
蛍
・
一
〇
九
〇
・
実
雄
）
等
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
で
あ
ろ
う
し
、
宗
尊
も
こ
れ
ら
を
見
習
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
「
忘
れ
水
」
詠
は
、『
新
古
今
集
』
の
「
東
路
の
道
の
冬
草
茂
り
あ
ひ
て
跡
だ
に
見
え
ぬ
忘
れ
水
か
な
」

（
冬
・
六
二
八
・
康
資
王
母
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
こ
の
水
辺
の
「
蛍
」
の
光
が
「
絶
え
絶
え
」
に
見
え
る
景
趣
は
、
勅
撰
集
で
は

『
玉
葉
集
』
の
「
山
陰
や
暗
き
岩
間
の
忘
れ
水
絶
え
絶
え
見
え
て
飛
ぶ
蛍
か
な
」（
玉
葉
集
・
夏
・
四
〇
五
・
為
理
）
に
現
れ
、『
新
葉

集
』
に
も
「
蘆
間
行
く
野
沢
の
蛍
絶
え
絶
え
に
光
見
え
益
す
夕
闇
の
空
」（
夏
・
二
三
二
・
読
人
不
知
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
、
宗
尊
親
王
か
ら
京
極
派
を
経
て
南
朝
に
繫
が
る
一
例
と
見
て
お
き
た
い
。

780　

憂う

き
身
に
は
今け

日ふ

の
御
祓
も
よ
し
や
た
だゝ
心
の
秋
の
夏
を
知し

ら
ね
ば

〔
通
釈
〕　憂く

辛
い
こ
の
身
に
は
、
今
日
の
夏
越
し
の
祓
え
も
ま
ま
よ
ど
う
で
も
よ
い
、
ま
さ
し
く
自
分
の
心
は
既
に
秋
の
愁
い
に
な
っ
て
い

て
、
そ
も
そ
も
夏
を
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
。



四
四

〔
参
考
〕　

憂
き
身
に
は
人
よ
り
も
け
に
馴
れ
ぬ
べ
し
花
見
る
ほ
か
の
春
を
知
ら
ね
ば
（
現
存
六
帖
・
は
な
・
四
一
五
・
伊
忠
）

〔
語
釈
〕　

○
今
日
の
御
祓―

「
夏
越
し
の
祓
へ
」（「
六
月
祓
へ
」
と
も
）
の
祓
え
を
言
う
。
陰
暦
六
月
三
十
日
に
宮
中
や
諸
神
社
で
行
わ

れ
た
、
半
年
間
の
穢
れ
を
払
う
厄
除
け
の
行
事
の
祓
え
。
○
心
の
秋―

『
古
今
集
』
の
「
初
雁
の
な
き
こ
そ
渡
れ
世
の
中
の
人
の
心
の

秋
し
憂
け
れ
ば
」（
恋
五
・
八
〇
四
・
貫
之
）
や
「
時
雨
れ
つ
つ
紅
葉
づ
る
よ
り
も
言
の
葉
の
心
の
秋
に
あ
ふ
ぞ
わ
び
し
き
」（
恋

五
・
八
二
〇
・
読
人
不
知
）
が
原
拠
で
、
多
く
恋
歌
に
「
飽
き
」
を
掛
け
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
は
そ
れ
と
異
な
る
。
例
え
ば
慈
円
の

「
物
思
ふ
心
の
秋
に
な
り
ぬ
れ
ば
い
か
で
か
袖
も
紅
葉
ぢ
さ
る
べ
き
」（
拾
玉
集
・〔
建
久
二
年
五
月
頃
隆
寛
阿
闍
梨
十
首
詠
へ
の
返

歌
〕・
五
〇
三
〇
）
や
通
具
の
「
干
る
間
な
き
袖
を
ば
露
の
宿
り
に
て
心
の
秋
よ
い
つ
か
尽
く
べ
き
」（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
四
・

一
五
九
五
）
の
「
心
の
秋
」
の
よ
う
に
、
心
に
忍
び
寄
る
秋
思
つ
ま
り
憂
愁
を
言
っ
た
と
思
し
い
。
あ
る
い
は
、「
物
色
自
堪
傷
客
意

（
も
の
の
い
ろ
は
お
の
づ
か
ら
か
く
の
こ
こ
ろ
を
い
た
ま
し
む
る
に
た
へ
た
り
）　

宜
将
愁
字
作
秋
心
（
う
べ
な
り
う
れ
へ
の
じ
を
も
て

あ
き
の
こ
こ
ろ
に
つ
く
れ
る
こ
と
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
興
・
二
二
四
・
篁
）
や
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
「
こ
と
ご
と
に
悲
し
か
り
け
り

む
べ
し
こ
そ
秋
の
心
を
愁
へ
と
言
ひ
け
れ
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
五
一
・
季
通
）
等
を
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
○
夏
を
知
ら

ね
ば―

他
に
例
を
見
な
い
が
、「
春
を
知
ら
ね
ば
」
を
変
換
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
春
を
知
ら
ね
ば
」
の
原
拠
は
、『
後
撰
集
』
の

「
萌
え
出
づ
る
木
の
芽
を
見
て
も
音
を
ぞ
泣
く
か
れ
に
し
枝
の
春
を
知
ら
ね
ば
」（
春
上
・
一
四
・
兼
覧
王
女
）
に
求
め
ら
れ
る
。

〔
補
説
〕　

帰
洛
後
三
年
目
と
な
る
。
こ
の
間
の
宗
尊
の
歌
に
は
、
心
の
平
穏
や
諦
観
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
作
も
散
見
す
る
。
し
か
し
該
歌

に
は
、
投
げ
や
り
な
虛
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
の
時
期
に
、
時
宗
ら

が
謀
議
し
、
妻
宰
子
と
密
通
の
風
聞
あ
っ
た
僧
良
基
が
逐
電
、
宗
尊
は
妻
や
子
女
と
引
き
離
さ
れ
て
帰
洛
の
途
に
つ
く
。
そ
の
記
憶
を

呼
び
起
こ
さ
せ
る
同
時
期
の
夏
越
し
の
祓
え
を
忌
避
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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四
五

秋

781　

露
け
さ
の
我わ

が
た
ぐ
ひ
な
る
袖
も
な
し
人
を
分わ

き
て
や
秋
の
来き

ぬ
ら
ん

〔
通
釈
〕　

秋

露
っ
ぽ
さ
が
私
に
匹
敵
す
る
他
の
誰
の
袖
も
な
い
よ
。（
全
て
の
人
に
来
る
は
ず
だ
が
）
人
を
区
別
し
て
、（
私
だ
け
に
）
秋
が
来
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

露
け
さ
は
秋
の
草
葉
を
た
ぐ
ひ
と
て
干
す
間
も
知
ら
ぬ
我
が
袂
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
あ
き
の
草
・
一
九
二
七
・
為
家
）

人
を
分
く
心
と
は
見
じ
大
空
の
星
の
き
ら
め
き
こ
と
よ
け
れ
ど
も
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
ほ
し
・
三
四
四
・
信
実
）

〔
類
歌
〕　

人
よ
り
も
分
き
て
露
け
き
袂
か
な
我
が
た
め
に
来
る
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
（
玉
葉
集
・
秋
上
・
四
六
〇
・
道
玄
）

人
を
分
く
秋
の
形
見
と
な
り
に
け
り
物
思
ふ
身
の
袖
の
白
露
（
浄
弁
集
・
暮
秋
・
三
三
）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
た
ぐ
ひ
な
る―

私
と
並
ぶ
よ
う
で
あ
る
、
私
と
類
同
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
先
行
の
類
例
は
少
な
く
、
慈
円
が
好
ん

だ
と
思
し
く
、
次
の
例
が
あ
る
。
①
「
憂
き
世
思
ふ
我
が
た
ぐ
ひ
か
な
時
鳥
五
月
待
つ
間
の
卯
の
花
の
声
」（
拾
玉
集
・
一
日
百
首
・

郭
公
・
九
〇
二
）、
②
「
吉
野
山
花
を
尋
ぬ
る
人
は
皆
我
が
た
ぐ
ひ
と
や
我
を
見
る
ら
ん
」（
同
・
花
月
百
首
・
花
・
一
二
九
八
）、
③

「
雲
騒
ぐ
夕
べ
の
空
を
君
は
よ
も
我
が
た
ぐ
ひ
と
は
な
が
め
ざ
る
ら
む
」（
同
・
当
座
百
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
一
四
四
六
。
慈
鎮
和
尚
自

歌
合
・
小
比
叡
十
五
番
・
五
一
）、
④
「
我
が
た
ぐ
ひ
今
は
な
ぎ
さ
に
行
く
舟
の
ま
た
別
る
る
に
し
ほ
た
れ
に
け
り
」（
同
・
文
集
百

首
・
無
常
十
首
・
親
愛
日
零
落
、
存
者
仍
別
離
・
一
九
八
一
）。
鎌
倉
殿
御
家
人
歌
人
笠
間
時
朝
に
「
思
ひ
あ
れ
ど
煙
も
声
も
た
て
ず

し
て
燃
ゆ
る
蛍
や
我
が
た
ぐ
ひ
な
る
」（
時
朝
集
・
未
入
集
歌
・
恋
・
寄
蛍
忍
恋
・
二
二
七
）
の
作
が
あ
り
、
こ
れ
は
該
歌
に
先
行
し

て
い
よ
う
。
ま
た
、
後
出
で
は
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
飛
鳥
井
雅
有
に
「
下
燃
え
の
我
が
た
ぐ
ひ
こ
そ
な
か
り
け
れ
し
の
ぶ
の
浦
も
け
ぶ



四
六

り
立
つ
な
り
」（
隣
女
集
・
巻
第
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
恋
・
忍
恋
・
六
一
五
。
飛
鳥
井
雅
有
集
・
恋
・
三
四
七
）
が
あ
る
。
新
古
今

歌
人
の
珍
し
い
措
辞
を
関
東
歌
人
が
用
い
て
い
る
例
で
あ
る
。
○
袖
も
な
し―

意
外
に
用
例
の
少
な
い
句
。「
遠
方
や
行
き
か
ふ
人
の

袖
も
な
し
霞
や
深
き
武
蔵
野
の
原
」（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
野
径
霞
・
一
三
・
伊
平
）
が
先
行
例
と
な
る
。
後
出
で
は
、『
南
朝

五
百
番
歌
合
』
の
「
吹
き
過
ぎ
て
我
を
ば
招
く
袖
も
な
し
風
や
尾
花
の
心
な
る
ら
ん
」（
秋
三
・
三
五
八
・
源
資
氏
）
が
目
に
付
く
。

○
人
を
分
き
て―
人
を
区
別
し
て
、
と
い
う
こ
と
。
源
有
房
の
「
人
を
分
く
人
の
心
は
辛
か
ら
で
身
の
程
知
ら
ぬ
身
を
ぞ
恨
む
る
」

（
有
房
中
将
集
・
恋
・
三
〇
三
）
が
早
く
、
慈
円
の
「
我
が
宿
は
人
を
分
き
て
ぞ
跡
を
惜
し
む
し
ば
し
も
雪
に
厭
ひ
け
る
こ
そ
」（
秋
篠

月
清
集
・
冬
・
一
二
九
八
）
や
師
光
の
「
郭
公
人
を
分
き
て
も
か
た
ら
は
ば
聞
か
ぬ
た
め
し
に
な
り
や
は
て
ま
し
」（
石
清
水
若
宮
歌

合
正
治
二
年
・
郭
公
・
八
四
）
が
続
く
。
伏
見
院
の
「
人
を
分
く
初
音
な
ら
じ
を
時
鳥
我
に
は
な
ど
か
な
ほ
も
つ
れ
な
き
」（
新
後
撰
集
・

夏
・
一
六
九
）
が
勅
撰
集
の
初
出
で
、
鎌
倉
後
期
以
降
に
用
例
が
増
え
て
い
る
。
宗
尊
は
、
よ
り
直
接
に
は
参
考
の
信
実
の
歌
に
学
ぶ

か
。

〔
補
説
〕　

大
枠
で
は
、「
大
方
の
秋
来
る
か
ら
に
我
が
身
こ
そ
か
な
し
き
物
と
思
ひ
知
り
ぬ
れ
」（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
五
・
読
人
不

知
）
や
、
類
歌
の
道
玄
詠
の
本
歌
で
も
あ
る
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
物
こ
そ
悲
し
け
れ
我
が
身
一
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」（
同
・
秋
上
・

一
九
三
・
千
里
）
が
示
す
、
全
て
の
人
に
来
る
は
ず
の
秋
の
孤
愁
と
い
っ
た
通
念
と
類
型
の
中
に
あ
る
一
首
と
言
っ
て
よ
い
。
宗
尊
の

念
頭
に
は
、「
大
方
も
秋
は
わ
び
し
き
時
な
れ
ど
露
け
か
る
ら
ん
袖
を
し
ぞ
思
ふ
」（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
七
八
・
醍
醐
天
皇
）
や
「
大

方
に
秋
の
寝
覚
め
の
露
け
く
は
ま
た
誰
が
袖
に
有
明
の
月
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
三
五
・
二
条
院
讃
岐
）
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。類

歌
に
挙
げ
た
両
首
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
宗
尊
か
ら
の
影
響
が
あ
る
か
否
か
は
措
い
て
、
京
極
派
勅
撰
集
入
集
歌
や
二
条
家
為
世

門
の
四
天
王
の
歌
に
共
通
す
る
詠
み
ぶ
り
の
先
蹤
に
宗
尊
の
歌
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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四
七
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同お
な

じ
く
は
憂う

き
世よ

の
夢
を
お
ど
ろ
か
せ
枕
に
通か
よ

ふ
荻お
き

の
上う
は

風

〔
通
釈
〕　同じ

こ
と
な
ら
、（
秋
が
来
た
こ
と
を
気
付
か
せ
る
だ
け
で
な
く
）
こ
の
憂
く
辛
い
世
の
夢
を
覚
め
気
付
か
せ
て
く
れ
。
枕
に
吹
き

通
う
荻
の
上
風
よ
。

〔
参
考
〕　

秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
六
九
・
敏
行
）

秋
ご
と
に
な
ほ
絶
え
ず
こ
そ
お
ど
ろ
か
せ
心
長
き
は
荻
の
上
風
（
久
安
百
首
・
秋
・
六
三
五
・
親
隆
）

う
た
た
寝
に
心
尽
く
し
の
秋
来
ぬ
と
お
ど
ろ
か
す
な
り
荻
の
上
風
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・
一
〇
五
七
・
越
前
）

な
も
あ
み
だ
仏
と
今
は
契
り
て
も
憂
き
世
の
夢
を
お
ど
ろ
か
す
ら
む
（
新
和
歌
集
・
哀
傷
・
四
六
一
・
長
時
）

山
深
き
杉
の
庵
の
村
時
雨
憂
き
世
の
夢
を
お
ど
ろ
か
せ
と
や
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
冬
・
時
雨
・
三
七
〇
・
泰
時
）

〔
類
歌
〕　

う
た
た
寝
の
夢
は
覚
め
ぬ
る
手
枕
に
な
ほ
お
ど
ろ
か
す
荻
の
上
風
（
延
文
百
首
・
秋
・
荻
・
九
三
八
・
賢
俊
）

お
ど
ろ
か
せ
憂
き
世
の
夢
も
覚
む
べ
く
は
恨
み
も
は
て
じ
荻
の
上
風
（
草
山
集
〔
元
政
〕・
荻
風
・
九
四
）

〔
語
釈
〕　

○
憂
き
世
の
夢―

『
源
氏
物
語
』
に
「
む
つ
ご
と
を
語
り
あ
は
せ
む
人
も
が
な
憂
き
世
の
夢
も
な
か
ば
覚
む
や
と
」（
明
石
・

二
二
九
・
光
源
氏
）
が
あ
る
。
定
家
は
、
こ
の
源
氏
歌
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
詞
を
好
ん
だ
よ
う
で
あ
る
（
宮
河
歌
合
・
七
三
、

拾
遺
愚
草
・
一
六
八
九
、
同
・
二
九
八
五
）。
勅
撰
集
で
は
、『
新
古
今
集
』
の
慈
円
の
歌
「
年
の
明
け
て
憂
き
世
の
夢
の
覚
む
べ
く
は

暮
る
と
も
今
日
は
い
と
は
ざ
ら
ま
し
」（
冬
・
六
九
九
）
が
初
出
で
あ
る
。
○
荻
の
上
風―

荻
の
上
を
吹
き
過
ぎ
る
風
。「
秋
は
な
ほ
夕

ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
九
・
義
孝
）
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。



四
八

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、「
吹
け
ば
と
て
思
ひ
お
ど
ろ
く
人
も
な
し
夢
の
憂
き
世
の
秋
の
初
風
」（
中
書
王
御
詠
・
五
十
首
歌
合
に
、
秋
歌
・

八
三
）
と
も
詠
ん
で
い
て
、
こ
れ
を
展
開
さ
せ
た
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

783　

馴な

れ
難か
た

き
た
と
へ
も
今
ぞ
思
ひ
知し

る
野
辺へ

の
牡小

鹿
の
声
の
は
る
け
さ

〔
通
釈
〕　馴れ

難
い
、（
寂
し
さ
を
）
鹿
の
音
に
よ
そ
え
る
譬
え
も
、
今
こ
そ
思
い
知
る
こ
と
よ
。
野
辺
に
鳴
く
鹿
の
声
の
遠
く
聞
こ
え
る
遙

け
さ
よ
（
そ
の
寂
し
さ
よ
）。

〔
参
考
〕　

寂
し
さ
を
何
に
た
と
へ
ん
牡
鹿
鳴
く
み
山
の
里
の
明
け
方
の
空
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
三
・
惟
宗
広
言
）

秋
萩
の
散
り
の
ま
が
ひ
に
呼
び
立
て
て
鳴
く
な
る
鹿
の
声
の
は
る
け
さ
（
万
葉
集
・
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
五
〇
・
湯
原
王
）

淡
路
島
吹
き
越
す
秋
の
波
風
に
た
ぐ
ふ
牡
鹿
の
声
の
は
る
け
さ
（
壬
二
集
・
百
首
文
治
三
年
十
一
月
・
秋
・
九
四
二
）

阿
含
経
の
鹿
の
声
、
鹿
野
苑
と
ぞ
聞
こ
ゆ
な
る
、
諦
縁
乗
の
萩
の
葉
に
、
偏
真
無
漏
の
露
ぞ
置
く
（
梁
塵
秘
抄
・
巻
二
・
注
文

歌
・
阿
含
経
二
首
）

〔
類
歌
〕　

花
の
色
に
く
ら
べ
て
今
ぞ
思
ひ
知
る
桜
に
ま
さ
る
に
ほ
ひ
あ
り
と
は
（
弁
内
侍
日
記
・
五
六
・
作
者
）

い
つ
も
見
る
あ
は
れ
は
今
ぞ
思
ひ
知
る
お
ぼ
ろ
の
月
は
霞
な
り
け
り
（
他
阿
上
人
集
・
又
合
点
の
外
に
よ
り
詠
み
給
ふ
歌
の

中
・
春
・
一
〇
二
一
）

〔
補
説
〕　

一
応
『
千
載
集
』
の
広
言
の
歌
を
踏
ま
え
て
解
釈
し
た
が
、
な
お
「
み
山
の
里
」
と
「
野
辺
」
と
の
懸
隔
が
あ
る
の
で
、
不
審

が
残
る
。
例
え
ば
釈
教
歌
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
参
考
の
『
梁
塵
秘
抄
』
に
も
見
え
る
仏
陀
の
初
転
法
輪
の
地
と
い
う
「
鹿
野
苑
」
の
地
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四
九

名
は
、
婆
羅
㮈
国
王
が
群
鹿
千
頭
を
網
羅
す
る
と
、
鹿
王
が
膝
を
屈
し
て
哀
れ
を
求
め
た
の
で
、
国
王
は
群
鹿
を
放
ち
、
鹿
は
山
に
還

り
安
ん
じ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
（
出
曜
経
第
十
四
道
品
、
大
唐
西
域
記
第
七
。
望
月
『
仏
教
大
辞
典
』
に
拠
る
）
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
話
を
踏
ま
え
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
釈
然
と
し
な
い
。
な
お
追
究
し
た
い
。

784　

掛か

け
て
来く

る
誰た

が
玉
章つ
さ

の
情
け・

と
て
秋
を
忘わ
す

れ
ず
雁か
り

の
鳴な

く
ら
ん

〔
通
釈
〕　雁が

そ
の
脚
に
掛
け
て
や
っ
て
来
る
、
い
っ
た
い
誰
の
手
紙
の
た
め
に
す
る
思
い
や
り
と
い
う
こ
と
で
、（
今
年
も
）
秋
を
忘
れ
ず

に
雁
が
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

秋
風
に
初
雁
が
音
ぞ
聞
こ
ゆ
な
る
誰
が
玉
章
を
掛
け
て
来
つ
ら
む
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
〇
七
・
友
則
）

〔
参
考
〕　

玉
章
を
い
か
な
る
里
に
伝
ふ
ら
ん
秋
を
忘
れ
ぬ
初
雁
の
声
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
九
四
七
・
二
条
院
讃
岐
）

誰
が
た
め
に
秋
来
し
雁
の
情
け
と
て
惜
し
む
に
よ
ら
ぬ
春
の
別
れ
ぞぢ

イ

（
弘
長
百
首
・
春
・
帰
雁
・
七
三
・
家
良
）

〔
語
釈
〕　

○
掛
け
て
来
る―

匈
奴
に
囚
わ
れ
た
前
漢
の
蘇
武
が
北
か
ら
書
信
を
雁
の
脚
に
結
び
付
け
て
漢
王
に
送
っ
た
と
い
う
雁
信
の
故

事
（
漢
書
・
蘇
武
伝
）
が
も
た
ら
し
た
通
念
に
よ
る
。
○
玉
章―
文
、
書
信
。

785　

よ
も
知し

ら
じ
何
ゆ
ゑへ

も
ろ
き
泪
と
も
心
の
う
ち
の
秋
の
夕
暮く
れ

〔
通
釈
〕　



五
〇

（
人
は
）
ま
さ
か
知
る
ま
い
。
ど
う
し
て
も
ろ
く
散
る
私
の
涙
で
あ
る
の
か
と
も
。
我
が
心
の
中
に
広
が
る
の
は
秋
の
夕
暮
な
の
だ
。

〔
参
考
〕　

な
が
む
れ
ば
す
ず
ろ
に
落
つ
る
涙
か
な
い
か
な
る
空
ぞ
秋
の
夕
暮
（
宝
治
百
首
・
秋
夕
・
一
三
六
二
・
実
氏
）

七
夕
の
心
の
う
ち
や
い
か
な
ら
む
待
ち
こ
し
今
日
の
夕
暮
の
空
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
五
・
兼
実
）

秋
風
は
荻
の
葉
に
こ
そ
吹
け
ば
吹
け
心
の
う
ち
の
涼
し
き
や
な
ぞ
（
万
代
集
・
秋
上
・
八
九
三
・
相
模
。
相
模
集
・
七
月
・

四
五
五
）

思
ひ
い
る
心
の
う
ち
の
篠
薄
秋
の
盛
り
を
い
つ
と
待
た
ま
し
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
恋
・
忍
恋
・
一
〇
五
三
・
信
実
）

〔
類
歌
〕　

か
ば
か
り
は
何
ゆ
ゑ
落
つ
る
涙
ぞ
と
我
も
あ
や
し
き
物
を
こ
そ
思
へ
（
玉
葉
集
・
恋
三
・
一
五
四
二
・
章
義
門
院
）

〔
語
釈
〕　

○
何
ゆ
ゑ
も
ろ
き
ー
珍
し
い
句
。「
か
き
曇
る
心
厭
ふ
な
夜
半
の
月
何
ゆ
ゑ
落
つ
る
秋
の
涙
ぞ
」（
続
古
今
集
・
秋
上
・

四
一
三
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
花
月
百
首
・
月
・
八
八
）
の
「
何
ゆ
ゑ
落
つ
る
」
と
、「
木
の
葉
散
る
時
雨
や
ま
が
ふ
我
が
袖
に
も

ろ
き
涙
の
色
と
見
る
ま
で
」（
新
古
今
集
・
冬
・
五
六
〇
・
通
具
）
等
の
「
も
ろ
き
涙
」
と
を
結
び
付
け
た
よ
う
な
措
辞
で
あ
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
「
文
永
元
年
十
月
百
首
歌
」
で
、「
袖
の
上
に
と
す
れ
ば
か
か
る
涙
か
な
あ
な
言
ひ
知
ら
ず
秋
の
夕
暮
」

（
瓊
玉
集
・
秋
上
・
二
〇
四
。
柳
葉
集
・
巻
四
・
五
八
四
。
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
五
）
と
い
う
、
参
考
に
挙
げ
た
実
氏
詠
に
負
っ

た
よ
う
な
類
歌
を
詠
じ
て
い
る
。
類
歌
に
挙
げ
た
一
首
は
、
詞
遣
い
は
異
な
る
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
ろ
う
。

該
歌
は
、
下
句
が
特
徴
的
で
あ
る
。
参
考
に
挙
げ
た
歌
の
よ
う
な
、「
心
の
う
ち
」
を
推
し
量
る
「
夕
暮
の
空
」
の
情
景
や
、「
心
の

う
ち
」
に
比
喩
で
秋
景
を
見
る
歌
な
ど
が
下
敷
き
に
な
っ
て
詠
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
江
戸
時
代
の
戸
田
茂
睡
撰
『
鳥
の

迹
』
に
「
風
を
聞
き
露
を
詠
む
る
色
よ
り
も
心
の
内
の
秋
の
夕
暮
」（
秋
・
三
七
七
・
山
名
玉
山
）
と
い
う
、
下
句
が
一
致
す
る
歌
が

見
え
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

五
一

786　

秋
か
け
て
別
れ・

し
庭
の
浅あ
さ

茅ち

原
昔
を
偲し
の

ぶ
月
や
す
む
ら
ん

〔
通
釈
〕　秋に

か
け
て
別
れ
た
、
あ
の
庭
の
浅
茅
原
よ
。
今
は
昔
の
偲
ぶ
月
の
み
が
澄
み
な
が
ら
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

頼
め
置
き
し
浅
茅
が
露
に
秋
か
け
て
木
葉
降
り
し
く
宿
の
通
ひ
路
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
二
八
・
忠
良
。
千
五
百
番
歌

合
・
恋
一
・
二
三
一
一
。
新
時
代
不
同
歌
合
・
六
）

浅
茅
原
主
な
き
宿
の
庭
の
面
に
あ
は
れ
い
く
世
の
月
か
す
み
け
む
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
荒
れ
た
る
宿
の
月
と
い
ふ
心
を
・

五
六
〇
。
新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
七
六
・
実
朝
）

思
ひ
出
で
て
昔
を
偲
ぶ
袖
の
上
に
あ
り
し
に
も
あ
ら
ぬ
月
ぞ
宿
れ
る
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
月
を
よ
め
る
・
五
六
一
。

新
勅
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
七
七
・
実
朝
）

〔
語
釈
〕　

○
秋
か
け
て―

「
秋
か
け
て
言
ひ
し
な
が
ら
も
あ
ら
な
く
に
木
の
葉
ふ
り
し
く
江
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
伊
勢
物
語
・
九
十
六

段
・
一
七
一
・
女
）
が
原
拠
で
、
参
考
の
忠
良
詠
も
こ
れ
を
本
歌
に
す
る
。
秋
と
い
う
時
期
に
及
ん
で
、
秋
に
な
っ
て
、
と
い
う
こ

と
。
○
別
れ
し
庭―

先
行
例
に
は
、
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
九
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た
皇
太
后

子
を
追
慕
し
て
、「
十
六
日
の

月
明
き
に
」
詠
ん
だ
内
侍
典
侍
の
「
君
が
見
し
月
ぞ
と
思
へ
ど
慰
ま
ず
別
れ
し
庭
を
憂
し
と
思
へ
ば
」（
栄
花
物
語
・
巻
二
十
九
・
た

ま
の
か
ざ
り
・
三
一
八
）
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
直
前
に
は
、「
昨
日
の
講
師
、
天
竺
の
釈
尊
の
涅
槃
の
所
の
悲
し
み
の
涙
の
、
今
に
そ

の
あ
た
り
の
砂
子
に
し
み
て
紅
の
色
な
る
心
を
説
き
け
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
（
禎
子
内
親
王
の
乳
母
）
の
、
里
よ
り
」
と
し
て
「
君
恋

ふ
る
涙
の
色
は
そ
の
か
み
の
別
れ
の
庭
も
か
く
や
あ
り
け
ん
」（
三
一
六
）
が
あ
り
、
弁
の
乳
母
（
同
上
）
が
「
い
に
し
へ
の
別
れ
の

庭
の
涙
に
も
身
に
し
む
こ
と
は
な
ほ
ぞ
ま
さ
れ
る
」（
三
一
七
）
と
返
し
て
い
る
。
こ
の
「
別
れ
の
庭
」
は
、
勅
撰
集
で
は
「
山
階
寺



五
二

の
涅
槃
会
に
詣
で
て
よ
み
侍
り
け
る
」
と
い
う
「
い
に
し
へ
の
別
れ
の
庭
に
あ
へ
り
と
も
今
日
の
涙
ぞ
涙
な
ら
ま
し
」（
後
拾
遺
集
・

釈
教
・
一
一
七
九
・
光
源
法
師
）
と
同
様
に
、
釈
迦
が
末
羅
国
鳩
尸
那
城
の
沙
羅
双
樹
の
下
で
入
滅
し
た
そ
の
場
を
言
っ
て
い
よ
う
。

内
侍
典
侍
の
「
別
れ
し
庭
」
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
釈
尊
と
別
れ
た
場
に
、
皇
太
后
と
別
れ
た
場
を
重
ね
て
い
よ
う
か
。
一
方
で
『
源

氏
物
語
』
に
は
、
紫
上
の
一
周
忌
直
前
の
七
月
七
日
に
光
源
氏
が
七
夕
の
星
合
い
の
別
れ
に
よ
そ
え
て
死
別
の
紫
上
を
追
慕
し
た
「
た

な
ば
た
の
逢
ふ
瀬
は
雲
の
よ
そ
に
見
て
別
れ
の
庭
に
露
ぞ
置
き
添
ふ
」（
幻
・
五
七
九
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
釈
尊
と
の
別
れ
の
場

の
意
味
は
希
薄
で
あ
ろ
う
。
該
歌
の
場
合
も
こ
れ
と
同
様
に
、
そ
の
意
味
は
読
み
取
り
難
い
。
た
だ
し
ま
た
、
別
れ
た
対
象
が
「
庭
」

で
言
わ
ば
故
郷
の
家
に
在
っ
た
昔
を
偲
ぶ
主
意
な
の
か
、
別
れ
た
対
象
が
人
で
そ
の
人
と
住
ん
で
い
た
昔
を
偲
ぶ
主
意
な
の
か
、
不
分

明
で
あ
る
。
宗
尊
詠
の
傾
向
と
し
て
、
述
懐
の
秋
歌
で
あ
る
と
見
て
、
前
者
に
解
し
て
お
く
。
○
す
む―

「
澄
む
」
に
「
別
れ
し
」

「
庭
」
の
縁
で
「
住
む
」
が
掛
か
る
と
解
す
る
。

787　

い
か
に
せ
ん
思お
も

ひ
出い

で
じ
と
忍し
の

べ
ど
も
昔
の
影か
け

の
月
に
残
れ
る

〔
通
釈
〕　どう

し
よ
う
か
。
思
い
出
す
ま
い
と
、
堪
え
忍
ぶ
け
れ
ど
も
、
思
い
出
さ
せ
る
昔
の
面
影
が
、
月
の
光
の
中
に
残
っ
て
い
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

今
更
に
思
ひ
出
で
じ
と
忍
ぶ
る
を
恋
し
き
に
こ
そ
忘
れ
わ
び
ぬ
れ
（
後
撰
集
・
恋
三
・
七
八
八
・
実
頼
）

〔
参
考
〕　

う
つ
り
け
む
昔
の
影
や
残
る
と
て
見
る
に
思
ひ
の
ま
す
鏡
か
な
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
俊
頼
朝
臣
身
ま
か
り
て
後
、
つ
ね
に
み

け
る
鏡
を
仏
に
つ
く
ら
せ
侍
る
と
て
よ
め
る
・
八
二
五
・
新
少
将
）

故
郷
は
浅
茅
が
末
に
な
り
は
て
て
月
に
残
れ
る
人
の
面
影
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
八
一
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
十
題
百



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

五
三

首
・
居
処
十
首
・
二
二
五
。
後
京
極
殿
御
自
歌
合
・
一
八
四
。
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
・
四
四
。
定
家
八
代
抄
・

一
七
二
〇
）

〔
類
歌
〕　

憂
し
と
だ
に
思
ひ
出
で
じ
と
忍
べ
ど
も
な
ほ
天
の
戸
を
あ
け
が
た
の
月
（
物
語
二
百
番
歌
合
・
後
百
番
歌
合
・
御
津
浜
松
・

二
六
〇
・
大
将
姫
君
。
風
葉
集
異
本
歌
〔
五
島
美
術
館
蔵
桂
切
〕・
一
四
一
四
・
浜
松
の
左
大
将
の
女
）

〔
語
釈
〕　

○
影―
人
の
面
影
、
あ
る
い
は
人
の
姿
の
意
に
解
さ
れ
る
。「
月
」
の
縁
で
月
光
の
意
が
掛
か
る
。

788　

世
の
中
に
住す

み
わ
ぶ
る
身
の
あ
は
れ
知し

れ
雲
の
隙ひ
ま

行
く・

秋
の
夜よ

の
月

〔
通
釈
〕こ

の
世
の
中
に
住
み
わ
ず
ら
う
こ
の
身
の
哀
れ
を
知
っ
て
く
れ
。
雲
の
間
を
渡
っ
て
行
く
、
秋
の
夜
の
澄
み
か
ね
て
い
る
月
よ
。

〔
参
考
〕　

浮
雲
は
立
ち
隠
せ
ど
も
隙
洩
り
て
空
行
く
月
の
見
え
も
す
る
か
な
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
〇
二
・
伊
勢
大
輔
）

〔
類
歌
〕　

住
み
わ
ぶ
る
我
こ
そ
つ
ね
に
急
が
る
れ
月
は
な
に
ゆ
ゑ
山
に
入
る
ら
ん
（
風
雅
集
・
雑
下
・
一
八
二
五
・
実
衡
女
）

〔
語
釈
〕　

○
住
み
わ
ぶ
る―

「
雲
の
隙
」「
月
」
の
縁
で
「
澄
み
わ
ぶ
る
」
が
掛
か
る
。
○
雲
の
隙―

古
く
公
任
の
「
ふ
た
た
び
や
人
よ

り
待
た
む
月
影
の
雲
の
隙
よ
り
出
で
ぬ
か
ぎ
り
は
」（
大
納
言
公
任
集
・
曇
れ
る
夜
、
月
を
待
つ
心
・
七
六
）
が
あ
る
が
、
作
例
は
多

く
な
い
。
後
出
歌
に
、
実
兼
の
『
嘉
元
百
首
』
詠
「
い
と
ど
し
く
見
る
程
ぞ
な
き
村
雨
の
雲
の
隙
行
く
短
夜
の
月
」（
夏
・
夏
月
・

三
二
三
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
伊
勢
大
輔
の
歌
は
、
詞
書
に
「
参
議
正
光
、
朧
月
夜
に
忍
び
て
人
の
も
と
に
ま
か
れ
り
け
る
を
、
見
あ
ら
は
し

て
つ
か
は
し
け
る
」
と
あ
り
、「
月
」
に
女
の
所
に
通
う
男
（
正
光
）
を
寓
意
し
、
か
ら
か
い
か
け
た
一
首
で
あ
り
、
該
歌
と
は
趣
を



五
四

異
に
す
る
。

789　

舟
と
め
て
遠を
ち

方か
た

人
の
や
す
ら
ふ
は
霧
の
あ
な
た
や
紅も
み
ち葉
し
ぬ
ら
ん

〔
通
釈
〕　舟を

泊
め
て
遙
か
遠
く
の
人
が
留
ま
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
や
霧
の
あ
ち
ら
は
紅
葉
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

霧
立
ち
て
雁
ぞ
鳴
く
な
る
片
岡
の
朝
の
原
は
紅
葉
し
ぬ
ら
む
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

春
の
日
の
長
柄
の
浜
に
舟
と
め
て
い
づ
れ
か
橋
と
問
へ
ど
答
へ
ぬ
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
五
九
五
・
恵
慶
。
恵
慶
集
・

一
八
九
、二
句
「
長
柄
の
浦
に
」）

夏
の
日
の
野
中
の
杜
の
青
葉
陰
遠
方
人
の
袖
ぞ
や
す
ら
ふ
（
壬
二
集
・
大
僧
正
四
季
百
首
・
杜
・
一
二
〇
七
）

明
け
ぬ
と
て
朝
立
つ
人
の
声
す
な
り
霧
の
あ
な
た
や
と
ま
り
な
る
ら
ん
（
紫
禁
草
・
同
〔
建
保
五
年
六
月
〕
廿
五
日
、
当
座
・

行
路
霧
・
一
〇
〇
一
）

勝
間
田
の
池
の
あ
な
た
の
紅
葉
故
昔
の
人
や
舟
も
と
め
け
ん
（
源
三
位
頼
政
集
・
紅
葉
隔
池
・
二
七
三
）

〔
語
釈
〕　

○
や
す
ら
ふ―

ぐ
ず
ぐ
ず
と
滞
留
す
る
と
い
う
意
味
。

790　

見み

る
ま
まゝ
に
袂
に
紛ま
か

ふ
木
末
か哉な
秋
の
日
数か
す

や
涙な
み
た

な
る
ら
む

〔
通
釈
〕　



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

五
五

見
て
い
る
う
ち
に
、（
落
と
す
紅
涙
に
染
ま
る
）
袂
に
見
紛
う
（
染
ま
り
ゆ
く
紅
葉
の
）
梢
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
秋
の
過
ぎ
行
く
日

数
は
、
流
す
涙
の
数
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

変
は
り
に
し
袂
の
色
も
い
か
な
ら
ん
時
雨
れ
は
て
ぬ
る
四
方
の
梢
に
（
拾
遺
愚
草
・
老
耄
籠
居
の
後
、
秋
の
こ
ろ
、
母
の
思
ひ

な
る
人
に
・
二
八
七
九
）

竜
田
山
ま
だ
色
浅
き
梢
に
も
な
ほ
頼
ま
れ
ず
秋
の
日
数
は
（
正
治
後
度
百
首
・
秋
・
紅
葉
・
四
三
七
・
隆
実
）

落
ち
つ
も
る
涙
の
数
は
さ
夜
衣
さ
え
て
も
袖
に
見
え
け
る
も
の
を
（
若
宮
撰
歌
合
建
仁
二
年
九
月
・
冬
恋
・
九
・
宮
内
卿
。
水
無

瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
建
仁
二
年
九
月
・
九
）

〔
補
説
〕　

詞
足
ら
ず
の
感
が
あ
る
一
首
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
袂
に
紛
ふ
木
末
か
な
」
と
「
秋
の
日
数
や
涙
な
る
ら
む
」
の
分
か
り
に
く

さ
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
紅
涙
に
染
ま
る
「
袂
」
と
紅
葉
の
「
木
末
」、「
秋
の
日
数
」
と
積
も
る
「
涙
」
の
数
、
そ
れ
ぞ
れ
に
類
同
を

見
る
趣
向
と
解
し
て
お
く
。

冬

791　

山
の
端
に
心
は
か
かゝ
る
う
き
雲
の
な
ほを

や
都み
や
こ

の
空
に
時し

雨く

れ
ん

〔
通
釈
〕　

冬

山
の
端
に
相
対
し
て
心
は
こ
の
よ
う
に
憂
く
辛
く
あ
っ
て
、
そ
の
山
の
端
に
か
か
る
浮
雲
が
さ
ら
に
都
の
空
に
時
雨
を
降
ら
せ
る
よ

う
に
、
都
の
空
の
下
で
私
も
涙
の
時
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

憂
き
こ
と
も
ま
だ
し
ら
雲
の
山
の
端
に
か
か
る
や
つ
ら
き
心
な
る
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
六
九
・
藤
原
元
真
）



五
六

〔
語
釈
〕　

○
山
の
端
に
心
は
か
か
る
う
き
雲
の―

「
か
か
る
」
と
「
う
き
」
は
各
々
掛
詞
で
、「
山
の
端
に
心
は
斯
か
る
憂
き
」
と
「
山

の
端
に
」「
掛
か
る
浮
雲
」
の
二
重
の
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
○
時
雨
れ
ん―

涙
を
断
続
し
て
流
す
こ
と
を
暗
喩
す
る
。
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影か
け

映う
つ

す
氷
の
上う
へ

の
夜よ

半は

の
霜
月
に
も
老
い・

の
姿す
か
た

あ有り
け
る

〔
通
釈
〕　月が

光
を
映
す
氷
の
上
に
置
く
夜
中
の
霜
よ
。
月
に
も
、
霜
が
混
じ
る
老
い
の
姿
が
あ
っ
た
の
だ
な
。

〔
参
考
〕　

冬
深
き
入
江
の
蘆
を
見
渡
せ
ば
氷
の
上
も
霜
枯
れ
に
け
り
（
壬
二
集
・
初
心
百
首
・
冬
・
六
一
）

冬
来
れ
ば
霜
を
い
た
だ
く
う
ば
め
の
木
老
い
の
姿
や
い
と
ど
見
ゆ
ら
ん
（
夫
木
抄
・
巻
二
十
九
・
木
・
う
ば
め
の
木
・
貞
応
三

年
百
首
、
木
廿
首
・
一
四
〇
七
八
・
為
家
）

氷
り
ゐ
て
み
な
白
妙
の
ま
す
鏡
老
い
の
姿
の
池
と
こ
そ
見
れ
（
宝
治
百
首
・
冬
・
池
氷
・
二
二
二
八
・
成
茂
）

〔
補
説
〕　
「
霜
」
や
「
雪
」
等
で
老
い
の
白
髪
を
比
喩
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
漢
詩
に
見
え
る
。
特
に
「
霜
」
に
つ
い
て
見
る
と
、『
和

漢
朗
詠
集
』
か
ら
で
も
、「
霜
蓬
老
鬢
三
分
白
（
さ
う
ほ
う
の
ら
う
び
ん
は
さ
ん
ぶ
ん
し
ろ
し
）」（
秋
・
菊
・
二
六
六
・
白
居
易
）、

「
恐
悪
衰
翁
首
似
霜
（
お
そ
ら
く
は
す
い
を
う
の
か
う
べ
の
し
も
に
に
た
る
を
に
く
ま
む
こ
と
を
）」（
秋
・
女
郎
花
・
二
七
九
・
順
）、

「
送
老
高
僧
首
剃
霜
（
お
い
を
お
く
る
か
う
そ
う
は
か
う
べ
し
も
を
そ
る
）」（
僧
・
六
〇
九
・
順
）、「
僧
老
眉
垂
八
字
霜
（
そ
う
お
い

て
は
ま
ゆ
は
ち
じ
の
し
も
を
た
る
）」（
僧
・
六
〇
九
・
為
憲
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
該
歌
は
、
そ
う
い
っ
た
通
念
の
上
に
詠
ま
れ
た

和
歌
を
基
盤
に
し
な
が
ら
も
、
人
間
で
は
な
く
「
霜
」
が
置
い
た
景
物
で
あ
る
「
氷
の
上
」
の
「
影
」（
月
光
）
を
擬
人
化
し
て
、
そ

れ
を
「
老
い
の
姿
」
に
見
立
て
て
い
る
。
直
接
に
は
、
参
考
の
為
家
詠
に
触
発
さ
れ
た
か
。
そ
の
為
家
詠
は
、
ぶ
な
科
の
常
緑
低
木



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

五
七

「
姥
芽
の
木
」
に
「
乳
母
女
」
あ
る
い
は
「
姥
女
」
を
掛
け
て
、
そ
の
木
に
「
霜
」
が
置
い
た
の
で
、
白
髪
の
老
女
に
見
立
て
て
「
老

い
の
姿
や
い
と
ど
見
ゆ
ら
ん
」
と
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

793　

あ
は
れ
に
も
賀か

茂も

の
河
原
に
鳴
く・

千
鳥と
り

今け

日ふ

も
暮
れ・

ぬ
と
誰た
れ

か
聞
く・

ら
ん

〔
通
釈
〕　しみ

じ
み
と
哀
れ
に
も
、
賀
茂
の
河
原
に
鳴
く
千
鳥
よ
。
今
日
も
ま
た
暮
れ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
い
誰
が
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

〔
本
歌
〕　

明
け
ぬ
な
り
賀
茂
の
川
瀬
に
千
鳥
鳴
く
今
日
も
は
か
な
く
暮
れ
む
と
す
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
中
関
白
の
忌
に
法
興
院
に

籠
り
て
、
あ
か
月
が
た
に
千
鳥
の
鳴
き
侍
り
け
れ
ば
・
一
〇
一
四
・
円
昭
法
師
。
五
代
集
歌
枕
・
一
一
六
七
。
古
来
風
体

抄
・
四
八
三
。
発
心
集
・
二
二
他
）

山
寺
の
入
相
の
鐘
の
声
ご
と
に
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
聞
く
ぞ
悲
し
き
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
二
九
・
読
人
不
知
。
和
漢
朗
詠

集
・
山
寺
・
五
八
五
）

〔
参
考
〕　

あ
は
れ
に
も
老
い
の
寝
覚
め
の
友
千
鳥
我
が
よ
吹
け
ぬ
る
月
に
鳴
く
な
り
（
新
後
撰
集
・
雑
上
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
家
の
歌

合
、
千
鳥
・
一
三
三
三
・
公
朝
）

〔
語
釈
〕　

○
賀
茂
の
河
原―

山
城
国
の
歌
枕
。
賀
茂
川
の
河
原
。
賀
茂
川
は
、
山
城･

丹
波
の
境
の
桟
敷
が
岳
南
麓
に
発
し
、
上
賀
茂
社

の
西
を
降
り
、
下
鴨
社
の
南
で
高
野
川
と
合
流
、
さ
ら
に
平
安
京
の
東
側
を
南
下
し
桂
川
に
合
流
す
る
。
賀
茂
社
と
の
縁
が
深
く
、
そ

の
祭
の
禊
の
場
で
も
あ
っ
た
。



五
八

〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
歌
人
円
昭
の
歌
を
本
歌
に
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
注
釈
稿
（
三
）』（
本
紀
要
四
七
、
平

二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。
な
お
、
こ
の
円
昭
詠
は
、「
今
日
暮
れ
て
明
日
香
の
川
の
河
千
鳥
日
に
幾
瀬
を
か
鳴
き
渡
る
ら
ん
」

（
躬
恒
集
・
雑
の
歌
・
五
八
。
玉
葉
集
・
冬
・
九
一
四
・
躬
恒
）
に
負
う
か
。

参
考
歌
の
作
者
僧
正
公
朝
は
、
宗
尊
親
王
将
軍
幕
下
の
歌
壇
の
主
要
歌
人
で
あ
り
、
年
次
未
詳
な
が
ら
宗
尊
主
催
の
歌
合
の
作
で
あ

る
の
で
、
宗
尊
は
当
然
に
見
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
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今
朝
見み

れ
ば
遠
山
白し
ろ

し
都
ま
で
風
の
送を
く

ら
ぬ
夜よ

半は

の
初は
つ

雪

〔
本
文
〕　

歌
頭
に
「
玉
」（
玉
葉
集
）
の
集
付
あ
り
。

〔
通
釈
〕　今朝

見
る
と
、
遠
山
は
白
い
。
そ
こ
か
ら
こ
の
都
ま
で
は
風
が
送
っ
て
は
こ
な
い
（
だ
か
ら
こ
こ
に
雪
は
な
い
け
れ
ど
）、（
あ
の
山

に
）
夜
中
に
降
っ
た
初
雪
よ
。

〔
本
歌
〕　

都
ま
で
音
に
ふ
り
来
る
白
山
は
ゆ
き
つ
き
が
た
き
所
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
三
五
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

朝
見
れ
ば
小
野
山
白
し
む
べ
ぞ
こ
の
過
ぎ
ぬ
る
夜
半
の
床
は
さ
え
け
る
（
頼
政
集
・
雪
・
二
九
八
）

今
朝
ま
で
も
雲
の
名
残
に
散
り
来
ず
は
霜
と
や
見
ま
し
夜
半
の
初
雪
（
宝
治
百
首
・
冬
・
浅
雪
・
二
一
三
三
・
資
季
）

〔
類
歌
〕　

里
近
き
尾
上
の
松
は
緑
に
て
遠
山
白
し
雪
の
朝
明
け
（
続
門
葉
集
・
冬
・
朝
雪
と
い
ふ
事
を
よ
め
る
・
四
三
三
・
定
耀
）

〔
影
響
〕　

こ
の
里
は
霰
乱
れ
て
あ
し
び
き
の
遠
山
白
く
降
れ
る
初
雪
（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
冬
・
山
雪
・
二
二
三
六
）

〔
他
出
〕　

玉
葉
集
・
冬
・
冬
歌
の
中
に
・
九
五
〇
。
夫
木
抄
・
冬
三
・
冬
御
歌
中
に
・
七
一
七
二
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

五
九

〔
補
説
〕　

下
句
の
発
想
は
あ
る
い
は
、「
言
の
葉
は
蔦
の
紅
葉
に
か
き
付
け
つ
都
に
送
れ
宇
津
の
山
風
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
旅
・

家
隆
）
に
負
う
か
。
ま
た
、「
袖
の
上
は
風
の
送
ら
ぬ
匂
ひ
に
て
花
は
な
が
め
に
近
き
梅
が
枝
」（
他
阿
上
人
集
・
同
じ
き
年
〈
文
保
元

年
か
二
年
〉、
又
為
相
卿
合
点
歌
、
春
）
の
「
風
の
送
ら
ぬ
」
は
、
該
歌
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
か
。

795　

大
井
川
洲す

崎さ
き

の
蘆あ
し

は
埋う
つ

も
れ
て
浪
に
浮う

き
た
る
雪
の
一
む
ら

〔
本
文
〕　

歌
頭
に
「
同
（
玉
）」（
玉
葉
集
）
の
集
付
あ
り
。

〔
通
釈
〕　大堰

川
の
洲
崎
の
蘆
は
降
る
雪
に
埋
も
れ
て
、
そ
れ
は
、
川
の
波
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
、
蘆
な
ら
ぬ
雪
の
一
群
だ
。

〔
類
歌
〕　

大
井
川
洲
崎
の
蘆
の
冬
枯
れ
に
朝
明
の
霜
の
さ
え
ぬ
日
は
な
し
（
夫
木
抄
・
雑
十
・
蘆
・
亀
山
殿
十
首
歌
、
朝
寒
蘆
・

一
三
四
一
三
・
資
平
）

難
波
江
に
潮
満
ち
入
れ
ば
舟
に
似
て
浪
に
浮
き
た
る
蘆
の
本
つ
葉
（
他
阿
上
人
集
・
同
〔
嘉
元
〕
三
年
三
月
の
こ
ろ
よ
り
読
み

給
ひ
け
る
・
冬
・
五
二
）

満
つ
潮
に
入
江
の
蘆
は
沖
に
な
り
て
浪
に
浮
き
た
る
雪
の
一
む
ら
（
続
門
葉
集
・
冬
・
江
上
雪
望
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け

る
・
四
四
六
・
報
恩
院
永
寿
麿
）

〔
語
釈
〕　

○
大
井
川―

「
大
堰
川
」
と
も
。
山
城
国
の
歌
枕
。
鞍
馬
山
の
北
に
源
流
し
、
丹
波
国
に
入
り
保
津
川
と
な
り
、
嵯
峨･

松
尾

辺
（
京
都
市
右
京
区
）
で
大
井
川
と
呼
ば
れ
、
桂
一
帯
を
南
流
し
て
桂
川
と
な
り
、
賀
茂
川
と
合
流
し
て
淀
川
に
入
る
。
○
洲
崎
の
蘆

―

「
満
つ
潮
に
洲
崎
の
蘆
も
水
隠
れ
て
月
寄
せ
返
る
三
島
江
の
浪
」（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
十
首
和
歌
貞
応
二
年
二
月
十
日
・
秋
・
蘆
洲



六
〇

月
色
随
潮
満
・
二
二
七
）
に
拠
る
か
。「
洲
崎
」
は
、
川
の
洲
が
岬
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
場
所
。
○
浪
に
浮
き
た
る―

「
波
に
浮
く
」

は
常
套
だ
が
、「
…
に
浮
き
た
る
」
の
形
に
つ
け
ば
、「
風
に
浮
き
た
る
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
四
〇
四
）、「
水
に
浮
き
た
る
」（
万

代
集
・
三
二
三
二
・
伊
勢
、
新
撰
六
帖
・
一
八
九
〇
・
真
観
）、「
空
に
浮
き
た
る
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
九
四
・
鷹
司
院
帥
、
続
古

今
集
・
四
九
二
・
淑
景
舎
女
御
原
子
）
等
、
宗
尊
が
見
習
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
、
歌
人
や
歌
集
の
歌
の
類
似
表
現
に
刺
激
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
ろ
う
か
。
○
一
む
ら―

一
群
。
ひ
と
か
た
ま
り
。「
蘆
」
の
縁
語
で
蘆
が
群
が
り
生
え
て
い
る
一
団
の
意
が
響
く
。

〔
他
出
〕　

玉
葉
集
・
冬
・
題
不
知
・
九
七
一
。

〔
補
説
〕　

類
歌
に
挙
げ
た
後
者
は
、
下
句
が
一
致
し
、
歌
境
も
類
想
で
あ
る
。
偶
合
か
宗
尊
か
ら
の
影
響
か
、
後
者
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う

に
し
て
宗
尊
詠
に
接
し
得
た
か
、
問
題
が
残
る
。
つ
ま
り
、
醍
醐
寺
報
恩
院
の
児
で
あ
る
吠
若
麿
・
嘉
宝
麿
の
撰
で
、
嘉
元
三
年

（
一
三
〇
五
）
成
立
の
『
続
門
葉
集
』
所
収
歌
の
作
者
の
報
恩
院
永
寿
麿
な
る
者
が
、
宗
尊
の
詠
作
に
倣
い
得
た
結
果
だ
と
す
れ
ば
、

宗
尊
晩
年
の
歌
を
収
め
る
『
竹
風
抄
』
あ
る
い
は
「
文
永
六
年
八
月
百
首
歌
」
の
受
容
圏
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

796　

奥お
く

山
の
木
の
葉は

の
雪
の
消
え・

や
ら
で
憂

☆
う
け

け
く
も
つ
ら
き
世
に
も
あ有る
か哉な

〔
本
文
〕　

○
う
け
く
も―

底
本
「
う
け
け
く
も
」
を
、
本
歌
の
詞
と
の
関
係
、
一
首
の
意
味
内
容
か
ら
、「
憂
け
く
も
」
に
改
め
る
。

〔
通
釈
〕　

（
あ
の
古
歌
が
言
う
）
奥
山
の
木
の
葉
の
雪
が
消
え
き
る
よ
う
に
、
世
の
中
か
ら
消
え
去
る
こ
と
も
な
く
て
、
憂
く
辛
い
こ
と
も
、

恨
め
し
く
堪
え
難
い
、
こ
の
世
間
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
け
く
に
飽
き
ぬ
奥
山
の
木
の
葉
に
降
れ
る
雪
や
消
な
ま
し
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
四
・
読
人
不
知
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

六
一

〔
参
考
〕　

奥
山
の
木
の
葉
に
降
れ
る
白
雪
の
消
え
ぬ
と
だ
に
も
知
る
人
も
が
な
（
壬
二
集
・
恋
部
・
恋
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
り
し
と
き
・

二
七
一
七
）

山
陰
に
降
る
白
雪
の
消
え
や
ら
で
残
る
憂
き
身
の
末
ぞ
悲
し
き
（
土
御
門
院
御
集
・
冬
・
二
九
五
）

〔
語
釈
〕　

○
憂
け
く
も―

「
憂
し
」
を
名
詞
と
す
る
ク
語
法
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
が
見
習
っ
た
と
思
し
い
家
隆
の
、
該
歌
と
同
じ
く
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
し
た
詠
作
を
参
考
歌
に
挙
げ
た
。

797　

惜
し・

め・

ど
も
返か
へ

ら
ぬ
年
の
類た
く
ひ

と
て
一
方か
た

に
行ゆ

く
四よ

方も

の
川
水

〔
通
釈
〕　惜し

ん
で
も
戻
ら
な
い
年
と
同
類
と
い
っ
て
、
た
だ
一
方
に
流
れ
て
行
く
あ
ち
こ
ち
の
川
の
水
よ
。

〔
参
考
〕　

惜
し
め
ど
も
は
か
な
く
暮
れ
て
行
く
年
の
偲
ぶ
昔
に
返
ら
ま
し
か
ば
（
千
載
集
・
冬
・
四
七
三
・
光
行
）

四
方
の
川
は
淀
の
流
れ
に
落
ち
合
ひ
て
一
つ
渡
り
に
な
り
に
け
る
か
な
（
拾
玉
集
・
宇
治
山
百
首
・
雑
・
河
・
一
〇
七
九
）

桜
咲
く
四
方
の
白
雲
一
方
に
葦
毛
の
駒
も
跡
も
定
め
ず
（
江
帥
集
・
鳥
羽
院
に
て
、
山
の
桜
を
尋
ぬ
題
を
・
二
六
。
和
歌
一
字

抄
・
処
処
・
処
処
尋
花
・
五
四
八
、
四
句
「
葦
毛
の
駒
の
」）

〔
語
釈
〕　

○
惜
し
め
ど
も―

底
本
は
「
惜
と
も
」
な
の
で
、「
惜
し
む
と
も
」
に
も
解
さ
れ
る
。
宗
尊
の
『
柳
葉
集
』（
時
雨
亭
文
庫
本
）

に
は
、「
風
吹
け
ば
ま
づ
歎
か
れ
ぬ
惜
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
花
の
あ
な
憂
世
の
中
」（〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・

花
・
四
六
五
）
と
「
惜
し
む
と
も
暮
れ
ざ
ら
め
や
と
な
ぐ
さ
め
て
つ
れ
な
く
春
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」（
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首

歌
・
春
・
六
七
八
）
と
い
う
、
両
方
の
用
例
が
あ
る
。
参
考
に
挙
げ
た
『
千
載
集
』
歌
の
他
に
も
、
例
え
ば
「
春
ご
と
に
今
日
の
別
れ



六
二

は
惜
し
め
ど
も
年
の
中
に
は
返
ら
ざ
り
け
り
」（
重
之
集
・
暮
の
春
・
六
八
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
の
で
、
一
応
「
惜
し
め
ど
も
」
に

解
し
て
お
く
。
○
類
と
て―

493
に
も
用
い
て
い
る
。
そ
こ
に
も
参
考
歌
と
し
て
あ
げ
た
土
御
門
院
の
「
冬
の
夜
の
長
き
思
ひ
の
類
と
て

下
に
も
消
た
ぬ
埋
み
火
の
影
」（
土
御
門
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
承
久
三
年
・
冬
・
炉
火
・
七
九
）
が
、
第
三
句
に
置
く
早
い
例
と
な
る
。

他
に
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
の
「
恋
ひ
わ
ぶ
る
涙
を
雨
の
類
と
て
我
が
思
ふ
こ
と
は
世
に
ふ
り
に
け
り
」（
第
五
・
人
に
し
ら
る
・

一
三
八
七
）
や
「
露
け
さ
は
秋
の
草
葉
を
類
と
て
干
す
間
も
知
ら
ぬ
我
が
袂
か
な
」（
第
六
・
あ
き
の
草
・
一
九
二
七
）
が
、
宗
尊
が

見
習
っ
た
可
能
性
が
あ
る
先
行
歌
で
あ
ろ
う
。

雑

798　

帰
る
さ
の
袖
に
ぞ
似
た
る
旅
☆
た
ひ

衣旅

あ
さ
露
払は
ら

ふ
し
の
のゝ
め
の
道

〔
本
文
〕　

○
た
び
衣―

底
本
「
た
ひ
旅
」
を
、
誤
写
と
見
て
、
歌
の
内
容
か
ら
「
旅
衣
」
に
改
め
る
。

〔
通
釈
〕　

雑

（
後
朝
の
）
帰
り
道
の
（
涙
の
）
袖
に
似
て
い
る
よ
。
旅
衣
に
置
い
た
朝
露
を
払
っ
て
行
く
明
け
方
の
道
（
の
袖
）
は
。

〔
参
考
〕　

帰
る
さ
の
袖
に
涙
の
余
る
よ
り
月
を
ぞ
し
を
る
し
の
の
め
の
道
（
光
経
集
・
暁
恋
・
四
八
三
）

帰
る
さ
の
あ
か
ぬ
涙
を
置
き
添
へ
て
我
と
し
を
る
る
し
の
の
め
の
道
（
寂
身
集
・
百
首
中　

無
題　

承
久
元
年
・
恋
・
九
一
）

逢
は
で
こ
し
道
の
露
に
も
ま
さ
り
け
り
衣
衣
に
な
る
し
の
の
め
の
袖
（
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉
社
・
恋
・
後
朝
恋
・
四
七
五
。

長
秋
草
・
一
四
）

有
明
の
空
に
ぞ
似
た
る
山
の
端
に
入
り
か
か
り
ぬ
る
月
の
面
影
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
欲
入
月
・
四
三
二
・
後
嵯
峨
院
。
歌
合



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

六
三

文
永
二
年
八
月
十
五
夜
・
一
二
九
）

〔
類
歌
〕　

旅
衣
袖
も
涙
に
そ
ほ
ち
つ
つ
い
く
し
の
の
め
の
露
払
ふ
ら
ん
（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
旅
歌
と
て
・
二
三
二
。
本
抄
・
巻
一
・
文

永
三
年
十
月
五
百
首
歌
・
曙
・
四
一
、
結
句
「
払
ひ
け
ん
」）

〔
語
釈
〕　

○
露―
「
帰
る
さ
」「
袖
」
の
縁
で
、
涙
が
暗
喩
さ
れ
る
。
○
し
の
の
め
の
道―

空
が
白
む
早
朝
に
行
く
道
。
こ
こ
は
、
後
朝

の
「
帰
る
さ
」（
帰
り
道
）
と
対
照
さ
せ
た
、
朝
起
き
て
の
旅
の
道
行
き
。
こ
の
句
は
、『
源
氏
物
語
』（
夕
顔
）
の
「
い
に
し
へ
も
か

く
や
は
人
の
ま
ど
ひ
け
ん
我
が
ま
だ
知
ら
ぬ
し
の
の
め
の
道
」（
三
二
・
光
源
氏
）
に
遡
る
。
定
家
は
こ
れ
を
、「
折
し
も
あ
れ
雲
の
い

づ
く
に
入
る
月
の
空
さ
へ
惜
し
き
し
の
の
め
の
途
」（
拾
遺
愚
草
・
韻
歌　

百
廿
八
首
和
歌
建
久
七
年
九
月
十
八
日
内
大
臣
家
他
人
不
詠
）
と
用

い
、『
正
治
初
度
百
首
』
で
も
「
冬
は
ま
だ
浅
葉
の
野
ら
に
置
く
霜
の
雪
よ
り
深
き
し
の
の
め
の
道
」（
冬
・
一
三
六
二
）
と
詠
み
つ

つ
、
後
に
源
氏
歌
を
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
に
も
採
録
す
る
。
恐
ら
く
は
そ
の
影
響
下
に
、
家
隆
（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本
拾

遺
・
二
四
八
、
二
五
一
）・
雅
経
（
和
歌
所
影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
・
四
）・
後
鳥
羽
院
（
後
鳥
羽
院
御
集
・
九
五
七
）・
俊
成
卿
女
（
洞

院
摂
政
家
百
首
・
一
二
七
三
）
達
新
古
今
歌
人
の
作
が
あ
り
、『
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
』
に
は
兵
衛
内
侍
（
一
九
五
）、『
洞
院
摂
政

家
百
首
』
に
は
上
記
の
他
に
実
氏
（
一
一
九
八
）
の
作
も
あ
る
。
参
考
に
挙
げ
た
真
観
叔
父
光
経
や
関
東
縁
故
の
寂
身
な
ど
の
歌
も
併

せ
て
、
宗
尊
の
歌
は
、
こ
れ
ら
鎌
倉
前
中
期
の
詠
作
の
傾
向
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

799　

目め

に
思お
も

ひ
心
に
遊あ
そ

ぶ
海
山
の
け
し
き
ぞ
旅
の
情
け・

な
り
け
る

〔
通
釈
〕　目に

浮
か
べ
て
思
い
、
心
の
中
で
楽
し
み
遊
ぶ
、
そ
の
海
や
山
の
景
色
こ
そ
が
、
本
当
の
旅
の
情
趣
な
の
で
あ
っ
た
な
。



六
四

〔
参
考
〕　

い
か
に
か
く
心
に
昔
目
に
涙
う
か
ま
ぬ
と
き
も
な
き
身
な
る
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
ふ
る
き
を
思
ふ
・
一
二
八
〇
・
真

観
）

海
山
の
霞
む
け
し
き
に
し
る
き
か
な
風
し
づ
か
な
る
み
代
の
春
と
は
（
東
撰
六
帖
・
春
・
霞
・
一
四
・
教
定
。
同
抜
粋
本
・

一
一
）

〔
語
釈
〕　

○
旅
の
情
け―

先
行
例
を
見
な
い
措
辞
。「
旅
情
」
の
訓
読
と
も
見
ら
れ
る
が
、「
旅
の
心
」
の
変
形
と
も
言
え
る
。「
旅
の
心
」

は
、
古
く
「
故
郷
を
思
ひ
や
り
つ
つ
行
く
雁
の
旅
の
心
は
空
に
ぞ
あ
る
ら
し
」（
躬
恒
集
・
三
七
。
万
代
集
・
九
〇
九
・
躬
恒
・
秋
上
、

二
・
三
句
「
思
ひ
お
き
つ
つ
来
る
雁
の
」。
続
千
載
集
・
秋
上
・
四
二
六
、二
・
三
句
同
上
）
や
「
春
の
野
に
旅
の
心
は
慰
め
つ
待
つ
ら

ん
妹
が
宿
を
し
ぞ
思
ふ
」（
高
遠
集
・〔
道
長
女
入
内
屛
風
和
歌
〕・
春
、
旅
行
く
人
・
三
九
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
新
古
今
時
代
に
は

良
経
の
「
と
こ
よ
出
で
し
旅
の
心
や
初
雁
の
翼
に
か
か
る
峰
の
白
雲
」（
秋
篠
月
清
集
・
院
初
度
百
首
・
秋
・
七
四
二
。
教
家
本
秋
篠

月
清
集
・
七
四
三
で
は
二
句
「
旅
の
衣
や
」
で
、
正
治
初
度
百
首
・
四
四
五
も
同
じ
）
や
良
平
の
「
雁
が
ね
に
い
ざ
言
問
は
ん
越
路
よ

り
都
に
む
か
ふ
旅
の
心
を
」（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
三
・
一
四
〇
四
）
の
作
例
が
目
に
付
く
。

〔
補
説
〕　

旅
情
を
正
面
か
ら
観
念
と
し
て
詠
じ
て
い
て
珍
し
い
。
そ
の
観
念
性
や
初
二
句
の
双
貫
句
法
の
点
で
、
京
極
派
に
通
じ
る
趣
が

あ
る
が
、
京
極
派
和
歌
に
も
見
当
た
ら
な
い
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
親
王
の
身
分
境
遇
か
ら
は
本
来
行
っ
て
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
は
ず

の
、
京
都
鎌
倉
往
還
途
次
や
鎌
倉
の
山
海
の
景
色
に
、
宗
尊
は
は
か
ら
ず
も
親
し
ん
だ
訳
で
あ
る
。
今
、
将
軍
職
を
追
わ
れ
て
京
都
に

閑
居
し
て
、
そ
れ
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

800　

あ
は
れ
な
り
憂う

き
も
忘わ
す

れ
ぬ
慣な

ら
ひ
と
て
面
影か
け

に
立た

つ
東
路
の
山



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

六
五

〔
通
釈
〕　しみ

じ
み
と
悲
し
い
こ
と
だ
な
。
憂
く
辛
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
習
性
と
い
う
こ
と
で
、
面
影
と
し
て
目
に
浮
か
ぶ
、
あ
の
東
路
の
山

よ
。

〔
本
歌
〕　

散
る
こ
と
の
憂
き
も
忘
れ
て
あ
は
れ
て
ふ
こ
と
を
桜
に
宿
し
つ
る
か
な
（
後
撰
集
・
春
下
・
敦
実
の
親
王
の
花
見
侍
け
る
所
に

て
・
一
三
三
・
仲
宣
）

〔
参
考
〕　

あ
は
れ
な
り
誰
が
袖
の
香
の
慣
ら
ひ
と
て
花
橘
に
夢
残
す
ら
む
（
大
納
言
為
家
集
・
詠
百
首
和
歌
当
座
〔
藤
川
題
百
首
〕・
夏
・

盧
橘
驚
夢
・
二
〇
二
六
）

秋
の
月
佐
夜
の
中
山
さ
や
か
に
も
故
郷
人
ぞ
面
影
に
立
つ
（
壬
二
集
・
大
僧
正
四
季
百
首
・
旅
・
一
二
二
八
）

〔
語
釈
〕　

○
あ
は
れ
な
り―

本
歌
の
「
あ
は
れ
」
は
、
あ
あ
す
ば
ら
し
い
、
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
こ
は
そ
れ
を
反
転
し
て
、
あ
あ
何
と

も
も
の
悲
し
い
こ
と
だ
な
、
と
い
っ
た
意
味
。

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
家
隆
の
「
秋
の
月
」
詠
は
、「
故
郷
」（
都
）
と
「
佐
夜
の
中
山
」（
東
路
）
の
対
比
が
該
歌
と
対
照
的
で
あ
る
。

宗
尊
は
、「
文
永
八
年
七
月
、
千
五
百
番
歌
合
あ
る
べ
し
と
て
、
内
裏
よ
り
お
ほ
せ
ら
れ
し
百
首
歌
」
の
「
雑
」
で
も
「
春
秋
の
霞
も

霧
も
分
け
越
え
て
面
影
に
立
つ
佐
夜
の
中
山
」（
竹
風
抄
・
巻
五
・
九
一
九
）
と
詠
じ
て
い
る
。
家
隆
の
歌
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性

は
高
い
で
あ
ろ
う
。

801　

さ
の
み
ま又た
松
に
な
吹
き・

そ
草
枕
夢
の
道み
ち

守も

る
と床こ
の
山や
ま

風か
せ

〔
通
釈
〕　



六
六

そ
ん
な
に
も
ま
た
、
松
に
ば
か
り
吹
く
な
（「
待
つ
」
人
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
悲
し
い
で
は
な
い
か
）。
旅
寝
の
草
枕
の
床
に
結
ぶ
夢

路
を
守
る
よ
う
に
吹
く
、
鳥
籠
の
山
風
よ
。

〔
参
考
〕　

こ
り
ず
ま
に
さ
の
み
な
吹
き
そ
今
来
ん
と
言
ひ
て
む
な
し
き
庭
の
松
風
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
風
恋
・
二
五
四
〇
・
為
氏
）

さ
ら
ぬ
だ
に
秋
の
旅
寝
は
悲
し
き
に
松
に
吹
く
な
り
と
こ
の
山
風
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
七
・
秀
能
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
の
み
ま
た―

『
影
供
歌
合
建
長
三
年
九
月
』
の
「
さ
の
み
ま
た
月
に
も
袖
の
し
ほ
る
る
は
人
を
恨
み
の
あ
ま
り
な
り
け
り
」

（
寄
月
恨
恋
・
四
〇
七
・
為
継
）
や
『
百
首
歌
合
建
長
八
年
』
の
「
さ
の
み
ま
た
雁
の
涙
と
言
ひ
な
さ
ば
萩
に
は
秋
の
露
や
な
か
ら
む
」

（
秋
・
二
五
六
・
忠
定
）
等
が
早
く
、
こ
の
頃
以
降
に
用
例
が
多
く
な
る
。
本
抄
に
は
他
に
、
909
と
978
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
○
草
枕

―

こ
こ
は
枕
詞
で
は
な
く
、
旅
寝
の
枕
を
言
う
。
○
夢
の
道
守
る―

新
奇
な
措
辞
。「
夢
の
道
」
は
、
こ
こ
で
は
「
夢
路
」
と
い
う
程

の
意
味
か
。
歌
語
の
先
行
例
と
し
て
は
僅
か
に
、『
忠
岑
集
』（
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
）
の
「
夢
の
道
と
こ
惑
ひ
な
る
よ
を
経
つ
つ

歎
く
な
が
め
に
よ
よ
を
ふ
る
ご
と
」（
一
〇
一
）
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
雨
亭
文
庫
承
空
本
（
六
二
）
で
は
三
句
「
よ

を
そ
ら
に
」
五
句
「
よ
よ
を
ふ
る
が
ご
と
」、
時
雨
亭
文
庫
枡
形
本
（
五
六
）
で
は
二
・
三
句
「
ま
ど
ひ
け
る
よ
を
こ
こ
ろ
か
ら
」
五

句
「
よ
よ
を
ふ
る
か
な
」
の
形
で
あ
る
。
ま
た
、「
道
守
る
」
の
先
行
例
は
見
え
な
い
が
、「
道
守
」
は
古
く
「
…
た
を
や
女
が　

吾
が

身
に
し
あ
れ
ば　

道
守
の　

問
は
む
答
へ
を　

言
ひ
や
ら
む　

す
べ
を
知
ら
ず
と
…
」（
万
葉
集
・
巻
四
・
相
聞
・
五
四
三
・
金
村
）

と
詠
ま
れ
、「
道
路
や
駅
を
管
理
し
、
通
行
人
を
見
張
る
者
」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
い
う
。「
道
守
る
」
の
形
は
、
近
世
に
契
沖
の

「
村
雲
の
塵
も
す
ゑ
じ
と
月
の
行
く
道
守
る
も
の
は
嵐
な
り
け
り
」（
漫
吟
集
・
秋
中
・
月
・
一
三
七
〇
）
が
見
え
る
。
○
松―

「
床
」

の
縁
で
「
待
つ
」
が
掛
か
る
。
○
と
こ
の
山
風―

近
江
国
の
歌
枕
「
鳥
籠
の
山
」（
彦
根
市
の
正
法
寺
山
と
い
う
）
に
、「
草
枕
」「
夢
」

の
縁
で
「
床
」
が
掛
か
る
。
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舟
泊と

む
る
入
江
の
月
の
影
澄す

み
て
笛
の
音
さ
び
し
夜よ

半は

の
浦
風

〔
通
釈
〕　舟を

停
泊
す
る
入
江
に
照
る
月
の
光
は
澄
ん
で
、
笛
の
音
が
寂
し
く
聞
こ
え
る
夜
中
の
浦
風
よ
。

〔
参
考
〕　

舟
泊
む
る
秋
の
入
江
の
月
影
に
光
た
ま
ら
ず
散
る
か
つ
ら
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
か
つ
ら
・
二
四
四
七
・
為
家
。
現
存
六

帖
・
か
つ
ら
・
六
九
八
）

暁
は
う
き
寝
も
さ
び
し
舟
泊
む
る
入
江
の
荻
に
渡
る
秋
風
（
大
納
言
為
家
集
・
詠
百
首
和
歌
当
座
〔
藤
川
題
百
首
〕・
秋
・
江

辺
暁
荻
・
二
〇
三
四
）

笛
の
音
や
琴
の
た
え
ま
も
さ
び
し
き
に
名
残
を
残
す
峰
の
松
風
（
正
治
後
度
百
首
・
あ
そ
び
・
八
八
六
・
宮
内
卿
）

笛
の
音
の
ほ
の
吹
き
す
さ
ぶ
秋
風
に
遠
ぢ
さ
び
し
き
里
の
一
む
ら
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
十
首
和
歌
貞
応
二
年
二
月
十
日
・
雑
・

蕭
索
村
風
吹
笛
処
・
二
四
〇
）

〔
類
歌
〕　

舟
泊
む
る
入
江
の
楓
霜
さ
え
て
夜
深
き
鐘
を
月
に
聞
く
か
な
（
閑
放
集
・
古
集
に
・
夜
半
鐘
声
到
客
船
・
七
七
）

〔
他
出
〕　

夫
木
抄
・
雑
五
・
江
・
百
首
御
歌
中
・
一
〇
六
三
三
。

〔
補
説
〕　
「
舟
泊
む
る
」「
入
江
」
の
景
趣
（
視
覚
）
と
「
笛
の
音
」
の
情
趣
（
聴
覚
）
を
、「
月
」
と
「
風
」
で
結
ぶ
。
前
者
は
、
参
考

の
為
家
の
詠
作
に
学
ん
だ
か
と
思
わ
れ
、
該
歌
と
の
先
後
が
不
明
な
の
で
類
歌
に
挙
げ
た
真
観
の
作
と
の
関
係
も
注
意
さ
れ
る
。
後
者

を
「
風
」
と
詠
み
併
せ
て
「
さ
び
し
」
と
す
る
の
は
、
参
考
の
宮
内
卿
や
土
御
門
院
の
歌
が
宗
尊
に
身
近
な
先
行
例
と
な
ろ
う
。
た
だ

し
、「
笛
の
音
」
と
「
月
」
や
「
風
」
と
の
詠
み
併
せ
は
早
く
、「
月
影
に
笛
の
音
い
た
く
澄
み
に
け
り
ま
だ
寝
ぬ
秋
の
夜
や
更
け
ぬ
ら

ん
」（
恵
慶
集
・
ま
た
、
あ
る
所
の
御
屏
風
の
歌
・
月
夜
に
、
笛
吹
き
て
ゆ
く
男
侍
り
・
二
一
。
麗
花
集
・
秋
上
・
五
二
、
三
句
「
す



六
八

ぎ
ぬ
な
り
」
下
句
「
ま
だ
き
に
あ
き
の
よ
や
ふ
け
ぬ
□
む
」）
や
「
松
風
に
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
笛
の
音
の
秋
の
空
に
も
聞
こ
ゆ
な
る
か

な
」（
大
江
嘉
言
集
・
一
四
五
）
等
の
作
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、「
月
」「
風
」
を
併
用
し
た
「
秋
風
に
吹
き
あ
は
す
れ
ば
笛
の
音
も
月

の
光
も
さ
や
け
か
り
け
り
」（
経
信
卿
集
・
一
六
九
・
女
房
。
大
納
言
経
信
集
・
一
二
八
）
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。

803　

春
の
蘿

（
つ
た
）秋

の
桂か
つ
ら

の
山
路ち

に
は
い
か
に
さ
び
し
き
月
が
澄す

む
ら
ん

〔
通
釈
〕　春に

は
蘿
が
、
秋
に
は
桂
が
覆
う
山
路
に
は
、
ど
れ
程
寂
し
い
月
が
光
を
澄
ま
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

秋
桂
遣
レ
風　

春
蘿
罷
レ
月
（
文
選
・
巻
第
四
十
三
・
北
山
移
文
・
孔
稚
珪
〈
徳
璋
〉。「
遣
」
は
「
遺
」
に
も
作
る
）

縄
床
欲
穿
（
じ
よ
う
じ
や
う
う
け
な
む
と
す
）　

月
老
春
蘿
之
洞
（
つ
き
し
ゆ
ん
ら
の
ほ
ら
に
お
い
た
り
）　

衲
衣
易
破
（
の
う

え 

や
ぶ
れ
や
す
し
）　

風
疎
秋
桂
之
峰
（
か
ぜ
し
う
け
い
の
み
ね
に
お
ろ
そ
か
な
り
）（
新
撰
朗
詠
集
・
雑
・
山
寺
・
五
四
二
・

斉
名
）

袖
さ
え
て
寝
な
く
に
明
け
ぬ
冬
の
夜
を
い
か
に
さ
び
し
く
月
も
澄
む
ら
ん
（
河
合
社
歌
合
寛
元
元
年
十
一
月
・
冬
月
・
正
親
町
院

左
京
大
夫
）

聞
く
ま
ま
に
嵐
も
い
ま
は
音
澄
み
て
秋
の
桂
の
嶺
ぞ
さ
び
し
き
（
白
河
殿
七
百
首
・
雑
・
嶺
桂
・
六
六
四
・
行
家
）

〔
類
歌
〕　

こ
れ
よ
り
も
な
ほ
山
ふ
か
く
す
む
人
の
い
か
に
さ
び
し
く
月
を
み
る
ら
ん
（
長
景
集
・
深
山
見
月
・
六
四
）

〔
語
釈
〕　

○
春
の
蘿
秋
の
桂―

『
文
選
』
の
句
に
拠
る
と
見
る
。
た
だ
し
、『
文
選
』
の
「
北
山
移
文
」
は
、
隠
逸
の
尚
志
を
折
り
、
官

に
就
く
た
め
に
北
山
（
鐘
山
）
を
よ
ぎ
ろ
う
と
す
る
周
顒
を
批
難
す
る
内
容
で
あ
る
。「
秋
桂
遣
レ
風　

春
蘿
罷
レ
月
」（「
秋
桂
は
風
を
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遣
り
、
春
蘿
は
月
を
罷
ひ
」）
は
、
遊
子
（
周
）
が
鐘
山
を
欺
い
て
去
る
こ
と
を
歎
き
、
誰
一
人
赴
い
て
慰
め
る
者
の
無
い
こ
と
を
悲

し
ん
で
い
る
、
と
し
て
、「
故
其
林
慙
無
レ
盡
、
㵎
愧
不
レ
歇
」（
故
に
其
の
林
は
慙
ぢ
て
盡
く
る
無
く
、
㵎
は
愧
ぢ
て
歇
き
ず
」
に
続

く
部
分
で
あ
る
の
で
、「
秋
桂
」
や
「
春
蘿
」
ま
で
が
風
情
を
醸
す
は
ず
の
「
風
」
や
「
月
」
を
追
い
払
っ
て
い
る
こ
と
を
叙
し
た
も

の
で
あ
る
。
漢
詩
文
の
思
想
性
を
捨
象
し
て
詞
を
受
容
す
る
和
歌
の
方
法
は
、
珍
し
く
な
い
。「
蘿
」
は
、
ヒ
カ
ゲ
カ
ヅ
ラ
（
日
蔭
蔓
）

か
。「
ひ
か
げ
の
か
ず
ら
科
の
常
緑
多
年
草
。
陰
地
に
自
生
し
、
紐
状
の
個
体
が
集
り
絨
緞
状
の
群
落
を
作
る
。
茎
は
分
枝
し
な
が
ら

地
上
を
は
い
、
長
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。
葉
は
針
状
で
、
主
軸
で
は
ま
ば
ら
に
分
枝
で
は
密
生
す
る
。
分
枝
か
ら
垂
直
に
柄

を
出
し
、
先
端
に
円
柱
状
の
穂
を
付
け
、
胞
子
を
生
ず
る
」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
い
う
。「
桂
」
は
、「
か
つ
ら
科
の
落
葉
高
木
。

山
地
に
自
生
し
、
早
春
、
紅
色
の
花
を
開
く
。
樹
皮
は
灰
色
。
葉
は
心
臓
形
で
対
生
。
高
さ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
材
は
建
築
や

家
具
用
に
用
い
る
」（
同
上
）
と
い
う
。
○
月
が
澄
む
ら
ん―

「
が
」
を
主
格
に
し
た
こ
の
句
形
は
先
行
例
が
な
い
。
底
本
「
月
か
す

む
ら
ん
」
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
よ
う
に
「
月
霞
む
ら
ん
」
に
も
解
し
得
る
。
し
か
し
、「
月
霞
む
ら
ん
」
で
は
「
秋
の
桂
」
と
整

合
せ
ず
、
参
考
に
挙
げ
た
歌
の
「
い
か
に
さ
び
し
く
月
も
澄
む
ら
ん
」
や
「
音
澄
み
て
秋
の
桂
の
嶺
ぞ
さ
び
し
き
」
の
例
に
も
照
ら
し

て
、「
月
が
澄
む
ら
ん
」
に
解
し
て
お
く
。

804　

定さ
た

ま
れ
る
主ぬ
し

無な

し
と
聞き

く
山
を
だ
に
な猶ほ
憂う

き
身
に
は
え
や
は
占し

め
け
る

〔
通
釈
〕　決ま

っ
た
持
ち
主
な
ど
無
い
と
聞
い
て
い
る
山
を
さ
え
、
や
は
り
こ
の
憂
苦
の
身
に
は
、
ど
う
し
て
そ
こ
を
住
み
処
と
し
て
持
て
よ

う
か
、
い
や
で
き
や
し
な
か
っ
た
な
。



七
〇

〔
本
文
〕　 

勝
地
本
来
無
定
主
（
し
よ
う
ち
は
も
と
よ
り
さ
だ
ま
れ
る
し
ゆ
な
し
）　

大
都
山
属
愛
山
人
（
お
ほ
よ
そ
や
ま
は
や
ま
を
あ
い

す
る
ひ
と
に
し
よ
く
す
）（
和
漢
朗
詠
集
・
山
・
四
九
三
・
白
居
易
）

〔
語
釈
〕　

○
無
し
と
聞
く―

「
み
る
め
刈
る
方
ぞ
あ
ふ
み
に
無
し
と
聞
く
玉
も
を
さ
へ
や
海
人
は
か
づ
か
ぬ
」（
後
撰
集
・
恋
三
・

七
七
二
・
読
人
不
知
）
が
原
拠
。
○
な
ほ
憂
き
身
に
は―

先
行
例
を
見
な
い
句
。
南
朝
の
尊
良
親
王
に
「
面
影
の
な
ほ
憂
き
身
に
は
残

る
か
な
思
ひ
絶
え
ぬ
る
契
り
な
り
と
も
」（
一
宮
百
首
・
恋
・
絶
恋
・
八
一
）
の
作
例
が
あ
る
。

805　

思
ひ
立た

つ
我
が・

山
里さ
と

の
夕
暮く
れ

を
松
の
嵐あ
ら
し

に
契ち
き

り
置を

く
べ
く

〔
通
釈
〕　

（
出
家
を
）
決
意
す
る
、
我
が
住
ま
い
の
山
里
の
夕
暮
を
、
松
の
嵐
に
、（
こ
の
先
も
吹
き
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
）
約
束
し
置
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。

〔
参
考
〕　

思
ひ
立
つ
鳥
は
古
巣
も
頼
む
ら
ん
馴
れ
ぬ
る
花
の
跡
の
夕
暮
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
五
四
・
寂
蓮
）

有
明
の
月
よ
り
ほ
か
に
誰
を
か
は
山
路
の
友
と
契
り
置
く
べ
き
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
四
三
・
寂
超
）

世
の
憂
き
に
く
ら
ぶ
る
時
ぞ
山
里
の
松
の
嵐
も
住
み
よ
か
り
け
る
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
承
久
三
・
雑
・
山
家
・

一
〇
四
）

〔
語
釈
〕　

○
思
ひ
立
つ―

初
句
切
れ
に
も
解
さ
れ
る
が
、「
夕
暮
を
」
に
か
か
る
と
見
て
お
く
。「
思
ひ
立
つ
」
内
容
は
、
出
家
が
想
定
さ

れ
る
。
○
契
り
置
く
べ
く―

「
べ
く
」
で
結
ぶ
形
は
珍
し
い
。
ま
た
、「
契
り
置
く
」
相
手
が
「
松
の
嵐
」
だ
と
し
て
、
何
を
「
契
り

置
く
」
の
か
は
不
分
明
で
あ
る
。
一
応
、「
松
の
嵐
」
が
、
せ
め
て
も
「
山
里
の
夕
暮
」
を
吹
き
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
約
束
し
置
く
、
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と
解
し
て
お
く
。

〔
補
説
〕　
「
山
里
」
の
「
松
の
嵐
」
を
詠
じ
る
の
は
、
俊
成
の
「
山
里
は
堪
へ
て
も
い
か
が
過
ぐ
す
べ
き
松
の
嵐
に
鹿
も
鳴
く
な
り
」（
五

社
百
首
・
山
家
・
日
吉
社
・
一
一
〇
）
が
早
い
例
と
な
る
。
そ
の
後
、「
心
か
ら
何
山
里
に
旅
寝
し
て
松
の
嵐
に
袖
し
ぼ
る
ら
ん
」（
御

室
五
十
首
・
旅
・
三
四
七
・
季
経
）
や
「
あ
は
れ
に
も
住
み
な
れ
に
け
り
山
里
を
松
の
嵐
に
夢
覚
め
ぬ
ま
で
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑

二
・
二
八
五
八
・
公
継
）
等
が
続
き
、
参
考
の
土
御
門
院
詠
も
生
ま
れ
る
。
宗
尊
に
よ
り
身
近
な
『
宝
治
百
首
』
で
は
雑
に
「
山
家
嵐
」

が
設
題
さ
れ
、「
い
か
に
せ
ん
す
ま
ば
住
む
べ
き
山
里
の
松
の
嵐
を
よ
そ
に
な
し
つ
る
」（
三
六
八
〇
・
実
氏
）
や
「
山
里
は
松
の
嵐
の

ほ
か
に
ま
た
言
問
ふ
人
の
音
づ
れ
も
な
し
」（
三
六
八
六
・
公
相
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
該
歌
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
詠
み
ぶ
り
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
、
将
軍
在
職
中
に
は
「
山
里
は
松
の
嵐
の
音
こ
そ
あ
れ
都
に
は
似
ず
し
づ
か
な
り
け
り
」
や
「
住
み
な

れ
ぬ
心
な
り
せ
ば
山
里
の
松
の
嵐
や
さ
び
し
か
ら
ま
し
」（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
家
松
・
四
五
〇
〜
一
）
あ
る
い
は
「
思
ひ
や
れ
ま
だ

住
み
な
れ
ぬ
山
里
の
松
の
嵐
に
濡
る
る
袂
は
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・
山
家
・
五
四
九
）

や
「
山
里
を
と
ふ
人
あ
ら
ば
滝
の
音
松
の
嵐
に
わ
ぶ
と
こ
た
へ
よ
」（
同
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
雑
・
八
〇
六
）

と
詠
じ
て
い
て
、
鎌
倉
を
「
山
里
」
と
認
識
し
、
そ
こ
に
は
「
松
の
嵐
」
が
つ
き
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
該

歌
の
場
合
は
、
京
都
の
閑
居
を
「
山
里
」
と
言
い
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
宗
尊
は
こ
れ
ら
よ
り
も
早
く
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』

で
「
聞
き
な
れ
ぬ
松
の
嵐
も
か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
ま
ま
の
み
山
べ
の
里
」（
雑
・
二
九
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
為
家

は
、「
み
山
べ
の
里
、
吹
く
嵐
か
な
、
不
レ
可
レ
詠
之
由
、
亡
父
慥
申
候
き
、
随
分
加
二
制
止
一
候
」
と
評
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

806　

立
ち・

騒さ
は

ぐ
入
江
の
鴨
の
跡あ
と

の
浪
す
み
侘わ

び
ぬ
る
は
我
が・

身
な
り
け
り



七
二

〔
通
釈
〕　入江

で
鴨
の
騒
ぎ
立
つ
跡
の
波
、
そ
れ
が
澄
み
に
く
い
よ
う
に
、（
こ
の
世
に
）
住
み
侘
び
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
我
が
身

な
の
で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

蘆
鴨
の
騒
ぐ
入
江
の
水
の
江
の
世
に
す
み
難
き
我
が
身
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
〇
七
・
人
麿
。
人
丸
集
・
つ
の

く
に
・
二
四
〇
。
定
家
八
代
抄
・
雑
下
・
一
六
七
〇
。
定
家
十
体
・
幽
玄
様
・
二
二
・
人
丸
、
三
句
「
白
波
の
」）

〔
語
釈
〕　

○
す
み
侘
び
ぬ
る―

上
句
を
序
詞
と
し
て
、「
澄
み
侘
び
ぬ
る
」
か
ら
掛
詞
で
「
住
み
侘
び
ぬ
る
」
を
起
こ
す
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
、「
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
、
柿
本
影
前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
」
で
同
じ
人
麿
歌
を
本
歌
に
「
大
か
た

の
世
ぞ
す
み
が
た
き
蘆
鴨
の
騒
が
ぬ
江
に
も
浪
は
立
つ
な
り
」（
本
抄
・
巻
四
・
650
）
と
詠
ん
で
い
る
。

807　

世よ

の
中
は
風か
せ

立た

つ
沖
の
海
士
小
舟
危あ
や

ふ
し
と
見み

ぬ
浪
の
間ま

も
な
し

〔
通
釈
〕　世の

中
は
、
風
が
吹
き
立
つ
沖
に
あ
る
海
人
の
小
舟
、
そ
れ
を
危
う
い
と
見
な
い
波
間
が
な
い
よ
う
に
、
危
う
い
と
思
わ
な
い
少
し

の
間
も
な
い
よ
。

〔
参
考
〕　

沖
つ
舟
お
ろ
す
碇
の
綱
弱
み
危
ふ
か
ら
ぬ
も
な
ほ
ぞ
危
ふ
き
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
い
か
り
・
一
一
二
四
・
信
実
）

沖
つ
島
波
の
間
も
な
く
あ
ら
う
と
や
干
せ
ど
翼
の
か
わ
か
ざ
る
ら
む
（
新
撰
六
帖
・
第
三
・
う
・
九
四
八
・
知
家
）

わ
が
恋
は
荒
磯
の
海
の
風
を
い
た
み
し
き
り
に
寄
す
る
波
の
間
も
な
し
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
六
四
・
伊
勢
）

〔
類
歌
〕　

波
風
の
危
ふ
き
浦
の
海
人
を
舟
世
渡
る
人
の
た
ぐ
ひ
と
ぞ
見
る
（
伏
見
院
御
集
・
冬
・
舟
・
二
三
九
九
）
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七
三

〔
語
釈
〕　

○
風
立
つ
〜
浪
の
間
も
な
し―

二
句
以
下
全
体
が
「
危
ふ
」
い
「
世
の
中
」
を
言
う
比
喩
。「
風
立
つ
沖
の
海
士
小
舟
」
を

「
危
ふ
し
と
見
ぬ
浪
の
間
も
な
し
」
を
起
こ
す
序
、
あ
る
い
は
「
浪
の
」
ま
で
を
「
間
も
な
し
」
を
起
こ
す
序
と
見
て
、「
世
の
中
は
」

「
危
ふ
し
と
見
ぬ
」「
間
も
な
し
」
と
連
な
る
文
脈
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

〔
補
説
〕　
「
波
」
に
浮
か
ぶ
「
海
人
小
舟
」
の
「
危
ふ
」
さ
を
、「
世
」（「
世
の
中
」
や
「
世
渡
る
人
」）
の
比
喩
と
し
て
見
る
点
で
同
工

異
曲
で
あ
る
類
歌
に
挙
げ
た
伏
見
院
の
歌
は
、
あ
る
い
は
該
歌
に
触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
ま
た
、
そ
の
比
喩
を
取
り
去

っ
て
「
海
人
小
舟
」
の
「
危
ふ
」
さ
を
直
叙
す
る
、
後
伏
見
院
の
羈
旅
詠
「
海
原
や
風
に
た
ゆ
た
ふ
海
人
小
舟
行
へ
危
ふ
き
浪
の
上
か

な
」（
新
千
載
集
・
羈
旅
・
海
路
の
歌
と
て
よ
ま
せ
給
う
け
る
・
七
六
四
）
は
、
そ
れ
で
も
伏
見
院
の
歌
の
影
響
下
に
あ
ろ
う
か
。

808　

昨
日
の
木
今け

日ふ

の
雁
が
ね
い
か
に
ま
た
思お
も

ひ
果は

つ
べ
き
憂う

き
世よ

な
る
ら
ん

〔
本
文
〕　

○
木―

底
本
「
木本

」
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　不材

故
に
天
寿
を
全
う
す
る
昨
日
の
木
、
不
材
故
に
天
寿
を
全
う
で
き
な
い
今
日
の
雁
、（
い
ず
れ
に
せ
よ
不
材
の
我
が
身
は
）
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
ま
た
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
憂
き
世
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
説
〕　

荘
子
行
二
於
山
中
一
、
見
二
大
木
枝
葉
盛
茂
一
。
伐
レ
木
者
、
止
二
其
旁
一
而
不
レ
取
也
。
問
二
其
故
一
、
曰
、「
無
レ
所
レ
可
レ
用
」。
荘

子
曰
、「
此
木
以
二
不
材
一
得
レ
終
二
其
天
年
一
」。
荘
子
出
二
於
山
一
、
舎
二
於
故
人
之
家
一
。
故
人
喜
、
命
二
豎
子
一
、
殺
レ
雁
而
烹
レ
之
。
豎

子
請
曰
、「
其
一
能
鳴
、
其
一
不
レ
能
レ
鳴
、
請
奚
殺
」。
主
人
曰
、「
殺
二
不
レ
能
レ
鳴
者
一
」。
明
日
、
弟
子
問
二
於
荘
子
一
曰
、「
昨
日
山

中
之
木
、
以
二
不
材
一
得
レ
終
二
其
天
年
一
。
今
主
人
之
雁
、
以
二
不
材
一
死
。
先
生
将
二
何
処
一
」。
荘
子
笑
曰
、「
周
将
レ
処
下
夫
材
与
二
不
材
一



七
四

之
間
上
。
材
与
二
不
材
一
之
間
、
似
レ
之
而
非
也
。
故
未
レ
免
二
乎
累
一
。
若
夫
乗
二
道
徳
一
而
浮
游
、
則
不
レ
然
。
無
レ
誉
無
レ

。
一
龍
一

蛇
、
与
レ
時
倶
化
、
而
無
二
肯
専
為
一
、一
上
一
下
、
以
レ
和
為
レ
量
。
浮
二-

游
乎
万
物
之
祖
一
、
物
レ
物
而
不
レ
物
二
於
物
一
、
則
胡
可
二
得
而

累
一
邪
。
此
神
農
・
黄
帝
之
法
則
也
。
若
夫
万
物
之
情
、
人
倫
之
伝
、
則
不
レ
然
。
合
則
離
、
成
則
毀
。
廉
則
挫
、
尊
則
議
、
有
レ
為
則

虧 

、
賢
則
謀
、
不
肖
則
欺
。
胡
可
二
得
而
必
一
乎
哉
。
悲
夫
。
弟
子
志
レ
之
。
其
唯
道
徳
之
郷
乎
。（
荘
子
・
山
木
第
二
十
。
新
釈
漢
文
大

系
本
に
拠
り
、
表
記
は
改
め
る
） 

　
（
右
の
大
意
）

荘
子
は
山
中
に
入
り
、
生
い
茂
っ
た
大
木
を
見
つ
け
た
。
樵
達
は
、
そ
の
木
を
切
り
倒
そ
う
と
は
し
な
い
。
樵
に
そ
の
理
由
を
尋
ね

る
と
、「
あ
の
木
は
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
。
荘
子
は
「
こ
の
木
は
無
用
の
故
に
、
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」
と
言

う
。
そ
の
後
、
荘
子
達
は
、
山
を
下
り
て
旧
友
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
旧
友
は
喜
び
、
童
僕
に
命
じ
て
雁
を
殺
し
て
料
理
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
童
僕
は
「
よ
く
鳴
く
雁
、
鳴
か
な
い
雁
の
、
ど
ち
ら
を
殺
し
ま
し
ょ
う
か
。」
と
言
い
、
主
人
は
「
鳴
か
な
い
ほ
う
を
殺
せ
」
と

言
っ
た
。
翌
日
、
弟
子
が
荘
子
に
問
う
て
「
無
用
の
木
は
天
寿
を
全
う
し
た
の
に
、
こ
の
主
人
の
雁
は
鳴
か
な
い
か
ら
殺
さ
れ
た
。
先

生
は
ど
ち
ら
の
処
り
所
に
立
た
れ
る
の
か
。」
と
聞
い
た
。
荘
子
は
笑
っ
て
言
っ
た
。「
私
は
、
役
に
立
つ
も
の
と
（
材
）、
役
に
立
た

な
い
も
の
（
不
材
）
の
中
間
に
い
よ
う
。
し
か
し
、
材
と
不
材
の
中
間
は
、
道
に
似
な
が
ら
真
実
の
道
で
は
な
い
の
で
、
世
の
中
の
煩

わ
し
さ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
材
と
不
材
を
超
え
て
、
俗
世
か
ら
抜
け
出
し
無
為
自
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
龍
の
よ
う
に
蛇
の
よ

う
に
、
時
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
ひ
と
つ
事
に
執
着
し
な
い
。
上
に
下
に
動
き
な
が
ら
、
一
つ
所
に
囚
わ
れ
ず
、
融
和
を
以
っ
て
自
ら
の

度
量
と
す
る
。
万
物
の
根
源
に
逍
遥
し
て
、
物
を
物
と
し
て
使
い
な
が
ら
、
物
に
支
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
の
中
の
煩
わ
し

さ
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
太
古
の
神
農
・
黄
帝
の
法
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
の
万
物
の
あ
り
さ
ま
や
、
人
の
常
の
様
子
は
、
そ

れ
と
は
違
う
。
相
合
え
ば
離
別
し
、
成
功
す
れ
ば
毀
損
し
、
清
廉
な
ら
ば
挫
折
し
、
高
位
な
ら
ば
批
判
さ
れ
、
事
を
為
せ
ば
妨
げ
ら
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れ
、
賢
明
で
あ
れ
ば
謀
略
に
あ
い
、
暗
愚
で
あ
れ
ば
詐
欺
に
あ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
悲
し
む
べ
き
こ
と

だ
。
弟
子
た
ち
よ
、
記
し
て
お
け
。
た
だ
拠
る
べ
き
は
、
自
然
の
道
徳
の
郷
の
み
だ
と
。」

〔
語
釈
〕　

○
昨
日
の
木―

役
に
立
た
な
い
こ
と
、
役
に
立
た
な
い
が
故
に
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
を
言
う
。
右
に
記
し
た
『
荘
子
』（
山

木
）
の
「
昨
日
山
中
之
木
、
以
二
不
材
一
得
レ
終
二
其
天
年
一
。」
が
直
接
の
典
故
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
こ
れ
を
、「
昨
日
山
中
之
木
（
き

の
ふ
の
さ
ん
ち
う
の
き
）　

才
取
於
己
（
さ
い
お
の
れ
に
と
り
）　

今
日
庭
前
之
花
（
け
ふ
の
て
い
せ
ん
の
は
な
）　

詞
慙
於
人
（
こ
と

ば
ひ
と
に
は
づ
）」（
文
詞
付
遺
文
・
四
七
四
・
篤
茂
）
と
踏
ま
え
た
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
に
「
昨
日
の
木
」
と
し
て
用
い
る

の
は
該
歌
以
降
に
例
が
散
見
す
る
。
他
に
は
、「
年
月
は
よ
そ
に
み
て
の
み
過
ぎ
し
か
ど
昨
日
の
木
こ
そ
身
の
た
ぐ
ひ
な
れ
」（
亀
山
殿

七
百
首
・
雑
・
寄
木
述
懐
・
六
六
五
・
隆
長
）
等
。
○
今
日
の
雁
が
ね―

鳴
く
こ
と
な
く
今
日
殺
さ
れ
る
雁
、
即
ち
役
に
立
た
ず
に
天

寿
を
全
う
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
。
右
に
記
し
た
本
説
の
『
荘
子
』（
山
木
）
中
の
「
故
人
喜
、
命
二
豎
子
一
、
殺
レ
雁
而
烹
レ
之
。
豎
子

請
曰
、「
其
一
能
鳴
、
其
一
不
レ
能
レ
鳴
、
請
奚
殺
」。
主
人
曰
、「
殺
二
不
レ
能
レ
鳴
者
一
」。」
が
直
接
の
典
故
。

809　

哀
れ・

に
も
人
に
従し

た
か

ふ
慣な

ら
ひ
か
な
我わ

が
心
を
ば
無な

き
も
の
に
し
て

〔
通
釈
〕　哀れ

な
こ
と
に
、
人
に
従
う
習
い
性
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
自
分
の
心
は
、
無
い
も
の
と
し
て
。

〔
参
考
〕　

忘
る
る
か
い
ざ
さ
は
我
も
忘
れ
な
む
人
に
従
ふ
心
と
な
ら
ば
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
九
三
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
人
に
従
ふ―

参
考
歌
の
他
に
、「
普
賢
十
願
」
の
「
恒
順
衆
生
」（
我
常
随
順
諸
衆
生
、
尽
於
未
来
一
切
劫
、
恒
修
普
賢
広
大

門
、
円
満
無
上
大
菩
提
）
を
詠
じ
た
選
子
『
発
心
和
歌
集
』（
一
四
）
の
「
う
れ
し
き
も
つ
ら
き
も
こ
と
に
わ
か
れ
ぬ
は
人
に
従
ふ
心



七
六

な
り
け
り
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
続
後
撰
集
』（
釈
教
・
恒
順
衆
生
・
六
二
五
）
に
も
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
宗
尊
は
目
に
し
た
に
違

い
な
い
が
、
こ
の
歌
は
、「
諸
衆
生
」
に
「
随
順
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
慈
悲
心
を
言
っ
て
い
て
、
該
歌
と

は
趣
を
異
に
す
る
。
○
我
が
心
を
ば
無
き
も
の
に
し
て―

「
落
花
不
語
空
辞
樹
（
ら
く
く
わ
も
の
い
は
ず
し
て
む
な
し
く
き
を
じ
す
）　

流
水
無
心
自
入
池
（
り
う
す
い
こ
こ
ろ
な
う
し
て
お
の
づ
か
ら
い
け
に
い
る
）」（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
落
花
・
一
二
六
・
白
居
易
）
等

の
「
無
心
」
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
否
定
的
な
虚
無
の
心
情
と
い
っ
た
趣
が
あ
ろ
う
か
。

810　

あ
は
れ
ま
た
苦く

る

し
か
り
け
る
此
の・

世
か
な
い
か
さ
ま
に
し
て
心
休や
す

め
ん

〔
通
釈
〕 あ

あ
、
や
は
り
苦
し
か
っ
た
こ
の
世
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
心
を
休
め
よ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

常
に
か
く
恋
ふ
れ
ば
苦
し
し
ば
ら
く
も
心
休
め
む
事
計
り
せ
よ
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
正
述
心
緒
・
二
九
〇
八
・
作
者
未
詳
）

〔
参
考
〕　

忘
れ
な
む
と
思
ふ
も
も
の
の
悲
し
き
を
い
か
さ
ま
に
し
て
い
か
さ
ま
に
せ
む
（
源
氏
物
語
・
藤
袴
・
四
〇
五
・
左
兵
衛
督
）

忘
る
れ
ど
か
く
忘
る
れ
ど
忘
ら
れ
ず
い
か
さ
ま
に
し
て
い
か
さ
ま
に
せ
ん
（
藤
原
義
孝
集
・
一
九
）

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
『
源
氏
』
歌
は
、
髭
黒
大
将
の
北
方
の
兄
（
紫
上
の
兄
弟
）
で
あ
る
左
兵
衛
督
が
、
玉
鬘
に
懸
想
し
て
贈
っ
た

歌
で
あ
る
。
同
じ
く
参
考
に
挙
げ
た
義
孝
の
歌
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。

811　

と
に
か
く
に
あ
り
経ふ

る
世
こ
そ
苦く
る

し
け
れ
厭い
と

は
ぬ
程ほ
と

の
心
迷ま
よ

ひ
は
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〔
通
釈
〕　あれ

こ
れ
ど
の
よ
う
に
し
て
も
、
生
き
て
過
ご
す
世
の
中
こ
そ
が
苦
し
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
世
を
厭
い
出
る
ま
で
に
な
ら
な
い
程

の
、
心
の
迷
い
（
が
あ
る
身
）
と
い
う
の
は
。

〔
本
歌
〕　

あ
り
経
る
も
苦
し
か
り
け
り
長
ら
へ
ぬ
人
の
心
を
命
と
も
が
な
（
詞
花
集
・
恋
下
・
程
な
く
絶
え
に
け
る
男
の
も
と
へ
言
ひ
遣

は
し
け
る
・
二
五
五
・
相
模
）

〔
参
考
〕　

と
に
か
く
に
あ
れ
ば
あ
り
け
る
世
に
し
あ
れ
ば
な
し
と
て
も
な
き
世
を
も
経
る
か
も
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
わ
び
人
の

世
に
立
ち
廻
る
を
見
て
よ
め
る
・
六
一
一
）

世
の
中
を
厭
は
ぬ
程
も
あ
ら
は
れ
て
み
山
を
出
づ
る
秋
の
夜
の
月
（
顕
氏
集
・
中
務
会
弘
長
元
年
八
月
廿
六
日
・
山
月
・
一
二
〇
）

思
ひ
や
る
方
も
知
ら
れ
ず
苦
し
き
は
心
ま
ど
ひ
の
常
に
や
あ
る
ら
む
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
六
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
厭
は
ぬ
程
の
心
迷
ひ
は―
「
世
」
を
厭
わ
な
い
、
即
ち
出
家
す
る
こ
と
の
な
い
程
度
の
心
の
迷
妄
（
煩
悩
）
と
い
う
の
は
、

と
い
う
趣
意
。「
程
」
は
、
時
の
間
の
意
に
も
解
さ
れ
る
。「
心
迷
ひ
」
は
、「
心
惑
ひ
」
と
同
様
だ
が
、「
心
惑
ひ
」
は
万
葉
以
来
の
措

辞
。「
ま
ど
ひ
」
と
「
ま
よ
ひ
」
の
本
文
の
交
替
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
が
、「
心
迷
ひ
」
は
鎌
倉
時
代
以
降
に

現
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
な
が
む
ら
ん
心
迷
ひ
も
よ
し
な
し
と
桜
を
よ
そ
に
過
ぐ
る
白
雲
」（
雲
葉
集
・
春
中
・
一
〇
八
・
後
鳥
羽

院
）
や
「
寝
覚
め
し
て
な
ほ
ぞ
涙
を
こ
ぼ
し
つ
る
暁
闇
の
心
迷
ひ
に
」（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
あ
か
つ
き
や
み
・
三
四
〇
・
真
観
）
や

「
知
ら
せ
ば
や
そ
こ
は
か
と
な
き
う
き
雲
の
空
に
乱
る
る
心
迷
ひ
を
」（
続
古
今
集
・
恋
一
・
九
八
八
・
行
家
）
等
々
が
、
宗
尊
に
身
近

な
先
行
例
で
あ
っ
た
か
。

〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
相
模
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「『
瓊
玉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
三
）」（
本
紀
要
四
七
、

平
二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。



七
八

「
世
」
を
「
厭
は
ぬ
程
」
の
参
考
歌
と
し
て
挙
げ
た
顕
氏
詠
は
、
宗
尊
将
軍
在
職
時
の
鎌
倉
で
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
八
月

二
十
六
日
に
大
江
重
教
が
催
し
た
歌
会
の
一
首
で
あ
る
。

812　

心
か
ら
背そ
む

か
れ
ぬ
世よ

の
苦く
る

し
さ
を
誰た
れ

に
か
こ
ち
て
な
ほを

恨う
ら

む
ら
ん

〔
通
釈
〕　自身

の
心
故
に
背
い
て
出
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
世
の
苦
し
さ
を
、
い
っ
た
い
誰
に
か
こ
つ
け
て
、
な
お
さ
ら
に
恨
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

し
か
り
と
て
背
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
歎
か
れ
ぬ
あ
な
憂
世
の
中
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
六
・
篁
）

え
こ
そ
な
ほ
憂
き
世
と
思
へ
ど
背
か
れ
ぬ
お
の
が
心
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
（
和
泉
式
部
集
・
観
身
岸
額
離
根
草
、
論
命
江
頭
不

繫
舟
・
二
九
八
。
同
・
三
八
一
）

さ
牡
鹿
の
立
ち
野
の
小
萩
露
か
け
て
消
え
な
ん
後
を
誰
に
か
こ
た
ん
（
土
御
門
院
御
集
・
恋
二
十
五
首
・
寄
萩
・
四
二
九
）

〔
語
釈
〕　

○
背
か
れ
ぬ
世―

出
家
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
俗
世
。
こ
の
句
形
は
珍
し
い
。
用
例
と
し
て
は
、『
続
古
今
集
』
初
出
歌

人
で
六
波
羅
評
定
衆
の
大
江
頼
重
に
、「
な
に
と
ま
た
背
か
れ
ぬ
世
の
憂
き
度
に
ま
づ
歎
か
る
る
心
な
る
ら
ん
」（
続
拾
遺
集
・
雑
中
・

一
二
三
〇
）
が
あ
る
。
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。
関
東
祗
候
の
飛
鳥
井
雅
有
に
は
、「
朝
夕
は
我
と
我
が
身
を
い
さ
め
て
も
背

か
れ
ぬ
世
の
果
て
ぞ
悲
し
き
」（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
雑
・
述
懐
・
八
八
八
。
無
名
の
記
・
一
四
）
と
「
し
か
り
と
て

背
か
れ
ぬ
世
の
憂
き
に
こ
そ
一
方
な
ら
ぬ
涙
落
ち
け
れ
」（
雅
有
集
・
思
ふ
事
侍
り
し
秋
の
こ
ろ
、
清
水
寺
に
こ
も
り
て
、
南
無
千
手

千
眼
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
之
字
を
歌
の
首
に
お
き
て
よ
み
侍
り
し
・
六
七
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
該
歌
に
先
ん
じ
る
可
能
性
も
あ
る
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が
、
後
者
は
後
出
で
あ
る
。
宗
尊
、
頼
重
、
雅
有
と
い
う
鎌
倉
中
期
の
関
東
縁
故
歌
人
間
に
詠
み
始
め
ら
れ
た
句
形
の
よ
う
に
も
見
え

る
の
で
あ
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
在
鎌
倉
時
に
既
に
、「
歎
き
て
も
お
の
が
心
と
朽
ち
ぬ
世
を
誰
に
お
ほ
せ
て
な
ほ
恨
む
ら
ん
」（
瓊
玉
集
・
雑
下
・
述
懐

廿
首
御
歌
に
・
四
七
一
）
と
い
う
、
該
歌
と
同
工
異
曲
を
詠
じ
て
い
る
。

813　

背そ
む

か
ん
と
言い

ひ
し
ば
か
り
に
年
は
経へ

ぬ
我わ

が
偽い

つ
は

り
も
憂う

き
世よ

な成り
け
り

〔
通
釈
〕　この

俗
世
か
ら
背
い
て
出
よ
う
と
、
言
っ
た
だ
け
で
、
た
だ
年
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
私
の
嘘
偽
り
も
ま
た
、
憂
く
辛
い
こ
の

世
で
あ
っ
た
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

今
来
む
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

さ
り
と
て
も
背
き
も
果
て
ず
人
ご
と
に
た
だ
偽
り
の
憂
き
世
な
り
け
り
（
続
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
二
一
・
実
経
）

憂
き
身
を
ば
忘
れ
果
つ
と
も
契
り
置
き
し
我
が
偽
り
や
思
ひ
出
づ
ら
ん
（
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
六
八
・
鷹
司
院
按
察
）

〔
語
釈
〕　

○
背
か
ん
と―

出
家
し
て
俗
世
を
出
よ
う
と
、
と
い
う
趣
意
。

814　

世よ

の
中
は
憂う

き
も物の
と
の
み
見
果は

て
に
き
何な
に

の
情な
さ

け
に
と
ま
る
心
ぞ

〔
通
釈
〕　



八
〇

こ
の
世
の
中
は
、
憂
く
辛
い
も
の
と
見
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。（
そ
れ
な
の
に
）
い
っ
た
い
ど
ん
な
趣
に
、
執
着
す
る
私
の
心
な

の
か
。

〔
参
考
〕　

何
事
に
と
ま
る
心
の
あ
り
け
れ
ば
さ
ら
に
し
も
ま
た
世
の
厭
は
し
き
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
三
一
・
西
行
）

か
ば
か
り
と
思
ひ
果
て
に
し
世
の
中
に
何
ゆ
ゑ
と
ま
る
心
な
る
ら
む
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
一
四
一
・
行
尊
）

〔
語
釈
〕　

○
何
の
情
け―

「
情
け
」
は
、
①
対
象
に
寄
せ
る
心
の
動
き
、
②
対
象
に
見
出
だ
す
趣
、
い
ず
れ
に
も
解
さ
れ
る
。
①
の
場
合

は
、（
憂
き
世
に
対
す
る
）
ど
の
よ
う
な
心
情
故
に
、
の
意
に
な
り
、
②
の
場
合
は
、（
憂
き
世
の
）
ど
の
よ
う
な
情
趣
に
対
し
て
、
の

意
と
な
る
。
参
考
の
西
行
歌
を
踏
ま
え
た
と
見
て
、
②
に
解
し
て
お
く
。
こ
の
措
辞
の
先
行
例
は
、「
歎
き
の
み
我
が
身
に
つ
け
て
行

く
春
の
何
の
情
け
に
か
く
は
惜
し
き
ぞ
」（
閑
谷
集
・
同
じ
〔
う
ち
続
き
歎
く
こ
と
〕
思
ひ
し
け
る
頃
、
三
月
尽
の
心
を
・
一
〇
五
）

や
「
今
は
す
べ
て
何
の
情
け
も
あ
は
れ
を
も
見
も
せ
じ
聞
き
も
せ
じ
と
こ
そ
思
へ
」（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
二
二
〇
）
が
目
に
付

く
程
度
で
あ
る
。
後
出
例
に
は
、
永
福
門
院
内
侍
の
「
問
へ
や
な
ほ
命
の
堪
へ
ず
な
る
上
は
何
の
情
け
も
よ
し
や
と
思
へ
ど
」（
五
種

歌
合
正
安
元
年
・
恋
命
・
六
六
）
や
伏
見
院
の
「
今
宵
わ
き
て
な
に
の
情
け
は
添
は
ね
ど
も
霞
め
る
月
に
梅
か
を
る
宿
」（
伏
見
院
御
集
・

春
夜
・
二
二
〇
〇
）
が
あ
っ
て
、
宗
尊
の
用
詞
と
京
極
派
歌
人
の
そ
れ
と
の
共
通
性
を
覗
か
せ
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、
該
歌
の
前
年
に
「
か
か
ら
ず
は
と
ま
る
心
も
あ
り
な
ま
し
憂
き
ぞ
こ
の
世
の
情
け
な
り
け
る
」（
本
抄
・
巻
二
・
文

永
五
年
十
月
三
百
首
歌
・
述
懐
・
四
八
〇
。
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
五
二
〇
）
と
詠
ん
で
い
る
。

815　

ひ
た
す
ら
に
思
ひ
も
果は

て
ぬ
こ
の
世よ

こ
そ
心
弱よ
は

さ
の
辛つ
ら

さ
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　
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ひ
た
む
き
に
思
い
切
り
（
遁
れ
）
も
し
な
い
こ
の
俗
世
（
に
在
る
こ
と
）
こ
そ
が
、
自
分
の
心
弱
さ
故
の
恨
め
し
さ
な
の
で
あ
っ
た

な
。

〔
参
考
〕　

辛
し
と
も
思
ひ
も
果
て
ぬ
心
こ
そ
な
ほ
恋
ひ
し
さ
の
余
り
な
り
け
れ
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
中
務
卿
親
王
家
歌
合
に
・
一　

三

〇
四
・
小
督
）

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
『
中
書
王
御
詠
』
で
「
い
か
に
せ
ん
思
ひ
知
ら
ぬ
に
な
し
か
ね
て
辛
さ
あ
ら
は
す
心
弱
さ
を
」（
中
書
王
御
詠
・
怨
恋
・

一
八
六
）
と
詠
じ
て
い
る
。「
心
弱
さ
」
が
「
辛
さ
」
と
密
接
に
関
わ
る
と
の
認
識
が
窺
わ
れ
る
。

816　

さ
て
も
な猶ほ
げ
に
憂う

き
も
の
と
世
の
中
を
思お
も

は
ね
ば
こ
そ
厭い
と

は
ざ
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　それ

に
し
て
も
や
は
り
、
本
当
に
憂
く
辛
い
も
の
と
こ
の
世
の
中
を
思
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
厭
い
出
て
出
家
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

世
の
中
の
憂
き
は
今
こ
そ
う
れ
し
け
れ
思
ひ
知
ら
ず
は
厭
は
ま
し
や
は
（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
四
六
・
寂
蓮
。
月
詣
集
・
雑

下
・
八
五
一
。
別
雷
社
歌
合
・
述
懐
・
一
五
六
、
結
句
「
厭
は
ざ
ら
ま
し
」）

〔
類
歌
〕　

侘
び
つ
つ
も
な
お
捨
て
や
ら
ぬ
心
か
な
げ
に
憂
き
世
と
や
思
は
ざ
る
ら
ん
（
新
拾
遺
集
・
雑
中
・
述
懐
歌
に
・
一
八
四
一
・
源

光
正
）

〔
語
釈
〕　

○
げ
に
憂
き
も
の
と―

「
思
は
ね
ば
こ
そ
」
に
か
か
る
。「
け
に
憂
き
も
の
と
」（
格
段
に
憂
く
辛
い
も
の
と
）
で
も
通
意
だ

が
、
切
実
さ
の
観
点
か
ら
、「
げ
に
」
に
解
さ
れ
る
。「
げ
に
憂
き
も
の
」
の
用
例
は
少
な
い
。
同
時
代
で
は
、
後
嵯
峨
院
大
納
言
典
侍

（
為
家
女
為
子
）
の
「
悲
し
さ
も
慰
め
難
き
夕
暮
を
げ
に
憂
き
も
の
と
鹿
も
鳴
く
な
り
」（
秋
夢
集
・
九
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
該
歌
に
先



八
二

行
す
る
か
。
後
出
で
は
、
南
朝
の
宗
良
親
王
の
「
お
ぼ
え
ず
し
て
過
ご
し
侍
り
け
る
月
日
を
数
へ
て
も
、
今
さ
ら
身
の
憂
き
ふ
し
の
み

積
も
り
け
れ
ば
／
我
が
身
さ
て
か
か
ら
ん
と
て
ぞ
せ
め
ぎ
け
ん
げ
に
憂
き
も
の
は
月
日
な
り
け
り
」（
李
花
集
・
雑
・
七
六
二
）
が
目

に
付
く
。
○
思
は
ね
ば
こ
そ
厭
は
ざ
る
ら
ん―

「
こ
そ
」
の
係
り
結
び
で
末
尾
は
「
ら
め
」
と
あ
る
べ
き
。「
免
」
の
「
め
」
を
「
无
」

の
「
ん
」
に
誤
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
。「
思
は
ね
ば
こ
そ
」
の
句
は
、「
苦
し
と
も
思
は
ね
ば
こ
そ
春
駒
の
の
れ
と
心
は
な
ほ
は
や

る
ら
め
」（
続
詞
花
集
・
戯
咲
・
九
七
一
・
公
保
）
や
「
皆
人
の
惜
し
む
心
を
う
れ
し
と
も
思
は
ね
ば
こ
そ
花
は
散
る
ら
め
」（
百
首
歌

合
建
長
八
年
・
春
・
五
一
三
・
基
家
）
が
先
行
例
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、「
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
」（
仮
称
）
の
段
階
で
は
、「
た
ま
き
は
る
命
も
知
ら
ぬ
世
の
中
を
い
つ

ま
で
と
て
か
厭
は
ざ
る
ら
ん
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・
述
懐
・
五
五
五
）
と
詠
じ
て
い
た
。

類
歌
に
挙
げ
た
歌
は
、
対
照
的
趣
向
の
同
工
異
曲
で
あ
る
。
該
歌
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
は
残
る
。

817　

誰た

が
為
の
我わ

が
身
な
り
と
て
あ
ぢ
き
な
く
厭い
と

ふ
心
に
任ま
か

せ
ざ
る
ら
む

〔
通
釈
〕　いっ

た
い
誰
の
為
に
あ
る
こ
の
我
が
身
で
あ
る
と
い
っ
て
、
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
く
、
世
を
厭
い
出
た
い
自
分
の
心
に
従
っ
て
出

家
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

誰
が
為
の
錦
な
れ
ば
か
秋
霧
の
佐
保
の
山
辺
を
立
ち
隠
す
ら
む
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
六
五
・
友
則
）

憂
し
と
て
も
こ
は
誰
が
為
に
と
も
す
れ
ば
我
が
身
を
厭
ふ
心
な
る
ら
ん
（
広
田
社
歌
合
承
安
二
年
・
述
懐
・
一
六
七
・
懐
能
）

あ
ぢ
き
な
く
言
は
で
心
を
尽
く
す
か
な
つ
つ
む
人
目
も
人
の
為
か
は
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
三
一
・
光
行
）
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八
三

心
に
も
任
せ
ざ
り
け
る
命
も
て
頼
め
も
お
か
じ
常
な
ら
ぬ
世
を
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
四
二
三
・
敦
忠
）

い
か
に
し
て
今
ま
で
世
に
は
有
明
の
尽
き
せ
ぬ
も
の
を
厭
ふ
心
は
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
七
八
三
・
慈
円
）

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
歌
歌
を
、
宗
尊
が
直
接
に
意
識
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、『
古
今
集
』
な
ど
の
古
歌
や
新
古
今
時
代

前
後
の
歌
の
用
詞
に
、
宗
尊
が
馴
致
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

818　

厭い
と

は
ん
と
思
ひ
定さ

た

む
る
心
に
ぞ
世
の
憂う

き
こ
と
は
遠
ざ
か
り
け
る

〔
通
釈
〕　世を

厭
っ
て
出
家
し
よ
う
と
決
心
す
る
心
に
こ
そ
、
世
の
中
の
憂
く
辛
い
こ
と
は
遠
ざ
か
る
の
で
あ
っ
た
な
。

〔
本
歌
〕　

い
か
な
ら
む
巌
の
中
に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
事
の
聞
こ
え
来
ざ
ら
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

一
す
ぢ
に
思
ひ
定
む
る
心
だ
に
あ
ら
ば
憂
き
世
を
歎
か
ざ
ら
ま
し
（
続
後
撰
集
・
雑
中
・
一
一
五
九
・
成
実
。
万
代
集
・
雑

六
・
三
六
二
四
）

819　

か
かゝ
る
世
を
慕し
た

ふ
べ
し
と
は
思
ひ
き
や
我
が・

心
に
ぞ
果は

て
憂う

か
り
け
れ

〔
通
釈
〕　この

よ
う
な
世
の
中
に
、（
い
つ
ま
で
も
必
ず
）
つ
き
従
う
つ
も
り
だ
と
は
、
思
っ
た
か
（
い
や
思
わ
な
か
っ
た
よ
）。
私
の
心
の
せ

い
で
、
最
後
は
憂
く
辛
い
の
だ
っ
た
。



八
四

〔
参
考
〕　

我
ぞ
先
づ
出
づ
べ
き
道
に
先
立
て
て
慕
ふ
べ
し
と
は
思
は
ざ
り
し
を
（
源
三
位
頼
政
集
・
小
侍
従
尼
に
な
り
に
け
り
と
聞
き
て

つ
か
は
し
け
る
・
六
二
五
。
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
四
六
八
）

山
よ
り
も
深
き
と
こ
ろ
を
尋
ね
見
ば
我
が
心
に
ぞ
人
は
入
る
べ
き
（
千
載
集
・
恋
五
・
九
一
二
・
斉
信
。
続
詞
花
集
・
恋
下
・

六
六
三
、
三
句
「
尋
ぬ
れ
ば
」）

忘
れ
え
ぬ
我
が
心
こ
そ
厭
は
る
れ
果
て
憂
か
り
け
る
人
の
契
り
に
（
新
拾
遺
集
・
恋
四
・
一
二
七
五
・
今
出
河
院
近
衛
）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
心
に
ぞ―
参
考
の
斉
信
詠
の
他
に
、『
続
古
今
集
』
に
も
「
よ
も
す
が
ら
仏
の
道
を
求
む
れ
ば
我
が
心
に
ぞ
尋
ね
入
り

ぬ
る
」（
釈
教
・
是
心
是
仏
の
心
を
・
七
五
四
・
源
信
）
が
あ
り
、
共
に
宗
尊
は
目
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
両
首
の
「
に
」

は
場
所
・
対
象
の
意
味
だ
が
、
該
歌
の
「
に
」
は
原
因
・
理
由
の
意
味
か
。
た
だ
し
、
歌
末
の
「
け
れ
」
が
本
来
で
あ
る
と
す
る
と
、

底
本
の
「
に
そ
」
は
「
こ
そ
」
で
あ
っ
た
か
。
な
お
、
伏
見
院
に
「
し
ほ
れ
ゆ
く
草
木
の
色
に
た
ぐ
へ
見
れ
ば
我
が
心
に
ぞ
秋
は
つ
れ

な
き
」（
伏
見
院
御
集
・
暮
秋
・
九
一
七
）
の
作
が
あ
る
。
○
果
て
憂
か
り
け
れ―

前
句
の
「
に
ぞ
」
の
結
び
と
し
て
は
「
果
て
憂
か

り
け
る
」
で
あ
る
べ
き
（
前
項
参
照
）。
参
考
に
挙
げ
た
近
衛
の
歌
と
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。「
果
て
憂
し
」
の
先
行
例
は
、

定
家
の
「
秋
を
経
て
く
や
し
き
月
に
な
れ
に
け
り
果
て
憂
き
末
の
世
に
宿
り
き
て
」（
拾
遺
愚
草
・
同
年
〔
承
久
二
年
〕
九
月
十
三
夜
、

前
大
僧
正
の
御
も
と
に
た
て
ま
つ
る
・
二
七
五
〇
）
が
早
い
。『
弘
長
百
首
』
の
基
家
詠
「
世
を
ば
み
な
果
て
憂
き
も
の
と
い
つ
知
り

て
残
る
枝
な
く
木
の
葉
散
る
ら
ん
」（
冬
・
落
葉
・
三
六
七
）
は
、
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

〔
類
歌
〕　

思
ひ
き
や
恨
め
し
か
り
し
武
士
の
名
残
を
今
日
は
慕
ふ
べ
し
と
は
（
増
鏡
・
久
米
の
さ
ら
山
・
一
八
一
・
尊
良
）

〔
補
説
〕　

語
釈
に
記
し
た
よ
う
に
、「
我
が
心
に
ぞ
」
は
「
我
が
心
こ
そ
」
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
下
句
は
「
私
の
心
こ
そ
が
、
末
路
は

つ
れ
な
く
恨
め
し
い
の
だ
っ
た
。」
と
い
っ
た
趣
意
に
な
ろ
う
か
。

類
歌
と
し
た
尊
良
の
一
首
は
、
該
歌
の
影
響
下
に
あ
る
可
能
性
を
見
て
お
き
た
い
。
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820　

世よ

に
と
ま
る
心
あ
り
せ
ば
今
の
身
の
い
か
ば
か
り
か
は
悲か
な

し
か
ら
ま
し

〔
通
釈
〕　この

俗
世
に
留
ま
る
心
が
も
し
あ
る
の
だ
っ
た
ら
、
今
現
在
の
こ
の
身
が
、
ど
れ
ほ
ど
悲
し
か
っ
た
だ
ろ
う
に
。

〔
参
考
〕　

長
き
夜
の
寝
覚
め
に
思
ふ
程
ば
か
り
憂
き
世
を
厭
ふ
心
あ
り
せ
ば
（
続
古
今
集
・
雑
下
・
夜
述
懐
と
い
ふ
こ
と
を
・

一
八
一
五
・
土
御
門
院
小
宰
相
）

命
だ
に
心
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
ば
何
か
別
れ
の
悲
し
か
ら
ま
し
（
古
今
集
・
離
別
・
三
八
七
・
白
女
）

思
ひ
や
れ
八
十
の
年
の
暮
な
れ
ば
い
か
ば
か
り
か
は
物
は
悲
し
き
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
九
六
・
小
侍
従
）

〔
補
説
〕　

語
調
の
点
で
は
、「
い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
い
か
ば
か
り
人
の
言
の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
」（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
二
）

に
通
う
。

821　

さ
り
と
も
と
行ゆ

く
末す
ゑ

待ま

ち
し
心
こ
そ
思
ひ
出い

づ
れ
ば
か
な
は
ざ
り
け
れ

〔
通
釈
〕　いく

ら
何
で
も
（
い
つ
か
は
俗
世
に
背
い
て
出
家
す
る
だ
ろ
う
）
と
、
将
来
を
待
っ
た
心
こ
そ
は
、
思
い
出
し
て
み
る
と
、
望
み
ど

お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

侘
び
人
は
憂
き
世
の
中
に
生
け
ら
じ
と
思
ふ
事
さ
へ
か
な
は
ざ
り
け
り
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
つ
か
さ
申
に
賜
は
ら
ざ
り
け
る



八
六

頃
、
人
の
と
ぶ
ら
ひ
に
お
こ
せ
た
り
け
る
返
事
に
・
五
〇
五
・
源
景
明
）

〔
参
考
〕　

な
か
な
か
に
昔
ぞ
辛
き
あ
は
れ
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
思
ひ
出
づ
れ
ば
（
続
古
今
集
・
雑
下
・
懐
旧
の
心
を
・
一
七
六
七
・
長

時
）

〔
類
歌
〕　

さ
り
と
も
と
行
く
末
待
ち
し
心
こ
そ
身
の
ほ
ど
知
ら
ぬ
昔
な
り
け
れ
（
続
千
載
集
・
雑
中
・
一
八
七
六
・
藤
原
長
経
）

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、
該
歌
以
前
に
「
思
へ
ど
も
背
き
も
や
ら
で
過
ぐ
す
世
を
行
く
末
待
つ
と
人
や
見
る
ら
む
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
述

懐
・
三
〇
八
）
と
詠
じ
て
い
る
。

類
歌
に
挙
げ
た
歌
の
作
者
藤
原
長
経
は
、
長
範
の
子
で
五
位
筑
前
守
・
左
衛
門
尉
、
近
衛
家
家
司
。
新
後
撰
１
（
首
）、
続
千
載
２
、

続
後
拾
遺
１
、
新
千
載
１
の
入
集
を
見
る
歌
人
で
あ
る
。
該
歌
と
の
関
係
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

822　

こ
の
身
を
ば
は
や
な
き
物
に
な
し
果は

て
てゝ
た
だゝ
後
の
世
を
思
ふ
ば
か
り
ぞ

〔
通
釈
〕　この

身
を
、
も
う
既
に
（
こ
の
世
に
は
）
す
っ
か
り
亡
い
も
の
と
し
き
っ
て
い
て
、
た
だ
た
だ
来
世
を
思
う
だ
け
な
の
だ
。

〔
参
考
〕　

数
な
ら
ぬ
身
は
な
き
物
に
な
し
果
て
つ
誰
が
た
め
に
か
は
世
を
も
恨
み
ん
（
新
古
今
集
・
雑
下
・
一
八
三
八
・
寂
蓮
。
寂
蓮
家

之
集
・
百
首
歌
の
中
に
・
九
二
。
寂
蓮
法
師
集
〈
新
編
国
歌
大
観
〉・
百
首
雑
歌
・
九
二
、
三
句
「
な
し
は
て
て
」）

世
は
捨
て
つ
身
は
な
き
物
に
な
し
果
て
つ
何
を
恨
む
る
誰
が
歎
き
ぞ
も
（
長
明
集
・
九
四
）

数
な
ら
で
衰
へ
ま
さ
る
身
の
果
て
は
後
の
世
を
だ
に
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ
（
隆
信
集
〈
新
編
国
歌
大
観
〉・
雑
三
・
現
世
後
世
し

え
た
る
事
な
ど
か
き
て
侍
り
し
か
ば
・
九
二
二
）
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〔
語
釈
〕　

○
は
や―

副
詞
。
も
う
、
す
で
に
。「
な
し
果
て
て
」
に
か
か
る
。
○
後
の
世―

死
後
、
後
世
。
こ
こ
は
、
極
楽
往
生
の
来
世

を
言
う
。

823　

我わ
れ

の
み
よ
な
ど
偲し
の

ぶ
ら
ん
世
を
見み

れ
ば
昔
忘わ
す

る
るゝ
人
ぞ
多お
ほ

か
る

〔
通
釈
〕　私だ

け
が
さ
あ
、
ど
う
し
て
昔
を
偲
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
を
見
る
と
、
昔
を
忘
れ
る
人
が
多
い
こ
と
。

〔
参
考
〕　

な
か
な
か
に
老
い
は
ほ
れ
て
も
忘
れ
な
で
な
ど
か
昔
を
い
と
偲
ぶ
ら
む
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
雑
・
五
九
七
）

世
が
た
り
に
あ
り
と
も
聞
き
て
習
は
ば
や
昔
忘
る
る
人
の
心
を
（
秋
風
抄
・
雑
下
・
三
一
七
・
俊
成
女
。
秋
風
集
・
雑
下
・

一
二
九
九
）

〔
語
釈
〕　

○
世
を
見
れ
ば―

↓
752
。
○
な
ど
偲
ぶ
ら
ん―

「
な
ど
し
の
ぶ
ら
む
」
の
先
行
例
は
、
俊
成
の
「
冬
来
れ
ば
氷
と
水
の
名
を
か

へ
て
岩
も
る
声
を
な
ど
忍
ぶ
ら
ん
」（
続
古
今
集
・
冬
・
氷
留
水
声
と
い
ふ
こ
と
を
・
六
二
五
。
長
秋
詠
藻
・
二
七
六
。
月
詣
集
・

十
一
月
・
一
〇
〇
九
。
秋
風
集
・
冬
下
・
五
〇
二
、
初
句
「
夕
暮
は
」。
雲
葉
集
・
冬
・
八
二
六
）
が
目
に
付
き
、
所
収
歌
集
か
ら
見

て
、
宗
尊
が
こ
の
歌
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
こ
の
俊
成
歌
の
「
し
の
ぶ
」
は
「
忍
ぶ
」
で
あ
る
。
○
人
ぞ
多
か
る―

「
世
を
見
れ
ば
」
を
受
け
る
。
同
様
に
752
に
も
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、
該
歌
以
前
に
「
昔
を
ば
紛
る
る
人
は
忘
る
ら
ん
し
づ
か
な
る
身
ぞ
し
の
び
か
ね
ぬ
る
」（
中
書
王
御
詠
・
雑
・
懐
旧
・

三
一
八
）
と
い
う
、
や
や
類
似
し
た
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
の
「
し
の
び
」
は
「
忍
び
」
で
、
下
句
は
「
閑
居
し
て
い
る
こ
の
身

は
、（
辛
い
）
昔
を
（
思
い
出
し
て
）
堪
え
忍
び
か
ね
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
で
あ
ろ
う
。



八
八

824　

何な
に

と
あ
る
現う
つ
ゝ

の
夢
ぞ
寝ぬ

る
が
内
に
同お
な

じ
昔
の
こ
と
も
見み

ゆ
る
に

〔
通
釈
〕　どう

し
て
わ
ざ
わ
ざ
、
現
実
が
夢
で
あ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。
寝
て
い
る
中
に
、
同
じ
夢
の
よ
う
な
昔
の
こ
と
も
見
え
る
の

に
。

〔
参
考
〕　

見
る
ま
ま
に
現
の
夢
と
な
り
ゆ
く
は
定
め
な
き
世
の
昔
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
往
事
似
夢
と
い
ふ
こ
と
を
・

一
二
一
七
・
藤
原
光
成
）

〔
類
歌
〕　

寝
る
が
う
ち
に
見
る
の
み
近
き
昔
に
て
現
の
夢
ぞ
遠
ざ
か
り
ゆ
く
（
雪
玉
集
・
雑
・
往
事
如
夢
・
文
亀
元
五
御
月
次
・

二
四
七
一
）

〔
語
釈
〕　

○
何
と
あ
る
現
の
夢
ぞ―

初
句
は
新
奇
。「
何
と
現
の
夢
ぞ
あ
る
」
の
倒
置
に
解
し
て
お
く
。

825　

か
く
ば
か
り
憂う

し
と
見み

ぬ
よ
の
夢
な
ら
ば
は
か
な
き
外
の
物
は
思お
も

は
じ

〔
通
釈
〕　これ

程
憂
く
辛
い
と
思
わ
な
い
世
の
中
の
夜
に
見
る
夢
で
も
し
あ
る
な
ら
ば
、（
夢
が
）
儚
い
こ
と
以
外
の
物
思
い
は
す
る
ま
い
に
。

〔
参
考
〕　

か
く
ば
か
り
憂
し
と
思
ふ
に
恋
し
き
は
我
さ
へ
心
ふ
た
つ
あ
り
け
り
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
八
九
・
恋
五
）

い
か
に
せ
ん
ま
ど
ろ
む
程
の
夢
を
だ
に
憂
し
と
見
ぬ
よ
の
慰
め
も
が
な
（
秋
風
集
・
恋
中
・
八
六
七
・
基
良
。
新
後
撰
・
恋



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

八
九

二
・
八
七
五
）

宵
の
間
に
さ
て
も
寝
ぬ
べ
き
月
な
ら
ば
山
の
端
近
き
物
は
思
は
じ
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
四
一
六
・
式
子
）

い
つ
も
か
く
空
に
有
明
の
月
な
ら
ば
あ
か
で
入
る
夜
の
物
は
思
は
じ
（
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
・
月
・
八
二
・
政
平
）

〔
語
釈
〕　

○
よ―
「
世
」
に
「
夢
」
の
縁
で
「
夜
」
が
掛
か
る
。
○
は
か
な
き
外
の―

新
奇
な
措
辞
。「
辛
き
を
ば
思
ひ
も
入
れ
で
過
ぐ

る
か
な
恋
し
き
ほ
か
の
心
な
け
れ
ば
」（
頼
輔
集
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
卿
家
十
首
会
・
六
二
）
や
「
恨
む
と
や
よ
そ
に
は
人
の
思
ふ

ら
ん
恋
し
き
ほ
か
の
心
な
ら
ぬ
に
」（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
二
二
・
中
務
卿
親
王
家
小
督
）
等
の
「
恋
し
き
ほ
か
の
」
か
ら
発
想
し

た
か
。

826　

は
か
な
く
も
風
待ま

つ
ほ
ど
の
よ
を
知し

ら
で
あ
し
た
の
露
に
身
を
も
止と

む
ら
ん

〔
通
釈
〕　虚し

く
も
、
風
を
待
つ
間
の
夜
を
知
ら
な
い
よ
う
に
、
寿
命
を
知
ら
な
い
で
、
は
か
な
く
消
え
る
朝
の
露
に
、
こ
の
身
を
留
め
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

〔
参
考
〕　

大
空
に
風
待
つ
ほ
ど
の
く
も
の
い
の
心
細
さ
を
思
ひ
や
ら
な
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
斎
宮
女
御
・
一
〇
〇
二
）

ふ
れ
ば
か
く
憂
さ
の
み
ま
さ
る
よ
を
知
ら
で
荒
れ
た
る
庭
に
積
も
る
初
雪
（
新
古
今
集
・
冬
・
六
六
一
・
紫
式
部
）

は
か
な
き
は
我
が
身
な
り
け
り
朝
顔
の
あ
し
た
の
露
も
置
き
て
見
て
ま
し
（
和
泉
式
部
続
集
・
世
の
中
は
か
な
き
事
な
ど
い
ひ

て
、
槿
花
の
あ
る
を
見
て
・
三
九
四
）

〔
語
釈
〕　

○
は
か
な
く
も―

虚
し
い
こ
と
に
も
。「
知
ら
で
」
に
か
か
る
。「
止
む
ら
ん
」
に
も
か
か
る
と
解
さ
れ
る
。「
露
」
の
縁
語
。



九
〇

○
よ―

「
夜
」
に
「
身
」
の
縁
で
寿
命
の
意
の
「
世
」
が
掛
か
る
、
と
見
る
。
○
身
を
も
止
む
ら
ん―

例
を
見
な
い
句
形
で
あ
る
。

「
も
」
は
強
意
。「
身
を
求
む
ら
ん
」
は
採
ら
な
い
。

827　

世よ

の
中
を
問と

ふ
人
あ
ら
ば
答こ
た

へ
て
ん
夕ゆ
ふ

日
の
庭
の
花
は
そ
れ
ぞ
と

〔
通
釈
〕　もし

こ
の
世
の
中
に
つ
い
て
、
問
い
尋
ね
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
答
え
て
し
ま
お
う
。
夕
日
が
照
ら
す
庭
の
花
は
、
そ

れ
な
の
だ
、
と
。

〔
参
考
〕　

わ
く
ら
ば
に
問
ふ
人
あ
ら
ば
須
磨
の
浦
に
藻
塩
た
れ
つ
つ
侘
ぶ
と
答
へ
よ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
二
・
行
平
）

〔
補
説
〕　

道
歌
の
趣
が
あ
り
、
下
句
の
景
趣
は
京
極
派
に
通
う
。
大
き
な
枠
組
み
で
見
れ
ば
、「
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
む
朝
ぼ
ら
け
漕

ぎ
行
く
舟
の
跡
の
白
浪
」（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
二
七
・
満
誓
。
和
漢
朗
詠
集
・
無
常
・
七
九
六
）
の
歌
の
系
譜
上
に
も
位
置
付
け

ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、「
古
万
葉
集
の
中
に
沙
弥
満
誓
が
よ
め
る
歌
の
中
に
、
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
と
い
へ
る
こ
と
を
取
り
て
、

頭
に
置
き
て
よ
め
る
歌
十
首
」
と
い
う
源
順
の
「
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
夕
露
も
ま
た
で
消
え
ぬ
る
朝
顔
の
花
」（
順
集
・
二
六
）

の
趣
に
近
い
。
た
だ
し
、「
世
の
中
」
の
無
常
を
言
う
こ
と
は
同
じ
だ
と
し
て
、
該
歌
の
「
夕
日
の
庭
の
花
」
の
「
花
」
が
何
を
想
定

し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
、
ま
た
そ
れ
が
「
庭
」
に
あ
る
よ
う
な
樹
木
草
花
で
あ
っ
て
も
、「
夕
日
」
に
照
ら
さ
れ
る
そ
の
「
花
」
の

ど
の
よ
う
な
様
相
が
「
世
の
中
」
の
そ
れ
と
同
様
だ
と
言
っ
て
い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
判
然
と
は
し
な
い
。
感
覚
的
な
歌
で
あ
る
。

「
夕
日
」
と
「
庭
」
と
「
花
」
の
景
趣
は
、
目
立
っ
た
先
行
例
を
見
ず
新
鮮
で
あ
る
。「
尾
花
（
花
薄
）」
の
そ
れ
を
詠
じ
る
こ
と
は
、

頼
朝
に
仕
え
た
大
江
広
元
の
曾
孫
で
六
波
羅
評
定
衆
の
茂
重
の
「
残
り
け
る
尾
花
が
袖
の
霜
枯
れ
に
夕
日
む
か
へ
る
庭
ぞ
さ
び
し
き
」



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

九
一

（
茂
重
集
・
冬
・
寒
草
・
一
二
七
）
が
早
い
が
、
該
歌
よ
り
は
恐
ら
く
後
出
で
あ
ろ
う
。
他
に
、「
庭
も
せ
に
う
つ
す
夕
日
の
影
な
が
ら

乱
れ
て
も
ろ
き
花
薄
か
な
」（
嘉
言
百
首
・
秋
・
薄
・
四
三
三
・
師
教
）
が
あ
り
、
後
期
京
極
派
の
「
霜
枯
れ
の
尾
花
が
庭
に
風
ふ
れ

て
寒
き
夕
日
は
影
さ
え
ぬ
な
り
」（
花
園
院
御
集
〔
光
厳
院
〕・
冬
夕
・
六
五
）
へ
と
続
く
。
こ
れ
も
関
東
歌
人
詠
と
京
極
派
和
歌
を
結

ぶ
細
い
繫
が
り
の
一
つ
と
言
え
る
。

828　

生
ま・

れ
あ
ふ
契
り
よ
い
か
に
雪
の
山
身
を
捨す

て
てゝ
こ
そ
聞
き・

し
御
法
に

〔
通
釈
〕　この

世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
る
因
縁
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。（
あ
の
釈
迦
の
雪
山
童
子
の
故
事
の
よ
う
に
）
雪
の
山
で
自
分
の
身
を

捨
て
て
こ
そ
、
本
当
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
仏
法
の
無
常
の
教
え
で
あ
る
の
に
。

〔
参
考
〕　

昔
、
独
り
の
人
有
り
て
雪
山
に
住
み
き
。
名
付
け
て
雪
山
童
子
と
云
ふ
。
薬
を
食
ひ
、
菓
の
子
を
取
り
て
、
心
を
閑
か
に
し
道

を
行
ふ
。
…
そ
の
時
に
雪
山
童
子
思
は
く
、
我
今
日
身
を
捨
て
て
こ
の
偈
を
聞
き
畢
て
む
、
と
思
ひ
て
…
（
三
宝
絵
・
上
・
十
・

　
　
　
　
　

雪
山
童
子
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
り
、
表
記
は
改
め
る
）

雪
山
童
子
は
無
常
の
文
に
命
を
か
へ
、
舎
利
弗
尊
者
、
眼
を
乞
婆
羅
門
に
と
ら
せ
し
な
り
。（
九
冊
本
宝
物
集
・
八
。
福
原
昭

五
『
九
冊
本　

宝
物
集
と
索
引
』（
平
五
・
四
、
近
代
文
芸
社
）
に
拠
る
）

一
た
び
も
聞
き
し
御
法
を
種
と
し
て
仏
の
身
と
ぞ
誰
も
な
り
ぬ
る
（
久
安
百
首
・
尺
教
・
方
便
品
、
若
有
聞
法
者
無
一
不
成

仏
・
八
五
・
崇
徳
院
）

惜
し
む
と
て
惜
し
ま
れ
ぬ
べ
き
こ
の
世
か
は
身
を
を
捨
て
て
こ
そ
身
を
も
た
す
け
め
（
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
鳥
羽
院
に
出
家



九
二

の
い
と
ま
申
す
と
て
よ
め
る
・
六
三
八
。
万
代
集
・
雑
六
・
三
七
二
三
・
西
行
）

〔
語
釈
〕　

○
生
ま
れ
あ
ふ―

こ
の
現
世
に
（
人
と
し
て
）
生
ま
れ
合
わ
せ
る
、
と
い
う
意
味
。「
そ
の
世
に
は
生
ま
れ
あ
ひ
け
る
身
な
れ

ば
や
知
ら
ぬ
昔
の
恋
し
か
る
ら
ん
」（
佚
名
歌
集
（
穂
久
邇
文
庫
）・
雑
・
八
二
）、「
同
じ
世
に
生
れ
あ
ひ
て
も
く
も
の
子
の
ち
り
ぢ
り
に

こ
そ
ま
た
別
れ
な
め
」（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
く
も
・
二
二
六
六
・
家
良
）
等
が
先
行
例
か
。
○
雪
の
山―

雪
を
頂
く
山
の
意
味
の
梵

語
の
漢
訳
と
い
う
「
雪
山
」（
セ
ツ
セ
ン
）
の
訓
読
。
釈
迦
前
世
の
雪
山
童
子
難
行
の
山
と
い
う
。
↓
補
説
。
○
身
を
捨
て
て
こ
そ―

参
考
の
西
行
歌
の
他
に
、
宗
尊
に
身
近
な
先
行
例
と
し
て
は
、「
世
を
背
く
吉
野
は
春
の
宿
な
れ
ば
身
を
捨
て
て
こ
そ
花
に
な
れ
ぬ
れ
」

（
続
後
撰
集
・
雑
上
・
大
峰
に
て
、
花
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
〇
四
〇
・
静
仁
法
親
王
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　
「
雪
山
童
子
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。「
釈
迦
の
前
生
（
ぜ
ん
し
や
う
）
の
一
つ
と
し
て
、
雪
山
（
せ
つ
せ
ん
）
に
住
み
、
大
乗

の
教
法
を
求
め
て
修
行
し
た
と
す
る
と
き
の
名
前
。
こ
の
と
き
、
羅
刹
（
ら
せ
つ
）
に
身
を
変
じ
た
帝
釈
（
た
い
し
や
く
）
天
か
ら

「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
」
の
偈
（
雪
山
偈
）
の
前
半
を
示
さ
れ
た
童
子
が
、
我
が
肉
体
を
施
す
こ
と
を
約
し
て
、「
生
滅
滅
已
、
寂
滅

為
楽
」
の
偈
の
後
半
を
聞
く
を
得
た
と
い
う
説
話
（
涅
槃
経
、
三
宝
絵
ナ
ド
）
が
著
名
」
と
い
う
（
角
川
古
語
大
辞
典
）。

829　

世
に
超こ

ゆ
る
仏
の
誓ち
か

ひ
聞
く・

た
び
に
う
れ
し
き
袖
は
涙な
み
た

余あ
ま

り
て

〔
本
文
〕　

○
聞
く
た
び
に―

底
本
「
聞
た
ひ
に
」
の
「
聞
」
は
、「
の
」
に
上
書
き
。

〔
通
釈
〕　三世

の
諸
仏
に
超
越
す
る
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
の
誓
願
を
聞
く
度
毎
に
、
嬉
し
い
私
の
袖
は
、
喜
び
の
涙
が
余
る
の
で
あ
っ
て
。

〔
参
考
〕　

世
に
超
ゆ
る
弥
陀
の
誓
ひ
の
か
ね
ご
と
に
憂
き
身
歎
か
ぬ
果
て
ぞ
嬉
し
き
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
七
九
九
・
実



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

九
三

氏
）

世
に
超
ゆ
る
願
ひ
は
む
ね
の
は
ち
す
に
て
頼
む
よ
り
こ
そ
ま
た
む
か
ふ
ら
め
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
は
ち
す
・
二
〇
〇
八
・
為

家
）

世
に
超
ゆ
る
弥
陀
の
誓
ひ
を
聞
き
え
つ
つ
悟
る
ぞ
三
の
心
な
り
け
る
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
雑
・
一
五
一
一
・
経
家
）

〔
語
釈
〕　

○
世
に
超
ゆ
る
仏
の
誓
ひ―

い
わ
ゆ
る
「
超
世
」
の
誓
願
の
こ
と
。
阿
弥
陀
如
来
が
修
行
時
に
立
て
た
衆
生
済
度
の
為
の

四
十
八
の
誓
願
、
阿
弥
陀
の
四
十
八
願
を
言
う
。
三
世
の
諸
仏
の
誓
願
を
超
え
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の

四
十
八
願
の
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
言
う
。
こ
れ
を
詠
む
こ
と
は
、
参
考
歌
の
よ
う
に
、
鎌
倉
前
中
期
か
ら
見
え
始
め
る
。
こ
れ
に
は
、

法
然
が
第
十
八
願
の
「
念
仏
往
生
」
の
願
を
最
重
要
の
願
と
し
て
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
で
「
故
知
、
四
十
八
願
之
中
、
既
以
二
念

仏
往
生
之
願
一
而
為
二
本
願
中
之
王
一
也
」
と
言
い
（「
王
本
願
」）、
浄
土
教
思
想
で
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
特
に
第
十
八
願
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
限
ら
な
い
か
。

〔
補
説
〕　

底
本
は
、
こ
の
歌
の
後
三
行
分
空
白
で
、
丁
裏
か
ら
次
の
本
文
が
始
ま
る
。

文
永
八
年
七
月
、
千
五
百
番
歌
合
あ
る
べ
し
と
て
、
内
裏
よ
り
仰お

ほ

せ
ら
れ
し
百
首
歌

春

830　

吹ふ

く
風
も
の
ど
か
に
霞か
す

む
九
重
の
都
や
春
の
初は
し

め
な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕文
永
八
年
七
月
、「
千
五
百
番
歌
合
」
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
、
内
裏
か
ら
命
じ
ら
れ
た
百
首
歌

春　



九
四

吹
く
風
も
の
ど
か
で
、
の
ど
か
に
霞
む
こ
こ
ら
辺
り
、
九
重
の
宮
殿
が
あ
る
都
は
、
春
の
初
め
で
、
ま
た
栄
え
の
春
の
初
め
で
あ
る

の
だ
ろ
う
か
よ
。

〔
参
考
〕　

折
り
か
ざ
す
峰
の
桜
に
吹
く
風
も
の
ど
か
な
る
世
の
春
ぞ
知
ら
る
る
（
宝
治
百
首
・
春
・
翫
花
・
五
七
二
・
為
経
）

万
代
を
光
に
こ
め
て
朝
日
山
の
ど
か
に
霞
む
初
春
の
空
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
八
・
越
前
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
八
）

〔
類
歌
〕　

九
重
の
都
に
春
や
立
ち
ぬ
ら
ん
天
つ
雲
井
の
今
朝
は
霞
め
る
（
新
葉
集
・
春
上
・
四
・
公
泰
）

〔
出
典
〕　

文
永
八
年
七
月
内
裏
千
五
百
番
歌
合
百
首
歌
（
仮
称
）。
以
下
927
ま
で
同
じ
出
典
。

〔
語
釈
〕　

○
文
永
八
年
七
月
、
千
五
百
番
歌
合
あ
る
べ
し
と
て
、
内
裏
よ
り
仰
せ
ら
れ
し
百
首
歌―

他
に
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
見
出

だ
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
詞
書
に
拠
れ
ば
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
七
月
に
、
亀
山
天
皇
内
裏
で
「
千
五
百
番
歌
合
」
が
企
画
さ

れ
、
宗
尊
に
も
出
詠
が
命
じ
ら
れ
た
、
そ
の
百
首
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
抄
に
は
、
春
二
〇
首
、
夏
一
五
首
、
秋
一
九
首
、
冬

一
五
首
、
祝
四
首
、
恋
一
五
首
、
雑
一
〇
首
、
の
計
九
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
春
・
秋
各
二
〇
首
、
夏
・
冬
一
五
各
首
、
祝
五

首
、
恋
一
五
首
、
雑
一
〇
首
の
百
首
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
吹
く
風
も
の
ど
か
に
霞
む―

「
吹
く
風
も
の
ど
か
に
」
か
ら
「
の

ど
か
に
霞
む
」
に
鎖
る
。
○
九
重
の
都―

「
九
重
」
は
、
中
国
に
言
う
九
重
の
門
の
王
城
か
ら
、
皇
居
、
禁
中
の
意
。
転
じ
て
「
九

重
」
自
体
が
都
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
皇
居
が
あ
る
京
の
都
、
と
い
う
程
の
意
味
か
。
伝
統
的
措
辞
と
し
て
、「
九
重
」

に
「
此
処
の
辺
」
が
掛
か
る
、
と
見
て
お
く
。
○
春
の
初
め―
季
節
の
新
春
の
意
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
盛
ん
な
時
勢
の
初
め
の
時
期

の
意
を
重
ね
る
、
と
解
す
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
、「
天
つ
空
の
ど
か
に
霞
む
山
の
端
の
朝
日
の
里
に
春
は
来
に
け
り
」（
柳
葉
集
・
巻
一
・
弘
長
元
年
五
月

百
首
歌
・
春
・
一
）
と
詠
じ
て
い
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

九
五

831　

浅あ
さ

緑み
と
り

空
も
た
よ
り
の
色
見み

え
て
春
の
し
る
べ
と
立
つ・

霞
か哉な

〔
通
釈
〕　浅緑

よ
、
空
も
春
の
縁
と
な
る
色
が
見
え
て
、
ま
さ
に
春
の
手
引
き
と
し
て
立
つ
霞
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

浅
緑
の
ど
け
き
と
き
の
色
と
て
や
春
立
つ
空
の
霞
み
そ
め
け
ん
（
明
日
香
井
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
春
・
七
二
八
）

浅
緑
春
は
来
ぬ
と
や
み
吉
野
の
山
の
霞
の
色
に
見
ゆ
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
春
上
・
三
・
忠
見
）

面
影
を
恋
ふ
る
あ
ま
り
の
し
る
べ
に
ぞ
空
も
た
よ
り
の
月
は
見
え
け
る
（
弘
長
百
首
・
恋
・
遇
不
逢
恋
・
五
〇
三
・
基
家
）

立
ち
か
へ
る
春
の
し
る
べ
は
霞
み
し
く
を
は
つ
せ
山
の
雪
の
む
ら
ぎ
え
（
堀
河
百
首
・
春
・
残
雪
・
八
八
・
俊
頼
）

〔
語
釈
〕　

○
空
も
た
よ
り
の
色
み
え
て―
参
考
の
基
家
歌
に
負
っ
た
か
。

〔
補
説
〕　
「
浅
緑
」
の
「
霞
」
を
詠
む
こ
と
は
古
く
か
ら
あ
り
、「
浅
緑
野
辺
の
霞
は
つ
つ
め
ど
も
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
花
桜
か
な
」（
拾
遺

集
・
春
・
四
〇
・
読
人
不
知
。
新
撰
万
葉
集
・
五
。
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・
一
一
）
が
そ
の
代
表
歌
で
あ
る
。「
空
」
の
そ
れ
は
、
例

え
ば
「
浅
緑
霞
め
る
空
の
け
し
き
に
や
常
磐
の
山
は
春
を
知
る
ら
ん
」（
金
葉
集
初
度
本
・
春
・
七
・
公
教
母
。
同
三
奏
本
・
五
。
袋

草
紙
・
四
七
五
・
宰
相
上
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
宗
尊
は
見
知
っ
て
い
た
と
思
し
い
。

ま
た
、「
た
よ
り
」
と
「
し
る
べ
」
を
詠
み
併
せ
る
仕
立
て
方
は
、
参
考
の
基
家
詠
に
学
ん
だ
と
思
し
い
が
、『
新
古
今
集
』
に
「
年

を
経
て
思
ふ
心
の
し
る
し
に
ぞ
空
も
た
よ
り
の
風
は
吹
き
け
る
」（
恋
一
・
九
九
八
・
高
光
。
高
光
集
・
二
三
。
定
家
八
代
抄
・
恋

一
・
九
一
四
）
が
あ
っ
て
、
こ
の
歌
は
『
新
時
代
不
同
歌
合
』（
一
二
三
）
で
は
、
三
句
が
「
し
る
べ
に
ぞ
」
と
あ
る
の
で
、
基
家
も

宗
尊
も
こ
れ
に
倣
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。



九
六

832　

浦う
ら

遠と
を

き
難
波
の
春
の
夕
凪な
き

に
入
日
霞か
す

め
る
淡
路
島
山

〔
本
文
〕　

○
歌
頭
に
「
続
拾
」
の
集
付
あ
り
。

〔
通
釈
〕　浦が

遠
く
見
え
る
難
波
の
春
の
夕
凪
に
、
西
に
沈
む
夕
日
が
霞
ん
で
い
る
、
淡
路
島
山
よ
。

〔
参
考
〕　

春
と
い
へ
ば
霞
み
に
け
り
な
昨
日
ま
で
波
間
に
見
え
し
淡
路
島
山
（
新
古
今
集
・
春
上
・
六
・
俊
恵
）

夕
凪
に
夕
日
は
入
り
ぬ
淡
路
島
は
る
か
に
見
れ
ば
海
人
の
藻
塩
火
（
拾
玉
集
・〔
送
佐
州
親
康
百
首
〕・
二
九
〇
九
）

白
妙
の
波
も
て
ゆ
へ
る
雲
間
よ
り
入
日
に
残
る
淡
路
島
山
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
眺
望
・
一
七
三
四
・
成
実
）

霞
立
つ
沖
つ
波
も
て
夕
日
影
か
か
れ
る
か
た
や
淡
路
島
山
（
中
院
集
（
為
家
）・﹇　

﹈
日
右
京
大
夫
行
家
卿
勧
進
住
吉
社
歌
合
無

判
詞
・
海
上
霞
・
二
〇
三
）

夕
霧
の
晴
る
る
途
絶
え
に
な
が
む
れ
ば
入
日
に
ほ
へ
る
淡
路
島
山
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
秋
・
五
四
三
）

〔
類
歌
〕　

浦
遠
く
海
士
の
戸
あ
け
て
な
が
む
れ
ば
雪
降
り
に
け
り
淡
路
島
山
（
亀
山
殿
七
百
首
・
冬
・
浦
雪
・
七
三
〇
・
有
忠
）

入
日
さ
す
波
の
遠
方
空
晴
れ
て
ま
が
ふ
雲
な
き
淡
路
島
山
（
南
朝
三
百
番
歌
合
建
徳
二
年
・
夕
陽
映
島
・
二
一
八
・
経
高
）

〔
影
響
〕　

難
波
潟
霞
ば
か
り
を
隔
て
つ
つ
浦
遠
か
ら
ぬ
淡
路
島
山
（
法
性
寺
為
信
集
・
春
・
か
す
み
・
八
）

夕
日
入
る
名
残
う
つ
ろ
ふ
波
間
よ
り
霞
み
て
見
ゆ
る
淡
路
島
山
（
為
理
集
・
雑
・
民
部
卿
家
会
当
座
・
眺
望
・
二
一
九
）

難
波
潟
波
路
晴
れ
行
く
夕
凪
に
入
日
間
近
き
淡
路
島
山
（
新
拾
遺
集
・
雑
中
・
一
七
三
五
・
花
園
院
）

〔
語
釈
〕　

○
淡
路
島
山―

淡
路
国
の
歌
枕
。
淡
路
島
を
言
う
。

〔
他
出
〕　

続
拾
遺
集
・
春
上
・
題
し
ら
ず
・
三
七
。
歌
枕
名
寄
・
畿
内
十
三
・
摂
津
一
・
難
波
・
続
拾
一　

淡
路
島
・
三
五
三
二
。
歌
枕



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

九
七

名
寄
・
南
海
下
・
淡
路
・
島
山
・
続
拾
一
・
八
七
四
八
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
為
家
詠
は
、『
明
題
部
類
抄
』
に
よ
り
、
文
永
四
年
の
作
と
分
か
る
。
参
考
佐
藤
恒
雄
『
藤
原
為
家
全
歌
集
』

（
二
〇
〇
二
・
三
、
風
間
書
房
）。

影
響
に
挙
げ
た
一
首
目
の
作
者
藤
原
為
信
は
、
該
歌
の
詠
ま
れ
た
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
に
は
二
十
四
歳
で
あ
る
。
一
首
の
内
容

か
ら
、
該
歌
を
意
識
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
該
歌
は
『
続
拾
遺
集
』
所
收
歌
で
あ
り
、
為
理
や
花
園
院
が
披
見
し
た
可
能
性

は
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

833　

鳴な

き
ぬ
な
り
鶯
だ
に
と
待ま

た
れ
し
に
花
の
遅を
そ

さ
の
つ
ら
さ
知し

ら
せ
て

〔
通
釈
〕　鳴く

声
が
聞
こ
え
た
よ
。
せ
め
て
鶯
だ
け
で
も
（
鳴
い
て
欲
し
い
）
と
待
た
れ
た
の
に
、（
そ
れ
は
）
咲
く
花
の
遅
さ
の
恨
め
し
さ

を
知
ら
せ
る
ま
ま
で
。

〔
本
歌
〕　

春
や
疾
き
花
や
遅
き
と
聞
き
分
か
む
鶯
だ
に
も
鳴
か
ず
も
あ
る
か
な
（
古
今
集
・
春
上
・
一
〇
・
言
直
）

〔
語
釈
〕　

○
鶯
だ
に
と―

本
歌
の
「
鶯
だ
に
も
」
を
承
け
、
鶯
さ
え
も
の
意
を
、
せ
め
て
鶯
だ
け
で
も
と
の
意
に
ず
ら
す
。

834　

か
く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
初
春
の
野
辺へ

の
若わ
か

菜な

も
楽た
の

し
き
を
つ
め

〔
通
釈
〕　



九
八

こ
の
よ
う
に
、
千
歳
の
長
き
年
月
を
あ
ら
か
じ
め
（
祝
っ
て
）、「
楽
し
き
」
と
い
う
木
の
御
薪
を
積
む
よ
う
に
、
初
春
の
若
菜
も
、

気
持
ち
よ
い
の
を
摘
め
よ
。

〔
本
歌
〕　

あ
た
ら
し
き
年
の
初
め
に
か
く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
楽
し
き
を
積
め
（
古
今
集
・
大
歌
所
御
歌
・
大
直
日
の
歌
・

一
〇
六
九
）

〔
参
考
〕　

今
は
と
て
春
の
め
ぐ
み
の
た
の
し
き
を
つ
む
や
野
原
の
若
菜
な
る
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
四
・
わ
か
な
・
一
二
八
九
・
信
実
）

〔
語
釈
〕　

○
か
ね
て―
予
祝
し
て
、
と
い
う
趣
意
。
○
楽
し
き―

本
歌
を
承
け
、「
き
」
に
「
御
薪
（
み
か
ま
ぎ
）」
の
「
木
」
の
意
が
掛

か
る
。「
御
薪
」
は
、
正
月
十
五
日
に
百
官
が
宮
中
に
献
上
す
る
薪
を
言
う
。
○
つ
め―

若
菜
を
「
摘
め
」
と
「
木
（
御
薪
）」
を
「
積

め
」
の
掛
詞
。

835　

立
ち・

寄よ

り
て
な猶ほ
袖そ
て

ふ
れ
ん
梅
の・

花
人
の
と
が
む
る
匂
ひ
な
り
と
も

〔
通
釈
〕立

ち
寄
っ
て
や
は
り
袖
を
触
れ
よ
う
、
梅
の
花
よ
、
た
と
え
そ
れ
が
人
が
咎
め
る
薫
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。

〔
本
歌
〕　

梅
の
花
立
ち
寄
る
ば
か
り
あ
り
し
よ
り
人
の
と
が
む
る
香
に
ぞ
し
み
ぬ
る
（
古
今
集
・
春
上
・
三
五
・
読
人
不
知
）

色
よ
り
も
香
こ
そ
あ
は
れ
と
思
ほ
ゆ
れ
誰
が
袖
ふ
れ
し
宿
の
梅
ぞ
も
（
古
今
集
・
春
上
・
三
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

袖
ふ
れ
ば
な
ほ
い
か
な
ら
ん
梅
の
花
立
ち
寄
る
だ
に
も
人
と
が
め
け
り
（
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
九
九
・
高
定
）

〔
類
歌
〕　

と
が
む
べ
き
人
は
知
ら
ね
ど
道
の
辺
に
立
ち
寄
る
ば
か
り
に
ほ
ふ
梅
が
枝
（
故
越
前
々
司
時
広
歌
・
梅
・
四
一
）

立
ち
寄
り
て
梅
の
匂
ひ
を
か
り
衣
袖
に
う
つ
さ
ん
人
な
と
が
め
そ
（
文
保
百
首
・
春
・
一
〇
〇
五
・
為
世
。
新
拾
遺
集
・
春



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

九
九

上
・
五
一
。
臨
永
集
・
春
・
一
五
）

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
作
者
高
定
は
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
生
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
八
月
二
十
九
日
没
、
四
十
八
歳
。
真
観
光

俊
の
子
、
母
は
盛
季
女
。
定
嗣
の
猶
子
。
正
二
位
権
中
納
言
に
至
る
。
こ
の
高
定
詠
も
、『
古
今
集
』
歌
両
首
を
本
歌
に
す
る
。
宗
尊

は
高
定
詠
に
触
発
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
も
、
同
じ
『
古
今
集
』
歌
両
首
を
本
歌
に
し
て
、「
誰
が
袖
の
に
ほ
ひ
を
借
り
て
梅
の
花
人
の
と
が
む
る
香
に

は
咲
く
ら
ん
」（
瓊
玉
集
・
春
上
・
一
九
）
と
詠
ん
で
い
る
。

836　

大
原
や
清
水
の
氷氷

り

と
け
し
よ
り
名
に
流な
か

れ
て
ぞ
月
も
見み

え
け
る

〔
通
釈
〕　大原

よ
、
そ
の
清
水
の
氷
が
解
け
て
か
ら
、
水
が
流
れ
る
よ
う
に
澄
む
と
い
う
評
判
が
世
に
流
れ
て
、
そ
の
月
が
見
え
た
の
だ
っ

た
。

〔
本
歌
〕　

程
経
て
や
月
も
浮
か
ば
ん
大
原
や
朧
の
清
水
す
む
名
ば
か
り
ぞ
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
三
七
・
良
暹
法
師
）

さ
ら
で
だ
に
岩
間
の
水
は
も
る
も
の
を
氷
と
け
な
ば
名
こ
そ
流
れ
め
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
睦
ま
し
く
も
な
き
男
に
名
立
ち
け

る
頃
、
そ
の
男
の
も
と
よ
り
、
春
も
立
ち
ぬ
、
今
は
う
ち
と
け
ね
か
し
な
ど
言
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
よ
め
る
・
九
四
三
・
下

野
）

〔
参
考
〕　

澄
む
水
に
さ
や
け
き
影
の
映
れ
ば
や
今
宵
の
月
の
名
に
流
る
ら
む
（
千
載
集
・
秋
下
・
後
冷
泉
院
御
時
、
九
月
十
三
夜
月
宴
侍

け
る
に
よ
み
侍
け
る
・
三
三
六
・
俊
家
。
栄
花
物
語
・
根
合
・
五
三
三
）



一
〇
〇

〔
語
釈
〕　

○
大
原―

山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
市
左
京
区
大
原
と
、
西
京
区
大
原
野
が
あ
る
。
弁
別
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
が
、
本
歌
の

「
朧
の
清
水
」
は
、
現
京
都
市
左
京
区
大
原
草
生
町
の
三
千
院
か
ら
寂
光
院
へ
の
道
筋
に
あ
る
名
水
で
あ
り
、
こ
こ
も
前
者
と
見
て
よ

い
か
。
○
清
水―

本
歌
を
承
け
て
、
山
城
国
の
歌
枕
「
朧
の
清
水
」（
前
項
）
を
言
う
。
○
名
に
流
れ
て
ぞ―

高
い
名
声
が
世
間
に
流

れ
て
、
の
意
。「
清
水
」「
と
け
」
の
縁
で
、
水
が
流
れ
て
、
の
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

後
拾
遺
集
初
出
歌
人
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「『
瓊
玉
和
歌
集
』
注
釈
稿
（
三
）」（
本
紀
要
四
七
、
平

二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。

「
名
に
流
」
れ
る
「
月
」
を
詠
じ
る
の
は
、
院
政
期
頃
か
ら
盛
ん
に
な
る
。
例
え
ば
、「
見
る
ま
ま
に
心
も
澄
み
ぬ
天
の
川
名
に
流
れ

た
る
秋
の
夜
の
月
」（
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
・
月
・
一
一
・
瞻
西
上
人
）、「
紅
葉
散
る
清
滝
川
に
舟
出
し
て
名
に
流
れ
た
る
月
を

こ
そ
見
れ
」（
散
木
奇
歌
集
・
秋
・
五
〇
六
）、「
秋
深
く
天
の
川
水
澄
み
ま
さ
り
名
に
流
れ
た
る
月
の
さ
や
け
さ
」（
久
安
百
首
・
秋
・

一
〇
四
八
・
待
賢
門
院
堀
川
）
と
い
っ
た
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
行
に
も
、「
天
の
川
名
に
流
れ
た
る
か
ひ
あ
り
て
今
宵

の
月
は
こ
と
に
澄
み
け
り
」（
山
家
集
・
秋
・
八
月
十
五
夜
・
三
三
一
）
の
作
が
あ
る
。
参
考
の
俊
家
歌
も
そ
う
い
っ
た
傾
向
の
中
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。

837　

春
と
言い

へ
ば
来こ

し
方か
た

急い
そ

ぐ
雁
が金ね
も
昔
に
か
へ
る
御
代
や
知し

る
ら
む

〔
通
釈
〕　春だ

と
言
う
の
で
、
秋
に
や
っ
て
来
た
方
へ
と
急
い
で
帰
る
雁
も
、
昔
に
返
る
、
あ
の
良
か
っ
た
御
代
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
〇
一

〔
参
考
〕　

あ
は
れ
世
の
昔
に
返
る
道
も
が
な
雲
井
の
雁
の
春
を
見
る
に
も
（
為
家
五
社
百
首
・
春
・
か
へ
る
か
り
・
石
清
水
・
八
六
）

白
雪
の
道
あ
る
御
代
に
つ
か
へ
て
ぞ
昔
に
返
る
跡
も
見
る
べ
き
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
九
三
八
・
良
教
）

〔
類
歌
〕　

今
は
と
て
花
の
都
を
立
ち
別
れ
来
し
方
急
ぐ
春
の
雁
が
ね
（
実
兼
百
首
・
春
・
一
三
）

〔
語
釈
〕　

○
来
し
方―

雁
が
秋
に
や
っ
て
来
た
方
角
、
北
方
。「
来
し
」
に
「
越
」
が
響
く
か
。
補
説
に
挙
げ
た
①
良
経
詠
の
「
越
路
」

に
は
「
来
し
路
」
が
掛
か
り
、「
北
」
の
「
き
」
に
「
来
」
が
響
く
か
。
○
か
へ
る―

戻
る
意
の
「
返
る
」
に
、「
来
し
方
」「
雁
」「
急

ぐ
」
の
縁
で
（
北
へ
）「
帰
る
」
意
が
掛
か
る
。
○
御
代
や
知
る
ら
む―

856
に
も
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
、「
行
く
雁
の
昔
に
返
る
春
な
ら
ば
見
し
世
の
人
に
こ
と
や
つ
て
ま
し
」（
中
書
王
御
詠
・
春
・
帰
雁
・

二
九
）
や
「
石
上
ふ
る
の
あ
ら
田
も
と
き
に
あ
ひ
て
昔
に
返
る
御
世
の
春
か
な
」（
同
・
春
・
六
帖
の
題
の
歌
よ
み
侍
り
し
に
、
春
田
・

二
六
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。

「
春
と
言
へ
ば
」
で
始
ま
る
帰
雁
詠
は
、
次
の
よ
う
に
、
新
古
今
歌
人
等
が
詠
み
始
め
る
。

①
春
と
言
へ
ば
い
つ
し
か
北
に
帰
る
雁
越
路
の
冬
を
送
る
な
り
け
り
（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・
帰
雁
・
一
一
一
）

②
春
と
言
へ
ば
今
は
の
心
つ
く
ば
ね
の
峰
を
は
る
か
に
帰
る
雁
が
ね
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
五
八
・
隆
信
）

③
春
と
言
へ
ば
か
く
て
も
た
ゆ
き
玉
章
の
契
り
結
ば
で
帰
る
雁
が
ね
（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
遠
島
五
百
首
〕・
春
・
六
六
六
）

④
春 

と
言
へ
ば
花
の
盛
り
に
帰
る
雁
あ
ひ
み
ん
事
も
人
の
為
か
は
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
〕
比
、
二
百
首
和
歌
・

八
一
二
）

ま
た
、
宇
都
宮
歌
壇
の
『
新
和
歌
集
』
に
も
、「
春
と
言
へ
ば
花
な
き
里
に
行
く
雁
の
心
の
う
ち
や
の
ど
け
か
る
ら
ん
」（
新
和
歌

集
・
春
・
帰
雁
を
・
四
九
・
浄
意
法
師
女
）
と
い
う
作
が
見
え
て
い
る
。
南
朝
歌
人
の
「
春
と
言
へ
ば
霞
の
衣
た
ち
か
へ
り
秋
来
し
空

に
急
ぐ
雁
が
ね
」（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
春
七
・
一
二
二
・
具
氏
）
は
、
該
歌
か
ら
の
影
響
か
と
疑
わ
れ
な
く
も
な
い
。



一
〇
二

な
お
、
320
補
説
参
照
。

838　

春
雨
に
濡ぬ

る
るゝ
袂た
も
と

の
あ
は
れ
知し

れ
草
木
も
も
れ
ぬ
御
代
の
恵
み・

に　

〔
通
釈
〕　春雨

に
濡
れ
て
潤
さ
れ
る
袂
の
、
情
愛
を
知
れ
よ
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
草
木
も
も
れ
る
こ
と
の
な
い
、
我
が
君
亀
山
天
皇
の
御

代
の
恩
恵
に
よ
る
の
だ
（
そ
れ
で
人
皆
が
潤
さ
れ
て
い
る
の
だ
）。

〔
参
考
〕　

あ
め
の
下
め
ぐ
む
草
木
の
め
も
は
る
に
限
り
も
知
ら
ぬ
御
代
の
末
末
（
新
古
今
集
・
賀
・
七
三
四
・
式
子
）

人
知
れ
ぬ
山
の
草
木
も
春
雨
に
神
の
恵
み
を
空
に
知
り
け
り
（
隆
祐
集
・
百
番
歌
合
・
九
十
八
番
・
春
雨
右
、
春
日
社
百
首
・

二
五
五
）

の
ど
か
な
る
御
代
の
し
る
し
を
見
せ
が
ほ
に
四
方
の
草
木
も
め
ぐ
む
春
雨
（
宝
治
百
首
・
春
・
春
雨
・
三
六
〇
・
下
野
）

〔
補
説
〕　

身
に
浴
び
る
治
世
の
恩
沢
を
、
草
木
に
遍
き
春
雨
の
恩
恵
と
の
比
較
で
詠
じ
て
い
る
。
参
考
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
鎌
倉
時
代
に

な
っ
て
詠
ま
れ
始
め
る
、
世
や
身
に
対
す
る
恩
沢
を
「
草
木
」
を
も
ら
さ
な
い
「
雨
・
春
雨
」
の
「
恵
み
」
の
比
喩
で
言
う
類
型
の
中

に
あ
る
。「
お
し
な
べ
て
四
方
の
山
べ
の
草
木
ま
で
恵
み
あ
ま
ね
き
春
雨
ぞ
降
る
」（
宝
治
百
首
・
春
・
春
雨
・
三
三
六
・
有
教
）
と
い

っ
た
、
純
粋
な
春
季
の
叙
景
に
見
え
る
よ
う
な
歌
も
、
そ
の
通
念
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
歌
の
他
に

も
、
公
経
の
「
春
雨
は
四
方
の
草
木
を
分
か
ね
ど
も
し
げ
き
恵
み
は
我
が
身
な
り
け
り
」（
秋
風
集
・
春
・
五
二
・
公
経
。
続
千
載
集
・

雑
上
・
一
六
六
一
）
や
そ
の
子
実
氏
の
「
春
雨
を
な
べ
て
の
雨
と
思
ふ
な
よ
四
方
の
草
木
も
君
が
恵
み
ぞ
」（
弘
長
百
首
・
春
・
春
雨
・

六
四
・
実
氏
）
や
孫
公
雄
の
「
草
木
だ
に
も
れ
ぬ
恵
み
の
春
雨
に
濡
れ
て
か
ひ
な
き
我
が
袂
か
な
」（
文
保
百
首
・
春
・
二
〇
〇
八
・



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
〇
三

公
雄
）
と
い
う
三
代
の
類
詠
が
存
し
て
も
い
る
し
、
宗
尊
が
撰
ば
せ
た
と
見
ら
れ
る
『
東
撰
六
帖
』
に
も
「
恵
み
あ
る
御
代
の
初
め
の

春
雨
に
四
方
の
草
木
の
折
に
あ
ひ
つ
つ
」（
東
撰
六
帖
・
春
・
春
雨
・
一
一
七
・
高
階
重
氏
）
が
見
え
る
。

だ
が
一
方
で
、
例
え
ば
秀
能
の
「
雨
そ
そ
く
春
の
恵
み
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
な
べ
て
草
木
も
残
ら
ざ
り
け
り
」（
如
願
法
師
集
・
雑
下
・

釈
教
・
九
二
八
）
の
題
「
非
情
成
仏
」
は
、
あ
る
い
は
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
も
説
か
れ
る
、
心
の
無
い
草
木
や
国
土
も
皆
仏
性

を
具
有
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
、
仏
の
普
き
恩
恵
を
言
う
。
こ
の
考
え
や
、
後
出
だ
が
「
草
木
み
な
し
な
じ
な
も
れ
ず
う
る
ほ
ひ
ぬ
ひ

と
た
び
く
だ
る
雨
の
恵
み
に
」（
正
和
四
年
詠
法
華
経
和
歌
・
薬
草
喩
品
・
六
・
兼
教
）
と
詠
ま
れ
る
、『
法
華
経
』「
薬
草
喩
品
」
の
、

「
如
彼
大
雲
。
雨
於
一
切
。
卉
木
叢
林
。
及
諸
藥
草
。
如
其
種
性
。
具
足
蒙
潤
。
各
得
生
長
。」（
彼
の
大
雲
の
、
一
切
の
卉
木
叢
林
及

び
諸
の
薬
草
に
雨
ふ
る
に
、
そ
の
種
性
に
如
ひ
て
具
足
し
て
潤
ひ
を
蒙
り
、
各
生
長
す
る
こ
と
を
得
る
が
如
し
）
や
「
譬
如
大
雲　

以

一
味
雨　

潤
於
人
華　

各
得
成
實
」（
譬
へ
ば
大
雲
の　

一
味
の
雨
を
以
て　

人
の
華
を
潤
し
て　

各
実
を
成
ず
る
こ
と
を
得
せ
し
む

る
が
如
し
）
と
い
う
、
草
木
が
雨
の
恵
み
を
受
け
て
種
性
に
従
っ
て
生
長
す
る
比
喩
で
、
衆
生
が
如
来
の
法
の
下
で
性
に
応
じ
て
成
長

す
る
こ
と
を
説
く
考
え
方
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
宗
尊
の
祖
父
土
御
門
院
の
「
よ
く
思
へ
あ
ま
ね
き

あ
め
の
下
な
れ
ど
根
な
き
草
木
は
恵
み
や
は
す
る
」（
土
御
門
院
御
集
・
雑
十
首
・
三
〇
三
）
に
も
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

839　

青
柳
の
糸い

と

も
て
貫ぬ

け
る
玉
の
緒
の
乱み
た

る
る
露
に
春
風
ぞ
吹
く・

〔
通
釈
〕　青柳

の
葉
の
糸
で
も
っ
て
貫
い
て
い
る
（
葉
に
置
く
露
の
）
玉
の
緖
が
、
乱
れ
る
、
そ
の
露
に
は
春
風
が
吹
い
て
い
る
よ
。

〔
参
考
〕　

青
柳
の
糸
も
て
貫
け
る
白
露
の
玉
こ
き
散
ら
す
春
の
山
風
（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
春
・
や
な
ぎ
・
二
六
）



一
〇
四

露
に
だ
に
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
青
柳
の
い
と
ど
乱
れ
て
春
風
ぞ
吹
く
（
続
古
今
集
・
春
上
・
七
四
・
教
定
）

〔
類
歌
〕　

青
柳
の
い
と
吹
き
な
や
む
春
風
に
朝
露
も
ろ
く
玉
ぞ
乱
る
る
（
隣
女
集
・
巻
四
自
文
永
九
年
至
建
治
三
年
・
春
・
柳
歌
中
に
・

一
七
七
五
）

貫
き
と
め
ぬ
玉
の
緒
な
び
き
朝
露
の
風
に
乱
る
る
青
柳
の
糸
（
雅
有
集
・
堀
河
院
百
首
題
よ
み
侍
り
し
に
・
春
・
柳
・

四
四
六
）

〔
語
釈
〕　

○
青
柳
の
糸
も
て
貫
け
る
玉
の
緒
の―

「
青
柳
の
糸
も
て
貫
け
る
」
が
有
意
の
序
詞
で
、「
玉
の
緒
」（
玉
を
通
す
紐
）
を
起
こ

し
、「
玉
の
緒
の
」
が
「
乱
る
」
の
枕
詞
だ
が
、
こ
れ
も
有
意
に
解
し
、「
玉
」
は
「
露
」
の
比
喩
と
見
る
。

〔
補
説
〕　

直
接
に
は
参
考
の
実
朝
詠
や
教
定
詠
に
倣
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
の
基
底
に
は
、「
浅
緑
糸
よ
り
か
け
て
白
露
を
玉
に
も
貫
け
る

春
の
柳
か
」（
古
今
集
・
春
上
・
二
七
・
遍
昭
）
や
「
と
も
す
れ
ば
風
の
よ
る
に
ぞ
青
柳
の
糸
は
な
か
な
か
乱
れ
そ
め
け
る
」（
拾
遺

集
・
春
・
三
二
・
読
人
不
知
）
や
「
青
柳
の
枝
に
か
か
れ
る
春
雨
は
い
と
も
て
貫
け
る
玉
か
と
ぞ
見
る
」（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
雨
・

八
六
・
伊
勢
。
新
勅
撰
集
・
春
上
・
二
三
）
等
の
古
歌
が
存
し
て
い
よ
う
。

参
考
歌
の
作
者
教
定
は
、
飛
鳥
井
雅
経
男
で
類
歌
の
作
者
雅
有
の
父
。
雅
有
と
と
も
に
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
あ
る
。

840　

山
桜さ

く
ら

ち
り
な
ら
ぬ
名
の
空
に
の
み
立た

つ
と
見み

ゆ
る
や
峰
の
白し
ら

雲

〔
通
釈
〕　山桜

は
、
散
り
ど
こ
ろ
で
な
く
（
咲
く
）
と
い
う
、
塵
で
は
な
い
高
い
評
判
が
何
と
な
く
立
っ
て
、
空
に
ば
か
り
立
つ
と
見
え
る
の

か
、
あ
の
峰
の
白
雲
よ
（
山
桜
よ
）。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
〇
五

〔
本
歌
〕　

知
る
と
い
へ
ば
枕
だ
に
せ
で
寝
し
も
の
を
塵
な
ら
ぬ
名
の
空
に
立
つ
ら
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
七
六
・
伊
勢
）

朝
な
朝
な
立
つ
河
霧
の
空
に
の
み
う
き
て
思
ひ
の
あ
る
世
な
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
一
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

山
桜
咲
き
ぬ
る
時
は
常
よ
り
も
峰
の
白
雲
立
ち
ま
さ
り
け
り
（
後
撰
集
・
春
下
・
一
一
八
・
読
人
不
知
）

散
り
ま
が
ふ
花
の
よ
そ
め
は
吉
野
山
嵐
に
騒
ぐ
峰
の
白
雲
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
三
二
・
頼
輔
）

〔
語
釈
〕　

○
ち
り
な
ら
ぬ
名―

本
歌
の
詞
「
塵
な
ら
ぬ
名
」
を
取
る
が
、
本
歌
で
は
、
塵
に
も
な
ら
な
い
（
塵
に
も
値
し
な
い
）
取
る
に

足
ら
な
い
評
判
と
い
っ
た
否
定
的
な
意
味
合
い
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
塵
な
ら
ぬ
（
塵
ど
こ
ろ
で
な
い
）
高
い
評
判
と
い
う
肯
定
的
意
味

合
い
。「
山
桜
」
の
縁
で
「
散
り
な
ら
ぬ
名
」（「
散
り
」
ど
こ
ろ
で
な
く
咲
く
と
い
う
評
判
）
が
掛
か
る
、
と
解
す
る
。
○
立
つ―

「
名
の
」
が
主
語
で
、
評
判
が
立
つ
意
に
、「
白
雲
」
の
縁
で
、
雲
が
沸
き
立
つ
意
が
掛
か
る
。

841　

今け

日ふ

も
ま又た
行
き・

て
は
来き

ぬ
る
山
路
か
な
咲
き・

添そ

ふ
花
の
見み

ま
く
ほ
し
さ
に

〔
通
釈
〕　今日

も
ま
た
、
出
掛
け
て
行
っ
て
は
帰
っ
て
来
て
し
ま
う
山
路
で
あ
る
こ
と
だ
な
。（
日
一
日
と
）
咲
き
増
す
花
の
見
た
さ
ゆ
え
に
。

〔
本
歌
〕　

い
た
づ
ら
に
行
き
て
は
来
ぬ
る
も
の
ゆ
ゑ
に
見
ま
く
ほ
し
さ
に
い
ざ
な
は
れ
つ
つ
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

今
日
も
な
ほ
山
路
に
暮
れ
ぬ
桜
花
あ
か
ぬ
心
に
身
を
ま
か
せ
つ
つ
（
拾
玉
集
・
四
九
二
七
）

花
盛
り
昨
日
も
今
日
も
木
の
本
に
誰
日
暮
ら
し
の
山
路
な
る
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
四
七
一
・
基
家
）

〔
類
歌
〕　

今
日
も
又
同
じ
山
路
に
尋
ね
き
て
昨
日
は
咲
か
ぬ
花
を
見
る
か
な
（
新
後
撰
集
・
春
上
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
の
家
の
歌
合
に
、

花
・
六
四
・
能
清
。
現
存
卅
六
人
詩
歌
・
尋
山
花
・
六
六
）



一
〇
六

〔
影
響
〕　

咲
き
や
ら
ぬ
花
待
つ
頃
は
い
た
づ
ら
に
行
き
て
は
来
ぬ
る
春
の
山
も
と
（
隣
女
集
・
巻
二
自
文
永
二
年
至
同
六
年
・
春
・
花
・

三
〇
一
）

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
も
、
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
「
花
の
色
に
い
ざ
な
は
れ
つ
つ
春
毎
に
行
き
て
は
来
ぬ
る
み
吉
野
の

山
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・
花
・
四
六
三
。
瓊
玉
集
・
春
下
・
六
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。

　
　

類
歌
の
作
者
能
清
は
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
宗
尊
幕
下
の
主
要
歌
人
の
一
人
。
こ
の
歌
は
該
歌
よ
り
は
先
行
す
る
が
、
右
の
「
花
の

色
に
」
と
の
先
後
が
未
詳
な
の
で
、
類
歌
と
し
た
。

842　

絶た

え
絶〳〵
え
に
霞
の
隙ひ
ま

を
洩も

る
月
の
光
待
ち・

取と

る
花
の
色
か
な

〔
通
釈
〕　絶え

絶
え
に
霞
の
隙
間
を
洩
れ
て
く
る
月
の
光
（
の
白
さ
）
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
待
ち
迎
え
て
取
る
、
桜
の
花
の
（
よ
り
艶
や

か
な
）
白
い
色
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

い
か
で
か
は
袂
に
月
の
宿
ら
ま
し
光
待
ち
取
る
涙
な
ら
ず
は
（
金
葉
集
正
保
版
二
十
一
代
集
・
雑
上
・
平
康
貞
女
）

秋
と
い
へ
ば
空
す
む
月
を
契
り
お
き
て
光
待
ち
取
る
萩
の
下
露
（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
月
・
六
五
六
）

秋
来
れ
ど
月
の
桂
の
実
や
は
な
る
光
を
花
と
散
ら
す
ば
か
り
を
（
古
今
集
・
物
名
・
四
六
三
・
源
忠
）

花
の
色
に
光
さ
し
そ
ふ
春
の
夜
ぞ
木
の
間
の
月
は
見
る
べ
か
り
け
る
（
千
載
集
・
春
上
・
七
三
・
上
西
門
院
兵
衛
）

〔
類
歌
〕　

秋
来
て
は
今
日
ぞ
雲
間
に
み
か
月
の
光
待
ち
取
る
萩
の
上
露
（
風
雅
集
・
秋
上
・
初
秋
露
を
・
四
五
三
・
公
蔭
）

〔
補
説
〕　

京
極
派
和
歌
の
微
細
な
光
彩
の
観
照
に
通
う
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
〇
七

843　

見
る
ま
まゝ
に
や
が
て
も
う
つ
る
心
か
な
い
か
な
る
色
に
花
の
咲さ

く
ら
ん

　〔
本
文
〕　

○
み
つ
る―

底
本
は
「
みう〃

ゆつ〃

る
」（
見
消
ち
「
み
ゆ
」
各
字
中
）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　花を

見
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
ま
ま
そ
の
色
を
映
し
て
変
わ
る
心
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
色
に
花
が
咲
い
て
い

る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

花
見
れ
ば
心
さ
へ
に
ぞ
う
つ
り
け
る
色
に
は
出
で
じ
人
も
こ
そ
知
れ
（
古
今
集
・
春
下
・
う
つ
ろ
へ
る
花
を
見
て
よ
め
る
・

一
〇
四
・
躬
恒
）

〔
参
考
〕　

年
毎
に
染
む
る
心
の
し
る
し
あ
ら
ば
い
か
な
る
色
に
花
の
咲
か
ま
し
（
別
雷
社
歌
合
・
花
・
六
六
・
登
蓮
。
月
詣
集
・
二
月
・

桜
を
よ
め
る
・
一
一
七
）

〔
類
歌
〕　

見
る
ま
ま
に
心
ぞ
う
つ
る
秋
萩
の
花
野
の
露
に
宿
る
月
影
（
新
後
撰
集
・
秋
下
・
文
永
七
年
八
月
十
五
夜
、
五
首
歌
め
さ
れ
し

次
に
、
野
月
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
・
三
七
五
・
亀
山
院
）

う
つ
ろ
ふ
も
如
何
な
る
色
と
知
ら
ざ
り
し
人
の
心
を
花
に
見
る
か
な
（
人
家
集
・
寄
花
恋
と
い
ふ
こ
と
を
・
三
七
八
・
従
三
位

範
時
女
）

〔
語
釈
〕　

○
う
つ
る―

変
化
す
る
意
に
、
反
映
す
る
意
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
、
と
解
す
る
。

844　

風
吹ふ

か
ぬ
山
の
あ
な
た
の
春
も
が
な
あ
だ
な
る
花
の
隠
れ・

家
に
せ
ん



一
〇
八

〔
通
釈
〕　風が

吹
か
な
い
山
の
彼
方
の
春
が
欲
し
い
よ
。
は
か
な
い
桜
の
花
の
、
隠
れ
処
に
し
よ
う
。

〔
本
歌
〕　

み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
に
宿
も
が
な
世
の
憂
き
時
の
か
く
れ
が
に
せ
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

霞
立
つ
山
の
あ
な
た
の
桜
花
思
ひ
や
り
て
や
春
を
暮
ら
さ
む
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
四
一
・
浄
蔵
）

わ
び
つ
つ
は
花
を
恨
む
る
春
も
が
な
風
の
行
へ
に
心
ま
よ
は
で
（
拾
遺
愚
草
・
花
月
百
首
・
花
・
六
四
六
）

山
桜
あ
く
ま
で
色
を
見
つ
る
か
な
花
散
る
べ
く
も
風
吹
か
ぬ
世
に
（
続
古
今
集
・
春
下
・
一
〇
四
・
平
兼
盛
。
古
今
集
・
仮
名

序
。
和
漢
朗
詠
集
・
丞
相
付
執
政
・
六
八
一
）

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
、「
文
永
五
年
十
月
三
百
首
歌
」（
霞
）
で
も
「
み
吉
野
の
山
の
あ
な
た
の
霞
め
る
は
誰
が
隠
れ
家
も
春
や
知
る
ら
ん
」

（
本
抄
・
巻
二
・
292
）
と
、
同
じ
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
取
っ
て
詠
じ
て
い
る
。

845　

春
ご
と
に
と
ま
ら
ぬ
も物の
を
花
と
言い

ひ
て
今
年
も
い
た
く
散ち

る
桜
か
な

〔
通
釈
〕　毎年

の
春
ご
と
に
、
散
っ
て
留
ま
ら
な
い
も
の
を
花
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
と
お
り
、
今
年
も
激
し
く
散
る
桜
で
あ
る
こ
と
だ

な
。

〔
本
歌
〕　

か
ぞ
ふ
れ
ば
と
ま
ら
ぬ
も
の
を
と
し
と
言
ひ
て
今
年
は
い
た
く
老
い
ぞ
し
に
け
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

春
ご
と
に
咲
き
ま
さ
る
べ
き
花
な
れ
ば
今
年
を
も
ま
だ
あ
か
ず
と
ぞ
見
る
（
後
撰
集
・
春
上
・
四
六
・
兼
輔
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
〇
九

春
ご
と
に
花
は
し
ば
し
も
と
ど
ま
ら
で
惜
し
ま
れ
ぬ
身
は
あ
る
世
な
り
け
り
（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
花
・
二
二
八
八
）

〔
補
説
〕　

該
歌
は
本
歌
取
り
で
、
参
考
の
両
首
も
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
春
・
三
月
尽
）
の

「
留
春
春
不
住
（
は
る
を
と
ど
む
る
に
は
る
と
ど
ま
ら
ず
）　

春
帰
人
寂
漠
（
は
る
か
へ
て
ひ
と
せ
き
ば
く
た
り
）　

厭
風
風
不
定
（
か

ぜ
を
い
と
ふ
に
か
ぜ
さ
だ
ま
ら
ず
）　

風
起
花
蕭
索
（
か
ぜ
た
て
は
な
せ
う
さ
く
た
り
）」（
五
〇
・
白
居
易
）
や
「
留
春
不
用
関
城
固

（
は
る
を
と
ど
む
る
に
は
も
ち
ゐ
ず
く
わ
ん
せ
い
の
か
た
め
を
）　

花
落
随
風
鳥
入
雲
（
は
な
は
お
ち
て
か
ぜ
に
し
た
が
ひ
と
り
は
く
も

に
い
る
）」（
五
五
・
尊
敬
）
が
想
起
さ
れ
な
く
も
な
い
。

846　

言い

は
ぬ
間ま

の
思
ひ
の
色
に
咲
き・

に
け
り
憂う

き
下し
た

染
め・

の
山
吹ふ
き

の
花

〔
通
釈
〕　口に

出
し
て
言
わ
な
い
う
ち
の
思
「
ひ
」
の
「
緋
」
の
色
に
咲
い
た
の
だ
っ
た
。
憂
く
辛
い
心
中
の
（「
口
無
し
」
の
）
よ
う
に
、

（
緋
の
色
の
）
下
染
め
に
す
る
（
梔
子
色
の
）
山
吹
の
花
よ
。

〔
本
歌
〕　

耳
な
し
の
山
の
く
ち
な
し
え
て
し
か
な
思
ひ
の
色
の
下
染
め
に
せ
む
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
二
六
・
読
人
不
知
）

言
は
ぬ
間
は
つ
つ
み
し
ほ
ど
に
く
ち
な
し
の
色
に
や
見
え
し
山
吹
の
花
（
後
拾
遺
集
・
雑
四
・
一
〇
九
三
・
規
子
内
親
王
）

〔
語
釈
〕　

○
思
ひ
の
色―

「
下
染
め
」「
山
吹
」
の
縁
で
「
緋
の
色
」
が
掛
か
る
。
黄
み
が
か
っ
た
紅
・
朱
で
あ
る
「
緋
」
は
、
ア
カ
ネ

科
の
常
緑
灌
木
「
梔
子
（
く
ち
な
し
）」
の
黄
の
下
染
め
に
蘇
芳
を
染
め
る
。
○
憂
き
下
染
め―

「
憂
き
下
」（
憂
く
辛
い
内
心
）
か
ら

「
下
染
め
」
に
鎖
る
。「
下
染
め
」
は
、
染
色
の
色
揚
げ
を
美
し
く
す
る
た
め
に
、
別
の
色
の
染
料
で
行
う
下
拵
え
の
染
め
を
言
う
。
○

山
吹
の
花―

ば
ら
科
の
落
葉
低
木
「
山
吹
」
の
鮮
黄
色
の
五
弁
の
花
を
言
う
。
そ
の
色
が
「
梔
子
」
の
実
を
染
料
に
し
て
染
め
た
黄
色



一
一
〇

と
同
様
。「
言
は
ぬ
」
の
縁
で
、
言
外
に
「
口
無
し
」
か
ら
「
梔
子
」
が
響
く
。

〔
補
説
〕　

本
歌
の
『
古
今
集
』
歌
に
も
窺
わ
れ
る
と
お
り
、「
緋
の
色
」
は
「
山
吹
の
花
」
の
色
と
同
じ
黄
色
の
「
梔
子
」
の
「
下
染
め
」

に
蘇
芳
の
赤
色
を
染
め
る
色
な
の
で
、
該
歌
は
理
屈
に
合
わ
な
い
。
本
歌
二
首
を
基
に
感
覚
的
な
趣
向
を
構
え
る
こ
と
に
意
を
注
い
だ

の
で
あ
ろ
う
。

本
歌
の
「
言
は
ぬ
間
」
歌
の
作
者
規
子
内
親
王
は
、
こ
の
一
首
の
み
が
勅
撰
集
入
集
歌
で
あ
り
、
形
の
上
で
は
『
後
拾
遺
集
』
歌
人

で
あ
る
。
し
か
し
、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
生
で
永
延
元
年
（
九
八
七
）
八
月
二
十
一
日
に
三
十
九
歳
で
没
し
た
、
村
上
天
皇
第
三
皇

女
で
、
村
上
の
女
三
宮
と
称
さ
れ
た
人
で
あ
り
、
三
代
集
時
代
の
歌
人
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

847　

八
橋は

し

の
下お

り
居ゐ

し
沢
の
杜
若
は
る
ば〳〵
る
来き

て
も
誰た
れ

か
見み

る
ら
ん

〔
通
釈
〕　八橋

の
、
あ
の
男
が
昔
に
下
り
て
座
っ
た
沢
の
杜
若
は
、（
今
は
）
遙
々
や
っ
て
来
て
、
い
っ
た
い
誰
が
見
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
説
・
本
歌
〕　
（
前
略
）
三
河
の
国
八
橋
と
い
ふ
所
に
至
り
ぬ
。
そ
こ
を
八
橋
と
言
ひ
け
る
は
、
水
ゆ
く
川
の
く
も
で
な
れ
ば
、
橋
を

八
つ
渡
せ
る
に
よ
り
て
な
む
、
八
橋
と
言
ひ
け
る
。
そ
の
沢
の
ほ
と
り
の
木
の
蔭
に
下
り
居
て
、
乾
飯
食
ひ
け
り
。
そ
の
沢
に
か
き
つ

ば
た
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り
。
そ
れ
を
見
て
、
あ
る
人
の
い
は
く
、「
か
き
つ
ば
た
と
い
ふ
五
文
字
を
句
の
上
に
据
ゑ
て
、
旅
の

心
を
よ
め
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
よ
め
る
。

唐
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
ふ

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
皆
人
、
乾
飯
の
上
に
涙
落
と
し
て
、
ほ
と
び
に
け
り
。（
後
略
）（
伊
勢
物
語
・
九
段
・
一
〇
・
男
。
古
今
集
・
羈



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
一
一

旅
・
四
一
〇
・
業
平
）

〔
参
考
〕　

古
り
に
け
り
誰
か
み
ぎ
り
の
杜
若
な
れ
の
み
春
の
色
深
く
し
て
（
拾
遺
愚
草
・
重
奉
和
早
率
百
首
文
治
五
年
三
月
・
春
・

五
一
七
）

〔
類
歌
〕　

下
り
居
け
ん
程
は
知
ら
ね
ど
か
き
つ
ば
た
生
ふ
る
沢
辺
を
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
（
実
材
母
集
・
や
つ
は
し
に
て
・
八
四
七
）

〔
語
釈
〕　

○
八
橋―
三
河
国
の
歌
枕
。
三
河
国
碧
海
郡
（
現
愛
知
県
知
立
市
）、
逢
妻
川
の
南
側
の
地
。
本
説
の
『
伊
勢
物
語
』
に
よ
り
、

業
平
の
伝
説
の
地
と
な
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
街
道
の
宿
駅
で
も
あ
っ
た
。

848　

今
は
と
て
春
暮く

れ
か
かゝ
る
藤
浪
の
露
の
底そ
こ

に
ぞ
色
は
残
れ
る

〔
通
釈
〕　今は

も
う
と
い
う
こ
と
で
、
春
が
暮
れ
か
け
る
、
寄
せ
か
か
る
波
の
よ
う
な
藤
に
か
か
り
置
く
露
の
奥
底
に
、
紫
の
花
の
色
は
残
っ

て
い
る
よ
。

〔
本
文
〕　

紫
藤
露
底
残
花
色
（
し
と
う
の
つ
ゆ
の
そ
こ
の
さ
ん
く
わ
の
い
ろ
）　

翠
竹
煙
中
暮
鳥
声
（
す
い
ち
く
の
け
ぶ
り
の
う
ち
の
ぼ

て
う
の
こ
ゑ
）（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
藤
・
一
三
四
・
相
規
）

〔
参
考
〕　

手
も
ふ
れ
で
惜
し
む
か
ひ
な
く
藤
の
花
底
に
う
つ
れ
ば
浪
ぞ
折
り
け
る
（
拾
遺
集
・
夏
・
八
七
・
躬
恒
）

紫
の
色
の
深
き
は
水
底
に
見
え
つ
る
藤
の
花
に
ざ
り
け
る
（
躬
恒
集
・
春
・
二
四
一
）

水
底
も
紫
深
く
見
ゆ
る
か
な
岸
の
岩
根
に
か
か
る
藤
波
（
後
拾
遺
集
・
春
下
・
一
五
五
・
実
季
）

水
底
に
紫
深
き
影
見
え
て
波
に
色
づ
く
田
子
の
浦
藤
（
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
五
一
一
・
忠
良
）



一
一
二

〔
類
歌
〕　

雨
に
咲
く
田
子
の
浦
藤
置
き
あ
ま
る
露
の
底
さ
へ
さ
ぞ
に
ほ
ふ
ら
ん
（
国
冬
祈
雨
百
首
・
春
・
雨
中
藤
・
一
九
）

花
散
り
し
山
は
青
葉
に
咲
く
藤
の
色
に
も
残
る
春
や
見
ゆ
ら
ん
（
新
後
拾
遺
集
・
雑
春
・
六
四
九
・
実
音
）

〔
語
釈
〕　

○
暮
れ
か
か
る―

春
が
暮
れ
か
け
る
意
。
こ
の
句
の
有
力
な
先
行
例
は
、「
柴
の
戸
を
さ
す
や
日
影
の
名
残
な
く
春
く
れ
か
か

る
山
の
端
の
雲
」（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
七
三
・
宮
内
卿
）。
こ
こ
で
は
、「
か
か
る
」
に
は
、「
藤
浪
」
の
縁
で
波
が
寄
せ
か
か
る
意

と
、「
露
」
の
縁
で
露
が
置
き
か
か
る
意
が
掛
か
る
、
と
解
す
る
。

849　

峰
の
花
谷
の
鶯
今い

ま

は
と
て
おを

の
が
さ
ま
ざ〳〵
ま
急い
そ

ぐ
春
か哉な

〔
通
釈
〕　峰の

桜
、
谷
の
鶯
は
、（
春
の
暮
の
）
今
は
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
各
々
そ
れ
ぞ
れ
に
（
帰
る
の
を
）
急
く
春
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

花
悔
帰
根
無
益
悔
（
は
な
は
ね
に
か
へ
ら
む
こ
と
を
く
ゆ
れ
ど
も
く
ゆ
る
に
え
き
な
し
）　

鳥
期
入
谷
定
延
期
（
と
り
は
た
に

に
い
ら
む
こ
と
を
き
す
れ
ど
も
さ
だ
め
て
き
を
の
ぶ
ら
む
）（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
閏
三
月
・
六
一
・
滋
藤
）

今
ま
で
に
忘
れ
ぬ
人
は
よ
に
も
あ
ら
じ
お
の
が
さ
ま
ざ
ま
年
の
経
ぬ
れ
ば
（
伊
勢
物
語
・
八
十
六
段
・
一
五
六
・
男
。
新
古
今

集
・
恋
五
・
一
三
六
六
・
読
人
不
知
）

〔
類
歌
〕　

花
鳥
の
同
じ
別
れ
に
と
も
な
は
で
お
の
が
さ
ま
ざ
ま
帰
る
春
か
な
（
後
普
光
園
院
百
首
・
春
・
一
九
。
延
文
百
首
・
春
・
暮

春
・
一
〇
二
〇
・
良
基
）

夏



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
一
三

850　

衣
干ほ

す
時
は
来
ぬ
と
や
白
雲
の
そ
れ
か
と
か
かゝ
る
天あ
ま

の
香か

具く

山

〔
通
釈
〕　

夏

（
夏
に
な
り
）
衣
を
干
す
時
は
来
た
と
い
う
の
か
、
白
雲
が
そ
の
衣
か
と
か
か
る
天
の
香
具
山
よ
。

〔
本
歌
〕　

春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
干
す
て
ふ
天
の
香
具
山
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
七
五
・
持
統
天
皇
。
万
葉
集
・
巻
一
・
雑

歌
・
二
八
、二
句
現
行
訓
「
夏
来
た
る
ら
し
」、
四
句
西
本
願
寺
本
「
衣
さ
ら
せ
り
」、
西
本
願
寺
本
異
訓
・
現
行
訓
「
衣
乾

し
た
り
」、
五
句
現
行
訓
「
あ
め
の
か
ぐ
山
」）

〔
参
考
〕　

今
朝
よ
り
は
花
と
も
見
え
ず
夏
衣
た
つ
た
の
山
の
峰
の
白
雲
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
一
・
六
二
五
・
忠
良
）

夏
衣
た
つ
た
の
山
の
白
雲
を
し
ば
し
は
花
の
形
見
と
も
見
ん
（
宝
治
百
首
・
夏
・
首
夏
・
八
三
一
・
禅
信
）

〔
類
歌
〕　

夏
衣
空
に
干
す
か
と
白
雲
の
た
な
び
き
わ
た
る
天
の
香
具
山
（
沙
玉
集
〔
書
陵
部
五
〇
一
・
六
四
四
〕・
名
所
の
百
首
詠
じ
て
、

大
通
院
殿
に
御
点
申
し
侍
り
・
夏
・
天
香
九
山
・
一
七
八
）

香
具
山
の
岩
ほ
に
か
く
る
白
雲
は
天
つ
を
と
め
が
夏
衣
か
も
（
漫
吟
集
・
夏
・
首
夏
・
七
三
二
）

〔
語
釈
〕　

○
時
は
来
ぬ
と
や―

他
歌
人
の
先
行
例
を
見
な
い
句
だ
が
、
宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
「
待
ち
侘
び
し
時
は
来
ぬ
と
や
天
の
川
去
年

の
渡
り
に
み
舟
寄
す
ら
む
」（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
・
七
夕
・
三
二
〇
）
と
用
い
て
い
る
。
こ
こ
は
、「
衣
」
の

縁
で
「
来
ぬ
」
に
「
着
ぬ
」
あ
る
い
は
「
衣
（
き
ぬ
）」
が
響
く
か
。
○
天
の
香
具
山―

「
あ
め
の
か
ぐ
や
ま
」
と
も
。「
香
久
山
」
と

も
書
く
。
大
和
国
の
歌
枕
。
奈
良
県
橿
原
市
に
あ
る
山
。
畝
傍
山
、
耳
成
山
と
と
も
に
大
和
三
山
と
言
う
。

851　

行ゆ

く
月
も
夜よ
る

越こ

え
じ
と
や
卯
の・

花
の
籬
の
山
に
影
を
と
む
ら
ん



一
一
四

〔
通
釈
〕　空を

行
く
月
も
、
夜
に
は
山
を
越
え
ま
い
と
、
こ
の
夕
暮
に
山
と
見
え
る
白
い
卯
の
花
の
咲
く
籬
に
、
白
い
光
を
留
め
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

夕
暮
の
籬
は
山
と
見
え
な
な
む
夜
は
越
え
じ
と
宿
り
と
る
べ
く
（
古
今
集
・
離
別
・
人
の
花
山
に
ま
う
で
き
て
、
夕
さ
り
つ
方

帰
り
な
む
と
し
け
る
時
に
よ
め
る
・
三
九
二
・
遍
昭
）

〔
参
考
〕　

い
づ
れ
を
か
そ
れ
と
も
分
か
ん
卯
の
花
の
咲
け
る
垣
根
を
照
ら
す
月
影
（
続
後
撰
集
・
夏
・
亭
子
院
歌
合
の
時
の
歌
・

一
七
一
・
読
人
不
知
）

卯
の
花
の
籬
や
山
と
な
り
ぬ
ら
ん
入
り
ぬ
る
月
の
影
ぞ
宿
れ
る
（
大
納
言
為
家
集
・
卯
花
建
長
五
年
五
月
・
二
九
九
）

卯
の
花
の
籬
は
雲
の
い
づ
く
と
て
明
け
ぬ
る
月
の
影
宿
す
ら
む
（
白
河
殿
七
百
首
・
夏
・
籬
卯
花
・
一
三
五
・
為
家
。
続
古
今

集
・
夏
・
一
九
〇
）

入
る
月
の
お
ぼ
ろ
の
清
水
い
か
に
し
て
つ
ひ
に
す
む
べ
き
影
を
と
む
ら
ん
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・〔
後
鳥
羽
院
を
〕
大
原
に
を

さ
め
奉
る
よ
し
聞
こ
え
け
れ
ば
・
一
四
〇
七
・
順
徳
院
）

〔
類
歌
〕　

月
と
見
て
夜
も
や
越
え
ん
夕
暮
の
籬
の
山
に
咲
け
る
卯
の
花
（
続
千
載
集
・
雑
上
・
夕
卯
花
を
・
一
六
九
四
・
伏
見
院
）

河
と
見
て
夜
は
越
え
じ
な
卯
の
花
の
浪
折
り
か
く
る
里
の
籬
は
（
宗
良
親
王
千
首
・
夏
・
籬
卯
花
・
二
〇
七
）

山
と
の
み
籬
の
島
の
見
ゆ
る
か
な
立
つ
白
波
の
夜
越
ゆ
れ
ど
も
（
宗
良
親
王
千
首
・
雑
・
名
所
島
・
八
四
三
）

卯
の
花
の
咲
け
る
あ
た
り
や
夕
暮
の
籬
の
山
の
月
と
見
ゆ
ら
ん
（
嘉
元
百
首
・
夏
・
卯
花
・
五
一
八
・
冬
平
）

〔
補
説
〕　

類
歌
に
挙
げ
た
四
首
の
中
、
冬
平
詠
を
除
く
三
首
は
、
本
歌
の
『
古
今
集
』
遍
昭
歌
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
伏
見
院
の
歌
と
宗



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
一
五

良
親
王
の
一
首
目
は
、「
卯
の
花
」
の
「
籬
」
を
「
月
」
や
「
河
」
に
見
立
て
て
人
が
「
夜
越
え
」
る
か
否
か
を
言
う
の
で
あ
り
、
詞

遣
い
か
ら
も
前
者
か
ら
後
者
へ
の
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
前
者
は
、
該
歌
の
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
「
夜
越
え
じ
」
と
言
っ
て
い

る
趣
向
か
ら
、
伏
見
院
が
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
関
東
縁
故
歌
人
宗
尊
か
ら
京
極
派
の
伏
見
院
を

経
て
南
朝
の
宗
良
へ
と
繫
が
る
一
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

852　

高
砂
の
松
と
は
言い

は
じ
時
鳥
つ
れ
な
き
色
に
な
ら
ひ
も
ぞ
す
る

〔
通
釈
〕　高砂

の
松
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
辺
り
の
時
鳥
を
待
つ
と
は
言
う
ま
い
。
松
の
つ
れ
な
く
変
え
な
い
色
に
、
時
鳥
が
倣
っ
て
鳴

か
ず
に
つ
れ
な
い
様
子
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

〔
参
考
〕　

武
隈
の
ま
つ
と
は
言
は
じ
年
経
と
も
つ
れ
な
き
も
の
と
人
も
こ
そ
知
れ
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
五
首
和
歌
貞
応
三
年
正
月
廿
三
日
・

寄
松
恋
・
二
六
二
。
秋
風
集
・
恋
上
・
七
五
九
）

年
経
て
も
ま
つ
と
は
誰
か
植
ゑ
お
き
し
つ
れ
な
き
色
に
人
な
ら
ひ
け
り
（
恋
二
十
五
首
・
寄
松
・
四
二
六
）

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
月
は
出
で
ぬ
山
時
鳥
待
つ
夜
な
が
ら
に
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
〇
九
・
良
経
）

い
た
づ
ら
に
ね
を
な
く
や
ま
の
郭
公
ま
つ
に
し
な
れ
ば
つ
れ
な
か
り
け
り
（
新
和
歌
集
・
夏
・
鶴
岳
社
十
首
歌
に
・
九
六
・
時

盛
）

〔
類
歌
〕　

う
ゑ
置
き
て
ま
つ
と
た
の
め
ば
郭
公
つ
れ
な
き
色
に
音
を
習
ひ
け
る
（
芳
雲
集
・
雑
・
松
あ
る
家
に
時
鳥
ま
つ
所
・
五
一
三

五
）



一
一
六

〔
語
釈
〕　

○
高
砂
の
松
と
は
言
は
じ―

「
高
砂
の
松
」
か
ら
「
ま
つ
」
を
掛
詞
に
「
待
つ
と
は
言
は
じ
」
に
鎖
る
。「
高
砂
の
」
を
「
ま

つ
」
の
序
詞
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、「
高
砂
の
松
」
と
「
時
鳥
」
を
詠
み
併
せ
る
先
例
に
、「
追
風
に
も
ど
る
も
た
ゆ
し
郭
公
い
ざ

高
砂
の
松
の
梢
に
」（
散
木
奇
歌
集
・
夏
・
船
中
郭
公
・
二
四
九
。
和
歌
一
字
抄
・
中
・
三
八
）
や
「
高
砂
の
松
に
鳴
き
け
り
時
鳥
こ

の
湊
に
ぞ
船
は
と
ど
め
ん
」（
和
歌
一
字
抄
・
路
径
・
海
路
時
鳥
・
五
三
七
・
無
名
）
が
あ
る
の
で
、
有
意
に
解
す
る
。「
高
砂
」
は
、

砂
丘
・
砂
山
の
意
も
あ
る
が
、「
松
」
を
言
う
場
合
は
、
播
磨
国
の
歌
枕
と
見
る
の
が
穏
当
。
播
磨
国
加
古
郡
（
現
兵
庫
県
高
砂
市
）

の
加
古
川
の
河
口
に
位
置
す
る
。
○
色―

「
松
」
の
常
緑
の
色
に
、「
時
鳥
」
の
様
子
・
気
配
の
意
を
重
ね
る
。

〔
補
説
〕　

な
か
な
か
鳴
か
な
い
「
時
鳥
」
だ
が
、
そ
れ
を
「
待
つ
と
は
言
は
じ
」
と
す
る
の
は
、
や
や
本
意
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
む
し
ろ

宗
尊
ら
し
い
、「
時
鳥
」
の
歌
の
類
型
と
通
念
を
踏
ま
え
き
っ
た
詠
み
ぶ
り
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
、「
小
塩
山
ま
つ
に
つ
れ
な
き
時
鳥
神
代
も
か
く
や
ね
を
忍
び
け
む
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四

月
三
百
六
十
首
歌
・
夏
・
六
八
二
）
と
い
う
、
上
句
が
該
歌
と
似
た
趣
向
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

853　

時ほ
と
ゝ
き
す鳥

い
ざ
よ
ふ
月
の
雲
間
よ
り
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
初
音
鳴
く・

な也り

〔
通
釈
〕　時鳥

は
ぐ
ず
ぐ
ず
と
鳴
か
ず
に
い
る
（
け
れ
ど
）、
ぐ
ず
ぐ
ず
と
し
て
い
る
月
が
雲
間
か
ら
ぼ
ん
や
り
と
で
は
な
く
見
え
て
、
そ
れ

と
と
も
に
雲
間
か
ら
は
っ
き
り
と
初
音
を
鳴
く
の
が
聞
こ
え
る
よ
。

〔
参
考
〕　

木
綿
し
で
や
茂
き
木
の
間
を
も
る
月
の
お
ぼ
ろ
け
な
ら
で
見
え
し
影
か
は
（
後
拾
遺
集
・
雑
五
・
一
一
一
一
・
六
条
斎
院
宣
旨
）

明
け
は
つ
る
名
残
よ
い
か
に
時
鳥
月
に
い
ざ
よ
ふ
山
の
初
声
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
一
・
七
三
一
・
家
長
）　



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
一
七

い
ざ
よ
ひ
の
山
の
端
出
づ
る
杜
鵑
待
つ
も
惜
し
む
も
夏
の
夜
の
月
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
郭
公
・
三
五
四
・
範
宗
）

〔
語
釈
〕　

○
時
鳥
い
ざ
よ
ふ
月
の
雲
間
よ
り
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ―

「
時
鳥
い
ざ
よ
ふ
」
か
ら
「
い
ざ
よ
ふ
月
」
に
鎖
る
。
さ
ら
に
、「
い

ざ
よ
ふ
月
の
雲
間
よ
り
」
が
有
意
の
序
の
よ
う
に
働
き
、「
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ぬ
（
初
音
）」
を
起
こ
す
。
ま
た
、「
雲
間
よ
り
」
は
「
鳴

く
な
り
」
に
も
か
か
る
。
な
お
、「
雲
間
」
に
「
い
ざ
よ
ふ
月
」
は
、
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
に
も
「
雲
間
よ
り
い
ざ
よ
ふ
月
に
あ
く
が

れ
て
い
と
ど
西
に
も
行
く
心
か
な
」（
新
拾
遺
集
・
釈
教
・
月
夜
極
楽
を
観
ぜ
さ
せ
た
ま
う
て
・
一
五
一
七
）
の
作
例
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　
「
雲
間
」
の
「
月
」
と
「
時
鳥
」
の
「
初
音
」
を
詠
じ
る
。
宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
、「
待
た
れ
つ
る
初
音
鳴
く
な
り
郭
公
雲
間
の

月
の
有
明
の
空
」（
柳
葉
集
・
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
・
郭
公
・
三
一
三
一
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
類
型
の
後
出
例
に
は
、
後

期
京
極
派
の
花
園
院
に
「
待
ち
出
づ
る
雲
間
の
月
に
時
鳥
惜
し
む
初
音
も
え
や
は
忍
ば
ぬ
」（
新
千
載
集
・
夏
・
二
三
〇
・
花
園
院
）

が
あ
り
、
南
朝
の
師
兼
に
も
「
忍
ぶ
べ
き
初
音
な
り
と
も
郭
公
雲
間
の
月
に
物
忘
れ
せ
よ
」（
新
葉
集
・
夏
・
一
七
七
・
師
兼
。
宗
良

親
王
千
首
・
師
兼
卿
・
一
〇
一
八
）
が
あ
る
。

854　

時
鳥
鳴
く・

音ね

に
濡ぬ

る
るゝ
袂
か
な
おを

の
が
涙
や
我わ

れ

に
貸か

す
ら
む

〔
通
釈
〕　時鳥

の
鳴
く
声
に
、
泣
く
涙
で
濡
れ
る
袂
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
時
鳥
が
自
分
の
涙
を
、
私
に
貸
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

声
は
し
て
涙
は
見
え
ぬ
郭
公
我
が
衣
手
の
漬
つ
を
借
ら
な
む
（
古
今
集
・
夏
・
一
四
九
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

時
鳥
涙
は
な
れ
に
声
は
わ
れ
に
た
が
ひ
に
貸
し
て
幾
世
経
ぬ
ら
む
（
千
五
百
番
歌
合
・
夏
二
・
七
八
四
・
慈
円
）

鶯
は
花
の
袂
に
か
く
ろ
へ
て
人
の
袖
ま
で
涙
貸
す
ら
む
（
拾
玉
集
・〔
四
季
題
百
首
〕・
鳥
・
二
二
一
〇
）



一
一
八

聞
く
人
の
袖
に
ゆ
づ
り
て
時
鳥
鳴
く
音
に
落
つ
る
涙
や
は
あ
る
（
秋
篠
月
清
集
・
夏
・
郭
公
・
一
〇
七
五
）

露
け
さ
も
お
の
が
涙
か
秋
の
田
の
い
な
お
ほ
せ
鳥
は
鳴
か
ず
も
あ
ら
な
む
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
い
な
お
ほ
せ
鳥
・
六
五
七
・

為
家
）

尋
ね
来
て
袖
ぞ
濡
れ
ぬ
る
時
鳥
お
の
が
涙
か
森
の
雫
か
（
新
和
歌
集
・
夏
・
一
一
一
・
藤
原
重
継
）

〔
類
歌
〕　

聞
け
ば
ま
づ
袖
こ
そ
濡
る
れ
時
鳥
お
の
れ
や
人
に
涙
貸
す
ら
ん
（
続
千
載
集
・
雑
上
・
一
七
一
一
・
長
経
）

時
鳥
聞
く
よ
り
袖
の
濡
れ
そ
ふ
は
お
の
が
涙
や
吾
に
貸
す
ら
ん
（
漫
吟
集
・
夏
上
・
郭
公
・
八
〇
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
鳴
く
音
に
濡
る
る
袂
か
な―

例
を
見
な
い
措
辞
。「
鳴
く
」
に
「
涙
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
な
お
、「
時
鳥
」
の

「
鳴
く
音
」
で
涙
が
袂
や
袖
を
濡
ら
す
こ
と
を
言
う
早
い
例
に
は
、
俊
頼
の
「
い
と
ど
し
く
袖
の
し
ほ
る
る
郭
公
な
く
音
や
恋
の
し
る

べ
な
る
ら
ん
」（
散
木
奇
歌
集
・
夏
・
郭
公
催
恋
・
二
六
〇
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
の
「
声
は
し
て
」
の
歌
を
本
歌
に
、「
涙
」
の
有
無
と
、「
時
鳥
」
と
自
分
の
袖
（
衣
手
・
袖
）
の
間
の
貸
借
関
係

を
逆
転
さ
せ
た
一
首
と
解
す
る
。
参
考
に
挙
げ
た
歌
々
に
も
学
ん
で
い
た
こ
と
が
反
映
し
た
と
も
思
し
い
。

類
歌
の
後
者
、
契
沖
の
一
首
は
該
歌
に
酷
似
す
る
。
偶
合
か
模
倣
か
は
、
契
沖
の
詠
作
全
体
の
検
証
の
中
で
、
改
め
て
見
定
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

855　

さ
牡ほ

鹿
の
妻
問と

ふ
秋
や
急い
そ

ぐ
ら
ん
岡
☆
を
と

辺へ

の
早
田
早
☆
さ

苗な
へ

と
る
ら
ん

〔
本
文
〕　

○
岡
辺
の―

底
本
「
を
と
へ
の
」
を
、
一
首
の
内
容
と
歌
詞
の
整
合
か
ら
、
字
母
「
止
」
の
「
と
」
は
「
可
」
の
「
か
」
の
誤

写
と
判
断
し
て
、「
岡
辺
の
」
に
改
め
る
。
○
早
苗―

底
本
「
さ
る
へ
」
を
、
一
首
の
内
容
と
歌
詞
の
合
理
か
ら
、
字
母
「
留
」
の



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
一
九

「
る
」
は
「
奈
」
の
「
な
」
の
誤
字
と
判
断
し
て
、「
早
苗
」
に
改
め
る
。

〔
通
釈
〕　牡鹿

が
妻
を
求
め
問
う
秋
に
向
か
っ
て
、
今
急
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
岡
の
辺
り
の
早
稲
田
の
早
苗
を
、
取
り
植
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

〔
参
考
〕　

郭
公
つ
ま
ご
ひ
す
れ
ば
岡
べ
な
る
早
田
は
今
も
早
苗
と
る
ら
し
（
大
納
言
為
家
集
・
文
永
八
年
四
月
四
日
、
続
五
十
首
、
寂
恵

始
入
来
・
岡
郭
公
・
三
三
三
）

五
月
待
つ
早
田
の
早
苗
老
い
ぬ
と
や
お
り
た
つ
田
子
の
今
日
急
ぐ
ら
ん
（
宝
治
百
首
・
夏
・
早
苗
得
・
九
三
六
・
有
教
）

急
ぐ
べ
き
比
は
来
に
け
り
岡
べ
な
る
早
田
の
早
苗
今
や
と
る
ら
ん
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
夏
・
八
四
七
・
鷹
司
院
帥
）

〔
類
歌
〕　

今
日
も
ま
た
お
り
た
つ
田
子
ぞ
急
ぐ
な
る
早
田
の
早
苗
お
ひ
や
過
ぐ
ら
む
（
政
範
集
・
は
ら
か
ら
ど
も
あ
つ
ま
り
て
三
百
六
十

首
の
歌
よ
み
侍
り
し
時
・
怱
早
苗
・
一
九
一
）

ほ
か
よ
り
も
ま
づ
お
り
立
ち
て
岡
辺
な
る
早
田
も
し
る
く
早
苗
取
る
な
り
（
草
庵
集
・
梶
井
宮
に
て
題
を
探
り
て
歌
合
せ
ら
れ

し
と
き
、
早
苗
・
三
〇
八
）

取
り
暮
ら
す
早
苗
も
わ
き
て
五
月
雨
の
ふ
る
の
早
田
や
先
づ
急
ぐ
ら
ん
（
永
享
百
首
・
夏
・
早
苗
・
二
四
八
・
公
保
）

来
む
秋
の
早
田
も
し
る
く
岡
べ
よ
り
我
が
里
か
け
て
早
苗
と
る
な
り
（
通
勝
集
・
住
吉
社
法
楽
百
首　

天
正
十
八
年
十
一
月
廿

八
日　

卅
日
終
之
・
早
苗
・
三
二
七
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
牡
鹿
の
妻
問
ふ
秋
や
急
ぐ
ら
ん―

「
秋
や
急
ぐ
ら
ん
」
と
類
似
の
先
行
例
に
、「
真
木
の
戸
を
あ
く
れ
ば
春
や
急
ぐ
ら
ん

袂
に
さ
え
し
風
ゆ
る
ぶ
な
り
」（
殷
富
門
院
大
輔
集
・
春
・
一
）
が
あ
る
が
、
こ
の
「
春
や
急
ぐ
ら
ん
」
は
「
春
」
が
季
節
の
歩
み
を

早
め
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
趣
意
で
あ
ろ
う
。
後
出
の
「
も
ろ
と
も
に
越
路
の
春
や
急
ぐ
ら
ん
立
ち
遅
れ
じ
と
帰
る
雁
が
ね
」



一
二
〇

（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
春
六
・
一
一
五
・
弁
内
侍
）
の
上
句
は
、
一
緒
に
（
秋
に
や
っ
て
来
た
）
春
の
越
路
を
急
い
で
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
趣
意
で
あ
ろ
う
。
該
歌
の
場
合
、
季
節
は
夏
で
あ
る
か
ら
、
詞
足
ら
ず
の
感
が
あ
る
。
や
が
て
来
る
は
ず
の
、
牡
鹿
が
妻

を
問
い
求
め
る
秋
に
対
し
て
、
今
急
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
趣
旨
に
解
し
て
お
く
。
○
早
田―

わ
さ
だ
。「
早
稲
田
」
と

も
書
く
。
早
い
時
期
に
実
る
稲
の
田
。

〔
補
説
〕　
「
早
田
」
の
「
早
苗
」
を
詠
む
の
は
、
白
河
院
時
代
の
「
来
て
み
れ
ば
ふ
る
の
早
田
の
早
苗
を
も
今
日
ひ
き
つ
れ
て
植
う
る
な

り
け
り
」（
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
・
早
苗
・
三
四
・
重
資
）
が
早
い
。
そ
の
後
、
俊
成
が
「
種
ま
き
し
早
田
の
早
苗
植
ゑ
て
け
り
い
つ
秋

風
の
吹
か
ん
と
す
ら
ん
」（
俊
成
五
社
百
首
・
住
吉
社
・
夏
・
早
苗
・
三
二
六
）
と
、
来
た
る
べ
き
「
秋
風
」
を
詠
み
合
わ
せ
、
恐
ら

く
は
そ
の
影
響
下
に
家
隆
が
「
岡
辺
な
る
早
田
の
穂
向
け
う
ち
な
び
き
昨
日
の
早
苗
秋
風
ぞ
吹
く
」（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・

早
秋
・
四
二
五
・
家
隆
）
と
、
秋
季
に
展
開
す
る
。
こ
の
俊
成
や
家
隆
の
歌
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
直
接
に

は
宗
尊
は
、
該
歌
の
三
月
ほ
ど
前
に
詠
ま
れ
た
参
考
の
為
家
の
「
郭
公
つ
ま
ご
ひ
す
れ
ば
」
の
歌
に
触
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、「
早
田
」
の
「
早
苗
」
を
「
取
る
」
の
は
、
他
の
田
の
そ
れ
に
比
較
し
て
夏
の
よ
り
早
い
時
期
が
本
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
参
考
の

有
教
や
鷹
司
院
帥
の
歌
の
よ
う
に
「
急
ぐ
」
と
詠
ま
れ
る
の
が
当
然
で
、
該
歌
も
そ
れ
に
沿
っ
て
い
る
。

な
お
、
類
歌
の
政
範
の
一
首
は
、
有
教
詠
に
倣
っ
て
い
よ
う
か
。

856　

橘た
ち
花

の
昔
忘わ
す

れ
ぬ
匂
ひ・

ま
で
古ふ
る

き
を
慕し
た

ふ
御
代
や
知し

る・

ら
ん

〔
通
釈
〕　橘の

昔
を
忘
れ
な
い
匂
い
ま
で
が
、
古
い
こ
と
を
思
慕
す
る
御
代
を
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
二
一

〔
参
考
〕　

跡
と
め
て
古
き
を
慕
ふ
世
な
ら
な
む
今
も
あ
り
へ
ば
昔
な
る
べ
し
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
高
倉
院
御
時
、
つ
た
へ
そ
う
せ
さ
す

る
こ
と
侍
り
け
る
に
、
書
き
添
へ
て
侍
り
け
る
・
一
一
五
三
・
西
行
）

昔
知
る
花
橘
の
か
を
る
夜
は
古
き
思
ひ
に
濡
る
る
袖
か
な
（
万
代
集
・
夏
・
七
〇
八
・
中
原
師
季
）

昔
見
ぬ
花
橘
の
匂
ひ
ま
で
玉
の
み
ぎ
り
の
荒
れ
ま
く
も
惜
し
（
壬
二
集
・
夏
・
遠
所
に
て
俊
頼
朝
臣
影
供
侍
り
し
に
・
盧
橘
・

二
二
三
二
。
玉
吟
集
〔
高
松
宮
本
〕・
一
八
八
四
、
三
句
「
匂
ふ
ま
で
」）

月
影
に
昔
忘
れ
ぬ
面
影
の
げ
に
橘
は
袖
の
香
ぞ
す
る
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
夏
・
夜
盧
橘
・
三
七
〇
・
家
長
）

〔
類
歌
〕　

い
か
な
ら
ん
世
に
か
忘
れ
ん
橘
の
匂
ひ
も
深
き
今
朝
の
情
け
を
（
中
務
内
侍
日
記
・
一
六
・
左
中
将
）

〔
語
釈
〕　

○
古
き
を
慕
ふ―

底
本
「
ふ
る
き
」
の
「
る
」（
字
母
「
留
」）
は
「
か
」（
字
母
「
可
」）
に
も
見
え
る
が
、「
る
」
に
読
ん
で

お
く
。
西
行
は
参
考
に
挙
げ
た
歌
の
外
に
、「
い
そ
の
か
み
古
き
を
慕
ふ
世
な
り
せ
ば
荒
れ
た
る
宿
に
人
住
み
な
ま
し
」（
西
行
法
師
家

集
・
雑
・
五
七
一
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。
宗
尊
は
こ
れ
ら
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
○
御
代
や
知
る
ら
む―

837
番
歌
に
も
用
い
て
い

る
。

〔
補
説
〕　

大
き
な
枠
組
み
で
は
、「
五
月
待
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」（
古
今
集
・
夏
・
一
三
九
・
読
人
不
知
）

を
初
め
と
す
る
、
昔
を
想
起
さ
せ
る
「
橘
（
花
橘
）」
の
類
型
の
中
に
あ
る
一
首
で
あ
る
。

857　

筑つ
く

摩ま

江え

の
沼ぬ
ま

江え

の
水
に
お
り
立
ち・

て
人
苦く
る

し
め
の
菖あ
や
め蒲

引
く・

ら
し

〔
通
釈
〕　筑摩

江
の
沼
江
の
水
の
と
こ
ろ
に
降
り
立
っ
て
、
人
を
苦
し
め
る
と
い
う
菖
蒲
を
引
く
ら
し
い
よ
。



一
二
二

〔
本
歌
〕　

近
江
に
か
あ
り
と
い
ふ
な
る
み
く
り
く
る
人
苦
し
め
の
筑
摩
江
の
沼
（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
四
四
・
道
信
）

〔
参
考
〕　

筑
摩
江
の
沼
江
の
水
や
寒
か
ら
し
人
苦
し
め
の
あ
や
め
引
く
な
り
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
夏
・
六
六
・
公
朝
。

夫
木
抄
・
夏
一
・
中
務
卿
親
王
家
歌
合
・
昌
蒲
・
二
六
三
八
、
三
句
「
ふ
か
か
り
し
」）

〔
語
釈
〕　

○
筑
摩
江―

近
江
国
の
歌
枕
。
現
滋
賀
県
米
原
市
朝
妻
筑
摩
辺
り
の
琵
琶
湖
の
入
り
江
を
言
う
。
○
沼
江
の
水―

底
本
「
ぬ
ま

え
」
の
「
ま
」（
字
母
「
万
」）
は
「
さ
」（
字
母
「
左
」）
に
も
見
え
る
が
、「
ま
」
と
読
ん
で
お
く
。
歌
語
と
し
て
の
用
例
は
少
な
い
。

『
為
忠
家
初
度
百
首
』（
春
・
沼
水
杜
若
）
の
為
業
の
「
春
深
み
沼
江
の
水
に
影
見
え
て
花
咲
き
に
け
る
杜
若
か
な
」（
一
四
三
）
が
早

い
例
。
同
百
首
に
参
加
し
て
い
た
俊
成
に
「
春
深
き
沼
江
の
水
の
岩
か
き
に
な
ほ
か
き
こ
む
る
杜
若
か
な
」（
俊
成
五
社
百
首
・
日
吉

社
・
春
・
杜
若
・
四
一
七
）
の
作
が
あ
る
。
○
人
苦
し
め―

本
歌
の
詞
を
取
る
が
、
本
歌
は
「
み
く
り
く
る
」（
三
稜
草
を
手
繰
る
）

が
序
の
働
き
を
し
て
「
繰
る
」
と
同
音
の
「
苦
」
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
「
苦
」
に
「
繰
る
」
が
響
く
。

〔
補
説
〕　
『
後
拾
遺
集
』
の
道
信
詠
を
本
歌
に
し
た
、
参
考
の
公
朝
の
歌
に
倣
っ
た
一
首
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
公
朝
の
歌
も
該
歌
も
、「
筑

摩
江
の
底
の
深
さ
を
よ
そ
な
が
ら
引
け
る
菖
蒲
の
根
に
て
知
る
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
一
・
良
暹
）
や
「
い
づ
こ
と
ぞ
待
ち

し
沼
江
の
菖
蒲
草
今
日
こ
そ
長
き
た
め
し
に
は
引
け
」（
寛
喜
女
御
入
内
和
歌
・
五
月
・
沼
江
昌
蒲

に

（
マ
マ
）

・
三
五
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・

二
一
〇
〇
、
初
句
「
い
つ
か
と
ぞ
」）
に
も
負
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
将
軍
で
あ
っ
た
宗
尊
の
、
関

東
の
僧
界
と
歌
壇
に
重
き
を
為
し
た
公
朝
の
歌
へ
の
関
心
が
見
て
取
れ
る
。

858　

ゑ
ぐ
摘つ

む
と
濡ぬ

れ
し
に
ま
さ
る
袂
か哉な
山
田
の
沢さ
は

の
五
月
雨
の
比

〔
通
釈
〕



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
二
三

（
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
人
の
為
に
）
え
ぐ
を
摘
む
と
い
っ
て
濡
れ
た
の
に
ま
さ
る
、
こ
の
袂
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
山
に
あ
る
田
の
沢

の
五
月
雨
が
降
る
こ
の
頃
よ
。

〔
本
歌
〕　

君
が
た
め
山
田
の
沢
に
ゑ
ぐ
摘
む
と
濡
れ
に
し
袖
は
今
も
乾
か
ず
（
後
撰
集
・
春
上
・
三
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

小
山
田
に
引
く
し
め
縄
の
う
ち
は
へ
て
朽
ち
や
し
ぬ
ら
む
五
月
雨
の
比
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
二
六
・
良
経
）

早
苗
と
る
山
田
の
水
や
ま
さ
る
ら
ん
空
に
ま
か
す
る
五
月
雨
の
頃
（
為
家
千
首
・
夏
・
二
三
二
）

〔
語
釈
〕　

○
ゑ
ぐ―
本
歌
の
異
伝
と
も
言
え
る
『
万
葉
集
』
の
「
君
が
た
め
山
田
の
沢
に
ゑ
ぐ
摘
む
と
雪
消
の
水
に
裳
の
裾
濡
れ
ぬ
」

（
巻
十
・
春
雑
歌
・
一
八
三
九
・
作
者
未
詳
）
以
来
の
語
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』
が
言
う
と
お
り
、
①
芹
の
別
名
、
②
黒
慈
姑
の
古

名
、
③
若
菜
の
芽
を
出
し
た
ば
か
り
を
い
う
、
の
三
説
が
、
中
古
以
来
行
わ
れ
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
摘
む
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
②
は
排
除
さ
れ
、
③
は
こ
れ
を
否
定
す
る
形
で
見
え
る
説
で
あ
る
の
で
、
①
に
つ
い
て
お
く
。

859　

み
じ
か
夜
は
山
の
端は

遠
き
月
影
の
有在

明
な
ら
ぬ
し
の
のゝ
め
ぞ
な
き

〔
通
釈
〕　夏の

短
い
夜
は
、（
沈
み
入
る
西
の
）
山
の
端
が
ま
だ
遠
い
月
が
、（
明
け
方
に
も
残
る
）
有
明
の
月
で
は
な
い
早
朝
は
な
い
よ
。

〔
参
考
〕　

み
じ
か
夜
の
空
行
く
月
の
や
す
ら
ひ
を
さ
そ
ひ
残
し
て
明
く
る
し
の
の
め
（
弘
長
百
首
・
夏
・
夏
月
・
一
七
一
・
家
良
）

卯
の
花
の
咲
け
る
あ
た
り
を
過
ぎ
行
け
ば
有
明
な
ら
ぬ
暁
ぞ
な
き
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
夏
・
七
八
・
行
円
）

〔
類
歌
〕　

い
づ
か
た
も
山
の
端
遠
き
な
か
ぞ
ら
の
雲
間
に
明
く
る
み
じ
か
夜
の
月
（
新
千
載
集
・
夏
・
嘉
元
元
年
伏
見
院
に
三
十
首
歌
奉

り
け
る
時
、
夏
月
・
二
九
四
・
冬
平
）



一
二
四

有
明
の
月
の
ま
ま
に
て
山
の
端
の
白
む
も
見
え
ぬ
し
の
の
め
の
空
（
他
阿
上
人
集
・
同
〔
正
和
〕
四
年
、
為
相
卿
合
点
の
歌
・

秋
・
四
六
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
し
の
の
め―

東
の
空
が
白
む
夜
明
け
方
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
両
首
に
倣
っ
た
と
思
し
い
歌
で
あ
る
が
、
家
隆
の
「
み
じ
か
夜
の
ま
だ
臥
し
な
れ
ぬ
蘆
の
屋
の
つ
ま
も
あ
ら
は
に
明
く

る
し
の
の
め
」（
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
四
。
最
勝
四
天
王
院
和
歌
・
蘆
屋
里
摂
津
・
七
七
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
三
九
）
や
順

徳
院
の
「
夏
深
き
板
井
の
水
の
岩
枕
秋
風
な
ら
ぬ
暁
ぞ
な
き
」（
続
拾
遺
集
・
夏
・
納
涼
の
心
を
・
二
一
二
・
順
徳
院
）
等
も
、
宗
尊

の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

860　

ひ
ま
の
な
き
庭
の
夏
草
い
に
し
へ
の
我わ

が
人一

言こ
と

の
形か
た

見み

に
ぞ
見み

る

〔
通
釈
〕　隙間

の
な
い
び
っ
し
り
と
生
い
茂
っ
た
庭
の
夏
草
は
、
昔
の
絶
え
間
の
な
か
っ
た
私
の
噂
の
形
見
と
し
て
見
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

人
言
は
夏
野
の
草
の
繁
く
と
も
君
と
我
と
し
た
づ
さ
は
り
な
ば
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
七
・
人
麿
。
原
歌
万
葉
集
・
巻
十
・

夏
相
聞
・
寄
レ
草
・
一
九
八
三
・
作
者
未
詳
）

〔
参
考
〕　

朽
ち
も
せ
ぬ
そ
の
名
ば
か
り
を
と
ど
め
お
き
て
枯
野
の
薄
形
見
に
ぞ
見
る
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
九
三
・
西
行
）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
人
言―

私
に
関
す
る
他
の
人
の
言
葉
・
評
判
（
噂
）。
底
本
「
一
こ
と
」
を
、
本
歌
と
一
首
の
内
容
か
ら
、「
人
言
」
に

解
し
て
、
表
記
を
改
め
た
。

〔
補
説
〕　

778
番
歌
「
繁
か
ら
し
我
が
人
言
は
昔
に
て
露
の
み
深
き
宿
の
夏
草
」
と
は
同
工
異
曲
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
二
五

861　

忘わ
す

れ
め
や
あ
や
し
き
垣か
き

の
た
そ
か
れ
に
一
房ふ
さ

折
り・

し
夕
顔か
ほ

の
花は
な

〔
通
釈
〕　忘れ

よ
う
か
（
い
や
忘
れ
な
い
よ
）。
み
す
ぼ
ら
し
い
垣
根
の
た
そ
が
れ
時
に
、
一
房
折
っ
た
あ
の
夕
顔
の
花
を
。

〔
本
説
・
本
歌
〕　
「
遠
方
人
に
も
の
申
す
」
と
、
ひ
と
り
ご
ち
た
ま
ふ
を
、
御
随
身
つ
い
ゐ
て
、「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な
む
、
夕
顔
と
申

し
侍
る
。
花
の
名
は
人
め
き
て
、
か
う
あ
や
し
き
垣
根
に
な
む
咲
き
侍
り
け
る
」
と
申
す
。
げ
に
い
と
小
家
が
ち
に
、
む
つ
か
し
げ
な

る
わ
た
り
の
、
こ
の
も
か
の
も
あ
や
し
く
う
ち
よ
ろ
ぼ
ひ
て
、
む
ね
む
ね
し
か
ら
ぬ
軒
の
つ
ま
な
ど
に
は
ひ
ま
つ
は
れ
た
る
を
、「
口

惜
し
の
花
の
契
り
や
、
一
房
折
り
て
参
れ
」
と
、
の
た
ま
へ
ば
、
こ
の
お
し
あ
げ
た
る
門
に
入
り
て
折
る
。（
中
略
）
御
畳
紙
に
、
い

た
う
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
書
き
か
へ
た
ま
ひ
て
、

寄
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
見
め
た
そ
か
れ
に
ほ
の
ぼ
の
見
つ
る
花
の
夕
顔

あ
り
つ
る
御
随
身
し
て
遣
は
す
。（
源
氏
物
語
・
夕
顔
。
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
に
拠
る
）

〔
類
歌
〕　

忘
れ
ぬ
は
形
見
ば
か
り
を
と
ど
め
お
き
て
は
か
な
く
消
え
し
夕
顔
の
露
（
如
願
法
師
集
・
寄
源
氏
恋
を
・
六
三
三
）

〔
補
説
〕　

本
説
・
本
歌
の
中
略
の
前
ま
で
は
、
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
を
訪
れ
る
途
次
、
五
条
の
大
弐
乳
母
の
病
気
を
見
舞
っ
た
折
に
、

女
（
夕
顔
）
の
い
る
隣
家
の
様
子
が
気
に
掛
か
り
、
そ
こ
に
咲
く
花
（
夕
顔
）
を
め
ぐ
っ
て
随
身
と
や
り
と
り
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ

の
後
、
女
の
家
の
女
童
が
源
氏
の
随
身
に
白
い
扇
に
載
せ
て
花
を
渡
し
、
そ
れ
が
惟
光
を
介
し
て
源
氏
の
手
に
入
る
。
そ
し
て
、「
惟

光
に
紙
燭
召
し
て
、
あ
り
つ
る
扇
御
覧
ず
れ
ば
、
も
て
な
ら
し
た
る
移
り
香
、
い
と
し
み
深
う
な
つ
か
し
く
て
、
を
か
し
う
す
さ
み
書

き
た
り
。
＼
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花
＼
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
ま
ぎ
ら
は
し
た
る
も
、
あ
て
は
か

に
ゆ
ゑ
づ
き
た
れ
ば
、
い
と
思
ひ
の
ほ
か
に
を
か
し
う
お
ぼ
え
た
ま
ふ
。」
と
、
女
の
贈
歌
が
あ
り
、
そ
れ
に
返
し
た
の
が
、
中
略
の



一
二
六

後
の
源
氏
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
場
面
を
念
頭
に
置
き
、
光
源
氏
が
回
想
す
る
体
で
詠
じ
た
作
で
あ
ろ
う
。

862　

御み

垣か
み

守も
り

衛
士
の
焚た

く
火
の
数
添そ

ひ
て
玉
敷し

く
庭
に
飛
ぶ・

蛍ほ
た
る

か哉な

〔
通
釈
〕　内裏

の
御
垣
守
で
あ
る
衛
士
が
焚
く
火
の
数
が
そ
こ
に
付
け
加
わ
っ
て
、
玉
を
敷
き
つ
め
た
庭
に
飛
ぶ
、
蛍
（
の
火
）
で
あ
る
こ
と

だ
な
。

〔
本
歌
〕　

御
垣
守
衛
士
の
焚
く
火
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
も
の
を
こ
そ
思
へ
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
二
五
・
能
宣
）

晴
る
る
夜
の
星
か
河
辺
の
蛍
か
も
わ
が
住
む
か
た
の
海
人
の
焚
く
火
か
（
伊
勢
物
語
・
八
十
七
段
・
一
六
〇
・
主
の
男
。
新
古

今
集
・
雑
中
・
一
五
九
一
・
業
平
）

〔
参
考
〕　

光
添
ふ
玉
し
く
庭
の
と
も
し
火
に
面
影
見
ゆ
る
星
逢
ひ
の
空
（
宝
治
百
首
・
秋
・
乞
巧
奠
・
一
二
六
三
・
為
氏
）

863　

雲
間
よ
り
日
影
涼す

ゝ

し
く
う
つ
ろ
ひ
て
夕
立
晴は

る
るゝ
遠
の
山
の
端は

〔
本
文
〕　

○
遠
の
山
の
端―

底
本
「
遠
の
と〃

を〃

や
まの
は

 

」（「
と
を
」
の
各
字
中
に
見
消
ち
し
て
「
や
ま
」
の
下
右
傍
に
小
字
で
「
の
は
」）

と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　雲間

か
ら
日
の
光
が
涼
し
い
感
じ
で
照
り
映
え
て
、
夕
立
が
晴
れ
ゆ
く
遠
く
の
山
の
端
よ
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
二
七

〔
参
考
〕　

山
本
の
遠
の
日
影
は
さ
だ
か
に
て
か
た
へ
涼
し
き
夕
立
の
空
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
一
二
八
・
為
家
。
風
雅
集
・
夏
・

四
〇
六
）

こ
の
里
は
雲
間
も
見
え
ぬ
夕
立
に
日
影
い
ざ
よ
ふ
遠
の
山
の
端
（
宝
治
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
一
三
〇
・
実
雄
）

日
影
さ
す
方
も
涼
し
く
な
り
に
け
り
山
の
あ
な
た
に
夕
立
の
雲
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
夏
・
一
一
二
・
重

教
）

〔
類
歌
〕　

村
時
雨
過
ぎ
ゆ
く
峰
の
雲
間
よ
り
日
影
う
つ
ろ
ふ
遠
の
山
も
と
（
玉
葉
集
・
冬
・
八
四
三
・
公
相
）

一
む
ら
の
時
雨
る
る
雲
は
か
つ
晴
れ
て
日
影
に
か
は
る
遠
の
山
の
端
（
俊
光
集
・
冬
・
時
雨
易
過
・
三
四
三
）

さ
ら
に
ま
た
日
影
う
つ
ろ
ふ
竹
の
葉
に
涼
し
さ
見
ゆ
る
夕
立
の
跡
（
文
保
百
首
・
夏
・
六
二
九
・
実
泰
。
風
雅
集
・
夏
・

四
一
五
）

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
三
首
の
中
で
も
特
に
宗
尊
親
王
幕
下
の
歌
人
藤
原
重
教
の
歌
に
類
似
す
る
。
宗
尊
が
こ
の
歌
を
見
知
っ
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
や
や
説
明
的
な
重
教
詠
に
比
す
る
と
、
該
歌
は
共
感
覚
的
で
あ
り
、「
日
影
涼
し
く
う
つ
ろ
ひ
て
」
の
措
辞
が

新
鮮
で
あ
る
。

本
抄
の
類
詠
「
見
渡
せ
ば
雲
間
の
日
影
う
つ
ろ
ひ
て
む
ら
む
ら
か
は
る
山
の
色
か
な
」（
巻
四
・
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
、
柿
本
影

前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
・
雑
・
676
）
が
『
風
雅
集
』（
雑
中
・
一
六
四
八
）
に
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
類
歌
に
挙
げ

た
歌
と
の
類
似
か
ら
も
、
該
歌
は
気
象
と
光
彩
の
変
化
を
共
感
覚
を
交
え
て
叙
す
る
京
極
派
の
好
尚
に
通
う
一
首
で
あ
る
。

864　

浦
梨な

し

の
片か
た

枝
涼す
ゝ

し
く
吹
く・

風
に
お
ふ
の
浦う
ら

人
御（
み
そ
ぎ
）祓す
ら
し
も



一
二
八

〔
通
釈
〕

（「
生
ふ
」
の
）
浦
に
生
え
る
梨
の
片
方
の
枝
を
涼
し
く
吹
く
風
に
、「
お
ふ
」
の
浦
人
は
禊
ぎ
を
す
る
ら
し
い
な
。

〔
本
歌
〕　

を
ふ
の
浦
に
片
枝
さ
し
覆
ひ
な
る
梨
の
な
り
も
な
ら
ず
も
寝
て
か
た
ら
は
む
（
古
今
集
・
東
歌
・
伊
勢
う
た
・
一
〇
九
九
）

〔
参
考
〕　

み
そ
ぎ
す
る
汀
に
風
の
涼
し
き
は
一
夜
を
こ
め
て
秋
や
来
ぬ
ら
ん
（
金
葉
集
・
夏
・
一
五
五
・
顕
隆
）

片
枝
さ
す
を
ふ
の
浦
梨
初
秋
に
な
り
も
な
ら
ず
も
風
ぞ
身
に
し
む
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
八
一
・
宮
内
卿
）

〔
語
釈
〕　

○
お
ふ
の
浦
人―
「
お
ふ
の
浦
」
は
、
伊
勢
国
の
歌
枕
と
い
う
が
所
在
は
不
明
。「
生
ふ
の
浦
」
と
書
く
説
が
あ
る
が
、
仮
名

遣
い
は
「
お
ふ
」
か
「
を
ふ
」
か
、
確
説
を
見
な
い
。
志
摩
国
（
現
三
重
県
鳥
羽
市
）
の
「
麻
生
の
浦
」
に
比
定
す
る
説
も
行
わ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
梨
」
の
縁
で
「
生
ふ
」
が
掛
か
る
。
○
御
祓―

み
そ
ぎ
、
禊
ぎ
。
身
に
穢
れ
が
あ
る
時
や
神
事
祭
祀
の
前

に
、
水
で
汚
穢
を
浄
め
る
行
為
。
こ
こ
は
、
陰
暦
六
月
三
十
日
に
半
年
間
の
穢
れ
を
払
う
「
夏
越
し
の
祓
へ
」
の
そ
れ
。

秋

865　

打
ち・

な
び
き
今
吹
き・

ぬ
ら
し
天
の・

河
水
陰か

け

草
の
秋あ

き

の
初は

つ

風か
せ

〔
通
釈
〕　

秋

草
が
靡
き
、
秋
と
な
っ
た
今
ま
さ
に
風
が
吹
い
た
ら
し
い
。
天
の
川
の
水
陰
草
を
靡
か
せ
て
吹
く
秋
の
初
風
よ
。　

〔
本
歌
〕　

天
の
川
水
陰
草
の
秋
風
に
な
び
く
を
見
れ
ば
時
は
来
ぬ
ら
し
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
七
夕
・
二
〇
一
三
・
作
者
未
詳
。

五
代
集
歌
枕
・
あ
ま
の
が
は
・
一
二
八
九
）

〔
参
考
〕　

白
妙
の
水
陰
草
や
な
び
く
ら
ん
天
の
河
原
の
秋
の
初
風
（
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
初
秋
風
・
一
〇
一
・
経
朝
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
二
九

う
ち
な
び
き
秋
は
来
に
け
り
花
薄
ほ
さ
か
の
駒
も
今
や
引
く
ら
ん
（
現
存
六
帖
抜
粋
本
・
こ
ま
ひ
き
・
三
四
・
家
良
か
。
夫
木

抄
・
秋
二
・
薄
・
四
三
七
六
・
家
良
）

〔
語
釈
〕　

○
今
吹
き
ぬ
ら
し―

七
夕
を
題
と
す
る
本
歌
の
「
時
は
来
ぬ
ら
し
」
を
承
け
て
言
う
。
従
っ
て
「
今
」
は
、
七
月
七
日
と
な
る

時
で
あ
る
初
秋
と
い
う
こ
と
。
○
水
陰
草―

水
辺
に
生
え
る
草
の
意
と
い
う
。
万
葉
以
来
、「
天
の
川
」
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
。

866　

唐か
ら

衣
紐ひ

も

解と

き
か
け
て
七
夕
の
寝ぬ

る
夜よ

は
年と

し

に
た
だゝ
一
夜よ

の
み

〔
通
釈
〕唐

衣
の
紐
を
解
き
始
め
て
、
七
夕
の
両
星
が
共
に
寝
る
夜
は
、
年
に
た
だ
一
夜
の
み
な
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

玉
鬘
絶
え
ぬ
も
の
か
ら
さ
寝
ら
く
は
年
の
渡
り
に
た
だ
一
夜
の
み
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
〇
七
八
・
作
者
未
詳
。
古

今
六
帖
・
第
一
・
七
日
の
夜
・
一
三
八
、
三
句
「
さ
寝
る
夜
は
」。
綺
語
抄
・
一
二
一
、
四
二
一
、
四
八
三
、
三
句
同
上
。
異
伝
後

撰
集
・
秋
・
二
三
四
・
読
人
不
知
、
三
句
「
あ
ら
た
ま
の
」）

〔
語
釈
〕　

○
唐
衣―

「
紐
」
の
枕
詞
だ
が
、
唐
風
の
着
物
の
意
が
活
き
る
。
○
紐
解
き
か
け
て―

新
奇
な
句
。「
か
け
て
」
を
動
作
を
し

始
め
る
意
に
解
し
た
が
、
後
出
の
例
に
は
、「
誰
か
来
ん
庭
の
柳
の
ま
ゆ
ね
垣
紐
と
き
か
け
て
春
風
ぞ
吹
く
」（
文
保
百
首
・
春
・

三
〇
〇
四
・
定
為
）
と
あ
る
の
に
照
ら
す
と
、
着
物
の
紐
を
解
い
て
そ
れ
を
何
か
に
掛
け
る
意
に
も
解
し
得
る
か
。

867　

袖
濡ぬ

ら
す
秋
の
涙
の
夕
暮く
れ

を
ま
づ
知し

る
物
や
荻お
き

の
上う
は

風



一
三
〇

〔
通
釈
〕袖

を
濡
ら
す
秋
の
涙
の
夕
暮
を
、
先
ず
最
初
に
知
っ
て
そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
荻
を
吹
く
上
風
で
あ
る
の
か
よ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
も
辛
き
も
つ
げ
な
く
に
ま
づ
知
る
物
は
涙
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

秋
に
な
る
野
辺
の
け
し
き
の
あ
は
れ
を
も
先
づ
知
る
物
は
荻
の
上
風
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
一
四
二
・
俊
成
）

荻
の
葉
に
吹
き
と
吹
き
ぬ
る
秋
風
の
涙
さ
そ
は
ぬ
夕
暮
ぞ
な
き
（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
二
四
・
公
経
）

夕
暮
は
ま
が
き
の
荻
に
吹
く
風
の
目
に
見
ぬ
秋
を
知
る
涙
か
な
（
土
御
門
院
百
首
・
荻
・
四
三
。
秋
風
集
・
秋
上
・
二
五
三
・

土
御
門
院
）

〔
類
歌
〕　

荻
の
葉
の
音（

マ
マ
）に
た
て
ぬ
秋
風
の
ま
づ
知
る
物
は
寝
覚
め
な
り
け
り
（
新
三
井
集
・
秋
上
・
一
七
九
・
公
朝
）

〔
語
釈
〕　

○
秋
の
涙―

鎌
倉
時
代
初
め
か
ら
詠
ま
れ
る
詞
。
宗
尊
は
該
歌
以
前
に
も
「
干
し
あ
へ
ぬ
秋
の
涙
を
飽
か
ず
と
や
袖
に
時
雨
れ

て
冬
の
来
ぬ
ら
ん
」（
瓊
玉
集
・
冬
・
初
冬
の
心
を
・
二
七
四
）
と
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

よ
り
直
接
に
は
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
に
し
て
、
参
考
の
俊
成
詠
に
倣
っ
て
い
よ
う
か
。
一
首
の
想
念
上
は
、
参
考
の
後
者
二

首
に
も
通
う
が
、
大
き
な
枠
組
み
で
は
「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・

二
二
九
・
義
孝
）
の
言
う
「
荻
の
上
風
」
の
通
念
の
中
に
あ
り
、「
物
ご
と
に
秋
の
け
し
き
は
し
る
け
れ
ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上

風
」（
千
載
集
・
秋
上
・
二
三
三
・
行
宗
）
の
類
型
に
連
な
る
一
首
で
も
あ
る
。

868　

う
つ
り
行
く・

身
の
み
ふ
る
枝え

の
萩
が
花
本も
と

の
心
の
秋あ
き

は
忘
れ
ず

〔
通
釈
〕



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
三
一

変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
の
身
だ
け
が
月
日
を
や
り
過
ご
し
、
古
枝
の
萩
の
花
は
以
前
の
ま
ま
の
心
で
、
咲
く
秋
は
忘
れ
な
い
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

秋
萩
の
古
枝
に
咲
け
る
花
見
れ
ば
本
の
心
は
忘
れ
ざ
り
け
り
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
九
・
躬
恒
）

〔
語
釈
〕　

○
身
の
み
ふ
る
枝
の―

「
身
の
み
経
る
」
か
ら
「
ふ
る
」
を
掛
詞
に
「
古
枝
の
」
に
鎖
る
。
類
例
に
、
阿
仏
尼
の
「
憂
き
人
の

種
ま
く
草
も
あ
る
も
の
を
身
の
み
ふ
る
や
の
忍
ぶ
苦
し
さ
」（
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
・
鹿
島
社
・
片
思
・
四
八
五
）
が
あ
る
。

869　

春
日
野
や
若
紫
の
袖
見み

え
て
尾
花
の
乱み

た

れ
秋あ

き

風
ぞ
吹ふ

く

〔
通
釈
〕　春日

野
よ
。（
あ
の
古
歌
の
）
若
々
し
い
紫
草
の
よ
う
な
若
い
女
の
袖
が
見
え
て
、「
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
な
ら
ず
私
の
心
の
乱
れ
の
よ

う
に
尾
花
の
乱
れ
を
さ
そ
う
、
秋
風
が
吹
く
。

〔
本
歌
〕　

春
日
野
の
若
紫
の
摺
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず
（
伊
勢
物
語
・
一
段
・
一
・
男
。
新
古
今
集
・
恋
一
・
九
九
四
・
業

平
）

〔
参
考
〕　

夕
立
の
雨
う
ち
降
れ
ば
春
日
野
の
尾
花
が
末
の
白
露
思
ほ
ゆ
（
万
葉
集
・
巻
十
六
・
有
由
縁
并
雑
歌
・
三
八
一
九
・
小
鯛
王
。

万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
一
六
九
・
作
者
未
詳
、
二
句
「
雨
降
る
ご
と
に
〈
一
云
う
ち
ふ
れ
ば
〉」
四
句
「
尾
花
が
上

の
」。
古
今
六
帖
・
第
一
・
ゆ
ふ
だ
ち
・
五
一
〇
、
下
句
「
尾
花
が
上
の
白
露
は
思
ほ
ゆ
」。
五
代
集
歌
枕
・
六
六
九
、
四
句

「
尾
花
が
上
の
」）

穂
に
出
づ
る
野
辺
の
尾
花
も
あ
り
し
よ
り
乱
れ
ま
さ
り
て
秋
風
ぞ
吹
く
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
二
二
二
・
鷹
司
院
帥
）

〔
語
釈
〕　

○
春
日
野―

大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
市
の
春
日
山
の
南
東
麓
一
帯
に
広
が
る
野
。「
尾
花
」
は
必
ず
し
も
そ
の
景
物
と
は
言



一
三
二

え
ず
、
参
考
の
万
葉
歌
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
○
尾
花
の
乱
れ―

本
歌
を
承
け
て
、
か
つ
「
若
紫
の
袖
」
の
縁
で
、
自
分
の
心
の

「
乱
れ
」
を
掛
け
る
。

〔
補
説
〕　
「
春
日
野
」
の
「
若
紫
」
と
「
尾
花
」
の
詠
み
併
せ
は
例
を
見
な
い
。「
若
紫
の
袖
見
え
て
」「
尾
花
の
乱
れ
」
も
新
奇
な
措
辞

で
あ
る
。
一
首
の
景
趣
は
不
分
明
だ
が
、
春
日
野
を
吹
く
秋
風
に
、
業
平
の
故
事
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
若
紫
即
ち
若
い
女
の
袖
が
飜

り
、
自
分
の
心
が
乱
れ
る
よ
う
に
、
尾
花
が
乱
れ
て
い
る
さ
ま
を
叙
し
た
か
。

870　

乱み
た

れ
じ
な
道
あ
る
御
代
の
蘭
（
ふ
ぢ
ば
か
ま
）いか

に
吹ふ

く
と
も
野
辺へ

の
秋
風か
せ

〔
通
釈
〕　乱れ

る
ま
い
よ
。
正
し
い
道
が
あ
る
御
代
に
咲
く
藤
袴
は
、
野
辺
の
秋
風
が
ど
の
よ
う
に
吹
く
と
し
て
も
。（
天
子
の
正
し
い
政
道

の
下
に
あ
る
私
は
、
ど
の
よ
う
な
邪
風
に
も
乱
れ
る
ま
い
よ
）。

〔
本
文
〕　

扶
桑
豈
無
影
乎
（
ふ
さ
う
あ
に
か
げ
な
か
ら
む
や
）　

浮
雲
掩
而
忽
昏
（
ふ
う
ん
お
ほ
て
た
ち
ま
ち
に
く
ら
し
）　

叢
蘭
豈
不
芳

乎
（
そ
う
ら
ん
あ
に
か
う
ば
し
か
ら
ざ
ら
む
や
）　

秋
風
吹
而
先
敗
（
あ
き
の
か
ぜ
ふ
い
て
ま
づ
や
ぶ
る
）（
和
漢
朗
詠
集
・

　

蘭
・
菟
裘
賦
・
二
八
七
・
兼
明
）

〔
参
考
〕　

近
江
の
や
坂
田
の
稲
を
掛
け
積
み
て
道
あ
る
御
代
の
初
め
に
ぞ
舂
く
（
新
古
今
集
・
賀
・
仁
安
元
年
、
大
嘗
会
悠
紀
歌
た
て
ま

つ
り
け
る
に
、
稲
舂
歌
・
七
五
三
）

藤
袴
主
は
誰
と
も
し
ら
露
の
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
野
辺
の
秋
風
（
新
古
今
集
・
秋
上
・
蘭
を
よ
め
る
・
三
三
九
・
公
猷
）

〔
語
釈
〕　

○
蘭―

藤
袴
（
フ
ヂ
バ
カ
マ
）。「
蘭
」
は
漢
名
由
来
の
表
記
。
キ
ク
科
の
多
年
草
。
い
わ
ゆ
る
秋
の
七
草
の
一
つ
。
一
メ
ー
ト



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
三
三

ル
程
の
高
さ
で
葉
は
対
生
し
、
秋
に
淡
紫
色
の
小
花
を
つ
け
る
。
○
い
か
に
吹
く
と
も―

次
句
の
「
野
辺
の
秋
風
」
と
倒
置
。「
数
数

に
思
ひ
し
こ
と
は
音
に
た
て
じ
か
よ
ふ
松
風
は
い
か
に
吹
く
と
も
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
九
月
五
十
首
御
会
・
寄
琴
恋
・

一
一
九
七
。
仙
洞
句
題
五
十
首
・
二
八
八
、
下
句
「
か
よ
ふ
松
風
い
か
に
吹
く
ら
む
」）
等
に
学
ぶ
か
。

〔
補
説
〕　

本
文
の
兼
明
の
詩
句
は
、「
佞
臣
の
た
め
に
天
子
の
聖
明
も
自
己
の
忠
誠
も
遮
ら
れ
て
し
ま
う
嘆
き
を
述
べ
た
も
の
」
で
「
太

陽
を
天
子
に
、
浮
雲
・
秋
風
を
佞
臣
藤
原
兼
通
に
、
作
者
兼
明
親
王
自
身
を
叢
蘭
に
擬
し
た
」（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
和
漢
朗
詠
集
』

大
曽
根
章
介
頭
注
）
と
い
う
。
宗
尊
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
じ
中
書
王
の
先
人
兼
明
（
蘭
）
に
自
ら
を
重
ね
つ
つ
、
そ
れ
を
超
え
て
、

亀
山
天
皇
の
代
の
自
分
は
、
佞
臣
奸
物
や
邪
心
偏
見
に
は
屈
し
な
い
の
だ
、
と
宣
し
て
い
る
趣
な
の
で
あ
ろ
う
。
波
乱
の
人
生
を
経
た

上
で
の
、
一
種
の
覚
悟
あ
る
い
は
諦
観
の
よ
う
な
も
の
が
窺
わ
れ
る
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
弟
の
亀
山
天
皇
の
治
世
に
対
す
る
讃
美
を

見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。『
正
徹
物
語
』
が
「
宗
尊
親
王
は
四
季
の
歌
に
も
、
良
も
す
れ
ば
述
懐
を
詠
み
給
ひ
し
を
難
に
申
し
け
る

也
。
物
哀
れ
の
体
は
歌
人
の
必
定
す
る
所
也
。
此
の
体
は
好
み
て
詠
ま
ば
、
さ
こ
そ
あ
ら
ん
ず
れ
ど
も
、
生
得
の
口
つ
き
に
て
あ
る

也
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
と
言
う
と
お
り
、
四
季
歌
に
述
懐
を
詠
じ
る
宗
尊
詠
の
典
型
で
も
あ
る
。

871　

さ
ら
で
だ
に
夕
暮く

れ

待ま

た
ぬ
露
おを

き
て
あ
だ
し
心
に
咲さ

け
る
朝
顔か
ほ

〔
通
釈
〕　そう

で
な
く
て
さ
え
夕
暮
を
待
た
な
い
で
置
く
露
、
そ
れ
を
も
措
い
て
、
浮
気
な
心
の
ま
ま
に
朝
早
く
か
ら
咲
い
て
い
る
朝
顔
よ
。

〔
本
歌
〕　

君
を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が
も
た
ば
末
の
松
山
浪
も
越
え
な
む
（
古
今
集
・
東
歌
・
陸
奥
歌
・
一
〇
九
三
）

〔
参
考
〕　

夕
暮
の
さ
び
し
き
も
の
は
槿
の
花
を
頼
め
る
宿
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
八
・
読
人
不
知
）



一
三
四

〔
語
釈
〕　

○
夕
暮
待
た
ぬ―

「
長
き
日
も
夕
暮
待
た
ぬ
山
陰
に
な
ほ
空
と
づ
る
五
月
雨
の
比
」（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
夏
・
五
月
雨
・

一
五
三
・
親
行
）
が
先
行
例
。
○
露
お
き
て―

「
露
」
が
「
置
い
て
」
の
意
に
、「
あ
だ
し
心
に
」
の
縁
で
「
措
い
て
」（
そ
れ
を
差
し

措
い
て
）
の
意
が
掛
か
る
。
○
朝
顔―

い
わ
ゆ
る
秋
の
七
草
の
「
あ
さ
が
ほ
」
は
、
木
槿
、
桔
梗
、
昼
顔
等
の
諸
説
が
あ
り
、
一
般
的

な
特
定
は
難
し
い
が
、
こ
こ
は
一
首
の
内
容
か
ら
、
牽
牛
子
即
ち
今
日
言
う
ア
サ
ガ
オ
で
あ
ろ
う
。

872　

野
も
山
も
色
に
出
で・

よ
と
置を

く
露
や
思
ふ
に
負ま

く
る
涙な

み
た

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　野も

山
も
、
秋
の
色
を
表
に
出
せ
と
置
く
露
は
、
そ
れ
を
恋
し
く
思
う
こ
と
に
負
け
て
流
れ
る
涙
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

思
ふ
に
は
忍
ぶ
る
事
ぞ
負
け
に
け
る
色
に
は
出
で
じ
と
思
ひ
し
も
の
を
（
古
今
集
・
恋
一
・
五
〇
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

野
も
山
も
繁
り
あ
ひ
ぬ
る
夏
な
れ
ど
人
の
つ
ら
さ
は
言
の
葉
も
な
し
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
八
二
八
・
読
人
不
知
）

色
に
出
で
て
恋
す
て
ふ
名
ぞ
立
ち
ぬ
べ
き
涙
に
そ
む
る
袖
の
濃
け
れ
ば
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
八
〇
・
読
人
不
知
）

よ
し
さ
ら
ば
今
は
忍
ば
で
恋
ひ
死
な
ん
思
ふ
に
負
け
し
名
に
だ
に
も
立
て
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
顕
恋
・
七
二
七
・
定
家
）

枯
れ
ね
た
だ
そ
の
名
も
よ
し
や
忍
ぶ
草
思
ふ
に
負
け
ば
人
も
こ
そ
知
れ
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
草
恋
・
二
八
六
〇
・
為
氏
。
現

存
六
帖
・
し
の
ぶ
ぐ
さ
・
一
八
七
）

〔
補
説
〕　
「
思
ふ
に
負
く
る
」
の
句
は
、
本
歌
の
上
句
の
縮
約
だ
が
、
参
考
の
定
家
詠
や
為
氏
詠
も
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
該
歌
以
前
に
、
定
家
詠
と
同
じ
「
顕
恋
」
題
で
、
宗
尊
は
「
つ
つ
め
ど
も
人
目
に
余
る
涙
か
な
思
ふ
に
負
く
る
心
よ
わ
さ
は
」

（
柳
葉
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・
恋
・
顕
恋
・
五
一
八
）
と
詠
ん
で
い
る
。



『
竹
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和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
三
五

873　

寝い

ね
ず
こ
そ
妻つ
ま

恋
ひ・

す
ら
し
小
倉
山
今
宵夜

も
聞き

け
ば
さ
牡ほ

鹿し
か

の
声

〔
通
釈
〕　寝な

い
で
、
妻
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
ら
し
い
よ
。
小
倉
山
で
今
宵
も
ま
た
聞
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
牡
鹿
の
声
だ
。

〔
本
歌
〕　

夕
さ
れ
ば
小
倉
の
山
に
鳴
く
鹿
の
今
宵
は
鳴
か
ず
寝
ね
に
け
ら
し
も
（
万
葉
集
・
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
一
一
・
岡
本
天
皇
。

古
今
六
帖
・
第
二
・
し
か
・
九
三
一
・
作
者
未
詳
。
五
代
集
歌
枕
・
一
。
古
来
風
体
抄
・
九
一
。
雲
葉
集
・
秋
上
・

四
五
四
・
読
人
不
知
。
続
古
今
集
・
秋
下
・
四
四
四
・
舒
明
天
皇
）

秋
萩
の
散
り
ゆ
く
見
れ
ば
い
ふ
か
し
み
妻
恋
ひ
す
ら
し
さ
牡
鹿
鳴
く
も
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
一
五
〇
・
作
者
未

詳
）

〔
参
考
〕　

あ
し
び
き
の
山
の
し
づ
く
に
立
ち
濡
れ
て
妻
恋
ひ
す
ら
し
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
三
〇
一
・
家
隆
）

秋
風
に
妻
恋
ひ
す
ら
し
あ
し
ひ
き
の
山
の
尾
上
の
さ
牡
鹿
の
声
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
三
〇
二
・
良
実
）

夜
も
す
が
ら
い
か
な
る
鹿
の
妻
恋
ひ
て
と
こ
の
山
辺
に
寝
ね
ず
鳴
く
ら
ん
（
夫
木
抄
・
秋
三
・
鹿
・
保
延
元
年
八
月
家
歌
合
、

鹿
・
四
六
二
九
・
家
成
）

〔
類
歌
〕　

い
か
ば
か
り
憂
き
妻
恋
ひ
に
さ
牡
鹿
の
今
宵
も
寝
ね
ず
こ
こ
ら
鳴
く
ら
ん
（
霊
元
法
皇
御
集
・
十
首
享
保
十
五
年
三
月
十
八
日
柿
本
社

法
楽
於
鎮
守
拝
殿
講
之
・
夜
鹿
・
九
九
二
）

〔
語
釈
〕　

○
小
倉
山―

山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
、
大
堰
川
を
挟
ん
で
嵐
山
に
対
す
る
小
山
。

〔
補
説
〕　

下
句
の
類
型
は
、
早
く
「
い
を
し
ね
で
夜
ご
と
に
聞
け
ば
あ
は
れ
に
も
鳴
き
ま
さ
る
か
な
鈴
虫
の
声
」（
和
泉
式
部
集
・



一
三
六

四
七
〇
）
が
あ
り
、
宗
尊
の
同
時
代
に
は
「
今
更
に
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
寝
覚
め
か
な
今
年
も
聞
け
ば
初
雁
の
声
」（
宝
治
百
首
・
秋
・

初
雁
・
一
四
〇
六
・
隆
親
）
が
見
え
る
。

874　

初
雁か
り

も
鳴
き・

こ
そ
渡わ
た

れ
吹
く・

風
の
身
に
し
む
ば
か
り
秋
の
憂う

け
れ
ば

〔
通
釈
〕　初雁

も
鳴
い
て
次
々
と
渡
っ
て
来
る
の
だ
、
私
が
泣
き
続
け
る
よ
う
に
。
吹
く
風
が
身
に
し
み
る
ほ
ど
に
、
秋
が
憂
く
辛
い
の
で
。

〔
本
歌
〕　

初
雁
の
な
き
こ
そ
渡
れ
世
の
中
の
人
の
心
の
秋
し
憂
け
れ
ば
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
〇
四
・
貫
之
）

刈
り
て
干
す
山
田
の
稲
の
こ
き
た
れ
て
な
き
こ
そ
渡
れ
秋
の
憂
け
れ
ば
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
三
二
・
是
則
）

〔
参
考
〕　

憂
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
ね
の
な
き
こ
そ
渡
れ
秋
の
夜
な
夜
な
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
一
三
・
躬
恒
）

月
は
よ
し
は
げ
し
き
風
の
音
さ
へ
ぞ
身
に
し
む
ば
か
り
秋
は
悲
し
き
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
三
九
・
斎
院
中
務
。
大
斎
院
御

集
・
一
一
七
・
中
務
）

秋
吹
く
は
い
か
な
る
色
の
風
な
れ
ば
身
に
し
む
ば
か
り
あ
は
れ
な
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
秋
・
一
〇
九
・
和
泉
式
部
集
・
か
ぜ
・

一
三
二
、
八
六
二
重
出
。
興
風
集
・
五
四
）

秋
来
て
は
い
く
か
も
あ
ら
じ
を
吹
く
風
の
身
に
し
む
ば
か
り
な
り
に
け
る
か
な
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
秋
の
初
め
の
歌
・

二
八
八
・
式
子
）

〔
語
釈
〕　

○
鳴
き―

「
身
に
し
む
」「
憂
け
れ
ば
」
の
縁
で
「
泣
き
」
が
掛
か
る
。
例
え
ば
、
本
歌
の
是
則
詠
を
踏
ま
え
た
『
堀
河
百
首
』

の
基
俊
詠
「
き
り
ぎ
り
す
秋
の
憂
け
れ
ば
我
も
さ
ぞ
長
き
夜
す
が
ら
鳴
き
あ
か
し
つ
る
」（
秋
・
虫
・
八
二
七
）
と
同
様
。
○
渡
れ―



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
三
七

雁
が
渡
っ
て
来
る
意
に
、（
鳴
き
・
泣
き
）
続
け
る
意
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　
『
古
今
集
』
歌
両
首
を
本
歌
に
す
る
が
、
参
考
に
挙
げ
た
躬
恒
詠
も
意
識
す
る
か
。

ち
な
み
に
、
参
考
に
挙
げ
た
式
子
詠
は
、
家
集
（
萱
斎
院
御
集
・
三
四
四
）
の
「
雖
入
勅
撰
不
見
家
集
歌
」
で
は
、「
続
古
」
の
集

付
で
、
詞
書
を
「
建
長
三
年
影
供
歌
合
に
」
と
す
る
。『
続
古
今
集
』
で
は
、
式
子
詠
の
二
首
前
（
二
八
六
）
に
あ
る
実
氏
詠
「
白
露

の
玉
敷
く
小
野
の
浅
茅
原
風
よ
り
さ
き
に
秋
は
来
に
け
り
」
の
詞
書
「
建
長
三
年
影
供
歌
合
に
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
二
八
七

公
基
詠
に
は
詞
書
無
し
）。
と
す
る
と
、
式
子
内
親
王
家
集
の
こ
の
部
分
の
編
纂
者
が
単
に
見
誤
っ
た
か
、
編
纂
者
が
用
い
た
『
続
古

今
集
』
が
式
子
詠
に
詞
書
「
秋
の
初
め
の
歌
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
本
文
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

875　

宵よ
ひ

よ〳〵
ひ
の
関
守
も
な
き
山
の
端は

を
我わ

が
通
ひ・

路ち

と
出い

づ
る
月
影か
け

〔
通
釈
〕　宵宵

ご
と
の
関
守
も
い
な
い
山
の
稜
線
を
、
自
分
の
通
う
道
だ
と
ば
か
り
に
出
る
月
よ
。

〔
本
歌
〕　

人
知
れ
ぬ
我
が
通
ひ
路
の
関
守
は
宵
宵
ご
と
に
う
ち
も
寝
な
な
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
二
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
五
段
・

六
・
男
）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
通
ひ
路
と―

こ
の
句
形
は
、「
秋
か
け
て
や
や
露
深
き
篠
薄
我
が
通
ひ
路
と
誰
か
分
く
ら
ん
」（
新
撰
六
帖
・
第
六
・
し

の
す
す
き
・
一
九
七
九
・
信
実
）
が
早
く
、「
い
つ
ま
で
か
我
が
通
ひ
路
と
恨
み
け
ん
行
き
来
絶
え
た
る
よ
そ
の
関
守
」（
宝
治
百
首
・

恋
・
寄
関
恋
・
二
六
〇
三
・
基
良
。
続
後
撰
集
・
恋
五
・
九
九
六
）
が
続
く
。
こ
れ
ら
に
学
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
宗
尊
は
、
該
歌
以
前

に
、「
人
知
れ
ぬ
霞
隠
れ
の
山
の
端
を
我
が
通
ひ
路
と
帰
る
雁
が
ね
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌



一
三
八

合
〕・
帰
雁
・
四
六
一
）
と
い
う
類
歌
を
も
の
し
て
い
た
。

〔
補
説
〕
宗
尊
は
該
歌
以
前
に
同
じ
「
人
知
れ
ぬ
」
の
歌
を
本
歌
に
「
宵
宵
は
く
も
れ
と
ぞ
思
ふ
人
知
れ
ず
我
が
通
ひ
路
の
秋
の
月
影
」

（
瓊
玉
集
・
恋
下
・
寄
月
忍
恋
・
三
六
五
）
や
「
と
ど
ま
ら
ぬ
我
が
通
ひ
路
の
か
な
し
き
に
暁
ば
か
り
関
守
も
が
な
」（
中
書
王
御
詠
・

恋
・
百
首
の
歌
の
中
に
・
一
七
六
）
と
い
う
、
恋
す
る
相
手
に
通
う
道
を
「
我
が
通
ひ
路
」
と
す
る
恋
歌
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
は
、

「
月
影
」
を
擬
人
化
し
て
「
我
が
通
ひ
路
と
」
と
し
て
い
る
点
が
新
し
い
。

876　

煙け
ふ
り

立た

つ
室む
ろ

の
八
島
の
秋
の
夜よ

は
月
も
思
ひ
や
あ
り
と
見み

ゆ
ら
ん

〔
通
釈
〕　煙が

立
つ
室
の
八
島
の
秋
の
夜
は
、（
私
だ
け
で
な
く
）
月
も
（
煙
を
立
た
せ
る
）「
火
」
故
に
思
「
ひ
」
が
あ
る
、
と
見
え
る
の
だ

ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

い
か
で
か
は
思
ひ
あ
り
と
も
知
ら
す
べ
き
室
の
八
島
の
煙
な
ら
で
は
（
詞
花
集
・
別
・
一
八
八
・
実
方
）

〔
参
考
〕　

下
野
や
室
の
八
島
に
立
つ
煙
思
ひ
あ
り
と
も
今
こ
そ
は
知
れ
（
古
今
六
帖
・
第
三
・
し
ま
・
一
九
一
〇
）

絶
え
ず
立
つ
室
の
八
島
の
煙
か
な
い
か
に
つ
き
せ
ぬ
思
ひ
な
る
ら
ん
（
千
載
集
・
雑
上
・
一
〇
八
一
・
顕
方
。
後
葉
集
・
雑

一
・
四
八
六
。
続
詞
花
集
・
雑
上
・
七
六
〇
）

月
残
る
室
の
八
島
の
明
け
方
に
思
ひ
あ
り
と
や
千
鳥
な
く
ら
ん
（
弘
長
百
首
・
冬
・
冬
月
・
三
八
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
室
の
八
島―

下
野
国
の
歌
枕
。
現
栃
木
市
惣
社
町
の
国
府
近
辺
の
地
に
あ
っ
た
と
も
言
い
、
下
野
国
惣
社
大
神
神
社
境
内
の

地
に
あ
っ
た
と
も
伝
え
る
。
清
水
に
八
つ
の
島
が
あ
り
水
蒸
気
が
煙
の
よ
う
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
煙
」
が
景
物
。
○



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
三
九

思
ひ―

「
煙
」
の
縁
で
「
ひ
」
に
「
火
」
が
掛
か
る
。

877　

朝あ
さ

熊く
ま

や
浪
に
か
かゝ
れ
る
秋
の
月
い
づ
れ
か
も
と
の
鏡か
ゝ
み

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　朝熊

よ
（
そ
の
鏡
の
宮
よ
）。（
川
の
）
波
に
か
か
っ
て
い
る
（
鏡
と
見
え
る
）
秋
の
月
と
、
ど
ち
ら
が
元
の
鏡
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

水
の
上
に
光
さ
や
け
き
秋
の
月
万
代
ま
で
の
鏡
な
る
べ
し
（
続
後
撰
集
・
賀
・
一
三
六
〇
・
為
頼
。
為
頼
集
・
水
上
秋
月
・

七
九
）

久
堅
の
空
に
か
か
れ
る
秋
の
月
い
づ
れ
の
里
も
鏡
と
ぞ
見
る
（
和
歌
一
字
抄
・
不
択
無
択
・
月
不
択
処
・
七
八
五
・
経
信
）

か
け
て
い
の
る
三
室
の
山
の
秋
の
月
神
の
み
ま
へ
の
鏡
と
や
見
ん
（
宝
治
百
首
・
秋
・
山
月
・
一
五
九
二
・
鷹
司
院
按
察
）

朝
熊
や
鏡
の
面
に
影
見
え
て
神
路
の
山
に
有
明
の
月
（
露
色
随
詠
集
・
月
百
首
﹇
伊
勢
島
松
人
﹈・
五
三
）

神
さ
び
て
あ
は
れ
幾
代
に
な
り
ぬ
ら
ん
波
に
な
れ
た
る
朝
熊
の
宮
（
続
古
今
集
・
神
祇
・
建
仁
元
年
五
十
首
歌
合
歌
・

六
九
九
・
嘉
陽
門
院
越
前
。
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
四
五
八
。
万
代
集
・
神
祇
・
一
五
六
二
）

神
代
よ
り
光
を
と
め
て
朝
熊
の
鏡
の
宮
に
す
め
る
月
影
（
続
拾
遺
集
・
神
祇
・
神
祇
歌
の
中
に
・
一
四
一
三
・
隆
弁
。
人
家

集
・
朝
熊
の
宮
に
詣
で
て
、
月
を
見
て
・
七
）

〔
語
釈
〕　

○
朝
熊―

伊
勢
国
の
歌
枕
。
現
在
は
「
朝
熊
」
を
「
あ
さ
ま
」
と
言
う
。
現
三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
町
。「
朝
熊
山
」
の
山
麓
、

朝
熊
川
が
五
十
鈴
川
に
合
流
す
る
右
岸
丘
上
に
伊
勢
内
宮
の
摂
社
第
一
の
朝
熊
の
宮
（
朝
熊
神
社
と
も
）
が
鎮
座
す
る
。
そ
の
向
か
い

側
朝
熊
川
左
岸
に
内
宮
の
末
社
鏡
の
宮(

小
朝
熊)

が
あ
る
。
こ
こ
は
、「
い
づ
れ
か
も
と
の
鏡
な
る
ら
ん
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
鏡



一
四
〇

の
宮
」
を
指
し
て
い
よ
う
。
○
い
づ
れ
か
も
と
の―

古
く
「
か
み
な
づ
き
ち
ぢ
に
う
つ
ろ
ふ
菊
の
花
い
づ
れ
か
も
と
の
色
に
は
あ
る
ら

ん
」（
躬
恒
集
・
七
三
）
や
「
置
く
霜
の
そ
め
ま
ど
は
せ
る
菊
の
花
い
づ
れ
か
も
と
の
色
に
は
あ
る
ら
ん
」（
古
今
六
帖
・
第
六
・
き

く
・
三
七
四
一
。
風
雅
集
・
秋
下
・
屏
風
に
、
を
ん
な
の
菊
花
み
た
る
所
・
七
〇
二
・
貫
之
、
二
句
「
そ
め
ま
が
は
せ
る
」）
と
い
っ

た
例
が
あ
る
。『
千
五
百
番
歌
合
』
の
「
う
ら
な
れ
て
蛍
と
び
か
ふ
夕
ま
ぐ
れ
い
づ
れ
か
も
と
の
海
人
の
漁
り
火
」（
夏
三
・
九
五
二
・

保
季
）
が
、
宗
尊
に
比
較
的
近
い
時
代
の
先
行
例
と
な
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
前
三
首
の
よ
う
に
「
秋
の
月
」
を
「
鏡
」
と
見
る
歌
の
類
型
を
踏
ま
え
て
、
後
三
首
の
よ
う
な
「
朝
熊
」
の
「
鏡
の

宮
」
を
詠
む
歌
を
も
意
識
し
つ
つ
仕
立
て
た
一
首
で
あ
ろ
う
。

878　

積つ

も
れ
ば
と
言い

ひ
し
ば
か
り
の
月
を
見み

て
み
そ
ぢ
の
秋
を
待
ち・

出い

で
つ
る
か哉な

〔
通
釈
〕　見め

で
る
こ
と
が
積
も
れ
ば
（
人
の
老
い
と
な
る
も
の
）
と
、
古
人
が
言
っ
た
だ
け
の
こ
と
が
あ
る
月
を
見
て
、
三
十
歳
の
秋
（
の

月
）
と
な
る
の
を
待
っ
て
、
今
ま
さ
に
そ
の
秋
と
な
っ
て
月
が
出
た
こ
と
で
あ
る
な
。

〔
本
歌
〕　

大
方
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
積
も
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も
の
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
）

今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
一
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

思
ひ
か
ね
積
も
れ
ば
お
ふ
る
月
を
見
て
つ
れ
な
き
人
に
年
は
経
に
け
り
（
壬
二
集
・
恋
・
庚
申
夜
同
仙
洞
御
会
に
、
久
恋
・

二
八
一
四
。
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
一
二
六
）

〔
語
釈
〕　

○
み
そ
ぢ
の
秋―

こ
の
歌
は
「
文
永
八
年
七
月
、
千
五
百
番
歌
合
あ
る
へ
し
と
て
、
内
裏
よ
り
お
ほ
せ
ら
れ
し
百
首
歌
」
の
一



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
四
一

首
で
、
永
八
年
（
一
二
七
一
）
七
月
は
、
宗
尊
三
十
歳
の
秋
。
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
に
か
け
て
、「
〜
そ
ぢ
」
は
「
〜
マ
イ

ナ
ス
１
十
歳
代
」
を
言
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
宗
尊
は
、「
〜
そ
ぢ
」
の
本
来
の
意
味
を
守
っ
て
い
た
か
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
家
隆
詠
の
第
二
句
は
、「
積
も
れ
ば
老
ゆ
る
」
と
あ
る
べ
き
か
。

879　

誰た
れ

か
ま又た
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜よ

の
秋
風
に
明あ

く
る
間ま

遅を
そ

き
衣
打う

つ
ら
ん

〔
通
釈
〕　他に

誰
が
ま
た
、
独
り
寝
る
夜
に
吹
く
秋
風
の
中
で
、
夜
が
明
け
る
ま
で
の
間
が
長
く
遅
い
（
こ
と
を
知
ら
せ
る
よ
う
な
）
衣
を
打

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

歎
き
つ
つ
ひ
と
り
寝
る
夜
の
明
く
る
間
は
い
か
に
ひ
さ
し
き
も
の
と
か
は
知
る
（
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
一
二
・
道
綱
母
）

〔
参
考
〕　

誰
か
ま
た
霜
さ
え
わ
た
る
月
の
夜
に
衣
打
つ
と
て
起
き
明
か
す
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
こ
ろ
も
う
つ
・
一
七
三
二
・
為

家
）

〔
語
釈
〕　

○
明
く
る
間
遅
き―

夜
が
明
け
る
ま
で
の
時
の
進
み
方
が
遅
い
、
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
夜
明
け
ま
で
の
時
間
が
長
い
こ
と

を
言
う
。
先
行
例
は
見
え
な
い
。
後
出
の
例
で
は
、
後
水
尾
院
の
「
長
し
と
も
思
は
で
誰
か
ひ
と
り
寝
の
明
く
る
間
遅
き
夜
を
惜
し
む

ら
ん
」（
後
水
尾
院
御
集
・
恋
・
夜
恋
・
七
七
一
）
に
、
該
歌
か
ら
の
影
響
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
な
お
同
院
全
体
の
和
歌
の

追
究
の
中
で
定
位
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
該
歌
以
前
に
、
同
じ
道
綱
母
詠
を
本
歌
に
「
夏
は
ま
た
ひ
と
り
寝
る
夜
の
明
く
る
間
も
い
か
に
程
な
き
月
と
見
ゆ
ら

む
」（
中
書
王
御
詠
・
夏
・
夏
月
・
七
〇
）
と
詠
じ
て
い
る
。



一
四
二

880　

音
羽
山
誘さ
そ

ひ
し
虫
の
果は

て
は
ま又た
弱よ
は

る
ば
か
り
に
秋
風
ぞ
吹
く・

〔
通
釈
〕　音羽

山
で
は
、
あ
の
秋
風
が
初
声
を
誘
っ
た
松
虫
の
最
後
は
ま
た
、
そ
の
鳴
く
音
が
弱
る
ほ
ど
に
秋
風
が
吹
く
よ
。

〔
本
歌
〕　

松
虫
の
初
声
誘
ふ
秋
風
は
音
羽
山
よ
り
吹
き
そ
め
に
け
り
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
五
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

忘
れ
じ
の
言
の
葉
返
す
秋
風
に
今
は
と
弱
る
ま
つ
虫
の
声
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
虫
恋
・
二
九
〇
九
・
安
嘉
門
院
高
倉
）

虫
の
音
の
弱
る
ば
か
り
を
形
見
に
て
夕
べ
に
限
る
秋
ぞ
悲
し
き
（
宝
治
百
首
・
秋
・
九
月
尽
・
一
九
九
一
・
安
嘉
門
院
高
倉
）

〔
類
歌
〕　

音
羽
山
峰
の
嵐
や
寒
か
ら
む
麓
に
弱
る
松
虫
の
声
（
逍
遊
集
・
秋
・
虫
・
一
一
七
九
）

〔
語
釈
〕　

○
音
羽
山―

山
城
国
の
歌
枕
。
山
城
・
近
江
両
国
の
境
界
、
現
京
都
市
山
科
区
東
端
、
逢
坂
山
の
南
に
続
く
山
。「
虫
」「
弱

る
」
の
縁
で
、
虫
の
声
の
「
音
」
が
響
く
。

881　

明あ

け
ぬ
れ
ど
な猶ほ
峰み
ね

暗く
ら

く
立
ち・

こ
め
て
山
の
名
隠か
く

す
宇う

治ち

の
川
霧

〔
通
釈
〕　夜が

明
け
て
も
や
は
り
な
お
峰
は
暗
く
霧
が
立
ち
込
め
て
、（
か
え
っ
て
）
宇
治
山
の
「
憂
し
」
と
い
う
評
判
ま
で
も
隠
す
、
宇
治

の
川
霧
よ
。

〔
本
説
〕　

い
と
ど
、
山
か
さ
な
れ
る
御
住
み
か
に
た
づ
ね
参
る
人
な
し
。
あ
や
し
き
下
衆
な
ど
、
田
舎
び
た
る
山
が
つ
ど
も
の
み
、
ま
れ



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
四
三

に
馴
れ
参
り
つ
か
う
ま
つ
る
。
峰
の
朝
霧
晴
る
る
を
り
な
く
て
明
か
し
暮
ら
し
た
ま
ふ
に
、
こ
の
宇
治
山
に
、
聖
だ
ち
た
る
阿
闍
梨
住

み
け
り
。（
源
氏
物
語
・
橋
姫
。
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
に
拠
る
）

〔
参
考
〕　

わ
が
庵
は
都
の
辰
巳
し
か
ぞ
住
む
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
言
ふ
な
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
八
三
・
喜
撰
）

河
霧
の
都
の
た
つ
み
深
け
れ
ば
そ
こ
と
も
見
え
ぬ
宇
治
の
山
里
（
堀
河
百
首
・
秋
・
霧
・
七
三
八
・
匡
房
）

ほ
の
ぼ
の
と
朝
日
い
ざ
よ
ふ
波
の
上
に
山
の
名
残
す
宇
治
の
川
霧
（
内
裏
歌
合
建
暦
三
年
八
月
七
日
・
河
朝
霧
・
四
〇
・
雅
経
。

明
日
香
井
集
・
歌
合
同
〔
建
保
〕
三
年
八
月
七
日
・
河
朝
霧
・
一
一
九
七
）

〔
影
響
〕　

明
け
渡
る
空
も
さ
な
が
ら
立
ち
こ
め
て
山
の
名
見
せ
ぬ
宇
治
の
河
霧
（
嘉
元
百
首
・
秋
・
霧
・
二
三
四
六
・
定
為
）

〔
語
釈
〕　

○
山
の
名―

「
山
」
は
「
宇
治
の
川
霧
」
か
ら
「
宇
治
山
」
の
こ
と
で
、「
宇
治
」
に
「
憂
し
」
が
掛
か
り
、「（
宇
治
）
山
」

の
「
憂
し
」
と
い
う
評
判
と
い
う
意
味
。
○
宇
治―

山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
府
宇
治
市
。
宇
治
川
が
醍
醐
・
笠
取
山
地
山
間
か
ら
京

都
（
山
城
）
盆
地
に
流
れ
出
る
出
口
に
あ
た
る
。「
宇
治
山
」「
宇
治
の
山
」
は
、
醍
醐
・
笠
取
山
地
の
南
方
宇
治
川
右
岸
に
あ
る
喜
撰

山
の
こ
と
と
言
う
。

〔
補
説
〕　

本
説
は
、
北
の
方
と
死
別
し
都
の
邸
宅
を
焼
失
す
る
な
ど
し
た
悲
運
の
八
の
宮
（
光
源
氏
の
異
母
弟
で
大
君
・
中
君
・
浮
舟
の

父
）
が
、
宇
治
に
隠
棲
し
、
聖
僧
ら
し
い
阿
闍
梨
の
導
き
で
仏
道
に
精
進
し
よ
う
と
す
る
前
の
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
場
面
で
、

そ
の
阿
闍
梨
に
従
い
八
の
宮
は
仏
道
修
行
を
し
、
阿
闍
梨
は
京
都
に
出
た
折
に
冷
泉
院
に
対
し
て
「
八
の
宮
の
、
い
と
か
し
こ
く
、
内

教
の
御
才
悟
り
深
く
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
か
な
。
さ
る
べ
き
に
て
生
ま
れ
た
ま
へ
る
人
に
や
も
の
し
た
ま
ふ
ら
む
。
心
深
く
思
ひ
す
ま

し
た
ま
へ
る
ほ
ど
、
ま
こ
と
の
聖
の
お
き
て
に
な
む
、
見
え
た
ま
ふ
」
と
言
い
、
冷
泉
院
が
「
い
ま
だ
か
た
ち
は
変
へ
た
ま
は
ず
や
。

俗
聖
と
か
、
こ
の
若
き
人
々
（
薫
等
）
の
つ
け
た
な
る
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
な
り
」
と
言
う
。
そ
の
薫
達
が
憧
れ
る
、
失
意
に
あ
り
な

が
ら
仏
道
を
深
く
理
解
す
る
ほ
ど
に
な
る
八
の
宮
の
「
俗
聖
」
た
る
さ
ま
を
念
頭
に
、「
山
の
名
隠
す
宇
治
の
川
霧
」
と
い
っ
た
の
で



一
四
四

は
な
い
か
。

参
考
の
喜
撰
歌
を
踏
ま
え
た
匡
房
の
歌
や
、
雅
経
の
歌
も
、
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

882　

白
玉
と
い
つ
か
は
見み

え
し
紅
の
木
の
葉
に
置を

け
る
秋
の
夕
露

〔
通
釈
〕　白玉

と
、
い
つ
見
え
た
か
、
い
や
見
え
な
い
よ
。
紅
の
木
の
葉
に
置
い
て
い
る
秋
の
夕
露
は
。

〔
本
歌
〕　

白
玉
と
見
え
し
涙
も
年
経
れ
ば
か
ら
紅
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
九
・
貫
之
）

白
玉
の
秋
の
木
の
葉
に
宿
れ
る
と
見
ゆ
る
は
露
の
は
か
る
な
り
け
り
（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
一
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

か
く
ま
で
は
い
つ
か
は
見
え
し
吉
野
山
雪
こ
そ
花
の
盛
り
な
り
け
れ
（
御
室
五
十
首
・
冬
・
二
三
四
・
兼
宗
）

〔
語
釈
〕　

○
い
つ
か
は―

反
語
に
解
す
る
。

883　

逢あ
ふ

坂
や
嵐
の
風か
せ

に
時
雨
し
て
ゆ
く
へゑ

知し

ら
ず
も
暮く

る
るゝ
秋
か哉な

〔
通
釈
〕　逢坂

よ
。
激
し
く
吹
く
風
に
時
雨
が
降
っ
て
、
そ
の
行
方
は
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
暮
れ
て
（
逢
坂
の
関
を
東
に
越
え
て
）
行
く

秋
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

逢
坂
の
嵐
の
風
は
寒
け
れ
ど
ゆ
く
へ
知
ら
ね
ば
わ
び
つ
つ
ぞ
寝
る
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
八
八
・
読
人
不
知
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
四
五

〔
参
考
〕　

逢
坂
の
関
路
の
嵐
秋
更
け
て
月
に
ぞ
雲
は
ゆ
く
へ
知
ら
れ
ぬ
（
為
家
一
夜
百
首
・
秋
・
関
月
・
四
五
）

花
さ
そ
ふ
宇
治
の
河
波
岩
越
え
て
ゆ
く
へ
知
ら
ず
も
暮
る
る
春
か
な
（
東
撰
六
帖
・
春
・
暮
春
・
三
〇
三
・
忠
直
。
同
抜
粋

本
・
春
・
暮
春
・
六
九
）

〔
語
釈
〕　

○
逢
坂―

近
江
国
の
歌
枕
。
山
城
・
近
江
国
境
の
「
逢
坂
山
」
に
「
逢
坂
の
関
」
が
置
か
れ
た
。
京
都
と
東
国
の
出
入
り
口
。

〔
補
説
〕　

五
行
説
で
「
秋
」
は
西
に
配
さ
れ
る
の
で
、
暮
れ
て
東
の
方
へ
と
行
く
、
と
い
う
通
念
か
ら
「
逢
坂
や
」
と
言
う
。

冬

884　

朝あ
さ

ぼ
ら
け
初
霜
寒さ
む

き
水
茎
の
岡
の
屋や

形か
た

に
冬
は
来
に
け
り

〔
通
釈
〕　

冬

夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
る
朝
方
、
初
霜
が
寒
い
水
茎
の
岡
の
仮
の
家
に
、
冬
は
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

水
茎
の
岡
の
屋
形
に
妹
と
あ
れ
と
寝
て
の
朝
け
の
霜
の
ふ
り
は
も
（
古
今
集
・
大
歌
所
御
歌
・
み
づ
ぐ
き
ぶ
り
・
一
〇
七
二
）

〔
影
響
〕　

昨
日
だ
に
は
や
霜
置
き
し
水
茎
の
岡
の
屋
形
に
冬
は
来
に
け
り
（
雅
有
集
・
仙
洞
御
百
首　

秋
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
冬
・

三
三
六
）

水
茎
の
岡
の
屋
形
も
う
ち
時
雨
れ
朝
け
の
空
に
冬
は
き
に
け
り
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
五
〇
一
・
長
慶
天
皇
）

〔
語
釈
〕　

○
初
霜
寒
き―

新
鮮
な
措
辞
で
あ
ろ
う
。
類
例
は
、
勅
撰
集
で
は
、『
玉
葉
集
』
の
「
虫
の
音
の
弱
る
浅
茅
は
う
ら
が
れ
て
初

霜
寒
き
秋
の
暮
が
た
」（
秋
下
・
八
一
九
・
静
仁
法
親
王
）
が
初
出
だ
が
、
該
歌
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。「
嘉
元
元
年
後
宇
多
院
に

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
月
」
と
す
る
「
明
け
や
ら
ぬ
長
月
の
夜
の
秋
風
に
初
霜
寒
く
澄
め
る
月
影
」（
新
千
載
集
・
秋
下
・



一
四
六

四
九
六
・
隆
教
）
や
『
文
保
百
首
』
の
「
面
影
も
ま
だ
来
ぬ
冬
を
さ
き
だ
て
て
初
霜
寒
き
ま
の
の
か
や
は
ら
」（
秋
・
一
九
五
二
・
有

忠
）
が
続
く
。
正
徹
に
「
風
渡
る
初
霜
寒
し
秋
の
月
望
に
二
夜
の
ま
へ
の
た
な
は
し
」（
正
徹
千
首
・
秋
・
九
月
十
三
夜
・
四
四
八
。

草
根
集
・
秋
・
九
月
十
三
夜
・
三
九
三
八
）
の
作
が
あ
る
。
○
水
茎
の
岡―

『
万
葉
集
』
で
は
「
水
茎
」
は
「
岡
」
の
枕
詞
だ
が
、
平

安
時
代
以
降
は
「
水
茎
の
岡
」
を
（
所
在
不
明
の
）
所
名
（
五
代
集
歌
枕
、
顕
昭
古
今
集
註
、
顕
注
密
勘
）
あ
る
い
は
近
江
国
（
八
雲

御
抄
）
や
筑
前
国
（
古
今
余
材
抄
）
の
歌
枕
と
す
る
説
が
行
わ
れ
た
。
○
屋
形―

形
ば
か
り
の
屋
、
と
い
う
こ
と
。
仮
作
り
の
家
屋
。

885　

冬
も
来き

ぬ
さ
こ
そ
は
げ
し
く
時し

雨く

る
ら
め
あ哀

は・

れ・

初は
つ

瀬せ

の
山
お
ろ
し
の
風

〔
通
釈
〕　冬も

来
た
。
さ
ぞ
か
し
、
激
し
く
時
雨
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
あ
、
初
瀬
の
山
の
山
颪
の
風
よ
。

〔
参
考
〕　

憂
か
り
け
る
人
を
初
瀬
の
山
お
ろ
し
よ
は
げ
し
か
れ
と
は
祈
ら
ぬ
も
の
を
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
〇
八
・
俊
頼
）

や
ま
と
な
る
お
ほ
し
ま
み
ね
の
朝
嵐
は
げ
し
か
れ
と
も
降
る
時
雨
か
な
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
み
ね
・
五
七
〇
・
真
観
）

時
雨
れ
行
く
峰
の
嵐
の
は
げ
し
さ
を
聞
き
お
ど
ろ
け
ば
冬
は
来
に
け
り
（
宝
治
百
首
・
冬
・
初
冬
時
雨
・
二
〇
三
七
・
弁
内

侍
）

〔
語
釈
〕　

○
初
瀬―

「
泊
瀬
」
と
も
書
く
。
大
和
国
の
歌
枕
。
笠
置
山
地
か
ら
流
れ
る
初
瀬
川
の
峡
谷
に
開
け
た
地
。
東
北
西
の
三
方
を

初
瀬
山･

巻
向
山･

三
輪
山
な
ど
の
連
山
に
囲
ま
れ
る
。
武
烈･
雄
略
両
天
皇
の
皇
居
が
営
ま
れ
、「
こ
も
り
く
の
泊
瀬
小
国
」
な
ど

と
も
言
い
、
聖
地
で
も
あ
り
、
長
谷
寺
の
観
音
信
仰
の
地
で
も
あ
っ
た
。

〔
補
説
〕　
「
初
瀬
」
の
「
時
雨
」
を
詠
む
の
は
、『
万
葉
集
』
の
「
隠
り
く
の
初
瀬
の
山
は
色
づ
き
ぬ
時
雨
の
雨
は
降
り
に
け
ら
し
も
」



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
四
七

（
巻
八
・
秋
雑
歌
・
一
五
九
三
・
大
伴
坂
上
郎
女
）
が
淵
源
だ
が
、
万
葉
段
階
で
は
「
時
雨
」
は
冬
季
に
傾
い
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
歌
は
、『
五
代
集
歌
枕
』（
は
つ
せ
山
・
二
一
六
、
初
句
「
隠
り
え

の
」）
や
『
秋
風
集
』（
秋
下
・
四
〇
五
・
大
納
言
康
麿
女
、
初
句
「
隠
り
え
の
」
同
上
四
句
「
時
雨
の
雨
の
」）
に
採
録
さ
れ
た
後
、

『
続
古
今
集
』（
秋
下
・
五
一
二
、
初
句
同
上
。
新
時
代
不
同
歌
合
・
一
三
に
も
）
に
入
集
し
て
い
て
、
宗
尊
の
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
ろ
う
。
雅
経
「
菅
原
や
伏
見
の
方
は
時
雨
し
て
雪
の
初
瀬
の
山
の
端
の
雲
」（
最
勝
四
天
王
院
和
歌
・
泊
瀬
山
・
四
八
。
明
日
香

井
集
・
九
七
三
）
や
基
家
の
「
神
無
月
時
雨
や
冬
の
初
瀬
山
峰
行
く
雲
は
さ
だ
め
な
け
れ
ど
」（
宝
治
百
首
・
冬
・
初
冬
時
雨
・

二
〇
〇
三
・
基
家
）
と
い
っ
た
、
冬
の
「
初
瀬
」
の
「
時
雨
」
を
詠
じ
た
歌
も
、
該
歌
に
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

〔
補
説
〕　

初
冬
の
「
初
瀬
」
の
「
は
げ
し
」
い
「
時
雨
」
を
詠
ん
で
新
鮮
で
あ
る
。

886　

神
無
月
里さ

と

分わ

く
雲
の
夕
時
雨
憂う

き
は
な
べ
て
と
見み

え
ぬ
比
か哉な

〔
通
釈
〕　神無

月
冬
十
月
、（
か
か
っ
た
り
、
か
か
ら
な
か
っ
た
り
し
て
）
里
々
に
か
か
り
分
け
て
い
る
雲
か
ら
、
降
る
夕
時
雨
よ
。（
そ
れ
が

一
面
一
様
で
な
い
よ
う
に
）
憂
く
辛
い
の
は
、
み
な
す
べ
て
だ
と
は
見
え
な
い
、
こ
の
頃
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

神
無
月
深
山
隠
れ
の
夕
時
雨
誰
が
袂
に
か
色
を
見
す
ら
ん
（
遠
島
御
歌
合
・
時
雨
・
九
五
・
友
茂
）

絶
え
絶
え
に
里
分
く
月
の
光
か
な
時
雨
を
か
く
る
夜
は
の
む
ら
雲
（
新
古
今
集
・
冬
・
五
九
九
・
寂
蓮
）

世
の
中
の
憂
き
は
な
べ
て
も
な
か
り
け
り
頼
む
限
り
ぞ
恨
み
ら
れ
け
る
（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
六
一
・
読
人
不
知
）

〔
補
説
〕　
「
夕
時
雨
」
が
降
る
「
里
」
が
「
憂
き
」
で
、
そ
う
で
な
い
「
里
」
は
「
憂
き
」
で
は
な
い
、
と
い
う
状
態
を
「
な
べ
て
と
見



一
四
八

え
ぬ
」
と
言
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
上
句
の
景
趣
が
下
句
の
比
喩
で
あ
る
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

　
　
「
神
無
月
」
と
「
夕
時
雨
」
の
詠
み
合
わ
せ
の
参
考
と
し
て
挙
げ
た
『
遠
島
御
歌
合
』
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
宗
尊
が
直
接
披
見
し

得
た
か
否
か
、
同
歌
合
の
流
布
の
問
題
と
し
て
今
後
の
追
究
が
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　

参
考
に
挙
げ
た
『
後
撰
集
』
歌
を
、
該
歌
以
前
に
も
宗
尊
は
、「
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
」（
仮
称
）
の
「
荻
」
題

で
は
「
秋
風
の
憂
き
は
な
べ
て
と
思
へ
ど
も
さ
も
わ
び
さ
す
る
荻
の
音
か
な
」（
柳
葉
集
・
巻
四
・
四
八
二
）
と
踏
ま
え
、「
文
永
五
年

十
月
三
百
首
歌
」
の
「
述
懐
」
で
は
「
身
一
つ
に
何
か
恨
み
ん
世
の
中
の
憂
き
は
な
べ
て
の
慣
ら
ひ
と
ぞ
見
る
」（
本
抄
・
巻
二
・
477
）

と
本
歌
に
取
っ
て
い
る
。

887　

見み

渡わ
た

せ
ば
日
影
ま
じ
り
に
時
雨
し
て
村
雲
薄う
す

き
夕
暮く
れ

の
山

〔
通
釈
〕　見渡

す
と
、
日
の
光
交
じ
り
に
時
雨
が
降
っ
て
、
か
か
っ
て
い
る
群
雲
が
薄
い
夕
暮
の
山
よ
。

〔
参
考
〕　

見
渡
せ
ば
山
の
尾
上
に
雲
越
え
て
一
村
過
ぐ
る
夕
時
雨
か
な
（
秋
風
抄
・
冬
・
時
雨
・
一
三
九
・
資
季
）

み
山
よ
り
時
雨
は
晴
る
る
村
雲
に
日
影
な
み
よ
る
庭
の
松
風
（
紫
禁
集
・
同
比
〔
建
保
四
年
三
月
十
五
日
〕、
二
百
首
和
歌
・

八
六
〇
）

〔
類
歌
〕　

今
は
と
て
日
影
う
つ
ろ
ふ
村
雲
に
な
ご
り
時
雨
れ
て
暮
る
る
秋
か
な
（
茂
重
集
・
秋
・
九
月
尽
・
一
一
五
）

入
方
の
日
影
う
つ
ろ
ふ
山
の
端
に
一
村
雲
ぞ
う
き
て
時
雨
る
る
（
文
保
百
首
・
冬
・
三
一
五
三
・
宣
子
）

村
雲
に
も
る
る
日
影
は
さ
し
な
が
ら
お
な
じ
空
に
も
降
る
時
雨
か
な
（
南
朝
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
五
〇
五
・
弁
内
侍
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
四
九

室
山
に
残
る
日
影
も
た
か
つ
き
の
村
雲
な
が
ら
時
雨
れ
て
ぞ
行
く
（
草
根
集
・
秋
・
四
九
一
四
・
暮
秋
時
雨
）

山
風
の
日
影
に
過
ぐ
る
村
雲
に
あ
ま
り
て
し
ば
し
降
る
時
雨
か
な
（
松
下
集
・
自
歌
合　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
・
夏
冬
・

時
雨
・
二
八
五
〇
）

木
の
葉
に
は
時
雨
れ
つ
く
し
て
夕
日
影
う
つ
ろ
ふ
山
に
残
る
村
雲
（
称
名
院
集
・
冬
・
夕
時
雨
・
八
一
六
）

〔
語
釈
〕　

○
日
影
ま
じ
り
に―

新
奇
な
句
。
類
例
と
し
て
「
霰
交
じ
り
」
の
「
時
雨
」
は
、「
冬
深
き
山
は
雪
げ
の
雲
さ
え
て
霰
ま
じ
り

に
里
ぞ
時
雨
る
る
」（
他
阿
上
人
集
・
冬
・
一
三
一
）
や
「
染
め
も
あ
へ
ず
外
山
の
正
木
風
さ
え
て
霰
ま
じ
り
に
降
る
時
雨
か
な
」（
国

冬
祈
雨
百
首
・
雨
中
霰
・
六
五
）
と
見
え
る
。
○
村
雲
薄
き―

先
行
例
は
見
え
ず
、
後
出
で
も
「
峰
越
ゆ
る
時
雨
や
遠
く
な
り
ぬ
ら
ん

村
雲
薄
き
山
の
遠
方
」（
為
理
集
・
冬
・
冬
歌
の
な
か
に
・
一
七
八
）
が
見
え
る
程
度
。

〔
補
説
〕　
「
日
影
」
日
光
と
「
時
雨
」
俄
雨
の
併
存
は
、
実
際
の
気
象
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
和
歌
に
そ
れ
が
詠
み
併
せ
ら
れ
る
の
は
、
古

く
か
ら
の
伝
統
で
は
な
い
。
比
較
的
早
い
例
に
俊
頼
の
「
時
雨
れ
つ
つ
色
づ
く
山
の
木
の
間
よ
り
出
づ
る
日
影
に
よ
そ
へ
て
ぞ
見
る
」

（
散
木
奇
歌
集
・
悲
歎
部
・
仏
の
御
身
の
色
こ
が
ね
の
山
の
ご
と
し
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
・
九
四
五
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
仏
身
の

姿
の
比
喩
の
歌
で
あ
る
。
叙
景
と
し
て
は
新
古
今
歌
人
達
か
ら
見
え
始
め
る
。
家
隆
の
「
片
岡
の
日
影
時
雨
る
る
柴
の
戸
に
し
ば
し
か

か
れ
る
朝
顔
の
花
」（
壬
二
集
・
後
度
百
首
・
秋
・
一
四
八
）
や
定
家
の
「
長
月
の
紅
葉
の
山
の
夕
時
雨
晴
る
る
日
影
も
雲
は
染
め
け

り
」（
拾
遺
愚
草
・
春
日
同
詠
百
首
応
製
和
歌
・
秋
・
一
三
五
三
）
や
雅
経
の
「
晴
れ
曇
り
時
雨
る
る
空
や
暮
れ
ぬ
ら
ん
日
影
も
急
ぐ

さ
や
の
中
山
」（
冬
題
歌
合
建
保
五
年
・
冬
夕
旅
・
九
一
・
雅
経
）
等
々
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
村
雲
」
を
併
せ
る
と
、
参
考
の
順
徳
院
詠

と
な
る
（
類
歌
に
挙
げ
た
の
は
「
日
影
」
と
「
時
雨
」
と
「
村
雲
」
を
詠
み
併
せ
た
後
出
歌
）。
こ
れ
ら
も
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
直
接
に
は
参
考
の
『
秋
風
抄
』
の
資
季
詠
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
を
見
て
お
き
た
い
。

該
歌
と
類
似
す
る
本
抄
（
巻
四
・
六
七
六
）
の
「
見
渡
せ
ば
雲
間
の
日
影
う
つ
ろ
ひ
て
む
ら
む
ら
か
は
る
山
の
色
か
な
」
が
『
風
雅



一
五
〇

集
』（
雑
中
・
百
首
歌
の
中
に
・
一
六
四
八
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宗
尊
詠
の
特
色
が
京
極
派
の
好
み
に
通
じ
る
こ
と
を
示
す

一
例
で
あ
る
。
関
東
歌
人
長
景
の
「
見
渡
せ
ば
夕
霧
晴
る
る
山
も
と
の
日
影
に
う
つ
る
秋
の
紅
葉
葉
」（
長
景
集
・
秋
・
紅
葉
・
七
二
）

は
、
宗
尊
詠
に
影
響
さ
れ
た
一
首
で
あ
ろ
う
。

888　

散ち

り
積つ

も
る
楢な
ら

の
広ひ
ろ

葉は

に
影
立
ち・

て
梢
に
聞き

きゝ
し
声
ぞ
か
は
ら
ぬ

〔
通
釈
〕　散っ

て
積
も
る
楢
の
広
葉
に
、
面
影
が
立
っ
て
、
そ
の
葉
が
梢
に
あ
っ
た
時
に
聞
い
た
音
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
よ
。

〔
参
考
〕　

散
り
積
も
る
木
の
葉
も
風
に
さ
そ
は
れ
て
庭
に
も
秋
の
暮
れ
に
け
る
か
な
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
七
七
・
慈
弁
）

散
り
積
も
る
楢
の
広
葉
に
音
信
れ
て
置
く
霜
は
ら
ふ
木
枯
ら
し
の
風
（
東
撰
六
帖
・
冬
・
霜
・
三
八
二
・
重
時
）

山
風
の
梢
に
さ
わ
ぐ
音
よ
り
も
楢
の
広
葉
は
の
ど
か
に
ぞ
散
る
（
為
家
百
首
・
冬
・
風
前
落
葉
・
五
二
）

〔
語
釈
〕　

○
影
立
ち
て―

他
に
例
を
見
な
い
句
。「
梢
に
聞
き
し
声
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
考
歌
な
ら
び
に
「
岡
の
べ
の
楢
の
真
柴
に

風
立
ち
て
か
へ
る
は
葛
の
う
ら
葉
の
み
か
は
」（
林
葉
集
・
秋
・
四
〇
一
、三
句
「
風
立
て
ば
」
の
異
本
注
記
あ
り
）
や
「
夕
立
の
け
し

き
の
森
に
風
立
ち
て
う
ら
吹
き
か
へ
す
楢
の
葉
柏
」（
嘉
元
百
首
・
夏
・
夕
立
・
一
〇
二
五
・
公
顕
）
あ
る
い
は
「
散
ら
ぬ
間
の
梢
に

聞
き
し
音
も
な
し
紅
葉
や
風
を
ま
た
さ
そ
ふ
ら
ん
」（
延
文
百
首
・
冬
・
落
葉
・
二
二
五
七
・
釈
空
）
に
も
照
ら
し
て
、「
世
」
の
「
せ
」

を
「
遣
」
の
「
け
」
に
誤
っ
た
も
の
で
、
本
来
は
「
風
立
ち
て
」
で
あ
っ
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

語
釈
に
記
し
た
よ
う
に
、
第
三
句
が
「
風
立
ち
て
」
だ
と
す
る
と
、
上
句
は
「
散
っ
て
積
も
る
楢
の
広
葉
に
風
が
吹
き
立
っ

て
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
五
一

889　

霜
に
立た

つ
鴫
の
羽
掻か

き
掻か

き
捨す

て
てゝ
君
が
来こ

ぬ
夜よ

の
月
ぞ
残
れ
る

〔
通
釈
〕　おり

た
霜
に
飛
び
立
つ
鴫
の
羽
掻
き
は
、
そ
の
ま
ま
掻
き
捨
て
て
い
っ
て
、
後
に
は
あ
な
た
が
来
な
い
夜
の
月
だ
け
が
残
っ
て
い

る
。

〔
本
歌
〕　

暁
の
鴫
の
羽
掻
き
百
羽
掻
き
君
が
来
ぬ
夜
は
我
ぞ
か
ず
か
く
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
六
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

よ
そ
に
聞
く
我
が
袖
寒
し
暁
の
霜
に
立
つ
な
る
鴫
の
羽
掻
き
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
一
〇
七
〇
・
忠
定
）

時
鳥
鳴
き
つ
る
方
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
有
明
の
月
ぞ
残
れ
る
（
千
載
集
・
千
載
集
・
夏
・
一
六
一
・
実
定
）

〔
語
釈
〕　

○
霜
に
立
つ―

「
立
つ
」
は
掛
詞
で
、
お
り
た
霜
の
冷
た
さ
に
飛
び
立
つ
、
と
い
う
こ
と
か
。
○
掻
き
捨
て
て―

羽
掻
き
を
し

っ
ぱ
な
し
に
し
て
去
っ
て
、
と
い
う
こ
と
。

890　

冬
寒さ

む

み
玉
江
の
蘆
は
霜
枯か

れ
て
群む

れ
ゐ
る
鳥
ぞ
浪
に
立た

つ
な
る

〔
通
釈
〕　冬が

寒
い
の
で
玉
江
の
蘆
は
霜
枯
れ
て
、
群
れ
い
る
鳥
が
、
波
か
ら
飛
び
立
つ
音
が
聞
こ
え
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

夏
刈
り
の
玉
江
の
蘆
を
踏
み
し
だ
き
群
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
空
ぞ
な
き
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
一
九
・
重
之
）

〔
語
釈
〕　

○
玉
江―

歌
枕
。
越
前
国
（
現
福
井
市
花
堂
）
と
も
、
摂
津
国
（
現
大
阪
府
高
槻
市
三
島
江
）
と
も
。『
五
代
集
歌
枕
』『
和
歌



一
五
二

初
学
抄
』
等
は
摂
津
と
す
る
が
、『
俊
頼
髄
脳
』『
綺
語
抄
』『
隆
源
口
伝
』『
奥
義
抄
』『
和
歌
童
蒙
抄
』
等
は
本
歌
の
そ
れ
を
越
前

（『
和
歌
色
葉
』
は
歌
を
挙
げ
ず
に
越
前
）
と
す
る
。『
夫
木
抄
』
は
両
者
を
併
記
、『
八
雲
御
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
は
「
夏
刈
の
玉
江
」

を
越
前
、「
三
島
江
の
玉
江
」
を
摂
津
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
蘆
」
が
景
物
。
○
立
つ―

飛
び
立
つ
意
。「
浪
」
の
縁
語
。

891　

藻も

塩し
ほ

焼や

く
難
波
の
御み

津つ

に
鳴な

く
千
鳥
か
ら
き
憂う

き
世よ

は
な
れ
も
悲か
な

し
や

〔
通
釈
〕　藻塩

を
焼
く
難
波
の
御
津
に
鳴
い
て
い
る
千
鳥
よ
。
塩
の
よ
う
に
か
ら
く
つ
ら
い
こ
の
憂
き
世
は
、
泣
い
て
い
る
私
と
同
じ
で
お
ま

え
も
悲
し
い
の
か
。

〔
本
歌
〕　

お
し
て
る
や
難
波
の
御
津
に
焼
く
塩
の
か
ら
く
も
我
は
老
い
に
け
る
か
な
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
四
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

藻
塩
焼
く
海
人
な
ら
ぬ
尼
の
姿
に
も
か
ら
き
憂
き
世
や
思
ひ
捨
つ
ら
ん
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
あ
ま
・
九
一
九
・
信
実
）

須
磨
の
関
有
明
の
空
に
鳴
く
千
鳥
か
た
ぶ
く
月
は
な
れ
も
悲
し
き
（
千
載
集
・
冬
・
四
二
五
・
俊
成
）

〔
語
釈
〕　

○
難
波
の
御
津―

摂
津
国
の
歌
枕
。
現
在
の
大
阪
湾
内
に
あ
っ
た
官
船
の
発
着
す
る
港
。
現
大
阪
市
中
央
区
三
津
寺
町
付
近
に

比
定
さ
れ
て
い
る
。
○
鳴
く―

「
か
ら
き
憂
き
世
」「
悲
し
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
○
か
ら
き
憂
き
世―

参
考
の
信
実
詠
の

他
に
、
為
家
に
も
「
あ
は
し
ま
や
と
渡
る
舟
の
か
ら
か
ぢ
の
か
ら
き
憂
き
世
を
し
ほ
れ
て
ぞ
経
る
」（
為
家
五
社
百
首
・
海
路
・
住
吉
・

六
三
六
）
の
作
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
前
期
頃
か
ら
詠
ま
れ
始
め
た
句
。
宗
尊
は
該
歌
以
前
に
「
い
や
ま
し
に
濡
る
る
袖
か
な
あ
し
べ
よ

り
満
ち
来
る
潮
の
か
ら
き
憂
き
世
は
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
雑
・
八
二
七
）
と
用
い
て
い
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
五
三
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さ
ゆ
る
夜よ

は
岩
打う

つ
浪
の
そ
の
ま
まゝ
に
く
だ
け
て
氷
る
滝
つ
山
川

〔
通
釈
〕　冷た

く
冴
え
る
夜
は
、
岩
を
打
つ
浪
が
そ
の
ま
ま
に
砕
け
て
氷
る
、
激
し
く
流
れ
下
る
山
中
の
川
よ
。

〔
本
歌
〕　

風
を
い
た
み
岩
う
つ
波
の
お
の
れ
の
み
砕
け
て
も
の
を
思
ふ
頃
か
な
（
詞
花
集
・
恋
上
・
二
一
一
・
重
之
）

雨
降
れ
ば
た
ぎ
つ
山
川
岩
に
触
れ
君
が
砕
か
む
心
は
持
た
じ
（
万
葉
集
・
巻
十
・
秋
相
聞
・
二
三
〇
八
・
作
者
未
詳
。
古
今
六

帖
・
第
五
・
あ
ひ
お
も
ふ
・
二
六
一
四
、
三
句
「
い
は
く
づ
れ
」）

〔
参
考
〕　

あ
し
鴨
の
か
づ
く
う
は
毛
に
こ
す
玉
の
く
だ
け
て
氷
る
冬
の
池
水
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
氷
・
八
〇
四
・
実
氏
。
現
存
六

帖
抜
粋
本
・
第
一
・
こ
ほ
り
・
六
二
）

〔
影
響
〕　

紅
葉
葉
の
風
の
し
が
ら
み
そ
の
ま
ま
に
氷
り
て
よ
ど
む
谷
川
の
水
（
雅
有
集
・
仙
洞
御
百
首
・
冬
・
三
四
四
）

お
の
づ
か
ら
よ
ど
む
木
の
葉
を
そ
の
ま
ま
に
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
氷
る
山
河
（
新
後
撰
集
・
冬
・
四
八
八
・
源
邦
長
）

〔
語
釈
〕　

○
く
だ
け
て
氷
る―

川
の
水
が
岩
に
当
た
り
砕
け
て
、
水
し
ぶ
き
と
な
っ
て
氷
る
さ
ま
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
の
実
氏

詠
に
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
静
的
な
実
氏
詠
に
比
し
て
該
歌
は
よ
り
動
的
で
、
景
趣
は
異
な
る
。

〔
補
説
〕　
『
詞
花
集
』
所
收
の
重
之
詠
と
『
万
葉
』
歌
の
両
首
を
、
共
有
す
る
「
砕
（
く
）」
で
取
り
併
せ
た
本
歌
取
り
と
見
た
。
こ
の
よ

う
な
方
法
は
、『
瓊
玉
集
』
に
も
散
見
す
る
。　

・

「
そ
の
ま
ま
に
」「
氷
」
る
こ
と
を
詠
む
点
で
、
該
歌
か
ら
の
影
響
と
し
て
挙
げ
た
両
首
の
内
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
あ
る
雅
有
の
一

首
に
つ
い
て
は
そ
の
可
能
性
を
よ
り
高
く
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



一
五
四
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渡わ
た

り
す
る
衣
手
寒さ
む

し
白
妙
の
雪
の
麓ふ
も
と

の
冨
士
の
川
風

〔
通
釈
〕　川渡

り
を
す
る
衣
の
袖
が
寒
い
。
雪
が
積
も
る
富
士
の
麓
に
吹
く
富
士
川
の
風
よ
。

〔
参
考
〕　

渡
り
す
る
遠
方
人
の
袖
か
と
や
み
づ
の
に
白
き
夕
顔
の
花
（
建
保
名
所
百
首
・
夏
・
美
豆
御
牧
・
一
三
三
九
・
定
家
。
拾
遺
愚

草
・
内
裏
百
首
名
所
・
夏
・
美
豆
御
牧
・
一
二
二
九
。
万
代
集
・
雑
一
・
二
八
六
四
）

夕
さ
れ
ば
衣
手
寒
し
み
吉
野
の
吉
野
の
山
に
み
雪
降
る
ら
し
（
古
今
集
・
冬
・
三
一
七
・
読
人
不
知
）

夕
さ
れ
ば
衣
手
寒
し
た
か
ま
つ
の
山
の
麓
に
雪
ぞ
降
る
ら
し
（
五
代
集
歌
枕
・
た
か
ま
つ
の
山　

高
松
野
山　

同
〔
大
和
国
〕・

二
五
七
）

〔
語
釈
〕　

○
白
妙
の―

「
雪
」
の
枕
詞
。
○
雪
の
麓―

順
徳
院
歌
壇
に
活
躍
し
た
藤
原
範
宗
の
「
富
士
の
山
雪
の
麓
も
ひ
と
つ
な
る
雲
の

な
み
と
に
浮
島
の
原
」（
範
宗
集
・
仙
洞
百
首
内
建
保
四
年
・
冬
・
四
七
三
）
が
先
行
例
。
○
富
士―

駿
河
国
の
歌
枕
。「
麓
」
は
富
士

山
麓
。「
川
風
」
は
富
士
川
の
風
。「
富
士
の
川
風
」
は
、
意
外
に
用
例
は
多
く
な
い
が
、
先
行
例
に
為
家
の
「
吹
き
お
ろ
す
雪
か
と
見

れ
ば
白
妙
に
真
砂
ぞ
な
び
く
富
士
の
河
風
」（
為
家
集
・
雑
・
ふ
じ
河
・
一
三
六
〇
。
夫
木
抄
・
雑
六
・
建
長
五
年
毎
日
一
首
中
・
ふ

じ
川
、
す
る
が
・
一
一
一
五
九
）
が
あ
る
。

894　

吹
き・

迷ま
よ

ふ
嵐
の
つ
て
に
誘さ
そ

は
れ
て
積つ

も
ら
ぬ
雪
ぞ
空
に
乱
る
るゝ

〔
通
釈
〕　



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
五
五

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
吹
き
迷
う
激
し
い
風
の
仲
立
ち
に
誘
わ
れ
て
、
積
も
ら
な
い
雪
が
空
に
舞
い
乱
れ
て
い
る
よ
。

〔
参
考
〕　

吹
き
迷
ふ
嵐
の
つ
て
に
誘
は
れ
て
松
に
乱
る
る
さ
牡
鹿
の
声
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
二
・
一
二
五
五
・
越
前
）

嵐
吹
き
空
に
乱
る
る
雪
の
夜
に
氷
ぞ
結
ぶ
夢
は
結
ば
ず
（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
一
九
五
二
・
良
経
。
秋
篠
月
清
集
・
八
六

五
）

〔
語
釈
〕　

○
嵐
の
つ
て
に―

激
し
く
吹
く
風
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
、
と
い
っ
た
意
味
。
俊
頼
の
「
も
る
山
の
嵐
の
つ
て
に
紅
葉
葉
を
誰
思

は
ず
に
見
て
し
の
ぶ
ら
ん
」（
散
木
奇
歌
集
・
冬
・
左
京
大
夫
経
忠
の
八
条
の
家
に
て
嵐
送
山
葉
と
云
ふ
事
を
・
五
九
四
）
が
早
い
例
。

勅
撰
集
の
初
出
は
『
千
載
集
』
の
「
竜
田
山
麓
の
里
は
遠
け
れ
ど
嵐
の
つ
て
に
紅
葉
を
ぞ
見
る
」（
秋
下
・
三
七
三
・
祝
部
成
仲
）。
○

積
も
ら
ぬ
雪―

宮
内
卿
の
「
色
か
へ
ぬ
竹
の
葉
白
く
月
さ
え
て
積
も
ら
ぬ
雪
を
は
ら
ふ
秋
風
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
月
前
竹
風
・

一
五
四
。
三
十
六
人
歌
合
（
元
暦
）・
二
七
。
時
代
不
同
歌
合
・
五
四
。
雲
葉
集
・
秋
中
・
五
五
四
）
が
早
い
か
。
為
家
に
も
「
あ
ま

小
舟
初
瀬
の
檜
原
白
妙
に
積
も
ら
ぬ
雪
は
月
ぞ
見
え
け
る
」（
為
家
千
首
・
秋
・
四
一
六
）
の
作
が
あ
り
、「
嵐
」
と
の
詠
み
併
せ
の
先

行
例
に
道
家
の
「
嵐
吹
く
霜
夜
の
月
の
松
の
葉
に
積
も
ら
ぬ
雪
も
寒
き
色
か
な
」（
道
家
百
首
・
冬
・
六
四
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

該
歌
以
前
に
宗
尊
は
、「
雲
さ
そ
ふ
嵐
の
つ
て
に
雪
散
り
て
こ
の
ほ
ど
い
た
く
さ
ゆ
る
空
か
な
」（
柳
葉
集
・
巻
二
・
弘
長
二
年

院
よ
り
人
人
に
め
さ
れ
し
百
首
歌
の
題
に
て
、
読
み
て
た
て
ま
つ
り
し
・
冬
・
雪
・
一
九
二
）
と
い
う
類
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

「
吹
き
ま
が
ふ
嵐
の
末
に
さ
そ
は
れ
て
積
も
ら
ぬ
雪
ぞ
空
に
あ
ま
ぎ
る
」（
延
文
百
首
・
冬
・
雪
・
四
六
五
・
顕
実
母
）
は
、
偶
合
で

な
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
該
歌
の
剽
窃
と
言
っ
て
よ
い
一
首
で
あ
る
。

895　

高た
か

島し
ま

や
山
も
と
深ふ
か

く
降ふ

る
雪
に
道
迷ま
よ

ふ
ら
し
水み

尾ほ

の
徒か
ち

人



一
五
六

〔
通
釈
〕　高島

よ
、
山
の
麓
ま
で
深
く
降
る
雪
に
道
を
迷
う
ら
し
い
、
水
尾
を
歩
き
行
く
旅
人
よ
。

〔
参
考
〕　

高
島
や
水
尾
の
中
山
杣
立
て
て
つ
く
り
か
さ
ね
よ
千
代
の
な
み
く
ら
（
五
代
集
歌
枕
・
み
ほ
の
な
か
山　

同
〔
近
江
国
〕・

三
三
八
・
読
人
不
知
）

高
島
や
水
尾
の
杣
山
跡
絶
え
て
氷
も
雪
も
深
き
冬
か
な
（
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
・
冬
・
三
宮
十
五
首
・
一
〇
四
）

い
づ
く
に
か
わ
が
宿
り
せ
む
高
島
の
勝
野
の
原
に
こ
の
日
暮
ら
し
つ
（
新
勅
撰
集
・
羈
旅
・
四
九
九
・
読
人
不
知
。
万
葉
集
・

巻
三
・
雑
歌
・
二
七
五
・
黒
人
、
初
句
「
い
づ
こ
に
か
」
結
句
「
こ
の
日
暮
れ
な
ば
」）

せ
き
か
く
る
小
田
の
苗
代
水
越
え
て
行
き
来
わ
づ
ら
ふ
道
の
徒
人
（
為
家
集
・
月
／
日
、
徒
然
百
首
文
永
五
自
去
去
日
五
ケ
日

之
間
詠
之
・
春
・
路
苗
代
・
一
八
一
六
）

〔
語
釈
〕　

○
高
島―

近
江
国
高
島
郡
の
歌
枕
。
現
滋
賀
県
高
島
市
高
島
。『
万
葉
集
』
歌
の
「
高
島
の
勝
野
の
原
」
は
、
近
江
国
の
琵
琶

湖
西
岸
高
島
郡
の
所
名
で
、
現
滋
賀
県
高
島
市
勝
野
（
現
行
「
か
つ
の
」）
付
近
の
野
原
の
こ
と
、
あ
る
い
は
北
の
安
曇
川
あ
た
り
ま

で
を
広
く
言
っ
た
と
も
い
う
。
○
水
尾
の
徒
人―
（「
高
島
」
の
）「
水
尾
」（
の
中
山
・
の
杣
山
）
を
歩
い
て
行
く
旅
人
の
意
。「
水
尾

（
水
脈
・
澪
）」
は
近
江
国
高
島
群
内
の
広
域
名
で
、
現
在
「
三
尾
」
と
書
き
、「
北
は
安
曇
川
か
ら
鴨
川
な
ど
大
小
河
川
が
流
れ
，
旧

安
曇
川
町
か
ら
高
島
町
に
及
ぶ
平
地
が
古
代
の
三
尾
郷
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
」（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
）
る
と
い
う
。
底
本
の
表
記

は
「
み
ほ
」
で
、
参
考
歌
の
両
首
と
類
歌
の
「
高
島
や
水
尾
」
も
新
編
国
歌
大
観
は
「
高
島
や
み
ほ
」
と
す
る
が
、「
水
尾
（
水
脈
・

澪
）」
あ
る
い
は
「
三
尾
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
こ
こ
は
、「
高
島
」
か
ら
、「
徒
」
に
「
勝
野
の
原
」
の
「
勝
（
野
）」
が
響

く
か
。

〔
類
歌
〕　

鳴
る
神
も
ま
た
音
立
て
て
高
島
や
水
尾
の
勝
野
の
夕
立
の
雲
（
師
兼
千
首
・
夏
・
野
夕
立
・
二
九
一
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
五
七

896　

言こ
と

問ゝ
ひ
し
何な
に

の
花
と
や
払は
ら

ふ
ら
ん
遠
方か
た

人
の
袖
の
白し
ら

雪

〔
通
釈
〕　古人

が
遠
い
方
に
い
る
人
に
、
白
く
咲
い
て
い
る
花
は
何
の
花
だ
と
問
い
尋
ね
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
何
の
花
だ
と
い
う
こ
と
で
、
払

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
遠
い
方
に
い
る
人
に
降
り
積
も
る
袖
の
白
雪
を
。

〔
本
歌
〕　

う
ち
わ
た
す
遠
方
人
に
物
申
す
我
そ
の
そ
こ
に
白
く
咲
け
る
は
何
の
花
ぞ
も
（
古
今
集
・
雑
体
・
旋
頭
歌
・
一
〇
〇
七
・
読
人

不
知
）

〔
補
説
〕　
「
袖
の
白
雪
」
は
、
伝
統
的
な
歌
句
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
宗
尊
の
こ
の
歌
に
始
発
す
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
。
後
出
歌
を
一

覧
し
て
お
こ
う
。

①
は
し
鷹
の
み
よ
り
の
羽
風
吹
き
立
て
て
我
と
払
は
ぬ
袖
の
白
雪
（
遺
塵
集
・
冬
・
雪
中
鷹
狩
を
・
一
四
二
・
高
階
成
朝
）

②
み
山
路
や
積
も
れ
る
ほ
ど
は
見
え
ね
ど
も
梢
に
余
る
袖
の
白
雪
（
為
理
集
・
冬
・
山
雪
・
七
八
七
）

③
面
影
も
見
る
心
ち
す
る
昔
か
な
今
日
乙
女
子
が
袖
の
白
雪
（
風
雅
集
・
冬
・
永
仁
五
年
五
節
の
ま
ゐ
り
の
日
、
申
さ
せ
給
ひ
け

る
・
八
八
三
・
亀
山
院
）

④
代
代
ふ
り
て
な
ほ
ぞ
忘
れ
ぬ
九
重
に
見
し
八
乙
女
の
袖
の
白
雪
（
伏
見
院
御
集
・
冬
歌
中
・
二
〇
一
六
）

⑤
吹
き
返
す
志
賀
の
浦
風
心
せ
よ
釣
り
す
る
海
人
の
袖
の
白
雪
（
文
保
百
首
・
冬
・
一
五
六
二
・
為
相
）

⑥
年
の
内
に
積
も
る
ば
か
り
か
春
だ
に
も
払
ひ
ぞ
あ
へ
ぬ
袖
の
白
雪
（
熱
田
本
日
本
書
紀
紙
背
懐
紙
和
歌
・
余
寒
・
三
六
七
・
法

阿
弥
陀
仏
）



一
五
八

⑦
駒
な
め
て
打
出
の
浜
の
朝
ぼ
ら
け
払
ひ
も
あ
へ
ぬ
袖
の
白
雪
（
師
兼
千
首
・
冬
・
馬
上
雪
・
五
八
三
）

⑧
さ
や
に
見
し
遠
方
人
ぞ
か
き
く
も
る
野
風
や
払
ふ
袖
の
白
雪
（
草
根
集
〈
正
徹
〉・
冬
・
行
路
雪
・
六
〇
三
四
）

⑨
さ
さ
分
け
し
秋
も
昨
日
の
露
の
間
に
ま
た
う
ち
払
ふ
袖
の
白
雪
（
松
下
抄
〈
統
秋
〉・
同
〔
二
十
首
歌
よ
み
侍
る
中
に
〕、
野
雪
・

五
二
八
）

⑩
若
菜
つ
む
遠
里
小
野
の
形
見
と
や
打
ち
も
払
は
ぬ
袖
の
白
雪
（
春
夢
草
〈
肖
柏
〉・
詠
百
首
和
歌
住
吉
社
法
楽
・
春
・
雪
中
若
菜
・

一
〇
三
）

⑪
う
ち
払
ふ
舞
の
入
綾
声
さ
え
て
天
つ
乙
女
の
袖
の
白
雪
（
十
市
遠
忠
詠
草
・
又
、
雪
の
あ
し
た
に
・
三
一
九
）

⑫
我
が
門
を
い
り
て
せ
く
ま
で
追
風
に
お
ひ
き
て
積
も
る
袖
の
白
雪
（
草
径
集
〈
言
道
〉・
風
雪
・
四
一
二
）

こ
の
内
、
③
の
亀
山
院
詠
と
④
の
伏
見
院
詠
は
作
者
（
宗
尊
の
弟
、
宗
尊
の
甥
）
の
点
で
、
⑧
の
正
徹
詠
は
用
語
（「
遠
方
人
」「
払

ふ
」
を
共
有
）
の
点
で
、
該
歌
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
を
よ
り
高
く
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
正
徹
に
つ
い
て
は
、
別
に
「
言
問

へ
よ
何
の
花
と
か
し
ら
露
の
遠
方
人
の
宿
の
夕
顔
」（
草
根
集
・
夏
・
夕
顔
・
二
六
八
七
）
と
い
う
、
該
歌
に
倣
っ
た
と
思
し
い
一
首

も
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
確
度
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
正
徹
の
和
歌
を
宗
尊
詠
摂
取
の
観
点
か
ら
究
明
し
て
み
る
意
味
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

897　

老
い・

と
な
る
鏡
の
影か
け

も
近ち
か

づ
き
て
積つ

も
れ
ば
雪
の
色
ぞ
悲か
な

し
き

〔
通
釈
〕　老人

と
な
る
、
鏡
に
映
る
姿
も
近
づ
い
て
、
積
も
る
と
雪
の
白
い
色
と
な
る
、
そ
の
よ
う
に
頭
の
白
い
色
が
悲
し
い
よ
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
五
九

〔
本
歌
〕　

お
ほ
か
た
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ
ぞ
こ
の
積
も
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も
の
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
）

〔
参
考
〕　

年
ふ
れ
ば
越
の
白
山
老
い
に
け
り
お
ほ
く
の
冬
の
ゆ
き
積
も
り
つ
つ
（
拾
遺
集
・
冬
・
二
四
九
・
忠
見
）

か
は
り
ゆ
く
鏡
の
影
を
見
る
た
び
に
老
い
そ
の
杜
の
な
げ
き
を
ぞ
す
る
（
金
葉
集
・
雑
上
・
鏡
を
見
る
に
影
の
か
は
り
ゆ
く
を

見
て
よ
め
る
・
五
九
九
・
師
賢
）

老
い
ら
く
の
鏡
の
山
の
面
影
は
い
た
だ
く
雪
の
色
や
添
ふ
ら
ん
（
雲
葉
集
・
冬
・
冬
の
歌
に
・
八
五
四
・
実
能
。
続
拾
遺
集
・

雑
中
・
老
後
述
懐
と
い
ふ
事
を
・
一
二
一
六
）

〔
語
釈
〕　

○
積
も
れ
ば
雪
の
色―
降
る
雪
が
積
も
る
と
雪
が
一
面
に
白
い
色
を
見
せ
る
、
と
い
う
趣
意
か
。
類
辞
の
先
行
例
に
は
、
為
氏

の
「
い
と
ど
ま
た
か
り
に
も
人
の
跡
絶
え
て
積
も
れ
ば
雪
の
深
草
の
里
」（
弘
長
百
首
・
冬
・
雪
・
四
〇
七
。
続
古
今
集
・
冬
・

六
六
〇
）
が
あ
る
。
後
出
だ
が
、
六
波
羅
評
定
衆
の
大
江
貞
重
に
は
「
別
れ
に
し
都
の
秋
の
日
数
さ
へ
積
も
れ
ば
雪
の
白
川
の
関
」

（
続
後
拾
遺
集
・
冬
・
関
雪
を
・
四
九
二
）
の
作
例
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
実
能
詠
は
「
鏡
山
い
ざ
立
ち
よ
り
て
見
て
ゆ
か
む
年
へ
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
九
・

読
人
不
知
）
を
踏
ま
え
る
。
該
歌
の
類
型
の
淵
源
は
、
こ
の
『
古
今
集
』
歌
や
「
今
日
見
れ
ば
鏡
に
雪
ぞ
ふ
り
に
け
る
老
い
の
し
る
べ

は
雪
に
や
あ
る
ら
ん
」（
貫
之
集
・
八
四
〇
）
に
求
め
ら
れ
る
。

季
節
の
歌
に
述
懐
を
詠
じ
る
宗
尊
ら
し
い
一
首
で
あ
る
が
、
右
の
貫
之
歌
や
参
考
の
忠
見
歌
に
見
る
よ
う
に
、
雪
に
寄
せ
て
老
い
の

述
懐
を
詠
じ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
あ
る
一
つ
の
類
型
で
も
あ
る
。

898　

春
秋
を
あ
は
れ
あ
な
憂う

と
過
ぐ・

し
来き

て
果は

て
は
と
ま
ら
ぬ
年
の
暮
か哉な



一
六
〇

〔
通
釈
〕　春秋

一
年
の
歳
月
を
、
あ
あ
憂
く
辛
い
と
過
ご
し
て
き
て
、
つ
い
に
は
留
ま
る
こ
と
の
な
い
、
こ
の
年
の
暮
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

と
り
と
む
る
物
に
し
あ
ら
ね
ば
年
月
を
あ
は
れ
あ
な
憂
と
過
ぐ
し
つ
る
か
な
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

春
秋
の
折
の
あ
は
れ
を
過
ぐ
し
来
て
深
く
な
り
ぬ
る
雪
の
山
里
（
拾
玉
集
・
一
日
百
首
・
雪
・
九
三
六
）

春
秋
の
あ
か
ぬ
名
残
を
と
り
そ
へ
て
さ
な
が
ら
惜
し
き
年
の
暮
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
閑
居
百
首
文
治
三
年
冬
与
越
中
侍
従
詠
之
・
冬
・

三
七
〇
）

〔
類
歌
〕　

春
秋
の
別
れ
を
憂
し
と
言
ひ
言
ひ
て
一
き
は
惜
し
き
年
の
暮
か
な
（
雪
玉
集
・
詠
百
首
和
歌　

文
明
六
秋
・
惜
歳
暮
・
六
六
四

一
）

春
秋
の
名
残
も
さ
ら
に
と
り
そ
へ
て
惜
し
む
に
尽
き
ぬ
年
の
暮
か
な
（
霊
元
法
皇
御
集
・
五
十
首
天
和
二
年
十
月
二
日
一
夜
詠
之
・

惜
歳
暮
・
五
一
八
）

祝

899　

君
が
代
は
尽
き・

じ
と
神
や
定さ
た

め
け
む
御み

裳も

濯す
そ

川
に
跡
垂た

れ
し
よ
り

〔
通
釈
〕　

祝

我
が
君
の
代
は
尽
き
る
ま
い
と
、
大
神
宮
の
神
が
定
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
御
裳
濯
川
に
垂
迹
し
て
よ
り
こ
の
方
。

〔
本
歌
〕　

君
が
代
は
尽
き
じ
と
ぞ
思
ふ
神
風
や
御
裳
濯
川
の
澄
ま
む
か
ぎ
り
は
（
後
拾
遺
集
・
賀
・
四
五
〇
・
経
信
）

〔
語
釈
〕　

○
君
が
代―

こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
時
点
で
は
、
直
接
に
は
宗
尊
の
弟
の
亀
山
天
皇
の
御
代
を
指



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
六
一

す
。
同
時
に
父
帝
後
嵯
峨
院
も
存
命
で
あ
れ
ば
、
後
嵯
峨
上
皇
と
亀
山
天
皇
の
代
、
と
捉
え
て
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
○
神―

伊
勢
内
宮

の
御
手
洗
川
の
「
御
裳
濯
川
」
か
ら
伊
勢
皇
大
神
宮
の
神
、
即
ち
天
照
大
神
の
こ
と
。
○
御
裳
濯
川―

伊
勢
国
の
歌
枕
。
神
路
山
に
発

し
て
伊
勢
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
西
端
を
流
れ
る
御
手
洗
川
た
る
五
十
鈴
川
の
こ
と
。
○
跡
垂
れ
し―

神
が
そ
の
場
所
を
占
め
て
示
現

し
た
、
と
い
う
意
味
。
本
地
垂
迹
の
思
想
に
基
づ
く
。

〔
補
説
〕　

後
拾
遺
集
初
出
歌
人
経
信
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
注
釈
稿
（
三
）』（
本
紀
要
四
七
、
平

二
二
・
三
）
126
、
128
補
説
参
照
。

900　

今
こ
そ
は
昔
に
越こ

え
て
男
山
さ
か
ゆ
く
君
が
御
代
と
見み

え
け
れ

〔
通
釈
〕　今こ

そ
、
昔
に
ま
し
て
、
男
山
の
坂
を
越
え
て
行
く
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
栄
え
て
ゆ
く
我
が
君
の
御
代
と
見
え
る
の
で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

今
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
男
山
さ
か
ゆ
く
時
も
あ
り
こ
し
も
の
を
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
八
九
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
越
え
て―

ま
さ
っ
て
。「
男
山
」
の
縁
で
山
の
上
を
過
ぎ
て
の
意
が
掛
か
る
。
○
男
山―

山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
府
八
幡

市
に
あ
り
、
山
上
に
石
清
水
八
幡
宮
を
祀
る
山
。
○
さ
か
ゆ
く―
「
男
山
」（
の
）「
坂
行
く
」
か
ら
掛
詞
で
「
栄
行
く
」「
君
が
御
代
」

に
鎖
る
。
○
君
が
御
代―

前
歌
の
「
君
が
代
」
と
同
様
。

901　

千
早
振
る・

賀か

茂も

の
瑞水

垣か
き

我
が・

君
の
万
代
さ
し
て
契
り・

置を

き
け
め



一
六
二

〔
通
釈
〕　賀茂

の
神
の
瑞
垣
は
、
我
が
君
の
万
年
も
続
く
世
に
向
け
て
、
約
束
し
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
参
考
〕　

さ
り
と
も
と
頼
む
心
は
神
さ
び
て
久
し
く
な
り
ぬ
賀
茂
の
瑞
垣
（
千
載
集
・
神
祇
・
一
二
七
二
・
式
子
）

ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
瑞
垣
年
を
経
て
幾
世
の
今
日
に
あ
ふ
ひ
な
る
ら
む
（
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
・
葵
・
八
七
・
定
家
。

三
百
六
十
番
歌
合
・
夏
・
一
五
二
。
拾
遺
愚
草
・
一
八
八
九
）

ち
は
や
ぶ
る
賀
茂
の
瑞
籬
年
を
経
て
久
し
き
世
に
も
つ
か
へ
て
し
か
な
（
宝
治
百
首
・
雑
・
寄
社
祝
・
三
九
五
三
・
少
将
内

侍
）

〔
語
釈
〕　

○
千
早
振
る―

「
賀
茂
」（
の
神
）
の
枕
詞
。
○
賀
茂
の
瑞
垣―

「
賀
茂
」
は
、
宮
城
鎮
護
の
神
で
あ
る
、
賀
茂
別
雷
神
社

（
上
賀
茂
）
と
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
賀
茂
）
両
社
の
総
称
。「
瑞
垣
」
は
、
神
社
周
辺
に
め
ぐ
ら
し
た
垣
の
意
だ
が
、
神
社
そ
の
も
の
を

表
す
。「
鴨
の
水
掻
き
」
が
響
く
か
。
○
契
り
お
き
け
め―

「
契
り
置
き
け
む
」
と
あ
る
べ
き
。
あ
る
い
は
、「
万
代
さ
し
て
」
の
原
態

が
「
万
代
を
こ
そ
」
の
類
で
あ
っ
た
か
。

902　

神
も
ま又た
千
歳と
せ

の
た
め
し
君
に
と
や
植う

ゑへ

始は
し

め
け
ん
住
吉よ
し

の
松

〔
通
釈
〕　住吉

の
神
も
ま
た
、
そ
の
千
歳
続
く
佳
い
例
を
、
我
が
君
の
た
め
と
植
え
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
住
吉
の
松
を
。

〔
本
歌
〕　

い
に
し
へ
に
あ
り
き
あ
ら
ず
は
知
ら
ね
ど
も
千
歳
の
た
め
し
君
に
始
め
む
（
古
今
集
・
賀
・
三
五
三
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

神
も
ま
た
君
が
た
め
と
や
春
日
山
古
き
御
ゆ
き
の
跡
残
し
け
ん
（
拾
遺
愚
草
・
賀
・
祖
父
中
納
言
の
春
日
行
幸
の
賞
を
つ
の
り



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
六
三

て
、
正
三
位
し
た
る
あ
し
た
に
、
右
兵
衛
督
〔
雅
経
〕・
二
五
二
四
。
明
日
香
井
集
・
雑
・
一
六
三
六
）

神
代
よ
り
植
ゑ
始
め
け
ん
住
吉
の
松
は
千
年
や
か
ぎ
ら
ざ
る
ら
ん
（
続
後
撰
集
・
神
祇
・
五
六
〇
・
宜
秋
門
院
丹
後
）

〔
語
釈
〕　

○
神―

「
住
吉
の
松
」
か
ら
、
摂
津
の
住
吉
に
鎮
座
す
る
住
吉
明
神
（
住
吉
大
社
の
神
）
を
言
う
。
○
住
吉
の
松―

摂
津
国
の

歌
枕
「
住
吉
」（
現
大
阪
市
住
吉
区
、
住
吉
大
社
の
地
）
に
生
え
る
松
。

恋

903　

誰
ゆ
ゑへ

の
乱み
た

れ
な
ら
ぬ
を
あ
ぢ
き
な
く
言
は
で
や
さ
の
み
忍
ぶ
も
ぢ
ず
り

〔
本
文
〕　

○
言
は
で
や
さ
の
み―

底
本
「
い
は
◦て

や
さ
の
み
」（「
は
」
と
「
や
」
の
間
の
左
傍
に
補
入
符
を
打
ち
右
傍
に
「
て
」）
と
あ

り
。

〔
通
釈
〕　

恋

恋
し
い
あ
の
人
以
外
の
誰
の
た
め
の
私
の
乱
れ
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
恋
の
思
い
を
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
で
、

こ
ん
な
に
も
、
陸
奥
の
信
夫
の
乱
れ
模
様
の
忍
ぶ
綟
摺
り
の
よ
う
に
、
た
だ
忍
ん
で
い
る
こ
と
よ
。

〔
本
歌
〕　

陸
奥
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰
ゆ
ゑ
に
乱
れ
む
と
思
ふ
我
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
二
四
・
融
）

〔
参
考
〕　

あ
ぢ
き
な
く
言
は
で
心
を
つ
く
す
か
な
つ
つ
む
人
目
も
人
の
た
め
か
は
（
千
載
集
・
恋
三
・
八
三
一
・
光
行
）

〔
語
釈
〕　

○
乱
れ―

恋
故
の
思
い
の
乱
れ
。「
忍
ぶ
も
ぢ
ず
り
」
の
縁
で
模
様
の
「
乱
れ
」
の
意
が
掛
か
る
。
○
忍
ぶ
も
ぢ
ず
り―

本
歌

を
承
け
て
言
う
。「
忍
ぶ
」
は
、
陸
奥
国
の
歌
枕
「
信
夫
」
に
「
忍
ぶ
（
草
）」
が
掛
か
る
。「
も
ぢ
ず
り
」
は
、
忍
草
の
葉
を
布
に
ね

じ
り
摺
り
染
め
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
乱
れ
模
様
な
の
で
「
乱
れ
」
な
ど
に
か
け
て
い
う
。
こ
こ
も
「
乱
れ
」
と
縁
語
。



一
六
四

904　

何な
に

し
か
と
言い

ひ
て
も
今
は
か
ひ
ぞ
な
き
道
踏ふ

み
初そ

め
し
佐さ

夜や

の
中
山

〔
通
釈
〕　どう

し
て
（
思
い
始
め
た
の
）
か
、
と
言
っ
て
も
今
は
（
甲
斐
が
嶺
な
ら
ず
）
か
い
が
な
い
。
道
を
踏
み
始
め
た
佐
夜
の
中
山
の
よ

う
に
、
恋
の
道
を
「
な
か
な
か
に
」
な
ま
じ
っ
か
踏
み
始
め
た
上
は
。

〔
本
歌
〕　

東
路
の
佐
夜
の
中
山
な
か
な
か
に
何
し
か
人
を
思
ひ
そ
め
け
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
四
・
友
則
）

〔
参
考
〕　

今
は
た
だ
恋
ひ
渡
れ
ど
も
か
ひ
ぞ
な
き
契
り
し
夜
半
の
久
米
の
岩
橋
（
亀
山
殿
五
首
歌
合
文
永
二
年
九
月
・
絶
恋
・
九
三
・
公
雄
）

〔
語
釈
〕　

○
か
ひ
ぞ
な
き―

し
ょ
う
が
な
い
、
効
果
が
な
い
意
。「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も
見
し
が
け
け
れ
な
く
横
ほ
り
伏
せ
る
佐
夜
の

中
山
」（
古
今
集
・
東
歌
・
甲
斐
歌
・
一
〇
九
七
）
か
ら
、「
か
ひ
」
に
「
甲
斐
」
が
響
く
。
○
佐
夜
の
中
山―

遠
江
国
の
歌
枕
。
現
静

岡
県
掛
川
市
日
坂
と
菊
川
の
間
に
あ
る
山
。
東
海
道
の
難
所
。
本
歌
を
承
け
て
「
中
山
」
か
ら
「
な
か
な
か
に
」
が
言
外
に
起
き
る
。

905　

知
る・

べ
す
る
心
の
杉す
き

や
か
こ
た
ま
し
つ
れ
な
き
色
に
尋
ね・

侘
び・

つ
つゝ

〔
通
釈
〕　

（
本
当
は
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
）
恋
の
道
案
内
を
す
る
は
ず
の
、（
人
の
）
心
の
中
の
杉
の
せ
い
に
し
よ
う
か
し
ら
。
変
え
な
い
杉
の

色
の
よ
う
に
つ
れ
な
い
気
配
に
、
恋
し
い
人
を
ず
っ
と
尋
ね
か
ね
て
い
て
。

〔
本
歌
〕　

誰
ぞ
こ
の
三
輪
の
檜
原
も
知
ら
な
く
に
心
の
杉
の
我
を
尋
ぬ
る
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
女
の
杉
の
実
を
包
み
て
お
こ
せ
て
侍
り



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
六
五

け
れ
ば
・
一
〇
六
二
・
実
方
）

〔
参
考
〕　

言
は
ぬ
よ
り
心
や
行
き
て
し
る
べ
す
る
な
が
む
る
方
を
人
の
問
ふ
ま
で
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
〇
五
・
隆
房
）

問
ひ
も
せ
で
つ
れ
な
き
色
を
な
ら
へ
と
は
誰
が
植
ゑ
置
き
し
三
輪
の
杉
村
（
現
存
六
帖
・
す
ぎ
・
六
八
九
・
承
明
門
院
小
宰

相
）

〔
語
釈
〕　

○
心
の
杉―
相
手
の
心
の
中
に
あ
る
し
る
し
の
杉
。
本
歌
の
詞
を
取
る
。
本
歌
は
、「
我
が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
と

ぶ
ら
ひ
来
ま
せ
杉
立
て
る
門
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
八
二
・
読
人
不
知
）
を
踏
ま
え
る
。
○
つ
れ
な
き
色―

「
杉
」
か
ら
、
色
を
変

え
な
い
杉
の
常
緑
に
、
恋
人
の
そ
っ
け
な
い
様
子
・
冷
淡
な
気
配
を
寓
意
す
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
該
歌
の
三
ヶ
月
前
の
「
文
永
六
年
四
月
廿
八
日
、
柿
本
影
前
に
て
講
じ
侍
り
し
百
首
歌
」
の
「
恋
」
で
も
「
い
た
づ
ら

に
つ
れ
な
き
色
の
年
も
経
ぬ
さ
や
も
祈
り
し
三
輪
の
神
杉
」（
本
抄
・
巻
四
・
657
）
と
詠
じ
て
い
る
。

906　

打う

つ
浪
も
及を
よ

ば
ぬ
峰
の
岩
根
松
い
つ
あ
ら
は
れ
て
ね
を
か
見み

せ
ま
し

〔
通
釈
〕　岩を

打
つ
波
も
及
ば
な
い
高
い
峰
に
あ
る
岩
根
に
生
え
た
松
は
、
い
つ
洗
わ
れ
て
根
を
見
せ
る
の
か
、
そ
の
よ
う
に
、
私
の
恋
は
い

っ
た
い
つ
顕
わ
れ
表
沙
汰
に
な
っ
て
、
泣
き
声
を
見
せ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

寄
る
浪
の
お
よ
ば
ぬ
浦
の
玉
松
の
ね
に
あ
ら
は
れ
ぬ
色
ぞ
つ
れ
な
き
（
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
・
恋
・
一
八
一
・
順
徳
院
）

陸
奥
に
あ
り
て
ふ
川
の
埋
も
れ
木
の
い
つ
あ
ら
は
れ
て
う
き
名
と
り
け
ん
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
二
・
源
時
清
。
宗
尊

親
王
百
五
十
番
歌
合
・
恋
・
二
九
〇
）



一
六
六

荒
磯
や
岩
根
に
立
て
る
そ
な
れ
松
浪
に
し
を
れ
ぬ
時
の
間
ぞ
な
き
（
堀
河
百
首
・
雑
・
松
・
一
三
〇
二
・
源
顕
仲
）

波
か
く
る
さ
し
で
の
磯
の
岩
根
松
ね
に
あ
ら
は
れ
て
乾
く
間
も
な
し
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
寄
海
恋
・
家
房
）

荒
磯
の
波
寄
せ
か
く
る
岩
根
松
い
は
ね
ど
ね
に
は
あ
ら
は
れ
ぬ
べ
し
（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・
二
三
四
二
・
良
経
）

〔
語
釈
〕　

○
及
ば
ぬ
峰―

新
奇
な
措
辞
。
後
代
の
例
に
、
後
柏
原
院
の
「
分
け
こ
し
は
外
山
の
雪
に
散
り
は
て
て
及
ば
ぬ
峰
の
花
の
白

雲
」（
柏
玉
集
・
春
下
・
深
山
残
花
・
三
八
七
○
）
や
加
藤
千
蔭
の
「
香
ば
か
り
は
か
ど
は
ん
風
の
つ
て
も
が
な
及
ば
ぬ
嶺
の
花
の
白

雲
」（
う
け
ら
が
花
初
編
・
恋
・
に
な
き
お
も
ひ
・
一
一
六
一
）
が
見
え
る
。
○
岩
根
松―

大
地
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
た
岩
に
生

え
て
い
る
松
。
○
い
つ
あ
ら
は
れ
て―

上
句
は
序
で
、「
い
つ
洗
は
れ
て
」
の
掛
詞
で
「
い
つ
顕
れ
て
」
を
起
こ
す
。
○
ね
を
か
見
せ

ま
し―

「
根
を
か
見
せ
ま
し
」
に
「
音
を
か
見
せ
ま
し
」
が
掛
か
る
。「
音
を
」「
見
せ
」
は
特
異
で
あ
る
。
声
を
表
に
立
て
て
泣
く
こ

と
を
言
っ
た
か
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
は
い
ず
れ
も
宗
尊
が
披
見
し
得
た
歌
で
あ
ろ
う
。
特
に
前
二
首
は
該
歌
の
詠
作
に
際
し
て
、
念
頭
に
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。　

907　

い
か
に
せ
ん
板い

た

井ゐ

の
清
水
里さ
と

人
も
結
ば
ぬ
中
の
遠
き
契
り・

を

〔
通
釈
〕　どう

し
よ
う
か
。（
私
の
家
の
）
板
井
の
清
水
は
里
か
ら
遠
く
て
里
人
も
結
び
掬
わ
な
い
、
そ
の
よ
う
に
結
ぶ
こ
と
の
な
い
あ
の
人

と
の
中
の
、
縁
遠
い
契
り
を
。

〔
本
歌
〕　

我
が
門
の
板
井
の
清
水
里
遠
み
人
し
汲
ま
ね
ば
水
草
お
ひ
に
け
り
（
古
今
集
・
神
遊
び
の
歌
・
採
物
の
歌
・
一
〇
七
九
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
六
七

〔
類
歌
〕　

影
ば
か
り
見
し
を
か
ご
と
の
契
り
に
て
結
ば
ぬ
中
の
山
の
井
の
水
（
玉
葉
集
・
恋
一
・
恋
歌
と
て
・
一
三
〇
八
・
藤
原
宗
緒
朝

臣
母
）

〔
語
釈
〕　

○
板
井
の
清
水―

板
作
り
で
囲
っ
た
井
戸
の
清
ら
か
な
水
。
○
結
ば
ぬ
中―

宗
尊
は
該
歌
以
前
に
「
思
へ
た
だ
は
な
だ
の
帯
の

か
り
に
だ
に
結
ば
ぬ
中
の
う
つ
り
や
す
さ
は
」（
中
書
王
御
詠
・
恋
・
変
恋
・
一
八
七
）
と
用
い
て
い
る
。
宗
尊
親
王
幕
下
の
関
東
祗

候
の
廷
臣
藤
原
教
定
（
雅
経
男
。
文
永
三
年
四
月
八
日
没
）
の
「
夏
草
の
下
行
く
水
の
あ
り
と
だ
に
結
ば
ぬ
中
は
知
る
人
も
な
し
」

（
続
拾
遺
集
・
恋
四
・
九
九
一
）
が
先
行
す
る
か
。
こ
こ
は
、「
清
水
」
の
水
を
「
里
人
も
結
ば
ぬ
」（
里
人
も
掬
わ
な
い
）
か
ら
「
む
す

ば
ぬ
」
を
掛
詞
に
「
結
ば
ぬ
中
」（
約
束
し
な
い
男
女
の
仲
）
に
鎖
る
。

908　

頼た
の

ま
ず
は
吉よ
し

野の

のゝ
川
の
末
を
見み

よ
そ
れ
も
い
づ
く
に
落
つ・

る
涙
ぞ

〔
通
釈
〕　私を

信
頼
し
な
い
の
な
ら
、
吉
野
の
川
の
流
れ
行
く
末
を
見
て
み
よ
。
そ
れ
も
、
あ
の
妹
背
の
山
の
中
な
ど
で
は
な
く
、
い
っ
た
い

ど
こ
に
落
ち
る
涙
な
の
か
。
私
は
あ
な
た
と
の
男
女
の
仲
に
こ
そ
涙
を
落
と
し
て
い
る
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

な
が
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
落
つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
の
中
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
八
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

末
絶
え
ぬ
吉
野
の
川
の
水
上
や
妹
背
の
山
の
中
を
行
く
ら
ん
（
続
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
六
〇
・
醍
醐
天
皇
）

〔
語
釈
〕　

○
吉
野
の
川―

大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
を
流
れ
る
吉
野
川
の
こ
と
。
○
頼
ま
ず
は―

「
つ
ら
け
れ
ど
恨
み
ん
と
は
た
思
ほ

え
ず
な
ほ
行
く
先
を
頼
む
心
に
」（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
三
八
・
伊
尹
）
の
返
歌
「
雨
こ
そ
は
頼
ま
ば
洩
ら
め
頼
ま
ず
は
思
は
ぬ
人

と
見
て
を
や
み
な
ん
」（
一
〇
三
九
・
読
人
不
知
）
と
同
様
の
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。



一
六
八

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
詞
書
は
「
亭
子
院
よ
り
、
世
世
を
経
て
絶
え
じ
と
ぞ
思
ふ
、
と
い
ふ
御
歌
を
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
た
り
け
る
、
御
返

し
」
で
あ
る
。「
亭
子
院
」
は
宇
多
院
で
、「
世
世
を
」
の
歌
は
、「
世
世
を
経
て
絶
え
じ
と
ぞ
思
ふ
吉
野
川
な
が
れ
て
落
つ
る
滝
の
白

糸
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
『
続
後
撰
集
』（
恋
三
・
七
九
二
）
で
は
詞
書
「
人
に
た
ま
は
せ
け
る
」、
作
者
「
延
喜
御
製
」（
醍
醐
天

皇
）、『
万
代
集
』（
恋
三
・
二
二
六
九)

で
も
詞
書
「
女
に
た
ま
は
せ
け
る
」、
作
者
「
延
喜
御
製
」
で
あ
る
。
何
ら
か
の
錯
誤
が
あ
ろ

う
か
。

909　

さ
の
み
ま又た
漕
ぎ・

は
返か
へ

ら
じ
同お
な

じ
江
の
棚た
な

無ゝ
し
小
舟
風
に
ま
か
せ
て

〔
通
釈
〕　そう

と
ば
か
り
ま
た
、
繰
り
返
し
漕
い
で
は
戻
る
ま
い
。
い
く
ら
同
じ
江
に
あ
っ
た
棚
無
し
小
舟
で
も
、（
行
方
を
）
風
に
任
せ
て
。

た
だ
繰
り
返
し
戻
っ
て
同
じ
人
に
恋
し
続
け
る
こ
と
は
す
る
ま
い
。
こ
の
身
の
行
く
末
は
風
に
任
せ
て
。

〔
本
歌
〕　

掘
江
漕
ぐ
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
返
り
同
じ
人
に
や
恋
ひ
渡
り
な
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
三
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

漕
ぎ
帰
る
棚
無
し
小
舟
同
じ
江
に
燃
え
て
蛍
の
し
る
べ
顔
な
る
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
夏
・
江
蛍
・
四
〇
〇
・
定
家
。
拾

遺
愚
草
・
二
〇
二
六
。
閑
月
集
・
夏
・
一
五
一
。
飛
月
集
・
二
二
〇
）

〔
類
歌
〕　

吹
く
風
に
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
別
れ
同
じ
江
な
ら
ぬ
月
を
見
る
か
な
（
慶
運
法
印
集
・
秋
・
舟
中
月
・
一
二
五
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
の
み
ま
た―

↓
801
。
○
漕
ぎ
は
返
ら
じ―

本
歌
を
承
け
た
、
繰
り
返
し
漕
ぐ
こ
と
は
す
る
ま
い
、
と
い
う
意
味
に
、「
同

じ
江
」
に
漕
い
で
は
戻
る
（
帰
る
）
ま
い
、
の
意
味
が
掛
か
る
。
そ
の
解
釈
に
は
、「
大
納
言
の
還
任
を
申
し
侍
り
け
れ
ど
ゆ
る
さ
れ

ざ
り
け
る
比
、
寄
舟
述
懐
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
い
う
詞
書
の
述
懐
歌
な
が
ら
「
沈
む
身
の
棚
無
し
小
舟
い
か
な
れ
ば
同



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
六
九

じ
江
に
だ
に
返
ら
ざ
る
ら
ん
」（
玉
葉
集
・
雑
五
・
二
五
六
五
・
長
雅
）
と
い
う
一
首
や
、
後
出
で
は
あ
る
が
類
歌
に
挙
げ
た
慶
運
の

歌
、
あ
る
い
は
該
歌
と
対
照
的
に
「
同
じ
江
」
に
「
漕
ぎ
帰
る
」
こ
と
を
言
う
為
定
の
「
慕
へ
ど
も
春
は
と
ま
ら
ぬ
同
じ
江
に
棚
無
し

小
舟
漕
ぎ
や
帰
ら
ん
」（
藤
川
五
百
首
・
船
中
暮
春
・
九
八
）
や
師
兼
の
「
漕
ぎ
帰
る
棚
無
し
小
舟
夜
も
す
が
ら
同
じ
江
に
の
み
月
や

見
る
ら
ん
」（
師
兼
千
首
・
秋
・
江
月
・
四
二
三
）
や
雅
親
の
「
同
じ
江
に
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
帰
り
見
れ
ば
明
け
ゆ
く
み
じ
か
夜
の
月
」

（
続
亜
槐
集
・
夏
・
江
夏
月
・
一
五
三
）
等
が
参
考
に
な
ろ
う
。
歌
句
と
し
て
は
珍
し
く
、
後
代
に
加
藤
千
蔭
の
「
明
け
ぬ
と
て
漕
ぎ

は
返
ら
じ
月
雪
に
ま
さ
り
て
思
ふ
友
を
訪
ふ
夜
は
」（
う
け
ら
が
花
初
編
・
冬
・
月
雪
の
夜
、
舟
に
の
り
て
人
の
も
と
を
と
ふ
・

八
七
九
）
と
い
う
、「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
一
首
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
○
棚
無
し
小
舟―

↓
548
。

〔
補
説
〕　

恋
歌
と
し
て
の
趣
意
が
や
や
不
分
明
で
あ
る
。
一
応
、
通
釈
の
二
行
目
の
よ
う
な
含
意
が
あ
る
と
解
し
て
お
く
。

『
古
今
集
』
の
「
堀
江
漕
ぐ
」
の
歌
を
本
歌
に
し
た
歌
は
多
い
が
、
そ
の
中
で
「
同
じ
江
」
を
詠
む
こ
と
は
参
考
の
定
家
詠
が
早
く
、

該
歌
は
そ
の
両
者
の
延
長
上
に
あ
る
。
同
様
の
詠
作
は
、
語
釈
に
挙
げ
た
歌
々
の
他
に
も
、「
い
つ
ま
で
か
棚
無
し
小
舟
同
じ
江
に
な

ほ
漕
ぎ
返
る
道
残
り
け
ん
」（
嘉
元
百
首
・
恋
・
忘
恋
・
六
七
三
・
内
実
）
や
「
恨
み
て
も
侘
び
て
も
は
て
ぬ
同
じ
江
の
棚
無
し
小
舟

漕
ぎ
離
れ
な
ん
」（
宗
良
千
首
・
恋
・
寄
船
恋
・
七
八
四
）
が
あ
る
。

910　

頼た
の

む
る
を
い
か
がゝ
と
な猶ほ
も
疑う
た
か

ふ
や
思
ふ
あ
ま
り
の
夕
べ・

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　あの

人
が
私
に
期
待
さ
せ
て
い
る
の
を
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
さ
ら
に
疑
う
の
は
、
あ
の
人
を
恋
し
く
思
う
あ
ま
り
の
、
こ
の
夕
方
故

で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。



一
七
〇

〔
参
考
〕　

ま
つ
ほ
ど
の
す
ぎ
の
み
ゆ
け
ば
大
堰
川
頼
む
る
く
れ
を
い
か
が
と
ぞ
思
ふ
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
〇
四
・
馬
内
侍
）

頼
む
る
を
ま
た
偽
り
と
思
ひ
て
も
な
ほ
忘
ら
れ
ぬ
夕
暮
の
空
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
契
待
恋
と
い
ふ
こ
と
を
・
八
〇
一
・
平
長

時
）

今
は
は
や
人
の
問
ふ
ま
で
な
り
に
け
り
思
ふ
あ
ま
り
の
夕
暮
の
空
（
洞
院
摂
政
家
百
首
東
北
大
学
本
拾
遺
・
忍
恋
・
一
五
三
・

公
経
。
万
代
集
・
恋
一
・
一
九
二
〇
）

〔
補
説
〕　

参
考
の
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
の
下
句
を
、
詠
み
直
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
を
本
歌
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
北
条
長
時
と
西

園
寺
公
経
の
歌
も
、
宗
尊
の
視
野
に
は
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

911　

偽
り・

に
こ
り
ぬ
心こ
ゝ
ろ

を
知し

り
て
こ
そ
ま又た
此
の・

暮く
れ

と
頼た
の

め
置を

く
ら
め

〔
本
文
〕　

○
置
く
ら
め―

歌
末
の
「
め
」
は
、
底
本
は
「
ん
」
に
「
め
」
を
上
書
。

〔
通
釈
〕　あの

人
の
嘘
偽
り
に
も
懲
り
な
い
私
の
心
を
あ
の
人
は
知
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
ま
た
こ
の
暮
に
（
逢
う
）
と
、
私
に
期
待
を
持
た
せ

る
の
だ
ろ
う
。

〔
本
歌
〕　

頼
め
つ
つ
逢
は
で
年
経
る
偽
り
に
こ
り
ぬ
心
を
人
は
知
ら
な
む
（
古
今
集
・
恋
二
・
六
一
四
・
躬
恒
。
後
撰
集
・
恋
五
・
九
六
七
・

業
平
〔
実
は
仲
平
か
〕）

〔
参
考
〕　

頼
む
る
を
ま
た
偽
り
と
思
ひ
て
も
な
ほ
忘
ら
れ
ぬ
夕
暮
の
空
（
続
後
撰
集
・
恋
三
・
契
待
恋
と
い
ふ
こ
と
を
・
八
〇
一
・
平
長

時
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
七
一

912　

陸み
ち

奥の
く

の
浅
か
ら
ず
こ
そ
契
り・

し
に
か
つ
見み

る
中
の
絶
え・

や
果は

て
な
ん

〔
通
釈
〕陸

奥
の
安
積
（
の
沼
）
で
な
い
が
浅
く
は
な
く
約
束
し
た
の
に
、（
そ
の
安
積
の
沼
の
「
花
か
つ
み
」
の
よ
う
に
）「
か
つ
見
」
て
一

方
で
は
逢
っ
て
も
い
る
二
人
の
仲
が
、
絶
え
果
て
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

陸
奥
の
安
積
の
沼
の
花
か
つ
み
か
つ
見
る
人
に
恋
ひ
や
わ
た
ら
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
七
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

杣
川
の
浅
か
ら
ず
こ
そ
契
り
し
か
な
ど
こ
の
暮
を
引
き
違
ふ
ら
ん
（
千
載
集
・
恋
二
・
七
七
八
・
盛
方
。
建
春
門
院
北
面
歌
合
・

臨
期
違
約
恋
・
五
七
、
三
句
「
契
り
し
に
」）

〔
語
釈
〕　

○
陸
奥
の
浅
か
ら
ず
こ
そ―
本
歌
を
承
け
て
「
陸
奥
の
」
を
序
詞
と
し
て
、
そ
の
歌
枕
の
「
安
積
」（
現
福
島
県
郡
山
市
日
和

田
の
安
積
山
公
園
付
近
）
の
「
あ
さ
か
」
と
同
音
の
掛
詞
で
「
浅
か
ら
ず
こ
そ
」
を
起
こ
す
。
○
か
つ
見
る―

一
方
で
は
逢
う
意
。
本

歌
は
「
花
か
つ
み
」
か
ら
「
か
つ
見
る
」
を
起
こ
す
が
、
こ
こ
は
逆
に
「
か
つ
見
る
」
か
ら
「（
花
）
か
つ
み
」
が
想
起
さ
れ
る
。

913　

限か
き

り
と
は
思お
も

は
で
ぞ
見み

し
あ有り
し
世よ

の
別
れ・

の
床と
こ

の
明あ

け
方
の
月

〔
通
釈
〕　もう

こ
れ
限
り
と
は
思
わ
な
い
で
見
た
、
か
つ
て
の
二
人
の
仲
の
、
別
れ
の
床
に
か
か
っ
て
い
た
明
け
方
の
月
よ
。

〔
本
歌
〕　

限
り
と
は
思
は
ぬ
も
の
を
暁
の
別
れ
の
床
の
起
き
憂
か
る
ら
ん
（
続
古
今
集
・
恋
三
・
元
良
親
王
家
歌
合
歌
・
一
一
五
八
・
読



一
七
二

人
不
知
。
陽
成
院
親
王
二
人
歌
合
・
あ
か
つ
き
の
わ
か
れ
・
三
五
）

〔
影
響
〕　

限
り
と
も
思
は
で
と
も
に
見
し
夜
半
の
月
は
空
に
や
か
ね
て
知
り
け
ん
（
雅
有
集
・
御
室
の
五
十
首
・
恋
・
四
二
四
）

限
り
ぞ
と
思
は
で
過
ぎ
し
夕
べ
だ
に
た
だ
や
は
秋
の
空
は
な
が
め
し
（
李
花
集
・
秋
・
暮
秋
の
歌
の
中
に
・
三
八
七
）

〔
語
釈
〕　

○
あ
り
し
世―

か
つ
て
の
（
親
密
だ
っ
た
）
二
人
（
男
女
）
の
仲
の
意
。

〔
補
説
〕　

関
東
祗
候
の
廷
臣
雅
有
と
南
朝
の
宗
良
親
王
に
は
、
宗
尊
詠
に
倣
っ
た
詠
作
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
影
響
の
両
首
も
そ
れ
を
示

す
も
の
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

914　

さ
だ
か
に
も
お
ぼ
え
ぬ
夢
の
面
影か
け

や
闇や
み

の
現う
つ
ゝ

の
名
残
な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　はっ

き
り
と
は
思
い
出
せ
な
い
夢
の
中
の
あ
の
人
の
面
影
は
、
夜
の
深
い
闇
の
中
の
逢
瀬
の
名
残
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

む
ば
た
ま
の
闇
の
現
は
さ
だ
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
ざ
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

あ
ぢ
き
な
く
な
に
と
身
に
添
ふ
面
影
ぞ
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
闇
の
現
に
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
一
五
二
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・

限
り
な
く
忍
び
て
、
人
に
知
ら
せ
ざ
り
け
る
人
に
・
二
六
二
五
）

い
か
な
り
し
闇
の
現
の
名
残
と
て
思
ひ
あ
は
す
る
夢
を
だ
に
見
ず
（
為
家
集
・
恋
・
暦
仁
元
・
一
一
八
七
）

迷
ひ
こ
し
闇
の
現
の
名
残
と
て
見
ゆ
と
は
見
え
ぬ
夢
も
う
ら
め
し
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
八
八
七
・
真
昭
）

〔
語
釈
〕　

○
お
ぼ
え
ぬ
夢―

西
行
の
「
さ
か
と
よ
と
ほ
の
か
に
人
を
見
つ
れ
ど
も
お
ぼ
え
ぬ
夢
の
心
地
こ
そ
す
れ
」（
山
家
集
〔
陽
明
文

庫
本
〕・
恋
百
十
首
・
一
二
五
六
。
新
編
国
歌
大
観
本
初
句
「
さ
り
と
よ
と
」）
と
「
今
は
さ
は
お
ぼ
え
ぬ
夢
に
な
し
は
て
て
人
に
か
た



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
七
三

ら
で
や
み
ね
と
ぞ
思
ふ
」（
同
上
・
一
二
六
〇
）
が
先
行
例
と
な
る
。

915　

蘆あ
し

の
屋
の
か
り
ね
の
夢
は
難な
に

波は

な
る
み
つ
と
ば
か
り
も
言い

ふ
か
ひ
ぞ
な
き

〔
通
釈
〕　蘆の

屋
の
蘆
の
刈
り
根
な
ら
ぬ
仮
寝
に
見
た
夢
（
の
逢
瀬
）
は
、
難
波
に
あ
る
御
津
な
ら
ぬ
「
見
つ
」
逢
っ
た
と
だ
け
で
も
言
う
か

い
も
な
い
。

〔
本
歌
〕　

君
が
名
も
我
が
名
も
立
て
じ
難
波
な
る
み
つ
と
も
言
ふ
な
あ
ひ
き
と
も
言
は
じ
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
四
九
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
蘆
の
屋
の―

「
蘆
の
屋
」
は
、「
難
波
な
る
」
と
あ
る
の
で
摂
津
国
の
歌
枕
「
蘆
屋
」（
現
兵
庫
県
芦
屋
市
付
近
の
広
域
）
だ

が
、
蘆
葺
き
の
粗
末
な
小
屋
の
意
も
活
き
て
下
に
か
か
り
、「
刈
り
根
」
か
ら
掛
詞
で
「
仮
寝
」
を
起
こ
す
。
○
言
ふ
か
ひ―

「
か
ひ
」

は
効
果
の
意
味
に
、「
難
波
」「
み
つ
」
の
縁
で
「
貝
」
が
響
く
。
○
難
波
な
る
み
つ―

摂
津
国
の
歌
枕
「
難
波
」
に
あ
る
「
御
津
（
三

津
）」（
現
大
阪
市
中
央
区
三
津
寺
町
付
近
と
い
う
）
か
ら
、
掛
詞
で
「
見
つ
」
を
起
こ
す
。

916　

さ
て
こ
そ
は
朽
ち・

果は

て
に
け
れ
大
荒あ
ら

木き

の
憂う

き
類た
く
ひ

と
や
杜
の
標し
め

縄な
は

〔
通
釈
〕　結局

は
そ
の
ま
ま
で
、
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
。
私
の
恋
は
、
大
荒
木
の
浮
田
の
、
憂
き
類
と
い
う
の
か
、
杜
の
標
縄
よ
。

〔
本
歌
〕　

か
く
し
て
や
な
ほ
や
や
み
な
む
大
荒
木
の
浮
田
の
杜
の
標
な
ら
な
く
に
（
万
葉
集
・
巻
十
一
・
譬
喩
・
右
一
首
、
寄
レ
標
喩
レ



一
七
四

思
・
二
八
三
九
・
作
者
未
詳
）

〔
参
考
〕　

さ
て
こ
そ
は
袖
も
し
ぼ
ら
め
思
ふ
こ
と
い
か
で
い
は
瀬
の
杜
の
下
露
（
白
河
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
杜
恋
・
四
二
一
・
経
任
）

大
荒
木
の
杜
の
下
草
朽
ち
ぬ
ら
し
浮
田
の
原
に
蛍
飛
び
か
ふ
（
為
忠
家
初
度
百
首
・
夏
・
叢
中
蛍
火
・
二
二
九
・
俊
成
）

〔
語
釈
〕　

○
大
荒
木
の
憂
き
類
と
や―

「
大
荒
木
の
浮
田
」
か
ら
「
う
き
た
」
を
掛
詞
に
「
憂
き
類
と
や
」
に
鎖
る
、
と
解
す
る
。「
浮

田
（
の
杜
）」
は
、
山
城
国
久
世
郡
（
現
京
都
市
伏
見
区
）
の
与
杼
神
社
の
森
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
大
荒
木
」
は
、
大
和
国
（
現
奈

良
県
五
条
市
の
今
井
神
社
付
近
と
い
う
）
の
そ
れ
で
は
な
く
、
山
城
国
の
そ
れ
で
、
現
京
都
市
伏
見
区
淀
水
垂
町
に
比
定
さ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
俊
成
詠
も
該
歌
も
、『
古
今
集
』
の
「
大
荒
木
の
杜
の
下
草
老
い
ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ず
刈
る
人
も
な
し
」（
雑
上
・

八
九
二
・
読
人
不
知
）
の
「
老
い
ぬ
れ
ば
」
に
「
朽
ち
」
が
発
想
さ
れ
た
か
。

917　

憂う

か
り
け
る
山
の
木
の
葉は

の
慣習

ら・

ひ・

か哉な
人
の
心
の
秋あ
き

を
知し

ら
せ
て

〔
通
釈
〕　憂く

辛
か
っ
た
、
つ
れ
な
く
色
を
変
え
る
山
の
木
の
葉
の
慣
ら
い
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
秋
の
訪
れ
だ
け
で
な
く
、
あ
の
人
の
心
の
私

に
飽
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
。

〔
本
歌
〕　

秋
風
に
山
の
木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
ば
人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
一
四
・
素
性
）

風
吹
け
ば
な
び
く
浅
茅
は
わ
れ
な
れ
や
人
の
心
の
秋
を
知
ら
す
る
（
後
拾
遺
集
・
雑
二
・
九
七
〇
・
斎
宮
女
御
）

〔
語
釈
〕　

○
人
の
心
の
秋―

「
秋
」
は
「
飽
き
」
と
の
掛
詞
。
恋
人
の
心
の
中
に
起
こ
る
、
私
に
対
し
て
飽
き
た
感
情
の
意
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
七
五

雑

918　

誰た

が
為
ぞ
因い
な

幡は

の
山
の
朝
夕
に
ま
つ
と
知し

ら
せ
て
風
の
吹ふ

く
ら
ん

〔
通
釈
〕　

雑

い
っ
た
い
誰
の
為
に
、
因
幡
の
山
の
朝
な
夕
な
に
、
私
は
「
待
つ
」
と
知
ら
せ
て
、
松
を
風
が
吹
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
あ
の

人
は
帰
っ
て
も
来
な
い
よ
）。

〔
本
歌
〕　

立
ち
別
れ
因
幡
の
山
の
峰
に
お
ふ
る
ま
つ
と
し
聞
か
ば
今
帰
り
来
む
（
古
今
集
・
離
別
・
三
六
五
・
行
平
）

〔
参
考
〕　

誰
が
為
ぞ
契
ら
ぬ
夜
半
を
臥
し
わ
び
て
な
が
め
は
て
つ
る
有
明
の
月
（
秋
篠
月
清
集
・
南
海
漁
父
百
首
・
恋
・
五
五
四
。
万
代

集
・
恋
一
・
一
八
八
一
・
良
経
）

忘
れ
な
む
待
つ
と
な
告
げ
そ
な
か
な
か
に
因
幡
の
山
の
峰
の
秋
風
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
八
・
定
家
。
拾
遺
愚
草
・
雑
・

同
〔
正
治
〕
二
年
二
月
同
家
歌
合
、
秋
旅
・
二
六
八
〇
。
定
家
卿
百
番
自
歌
合
・
一
七
一
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・

一
九
五
）

〔
語
釈
〕　

○
因
幡
の
山―

因
幡
国
の
歌
枕
。
因
幡
の
国
に
あ
る
山
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
鳥
取
県
岩
美
郡
国
府
町
辺
り
の
山
と
も
い
う
。

○
ま
つ―

「
待
つ
」
に
、
本
歌
を
承
け
て
「
因
幡
の
山
」「
風
」
の
縁
で
「
松
」
が
掛
か
る
。

919　

春
秋
の
霞か
す
み

も
霧
も
分
け・

越こ

え
て
面お
も

影か
け

に
立た

つ
佐さ

夜や

の
中
山

〔
通
釈
〕　



一
七
六

春
の
霞
も
秋
の
霧
も
分
け
て
越
え
て
行
っ
て
、
面
影
が
目
に
浮
か
ぶ
、
あ
の
佐
夜
の
中
山
よ
。

〔
参
考
〕　

春
は
も
え
秋
は
こ
が
る
る
竈
山
／
霞
も
霧
も
煙
と
ぞ
見
る
（
拾
遺
集
・
雑
賀
・
一
一
八
〇
・
作
者
未
詳
、
元
輔
）

夜
を
こ
め
て
立
つ
霞
だ
に
な
か
り
せ
ば
ひ
と
り
越
ゆ
ら
ん
佐
夜
の
中
山
（
月
詣
集
・
羈
旅
・
暁
路
霞
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
・

二
四
〇
・
経
盛
）

秋
の
月
佐
夜
の
中
山
さ
や
か
に
も
故
郷
人
ぞ
面
影
に
立
つ
（
壬
二
集
・
大
僧
正
四
季
百
首
・
旅
・
一
二
二
八
）

旅
人
の
袂
を
霧
に
し
を
り
し
て
月
に
ぞ
越
ゆ
る
佐
夜
の
中
山
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
元
年
七
月
〕
比
当
座
、
旅
月
・
二
一
八
）

古
里
の
空
も
た
よ
り
の
月
に
ま
た
見
し
面
影
の
佐
夜
の
中
山
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
雑
・
山
旅
・
一
〇
三
二
・
孝
継
）

〔
語
釈
〕　

○
分
け
越
え
て―

対
象
（「
霞
」「
霧
」）
を
左
右
に
押
し
開
く
よ
う
に
進
ん
で
越
え
て
、
と
い
う
こ
と
。
先
行
例
は
、「
は
る
ば

る
と
い
く
谷
峰
を
分
け
越
え
て
世
を
わ
た
ら
ひ
に
庵
結
ぶ
ら
ん
」（
露
色
随
詠
集
・
閑
居
百
首
・
一
四
三
）
や
「
吉
野
山
峰
の
ち
く
さ

を
分
け
越
え
て
摘
め
る
は
な
こ
れ
三
世
の
ほ
と
け
に
」（
万
代
集
・
釈
教
・
修
行
し
侍
り
け
る
と
き
・
一
七
三
三
・
行
意
）
等
が
あ
る
。

○
佐
夜
の
中
山―

↓
904
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
の
東
下
は
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
春
三
月
で
、
西
上
は
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
秋
七
月
で
あ
っ
た
。
各
々
の
途
次
に

通
過
し
た
「
佐
夜
の
中
山
」
を
思
い
起
こ
す
体
の
述
懐
詠
で
あ
ろ
う
。―

↓
800
。

920　

情な
さ

け
有
る・

誰
が
言こ
と

づ
て
も
な
か
り
け
り
逢
ふ・

人
か
ら
の
宇う

津つ

の
山
越こ

え

〔
通
釈
〕

（
あ
の
男
の
旅
の
よ
う
に
）
も
の
の
情
趣
を
解
す
る
、
誰
の
（
京
の
人
へ
向
け
た
）
伝
言
も
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
結
局
、
こ
こ
で



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
七
七

逢
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
異
な
る
、
宇
津
の
山
越
え
で
あ
っ
た
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

長
し
と
も
思
ひ
ぞ
は
て
ぬ
昔
よ
り
逢
ふ
人
か
ら
の
秋
の
夜
な
れ
ば
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
三
六
・
躬
恒
。
新
撰
朗
詠
集
・
秋
・

秋
夜
・
二
二
一
）

〔
本
説
〕　

行
き
行
き
て
駿
河
の
国
に
至
り
ぬ
。
宇
津
の
山
に
至
り
て
、
我
が
入
ら
む
と
す
る
道
は
い
と
暗
う
細
き
に
、
蔦
楓
は
茂
り
、　

も
の
心
細
く
、
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
、
修
行
者
逢
ひ
た
り
。「
か
か
る
道
は
、
い
か
で
か
い
ま
す
る
」
と
言
ふ
を
見

れ
ば
、
見
し
人
な
り
け
り
。
京
に
、
そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
、
文
書
き
て
付
く
。

駿
河
な
る
う
つ
の
山
辺
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
（
伊
勢
物
語
・
九
段
）

〔
参
考
〕　

故
郷
に
誰
が
言
づ
て
も
な
か
り
け
り
逢
ふ
人
か
ら
の
宇
津
の
山
越
え
（
宝
治
百
首
・
雑
・
旅
行
・
三
七
八
八
・
禅
信
）

〔
語
釈
〕　

○
宇
津
の
山
越
え―

「
宇
津
の
山
」
は
、
駿
河
国
の
歌
枕
。
安
倍
郡
と
志
太
郡
と
の
境
（
現
静
岡
市
宇
津
ノ
谷
と
藤
枝
市
岡
部

町
岡
部
）
に
ま
た
が
る
山
。
南
側
に
宇
津
ノ
谷
峠
が
あ
る
。
そ
こ
を
越
え
て
行
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
本
説
の
「
修
行
者
」
の
立
場

で
、
東
か
ら
京
都
へ
上
る
山
越
え
。

〔
補
説
〕　

本
歌
か
ら
「
逢
ふ
人
か
ら
の
」
の
詞
を
取
り
、『
伊
勢
物
語
』
九
段
の
「
宇
津
の
山
」
の
場
面
を
本
説
に
取
る
。「
修
行
者
」
の

立
場
に
立
ち
、
恐
ら
く
は
宗
尊
が
西
上
す
る
際
の
記
憶
を
も
踏
ま
え
て
、
男
（
業
平
）
の
よ
う
に
、「
京
に
、
そ
の
人
の
御
も
と
に
と

て
、
文
書
き
て
付
く
」
と
い
っ
た
「
言
づ
て
」
を
す
る
人
な
ど
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
歎
き
の
述
懐
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

『
宝
治
百
首
』
の
禅
信
と
は
初
句
が
異
な
る
の
み
で
あ
り
、『
宝
治
百
首
』
を
披
見
し
て
学
ん
で
い
た
は
ず
の
宗
尊
が
剽
窃
し
た
と
い
う

よ
り
は
、
無
意
識
下
に
模
倣
作
を
詠
じ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

921　

玉
奈な

呉こ

の
つ
ま
呼よ

び
交か

は
し
鳴
く・

た
づ
の
声
う
ら
悲か
な

し
さ
夜よ

や
更深

け・

ぬ
る



一
七
八

〔
通
釈
〕　美し

い
奈
呉
の
入
江
の
、
夫
婦
お
互
い
に
呼
び
交
わ
し
て
鳴
く
鶴
の
、
声
が
何
と
も
心
悲
し
い
。
夜
が
更
け
た
の
か
。

〔
本
歌
〕　

湊
風
寒
く
吹
く
ら
し
奈
呉
の
江
に
つ
ま
呼
び
交
は
し
た
づ
さ
は
に
鳴
く
（
万
葉
集
・
巻
十
七
・
四
〇
一
八
・
家
持
）

〔
参
考
〕　

天
の
原
月
に
い
ざ
よ
ふ
雁
が
ね
の
声
う
ら
悲
し
さ
夜
や
更
け
ぬ
る
（
現
存
六
帖
・
か
り
・
七
六
六
・
平
基
久
）

〔
他
出
〕　

玉
葉
集
・
雑
二
・
雑
歌
の
中
に
・
二
一
一
二
、
初
句
「
奈
呉
の
海
に
」。
歌
枕
名
寄
・
巻
二
十
九
・
越
中
・
奈
呉
・
七
六
一
二
、

初
句
「
奈
呉
の
江
に
」。
夫
木
抄
・
雑
五
・
な
ご
の
え
、
越
中
又
越
前
・
雑
御
歌
中
・
一
〇
六
七
九
、
初
句
同
上
。

〔
語
釈
〕　

○
玉
奈
呉―

他
に
見
な
い
語
。
他
出
の
「
奈
呉
の
海
」
や
「
奈
呉
の
江
」
は
、
越
中
国
の
歌
枕
。
射
水
郡
の
放
生
津
付
近
（
現

富
山
県
射
水
市
放
生
津
町
）
の
海
、
あ
る
は
そ
の
入
江
。
そ
の
「
奈
呉
」
に
美
称
の
接
頭
語
「
た
ま
」
を
付
し
た
造
語
か
。
○
声
う
ら

悲
し―

実
朝
の
「
夕
闇
の
た
づ
た
づ
し
き
に
時
鳥
声
う
ら
悲
し
道
や
ま
ど
へ
る
」（
金
槐
集
定
家
所
伝
本
・
夏
・
夕
時
鳥
・
一
三
〇
）

が
早
い
。

922　

み
そ
ぢ
に
も
満み

ち
ぬ
る
潮し
ほ

の
波な
み

高た
か

み
老
い・

は
我わ

が
身み

に
ち
か
の
浦う
ら

風

〔
通
釈
〕　年が

三
十
歳
に
満
ち
、
満
ち
た
潮
の
波
が
高
く
て
ち
か
の
浦
に
風
が
吹
く
、
そ
れ
で
は
な
い
が
、
老
い
は
こ
の
私
の
身
に
近
く
な
る

よ
。

〔
参
考
〕　

な
な
そ
ぢ
に
満
ち
ぬ
る
潮
の
浜
ひ
さ
ぎ
久
し
く
世
に
も
む
も
れ
ぬ
る
か
な
（
金
葉
集
・
雑
下
・
七
十
に
な
る
ま
で
つ
か
さ
も
な



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
七
九

く
て
、
よ
ろ
づ
に
あ
や
し
き
事
を
思
ひ
歎
き
て
よ
め
る
・
六
六
五
・
俊
頼
）

ち
か
の
浦
に
波
寄
せ
ま
さ
る
心
地
し
て
ひ
る
ま
な
く
て
も
く
ら
し
つ
る
か
な
（
後
拾
遺
集
・
恋
二
・
六
七
三
・
道
信
）

音
ふ
く
る
波
に
や
年
も
か
へ
る
ら
ん
立
ち
来
る
春
は
ち
か
の
浦
風
（
明
日
香
井
集
・
同
〔
影
供
〕
歌
合
同
〔
正
治
二
年
〕
十
二
月
廿

六
日
・
海
辺
歳
暮
・
一
〇
五
二
）

〔
語
釈
〕　

○
ち
か
の
浦
風―

「
ち
か
の
浦
」
を
吹
く
風
。「
ち
か
」
は
、「
値
嘉
」「
血
鹿
」「
千
賀
」
等
の
字
が
宛
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
所

在
と
共
に
確
定
し
得
な
い
。
①
陸
奥
国
の
「
千
賀
の
塩
竃
」（
現
宮
城
県
塩
竃
市
の
海
岸
）
と
同
じ
、
②
肥
前
国
値
嘉
島
（
現
長
崎
県

の
五
島
列
島
北
部
の
「
小
値
賀
島
」
に
そ
の
名
が
残
る
）、
③
摂
津
国
住
吉
社
付
近
（
現
大
阪
市
住
吉
区
）
の
海
岸
の
別
名
、
等
の
説

が
あ
る
。
参
考
の
『
後
拾
遺
集
』
歌
に
つ
い
て
『
五
代
集
歌
枕
』『
八
雲
御
抄
』
は
肥
前
と
す
る
。『
夫
木
抄
』（
雑
七
）
は
「
ち
か
の

う
ら
、
摂
津
又
陸
奥
或
肥
前
」
と
す
る
。

〔
補
説
〕　

該
歌
が
詠
ま
れ
た
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
七
月
は
、
ま
さ
に
宗
尊
三
十
歳
の
時
で
あ
り
、「
み
そ
ぢ
に
も
満
ち
ぬ
る
」
に
合

致
す
る
。「
み
そ
ぢ
」
を
「
三
十
路
」
に
解
し
て
か
、
多
く
二
十
代
を
言
う
当
時
の
傾
向
と
は
異
な
り
、
宗
尊
は
、「
み
そ
ぢ
」
を
正
し

く
「
三
十
（
歳
）」
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
↓
878
。

923　

沈し
つ

み
ぬ
る
我わ
れ

や
た
め
し
の
名
取と
り

川
水み

屑く
つ

隠か
く

れ
の
瀬せ

瀬ゝ
の
埋
も・

れ・

木

〔
通
釈
〕　沈淪

し
た
私
こ
そ
が
、
そ
の
例
と
し
て
、
名
取
川
な
ら
ず
名
を
取
り
、
評
判
を
取
る
よ
。
名
取
川
の
水
屑
に
隠
れ
て
見
え
な
い
、
瀬

瀬
の
埋
も
れ
木
の
よ
う
に
、
世
に
隠
れ
埋
も
れ
て
。



一
八
〇

〔
本
歌
〕　

名
取
川
瀬
瀬
の
埋
も
れ
木
あ
ら
は
れ
ば
如
何
に
せ
む
と
か
あ
ひ
見
そ
め
け
む
（
古
今
集
・
恋
三
・
六
五
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

あ
り
と
て
も
あ
は
ぬ
た
め
し
の
名
取
川
朽
ち
だ
に
は
て
ね
瀬
瀬
の
埋
も
れ
木
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
一
八
・
寂
蓮
）

五
月
雨
に
水
屑
残
ら
ぬ
名
取
川
あ
ら
は
れ
て
行
く
瀬
瀬
の
埋
も
れ
木
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
四
五
六
・
行
能
）

〔
語
釈
〕　

○
名
取
川―

陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
宮
城
県
の
西
部
の
大
東
岳
に
発
し
て
名
取
市
を
流
れ
、
広
瀬
川
と
合
流
し
て
仙
台
湾
に
注
ぐ

川
。「
名
取
り
」（
評
判
を
取
る
）
の
意
が
掛
か
る
。
○
埋
も
れ
木―

世
に
埋
も
れ
て
い
る
自
分
の
比
喩
。

924　

捨す

て
ば
や
と
憂う

き
た
び
ご
と
に
慰な
く

さ
め
て
背そ
む

か
ぬ
世よ

こ
そ
情
け・

な
り
け
れ

〔
通
釈
〕　世を

捨
て
た
い
と
、
憂
く
辛
い
た
び
毎
に
そ
れ
で
も
心
を
慰
め
て
、
結
局
背
い
て
出
な
い
こ
の
世
こ
そ
が
、（
私
自
身
へ
の
）
哀
れ

み
な
の
で
あ
っ
た
な
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
た
び
ご
と
に
身
を
な
げ
ば
深
き
谷
こ
そ
浅
く
な
り
な
め
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
六
一
・
読
人
不

知
）

〔
参
考
〕　

い
か
で
い
か
で
恋
ふ
る
心
を
慰
め
て
の
ち
の
世
ま
で
の
物
を
思
は
じ
（
拾
遺
集
・
恋
五
・
九
四
一
・
能
宣
）

定
め
な
き
心
弱
さ
を
か
へ
り
見
て
背
か
ぬ
世
こ
そ
い
と
ど
惜
し
け
れ
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
八
一
五
・
為
家
）

〔
語
釈
〕　

○
捨
て
ば
や
と―

755
に
も
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

下
句
の
意
味
が
不
分
明
で
あ
る
が
、
通
釈
に
記
し
た
よ
う
に
解
し
て
お
く
。 



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
八
一

925　

世
の・

中
は
た
だゝ
う
た
たゝ
寝ね

の
程
ば
か
り
憂う

き
こ
と
し
げ
く
見み

ぬ
夢
も
が
な

〔
通
釈
〕　世の

中
は
、
た
だ
ほ
ん
の
う
た
た
寝
す
る
あ
い
だ
ぐ
ら
い
に
、
憂
く
辛
い
こ
と
を
あ
れ
や
こ
れ
や
と
多
く
見
る
こ
と
の
な
い
夢
で
あ

っ
て
欲
し
い
な
。

〔
本
歌
〕　

有
り
果
て
ぬ
命
待
つ
間
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
六
五
・
貞
文
）

〔
参
考
〕　

世
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
う
た
た
寝
の
夢
路
ば
か
り
に
通
ふ
玉
ぼ
こ
（
順
集
・
一
二
二
）

〔
類
歌
〕　

世
の
中
は
た
だ
う
た
た
寝
の
し
ば
ら
く
を
覚
め
ぬ
夢
路
に
ま
ど
ふ
わ
り
な
さ
（
海
人
の
刈
藻
・
雑
・
述
懐
・
二
九
三
）

926　

同お
な

じ
世よ

を
思
ひ
分わ

く
こ
そ
は
か
な
け
れ
昔
を
夢
と
今
を
現う
つ
ゝ

と

〔
通
釈
〕　同じ

世
を
、
区
別
し
て
考
え
る
の
は
、
む
な
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
昔
の
世
を
夢
と
、
今
の
世
を
現
と
。

〔
参
考
〕　

や
ま
か
げ
や
と
は
る
る
人
も
と
ふ
人
も
昔
も
今
も
夢
か
現
か
（
拾
玉
集
・
勅
答
・
五
五
七
八
）

今
や
夢
昔
や
夢
と
ま
よ
は
れ
て
い
か
に
思
へ
ど
現
と
ぞ
な
き
（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
二
四
〇
）　

〔
類
歌
〕　

現
と
も
夢
と
も
分
か
ず
思
ひ
出
づ
る
昔
も
今
も
憂
き
に
消
え
つ
つ
（
言
は
で
忍
ぶ
・
六
六
・
皇
后
宮
）

は
か
な
し
や
覚
む
る
も
同
じ
夢
の
世
に
な
に
を
現
と
思
ひ
分
く
ら
ん
（
親
清
五
女
集
・
法
門
の
物
語
な
ど
し
侍
り
し
人
の
も
と



一
八
二

へ
・
三
一
一
）

現
と
も
夢
と
も
い
つ
を
思
ひ
分
か
ん
昔
も
今
も
同
じ
憂
き
世
に
（
臨
永
集
・
雑
下
・
七
五
八
・
前
関
白
左
大
臣
）

よ
し
さ
ら
ば
現
な
き
よ
に
な
し
は
て
て
昔
も
今
も
夢
と
思
は
ん
（
宗
良
親
王
千
首
・
雑
・
夢
中
懐
旧
・
九
一
三
）

927　

忘わ
す

れ
て
も
あ
る
べ
き
も物の
を
い
に
し
へ
の
う
た
て
何
と
て
恋
し
か
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　忘れ

て
も
よ
い
は
ず
な
の
に
、
昔
が
、
妙
な
こ
と
に
ど
う
し
て
恋
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

忘
れ
て
も
あ
る
べ
き
も
の
を
こ
の
頃
の
月
夜
よ
い
た
く
人
な
す
か
せ
そ
（
後
拾
遺
集
・
雑
録
・
誹
諧
歌
・
一
二
一
二
・
義
孝
）

〔
参
考
〕　

憂
き
を
憂
し
と
思
は
ざ
る
べ
き
我
が
身
か
は
何
と
て
人
の
恋
し
か
る
ら
ん
（
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
七
四
・
西
行
。
万
代
集
・

恋
五
・
二
六
〇
五
。
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
七
三
七
）

〔
類
歌
〕　

思
ひ
出
の
有
る
に
は
あ
ら
ぬ
い
に
し
へ
の
遠
ざ
か
れ
ば
や
恋
し
か
る
ら
む
（
続
後
拾
遺
集
・
雑
下
・
一
一
五
二
・
平
宣
時
）

〔
語
釈
〕　

○
う
た
て
何
と
て―

宗
尊
が
、
こ
れ
以
前
に
も
「
う
つ
ろ
へ
ば
物
を
ぞ
思
ふ
山
桜
う
た
て
何
と
て
心
そ
め
け
む
」（
瓊
玉
集
・

春
下
・
六
六
）
と
用
い
て
い
る
句
。

文
永
九
年
十
一
月
比
、
な
に
と
な
く
よ
み
おを

き
た
る
歌
ど
も
を
取
り・

集あ
つ

め
て
、
百
番
に
合あ

は
せ
て
侍
り・

し
、

早
春

928　

思
ひ
こ
し
心
も
と
け
て
墨
染
の
袖
〔
の
〕
氷こ
ほ
り

に
春
は
来き

に
け
り



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
八
三

〔
本
文
〕　

○
早
春―

底
本
は
、
928
か
ら
1020
ま
で
、
歌
題
は
歌
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
の
前
に
歌
よ
り
二
字
下
げ
の
書
式
に
改
め
る

（
以
下
同
様
）。
○
袖
〔
の
〕
氷
に―

底
本
「
袖
こ
ほ
り
に
」
を
、
一
首
の
内
容
と
本
歌
か
ら
、「
袖
」
と
「
こ
ほ
り
」
の
間
に
「
の
」

を
補
う
。

〔
通
釈
〕文
永
九
年
十
一
月
頃
、
何
と
な
く
詠
み
置
い
て
い
た
歌
ど
も
を
取
り
集
め
て
、
百
番
に
合
わ
せ
ま
し
た
（
歌
）、

早
春

ず
っ
と
も
の
を
思
い
続
け
て
き
た
心
も
解
け
く
つ
ろ
い
で
、（
出
家
し
た
）
墨
染
の
袖
（
に
流
し
た
涙
の
）
氷
に
、
そ
れ
が
融
け
る

春
は
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

思
ひ
つ
つ
寝
な
く
に
明
く
る
冬
の
夜
の
袖
の
氷
は
と
け
ず
も
あ
る
か
な
（
後
撰
集
・
冬
・
四
八
一
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

春
来
れ
ば
心
も
と
け
て
あ
は
雪
の
あ
は
れ
ふ
り
行
く
身
を
知
ら
ぬ
か
な
（
式
子
内
親
王
集
・
前
小
斎
院
御
百
首
・
春
・
四
。
中

古
三
十
六
人
歌
合
元
暦
・
二
・
式
子
）

〔
出
典
〕　

文
永
九
年
十
一
月
百
番
自
歌
合
（
仮
称
）。
以
下
1020
ま
で
同
じ
出
典
。

〔
語
釈
〕　

○
文
永
九
年
十
一
月
比
、
な
に
と
な
く
よ
み
お
き
た
る
歌
ど
も
を
取
り
集
め
て
、
百
番
に
合
は
せ
て
侍
り
し―

文
永
九
年

（
一
二
七
二
）
宗
尊
三
十
一
歳
時
の
、
百
番
自
歌
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
二
〇
〇
首
の
内
、
本
抄
所
收
の
現
存
歌
は
九
三
首
。

「
な
に
と
な
く
よ
み
お
き
た
る
歌
ど
も
を
取
り
集
め
て
」
と
言
う
と
お
り
、
歌
題
に
明
確
な
体
系
（
組
題
）
は
見
出
せ
な
い
が
、
大
ま

か
に
は
、
928
〜
972
は
歳
時
（
四
季
）、
973
〜
1012
は
天
象
・
地
儀
・
人
倫
・
草
木
・
鳥
獣
等
、
1013
〜
1020
述
懐
・
釈
教
・
神
祇
に
分
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
二
首
一
組
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
特
に
歳
時
（
四
季
）
の
中
は
各
季
が
、
春
・
秋
（
928
〜
956
）
と
夏
・
冬

（
957
〜
972
）
の
二
首
一
組
ず
つ
に
配
列
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
体
に
、
同
年
二
月
十
七
日
に
嵯
峨
如
来
寿
量
院
に
没
し
、
同
月



一
八
四

十
九
日
に
薬
草
院
で
火
葬
さ
れ
、
翌
二
十
日
に
遺
骨
を
浄
金
剛
院
に
納
め
た
と
い
う
（
親
長
卿
記
、
皇
年
代
略
記
、
増
鏡
等
）、
父
帝

後
嵯
峨
院
の
死
と
、
同
月
三
十
日
の
自
身
の
出
家
を
承
け
た
述
懐
性
の
強
い
歌
が
目
立
つ
。
○
と
け
て―

心
の
緊
張
が
緩
む
意
。「
氷
」

の
縁
で
氷
が
融
解
す
る
意
が
掛
か
る
。
○
墨
染
の
袖―

出
家
者
の
衣
の
袖
、
出
家
者
そ
の
も
の
を
も
言
う
。
宗
尊
は
、
こ
の
歌
合
を
番

え
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
二
月
三
十
日
に
出
家
し
て
い
る
。
法
名
は
、
覚
恵
ま
た
は
行
勝
あ
る
い
は
行
証
、
行
澄
と
い
う
。

初
秋

929　

墨
染
の
袂
に
露
も
置を

き
添そ

へ
て
夕
べ・

身
に
し
む
秋
は
来・

に
け
り

〔
通
釈
〕　

初
秋

（
出
家
し
た
）
墨
染
の
袂
に
、
涙
と
と
も
に
露
も
置
き
加
わ
っ
て
、
夕
方
が
身
に
染
み
る
秋
は
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

〔
参
考
〕　

思
ひ
や
れ
な
ら
は
ぬ
山
に
す
み
染
の
袖
に
露
お
く
秋
の
け
し
き
を
（
千
載
集
・
雑
中
・
一
一
四
八
・
源
通
清
）

な
が
む
れ
ば
そ
の
こ
と
と
し
も
な
け
れ
ど
も
夕
べ
身
に
し
む
秋
の
空
か
な
（
宝
治
百
首
・
秋
・
秋
夕
・
一
三
七
四
・
頼
氏
）

物
思
へ
と
露
を
ば
袖
に
置
き
添
へ
て
心
を
し
を
る
秋
の
夕
暮
（
宝
治
百
首
・
秋
・
秋
夕
・
一
三
九
一
・
高
倉
）

〔
類
歌
〕　

憂
き
を
知
る
心
の
露
も
置
き
添
へ
て
袖
の
ひ
ま
な
き
秋
の
夕
暮
（
柳
葉
集
・
巻
三
・
弘
長
三
年
六
月
廿
四
日
当
座
百
首
歌
・

秋
・
三
八
五
）

〔
語
釈
〕　

○
墨
染
め
の
袂―

出
家
し
た
僧
侶
の
衣
の
袂
。「
墨
染
め
の
」
は
「
夕
べ
」
の
枕
詞
で
も
あ
る
。
本
抄
で
は
、
367
と
947
に
も
用

い
て
い
る
。
○
夕
べ
身
に
し
む―

367
に
も
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

前
歌
と
「
墨
染
」
を
共
有
し
、「
袖
・
袂
」「
氷
・
露
」「
春
・
秋
は
来
に
け
り
」
で
一
対
で
あ
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
八
五

子
日

930　

子ね

の
日ひ

し
て
千
世
も
と
言い

ひ
し
か
ひ
も
な
し
さ
ら
ぬ
別
れ・

の
春
の
初は
つ

空

〔
通
釈
〕　

子
の
日

子
の
日
の
遊
宴
を
し
て
、
千
代
の
長
寿
も
、
と
言
っ
た
か
い
も
な
か
っ
た
。
避
け
ら
れ
な
い
（
父
帝
と
の
）
別
れ
を
し
た
、
こ
の
春

の
、
あ
の
初
め
の
空
よ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
世
も
と
歎
く
人
の
子
の
た
め
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
一
・
業
平
）

〔
語
釈
〕　

○
子
日―

正
月
の
初
子
の
日
（
あ
る
い
は
第
二
・
第
三
の
子
の
日
及
び
二
月
の
子
の
日
）
に
行
う
遊
宴
。
若
菜
を
摘
み
、
小
松

の
根
を
引
い
て
、
長
寿
を
祈
念
す
る
。
○
春
の
初
空―

源
通
親
が
『
正
治
初
度
百
首
』
で
「
諸
人
の
祈
る
千
歳
を
集
め
て
も
な
ほ
数
知

ら
ぬ
春
の
初
空
」（
春
・
五
〇
五
）
と
詠
ん
だ
の
が
早
く
、『
千
五
百
番
歌
合
』
で
ま
た
通
親
が
「
岩
そ
そ
く
垂
氷
の
上
に
さ
す
日
影
う

ち
と
け
に
け
る
春
の
初
空
」（
春
一
・
三
二
）、
子
の
通
光
が
「
今
朝
よ
り
は
雪
げ
の
雲
の
あ
と
は
れ
て
み
ど
り
に
か
へ
る
春
の
初
空
」

（
春
一
・
一
〇
）
と
用
い
た
の
が
続
く
。
宗
尊
は
こ
れ
ら
に
学
ぶ
か
。

〔
補
説
〕　

こ
の
歌
合
を
番
え
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
二
月
十
七
日
に
、
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
が
五
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
そ
の

父
と
の
「
別
れ
」
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
夕

931　

変か

は
る
世よ

の
淵
瀬
も
知し

ら
で
天
の・

川
去
年
の
渡わ
た

り
ぞ
秋
や
待
つ・

ら
ん



一
八
六

〔
通
釈
〕　

七
夕

変
わ
る
こ
の
世
の
、
川
の
淵
瀬
の
無
常
な
移
ろ
い
を
、
七
夕
の
二
人
の
仲
は
知
ら
な
い
で
、
天
の
川
で
は
、
去
年
と
同
じ
七
夕
の
逢

瀬
の
為
の
渡
し
場
が
、
秋
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

天
の
河
去
年
の
渡
り
の
う
つ
ろ
へ
ば
浅
瀬
踏
む
間
に
夜
ぞ
更
け
に
け
る
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
四
五
・
人
麿
。
万
葉
集
・
巻
十
・

秋
雑
歌
・
二
〇
一
八
・
人
麿
歌
集
、
二
句
「
去
年
の
渡
り
は
」
下
句
「
河
瀬
を
踏
む
に
夜
そ
更
け
に
け
る
」）

〔
参
考
〕　

淵
は
瀬
に
な
り
か
は
る
て
ふ
世
の
中
は
渡
り
見
て
こ
そ
知
る
べ
か
り
け
れ
（
古
今
六
帖
・
第
五
・
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
・

三
〇
一
五
・
も
と
か
た
）

天
の
川
う
つ
ろ
ふ
方
も
知
ら
ね
ど
も
去
年
の
渡
り
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
六
年
九
月
二
日
〕
比
、
様
様
題
に

て
、
人
人
歌
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
次
に
、
七
夕
を
、
当
座
・
一
〇
七
九
）

〔
類
歌
〕　

限
り
な
き
秋
の
契
り
は
変
は
る
世
の
う
き
瀬
も
知
ら
じ
天
の
河
浪
（
芳
雲
集
・
秋
・
代
牛
女
述
懐
・
一
七
六
三
）

〔
語
釈
〕　

○
変
は
る
世―

移
ろ
い
変
わ
る
こ
の
世
の
意
。「
世
」
に
「
天
の
川
」
の
縁
で
、
男
女
の
仲
の
意
が
掛
か
る
。
○
淵
瀬―

川
の

深
い
淵
と
浅
い
瀬
。
移
ろ
い
変
わ
る
こ
と
を
寓
意
す
る
。
○
天
の
川―

天
空
で
七
夕
に
両
星
が
逢
瀬
の
為
に
渡
る
川
。

霞

932　

の
ぼ
り
に
し
霞
の
空
の
名
残
と
て
春
こ
そ
君
が
形か
た

見み

な成り
け
れ

〔
通
釈
〕　

霞



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
八
七

（
煙
と
な
っ
て
）
上
っ
て
し
ま
っ
た
あ
の
霞
の
空
の
名
残
と
い
う
こ
と
で
、（
霞
た
な
び
く
）
春
こ
そ
が
、
我
が
君
（
後
嵯
峨
院
）
の

形
見
で
あ
る
の
だ
っ
た
。

〔
参
考
〕　

の
ぼ
り
に
し
霞
も
同
じ
空
な
れ
ば
見
し
世
の
春
に
か
は
ら
ぬ
ぞ
憂
き
（
長
秋
草
・
一
六
三
）

知
る
ら
め
や
霞
と
な
り
て
の
ぼ
り
に
し
人
の
す
み
か
の
春
の
け
し
き
を
（
秋
風
集
・
雑
下
・
宇
治
入
道
前
関
白
か
く
れ
て
の

春
、
遠
き
所
な
る
人
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
・
一
二
七
六
・
権
律
師
実
源
）

春
霞
か
す
み
し
空
の
名
残
さ
へ
今
日
を
限
り
の
別
れ
な
り
け
り
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
定
家
朝
臣
、
母
の
思
ひ
に
侍
り
け
る
春

の
暮
に
つ
か
は
し
け
る
・
七
六
六
・
良
経
）

立
ち
の
ぼ
る
煙
を
だ
に
も
見
る
べ
き
に
霞
に
ま
が
ふ
春
の
曙
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
前
大
納
言
光
頼
、
春
身
ま
か
り
に
け
る

を
、
桂
な
る
所
に
て
、
と
か
く
し
て
帰
り
侍
り
け
る
に
・
七
六
七
・
惟
方
）

〔
語
釈
〕　

○
君―

こ
の
歌
合
を
番
え
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
春
二
月
十
七
日
に
五
十
三
歳
で
没
し
た
、
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

露

933　

問と

へ
か
し
な
憂浮

き・

世
の
さ
が
の
野
辺へ

の
露
消
え・

に
し
跡
に
濡ぬ

る
るゝ
袂た
も
と

を

〔
通
釈
〕　

露

見
舞
っ
て
く
れ
よ
。
こ
の
憂
き
世
の
性
で
、
嵯
峨
の
野
辺
の
露
が
消
え
て
し
ま
っ
た
跡
に
、（
涙
で
）
濡
れ
る
私
の
袂
を
。

〔
参
考
〕　

今
は
さ
は
憂
き
世
の
さ
が
の
野
辺
を
こ
そ
露
消
え
は
て
し
跡
と
偲
ば
め
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
母
身
ま
か
り
に
け
る
を
、
嵯
峨



一
八
八

野
辺
に
を
さ
め
侍
り
け
る
夜
、
よ
み
け
る
・
七
八
七
・
俊
成
女
。
俊
成
卿
女
集
・
一
九
六
）

露
の
身
の
消
え
に
し
跡
の
別
れ
に
は
濡
る
る
袂
ぞ
形
見
な
り
け
る
（
新
和
歌
集
・
哀
傷
・
四
五
八
・
藤
原
経
綱
）

〔
類
歌
〕　

常
な
ら
ぬ
憂
き
世
の
さ
が
の
野
辺
の
露
消
え
に
し
跡
を
尋
ね
て
ぞ
と
ふ
（
風
雅
集
・
雑
下
・
太
宰
帥
世
良
親
王
の
一
め
ぐ
り

に
、
臨
川
寺
へ
思
ひ
た
つ
と
て
・
一
九
七
七
・
欣
子
内
親
王
）

〔
語
釈
〕　

○
と
へ―
訪
問
し
て
く
れ
の
意
に
も
、
問
い
尋
ね
て
く
れ
の
意
に
も
解
さ
れ
る
。
○
憂
き
世
の
さ
が
の
野
辺―

「
憂
き
世
の

性
」（
憂
く
辛
い
こ
の
世
の
な
ら
い
の
意
）
か
ら
「
さ
が
」
を
掛
詞
に
「
嵯
峨
の
野
辺
」
に
鎖
る
。「
嵯
峨
」
は
、
山
城
国
の
歌
枕
。
現

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
。
京
都
の
北
西
郊
、
大
堰
川
左
岸
の
地
。
こ
の
措
辞
の
作
例
は
、
寂
蓮
に
「
嵯
峨
に
住
み
け
る
比
、
九
月
ば
か
り

あ
さ
ま
し
き
ほ
ど
に
世
に
知
ら
ぬ
風
吹
き
て
、
蓬
の
庵
頼
む
か
げ
な
く
な
り
に
け
る
を
見
て
、
殿
法
印
〔
慈
円
〕
へ
申
し
け
る
」
と
い

う
詞
書
の
「
わ
が
庵
は
都
の
い
ぬ
ゐ
住
み
わ
び
ぬ
憂
き
世
の
さ
が
と
思
ひ
な
せ
ど
も
」（
寂
蓮
法
師
集
・
一
一
七
。
拾
玉
集
・

五
一
一
二
）
が
あ
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
慈
円
に
も
「
鷲
の
山
の
あ
る
じ
を
近
く
う
つ
し
も
て
憂
き
世
の
さ
が
は
こ
れ
ぞ
う
れ

し
き
」（
拾
玉
集
・
春
日
百
首
草
・
諸
寺
・
嵯
峨
・
二
六
八
一
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

前
歌
と
同
様
に
、「
嵯
峨
の
野
辺
の
露
消
え
に
し
跡
」
は
、
父
帝
後
嵯
峨
院
が
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
嵯
峨

如
来
寿
量
院
に
没
し
た
こ
と
を
比
喩
し
て
い
よ
う
。

梅

934　

梅
が
枝え

は
四よ

方も

に
霞か
す

み
て
あ有り
し
世
の
形か
た

見み

が
ほ
な
る
春
の
空
か哉な

〔
通
釈
〕　

梅



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
八
九

梅
の
枝
は
四
方
に
渡
っ
て
霞
ん
で
、（
父
帝
が
）
生
き
て
い
た
世
の
、
い
か
に
も
形
見
模
様
の
春
の
空
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

恋
ひ
わ
び
て
我
と
な
が
め
し
夕
暮
も
な
る
れ
ば
人
の
形
見
が
ほ
な
る
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
夕
恋
・
八
二
七
・
定
家
。
拾
遺
愚

草
・
歌
合
百
首
・
恋
・
夕
恋
・
八
六
九
。
万
代
集
・
恋
五
・
二
七
〇
八
）

ひ
き
か
へ
て
四
方
の
梢
も
霞
む
め
り
今
日
よ
り
春
の
曙
の
空
（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・
霞
・
一
〇
一
）

お
し
な
べ
て
四
方
の
梢
は
霞
め
ど
も
梅
が
香
残
す
春
の
曙
（
正
治
初
度
百
首
・
春
・
一
二
〇
九
・
隆
信
）

〔
語
釈
〕　

○
あ
り
し
世―
932
と
同
様
に
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
五
十
三
歳
で
没
し
た
宗
尊
の
父
後
嵯
峨
院
の
在
世
を

言
っ
て
い
よ
う
。
○
形
見
が
ほ
な
る―

981
に
も
用
い
て
い
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
隆
信
詠
は
、
良
経
詠
の
影
響
下
に
あ
る
か
。

荻

935　

あ
は
れ
と
は
昔
の
秋
も
聞き

きゝ
し
か
ど
こ
は
世よ

に
知し

ら
ぬ
荻
の
上
風

〔
通
釈
〕　

荻

そ
れ
を
し
み
じ
み
と
さ
び
し
い
と
は
、
昔
の
秋
に
も
聞
い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
は
未
だ
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
荻
の
上
を
吹
く
秋

風
よ
。

〔
本
歌
〕　

暁
の
別
れ
は
い
つ
も
露
け
き
を
こ
は
世
に
知
ら
ぬ
秋
の
空
か
な
（
源
氏
物
語
・
賢
木
・
一
三
五
・
光
源
氏
）

〔
参
考
〕　

さ
ら
で
だ
に
秋
の
け
し
き
の
悲
し
き
に
こ
は
世
に
知
ら
ぬ
荻
の
音
か
な
（
実
家
集
・
秋
・
を
ぎ
・
一
〇
八
）

大
方
も
秋
吹
く
風
は
身
に
し
む
に
こ
は
世
に
知
ら
ぬ
荻
の
音
か
な
（
長
方
集
・
秋
・
荻
・
七
二
。
万
代
集
・
秋
上
・
八
八
五
・



一
九
〇

長
方
）

〔
補
説
〕　
『
源
氏
物
語
』
の
歌
は
、
娘
の
斎
宮
と
共
に
伊
勢
に
下
向
す
る
六
条
御
息
所
を
慰
留
す
る
た
め
に
野
宮
を
訪
れ
た
光
源
氏
が
、

明
け
方
に
詠
じ
た
別
れ
の
歌
。

「
荻
の
上
風
」
は
、「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
上
風
萩
の
下
露
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
・
秋
興
・
二
二
七
・
義
孝
）

と
い
う
よ
う
に
、
秋
の
情
趣
を
代
表
す
る
景
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
あ
は
れ
」
と
す
る
通
念
も
、「
い
と
ど
し
く
物
の
悲
し
き
夕
暮
に

あ
は
れ
を
添
ふ
る
荻
の
上
風
」（
堀
河
百
首
・
秋
・
荻
・
二
八
四
・
永
縁
）
や
「
あ
は
れ
と
て
問
ふ
人
の
な
ど
な
か
る
ら
ん
物
思
ふ
宿

の
荻
の
上
風
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
〇
七
・
西
行
）
等
に
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
言
う
「
昔
」
は
、
そ
れ
ら
古
人
の
往

昔
で
は
な
く
、
宗
尊
の
人
生
の
過
去
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨

院
を
亡
く
し
、
同
三
十
日
に
自
身
が
出
家
し
た
、
そ
れ
以
前
の
「
昔
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

715
番
歌
「
憂
し
と
聞
く
秋
も
経
ぬ
れ
ど
な
れ
を
し
ぞ
哀
れ
と
は
思
ふ
荻
の
上
風
」
と
同
工
異
曲
。

柳

936　

春
風
の
柳
の
谷た

に

の
西
に
の
み
な
び
く
心
の
末
は
違た
か

は
じ

〔
通
釈
〕　

柳

春
風
が
吹
く
柳
の
渓
谷
、
そ
の
日
の
没
す
る
所
で
あ
る
西
（
の
浄
土
）
に
ば
か
り
、（
東
風
に
吹
か
れ
る
）
柳
の
葉
先
が
靡
く
よ
う

に
寄
せ
る
私
の
心
の
行
く
末
は
、
決
し
て
誤
る
ま
い
よ
。

〔
参
考
〕　

谷
風
の
吹
上
げ
に
立
て
る
玉
柳
枝
の
い
と
ま
も
見
え
ぬ
春
か
な
（
金
葉
集
橋
本
公
夏
本
拾
遺
・
春
・
忠
能
卿
家
歌
合
に
柳
の
心



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
九
一

を
・
八
・
読
人
不
知
）

西
に
の
み
心
ぞ
か
か
る
菖
蒲
草
こ
の
世
ば
か
り
の
宿
と
思
へ
ば
（
山
家
集
・
夏
・
五
月
五
日
、
山
寺
へ
人
の
け
ふ
い
る
物
な
れ

ば
と
て
、
菖
蒲
を
つ
か
は
し
た
り
け
る
返
事
に
・
二
〇
五
）

〔
語
釈
〕　

○
春
風―

五
行
説
か
ら
、
言
外
に
東
の
風
で
あ
る
こ
と
を
込
め
る
。
○
柳
の
谷―

漢
語
「
柳
谷
」
の
訓
読
表
現
か
。「
柳
谷
」

は
、
太
陽
の
没
す
る
谷
を
言
う
。『
尚
書
』（
堯
典
）
の
「
分
命
二
和
仲
一
、
宅
レ
西
、
曰
二
昧
谷
一
」
の
疏
に
「
昧
谷
曰
二
柳
谷
一
」
と
あ

る
。
○
西―

言
う
ま
で
も
な
く
、
西
方
極
楽
浄
土
を
念
頭
に
言
う
。
○
な
び
く―

心
を
寄
せ
る
意
。「
春
風
」「
柳
」
の
縁
で
柳
の
葉
先

が
横
様
に
揺
れ
て
動
く
意
が
掛
か
る
。
○
末―

将
来
、
最
後
の
意
。「
柳
」
の
縁
で
柳
の
葉
の
「
末
」
の
意
が
掛
か
る
。

萩

937　

小こ

萩は
き

咲
く・

嵯さ

峨か

野の

のゝ
秋
も
忘わ
す

ら
れ
ず
君
が
別
れ・

し
春
の
そ
の
日ひ

と

〔
通
釈
〕　

萩

小
萩
が
咲
く
こ
の
嵯
峨
野
の
秋
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
我
が
君
（
後
嵯
峨
院
）
が
こ
こ
で
死
に
別
れ
た
、
あ
の
春
の
そ
の
日
と
と
も

に
。

〔
本
歌
〕　

小
萩
咲
く
秋
ま
で
あ
ら
ば
思
ひ
出
で
む
嵯
峨
野
を
焼
き
し
春
は
そ
の
日
と
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
花
見
に
ま
か
り
け
る
に
嵯
峨

野
を
焼
き
け
る
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
・
八
〇
・
賀
茂
成
助
。
難
後
拾
遺
・
二
一
。
五
代
集
歌
枕
・
六
五
一
）

〔
語
釈
〕　

○
嵯
峨
野―

山
城
国
の
歌
枕
。
↓
933
。
父
帝
後
嵯
峨
院
の
没
し
た
の
が
嵯
峨
如
来
寿
量
院
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
よ

う
。
○
君―

父
帝
後
嵯
峨
院
を
言
う
。
○
春
の
そ
の
日
と―

歌
末
の
「
と
」
は
、
本
歌
で
は
引
用
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
秋
も
」
を
承
け



一
九
二

て
並
立
に
解
す
る
。「
そ
の
日
」
は
、
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
で
あ
ろ
う
。

〔
補
説
〕　

結
句
の
「
春
の
そ
の
日
と
」
の
形
は
、
本
歌
を
収
め
る
『
袋
草
紙
』（
故
人
和
歌
難
・
五
七
八
）
の
形
に
同
じ
で
あ
る
。
同
書

に
は
、『
難
語
拾
遺
』
の
「
こ
れ
は
思
ひ
出
で
て
、
何
事
の
い
み
じ
か
る
べ
き
と
も
見
え
ず
こ
そ
」（
川
村
晃
生
校
注
『
後
拾
遺
和
歌

集
』〈
平
三
・
三
、
和
泉
書
院
〉
に
拠
る
）
を
引
い
て
、「
こ
れ
は
思
ひ
て
も
、
何
事
の
い
み
じ
か
る
べ
き
ぞ
」（『
袋
草
紙
注
釈
』〈
昭

五
一
・
三
、
塙
書
房
〉
に
拠
る
）
と
あ
る
。

鶯

938　

百も
ゝ

千ち

鳥と
り

鳴
く・

音ね

も
悲
し
物
ご
と
に
あ
ら
た
ま
り
に
し
春
の
つ
ら
さ
に

〔
通
釈
〕　百千

鳥
の
鶯
が
鳴
く
声
も
悲
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
す
べ
て
で
新
し
く
改
ま
っ
て
し
ま
っ
た
、
春
の
恨
め
し
さ
で
。

〔
本
歌
〕　

百
千
鳥
さ
へ
づ
る
春
は
物
ご
と
に
あ
ら
た
ま
れ
ど
も
我
ぞ
ふ
り
行
く
（
古
今
集
・
春
上
・
二
八
・
読
人
不
知
）

よ
そ
に
て
も
花
見
る
ご
と
に
音
を
ぞ
鳴
く
わ
が
身
に
疎
き
春
の
つ
ら
さ
に
（
後
撰
集
・
春
下
・
八
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

さ
夜
ふ
け
て
鳴
く
音
も
悲
し
唐
琴
の
調
べ
に
か
よ
ふ
籠
の
う
ち
の
鶴
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
承
久
三
年
・
雑
・
鶴
・

九
五
）

〔
語
釈
〕　

○
百
千
鳥―

百
千
（
沢
山
の
）
の
鳥
の
意
と
も
、
千
鳥
の
異
名
と
も
言
う
が
、
こ
こ
は
題
の
「
鶯
」
に
応
じ
て
、
そ
の
鶯
の
こ

と
。
本
歌
の
「
百
千
鳥
」
が
い
わ
ゆ
る
「
古
今
伝
授
」
の
「
三
鳥
」
の
一
つ
。
こ
れ
を
、
鶯
の
異
名
と
す
る
説
は
、
定
家
『
僻
案
抄
』

の
「
も
も
ち
ど
り
と
は
、
鶯
と
も
い
ふ
。
ま
た
春
来
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
鳥
来
た
り
さ
へ
づ
る
と
て
、
多
く
の
鳥
を
も
も
ち
の
と
り
と



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
九
三

い
ふ
と
も
申
す
。
鶯
の
歌
に
離
れ
て
、
柳
歌
を
隔
て
て
入
れ
た
る
も
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
さ
れ
ど
、
も
も
ち
ど
り
と
い
ふ
も
、
鶯
は
な

る
べ
し
と
は
、
聞
こ
え
ず
」（
日
本
歌
学
大
系
本
）
と
い
う
の
が
早
い
か
。

〔
補
説
〕　

春
の
憂
鬱
を
詠
じ
る
の
は
、
宗
尊
の
特
徴
で
も
あ
り
、
新
古
今
新
風
頃
か
ら
見
え
始
め
て
、
京
極
派
か
ら
南
朝
へ
と
繫
る
中
世

和
歌
の
傾
向
で
も
あ
る
。
拙
稿
「
鎌
倉
期
関
東
歌
壇
の
和
歌―

中
世
和
歌
表
現
史
試
論―

」（『
中
世
文
学
』
九
、
平
二
六
・
六
）。

虫

939　

あ
は
れ
と
や
音ね

を
鳴な

く
虫
も
思
ふ
ら
ん
見み

し
に
も
あ
ら
ず
な
れ
る
姿
を

〔
通
釈
〕　

虫

哀
れ
と
は
、（
声
に
出
し
て
泣
く
私
自
身
だ
け
で
な
く
）
声
を
上
げ
て
鳴
く
虫
も
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
と
は
す
っ
か

り
様
変
わ
り
し
て
い
る
、
こ
の
私
の
姿
を
。

〔
本
歌
〕　

こ
れ
を
見
よ
人
も
す
さ
め
ぬ
恋
す
と
て
音
を
鳴
く
虫
の
な
れ
る
姿
を
（
後
撰
集
・
物
言
ひ
け
る
女
に
、
蝉
の
殻
を
包
み
て
つ
か

は
す
と
て
・
七
九
三
・
源
重
光
。
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
蝉
・
一
九
八
）

〔
参
考
〕　

故
郷
は
見
し
に
も
あ
ら
ず
浅
茅
原
松
こ
そ
ひ
と
り
常
磐
な
り
け
れ
（
唯
心
房
集
・
帰
さ
に
常
磐
の
故
郷
に
た
ち
い
り
た
り
け
れ

ば
、
荒
れ
果
て
て
い
と
あ
は
れ
な
り
け
り
・
一
五
八
）

姿
こ
そ
見
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ゆ
け
ど
心
は
い
つ
か
変
は
ら
ぬ
も
の
を
（
教
長
集
・
雑
・
九
五
九
・
登
蓮
）

五
月
雨
に
水
も
お
ぼ
ろ
の
清
水
さ
へ
見
し
に
も
あ
ら
ず
面
が
は
り
し
て
（
正
治
後
度
百
首
・
夏
・
五
月
雨
・
五
二
二
・
寂
蓮
。

寂
蓮
法
師
集
・
五
月
・
三
七
九
）



一
九
四

世
の
中
は
見
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ぬ
る
に
面
変
は
り
せ
ぬ
星
あ
ひ
の
空
（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
年
々
、
七
夕
に
歌
を
よ
み

て
ま
ゐ
ら
せ
し
を
、
思
ひ
出
づ
る
ば
か
り
、
少
々
こ
れ
も
書
き
つ
く
・
三
一
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
鳴
く―

「
あ
は
れ
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。
○
見
し
に
も
あ
ら
ず―

参
考
に
挙
げ
た
歌
な
ど
の
よ
う
に
、
院
政
期
か

ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
詠
ま
れ
始
め
た
措
辞
。
997
に
も
用
い
て
い
る
。

帰
雁

940　

来こ

し
方か
た

に
ま又た
立た

ち
返か
へ

る
道
知し

ら
ば
我わ
れ

に
教お
し

へ
よ
春
の
雁か
り

が金ね

〔
通
釈
〕　

帰
雁

や
っ
て
来
た
方
に
再
び
立
ち
戻
る
道
を
、
も
し
知
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
私
に
教
え
て
く
れ
、
春
の
雁
よ
。

〔
参
考
〕　

来
し
方
は
我
も
恋
し
き
も
の
な
れ
ば
心
あ
る
べ
し
帰
る
雁
が
ね
（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
当
座
百
首
・
春
・
帰
雁
・
一
四
一
四
）

〔
類
歌
〕　

道
知
ら
ば
我
に
教
へ
よ
夕
ひ
ば
り
や
す
く
も
あ
が
る
雲
の
上
か
な
（
新
葉
集
・
雑
上
・
望
む
事
侍
り
け
る
比
、
雲
雀
を
よ
め

る
・
一
〇
四
八
・
源
頼
武
）

〔
語
釈
〕　

○
来
し―

「
雁
が
ね
」
の
縁
で
「
越
」
が
響
く
か
。
○
道
知
ら
ば
我
に
教
え
よ―

両
句
共
に
、
原
拠
は
次
の
『
古
今
集
』
歌
。

「
道
知
ら
ば
尋
ね
も
行
か
む
紅
葉
葉
を
ぬ
さ
と
た
む
け
て
秋
は
い
に
け
り
」（
秋
下
・
三
一
三
・
躬
恒
）、「
花
散
ら
す
風
の
宿
り
は
誰
か

知
る
我
に
教
へ
よ
行
き
て
恨
み
む
」（
春
下
・
七
六
・
素
性
）。

〔
補
説
〕　

類
詠
、
本
抄
320
、
700
、
837
参
照
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
九
五

秋
鹿

941　

こ
の
比
は
昔
を
恋こ

ひ
て
さ
牡ほ

鹿し
か

も
妻
を
ば
よ
そ
に
音
を
や
鳴
く・

ら
ん

〔
本
文
〕　

○
秋
鹿―

底
本
の
「
鹿
」
は
、
何
か
の
字
（「
萩
」
か
）
に
な
ぞ
り
書
き
。

〔
通
釈
〕　

秋
の
鹿

こ
の
頃
は
昔
を
恋
い
慕
っ
て
、
牡
鹿
も
妻
を
疎
遠
に
し
て
、
私
が
声
に
出
し
て
泣
く
よ
う
に
、
声
を
上
げ
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

〔
参
考
〕　

こ
の
頃
は
木
木
の
梢
に
紅
葉
し
て
鹿
こ
そ
は
鳴
け
秋
の
山
里
（
後
拾
遺
集
・
長
楽
寺
に
住
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
人
の
も
と
よ

り
、
こ
の
頃
何
事
か
、
と
問
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
よ
め
る
・
秋
下
・
三
四
四
・
上
東
門
院
中
将
。
新
撰
朗
詠
集
・
雑
・
山
家
・

五
二
六
）

〔
類
歌
〕　

高
円
の
尾
上
の
宮
の
秋
風
に
昔
を
恋
ひ
て
鹿
も
鳴
く
ら
ん
（
文
保
百
首
・
秋
・
二
六
四
〇
・
国
冬
）

〔
影
響
〕　

さ
牡
鹿
の
妻
を
ば
よ
そ
に
隔
て
て
や
霧
よ
り
遠
に
音
を
つ
く
す
ら
ん
（
隣
女
集
・
巻
三
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
秋
・
霧
間
鹿
・

一
一
八
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
昔
を
恋
ひ
て―

本
抄
84
に
も
。「
昔
を
恋
ふ
」
は
常
套
だ
が
、
こ
の
句
形
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
鶯
の
昔
を
恋
ひ
て
さ
へ
づ

る
は
木
伝
ふ
花
の
色
や
あ
せ
た
る
」（
少
女
・
三
三
五
・
冷
泉
院
）
が
早
い
か
。
○
鳴
く―

「
恋
ひ
て
」
の
縁
で
「
泣
く
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
の
先
蹤
に
、「
こ
の
頃
は
朝
け
に
聞
け
ば
あ
し
引
の
山
を
と
よ
ま
し
さ
牡
鹿
ぞ
鳴
く
」（
家
持
集
・

秋
歌
・
一
〇
八
）
が
あ
る
。



一
九
六

秋
夕

942　

露
は
袖
に
余
り
に
け
り
な
墨
染
の
衣
憂う

き
世よ

の
秋
の
夕
暮

〔
本
文
〕　

○
衣
憂
き
世
の―

底
本
は
「
衣
も
う
き
よ
の
」。
本
歌
の
詞
を
取
っ
た
と
判
断
し
、「
も
」
は
衍
字
と
見
て
、
改
め
る
。

〔
通
釈
〕　

秋
の
夕
べ

露
は
（
涙
も
加
わ
っ
て
）
私
の
袖
に
余
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
な
。
出
家
し
た
私
の
墨
染
の
衣
も
憂
く
辛
い
、
頃
も
ち
ょ
う
ど
秋

で
憂
く
辛
い
こ
の
世
の
中
の
夕
暮
よ
。

〔
本
歌
〕　

墨
染
の
こ
ろ
も
憂
き
世
の
花
盛
り
折
忘
れ
て
も
折
り
て
け
る
か
な
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
正
暦
二
年
諒
闇
の
春
、
桜
の
枝
に
つ

け
て
、
道
信
朝
臣
に
つ
か
は
し
け
る
・
七
六
〇
・
実
方
）

〔
参
考
〕　

露
は
袖
に
物
思
ふ
頃
は
さ
ぞ
な
置
く
か
な
ら
ず
秋
の
な
ら
ひ
な
ら
ね
ど
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
七
〇
・
後
鳥
羽
院
。
自
讃

歌
・
二
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
六
）

〔
語
釈
〕　

○
余
り
に
け
り
な―

『
後
拾
遺
集
』
の
「
な
ぬ
か
に
も
余
り
に
け
り
な
便
り
あ
ら
ば
数
へ
聞
か
せ
よ
沖
の
島
守
」（
羈
旅
・

五
二
八
・
高
明
）
が
早
い
が
、
宗
尊
は
よ
り
直
接
に
は
、「
花
の
色
は
余
り
に
け
り
な
筑
波
嶺
の
こ
の
も
か
の
も
に
か
か
る
白
雲
」（
遠

島
御
歌
合
・
山
桜
・
三
二
・
善
真
法
師
。
東
撰
六
帖
・
春
・
桜
・
一
五
九
）
に
学
ん
だ
か
。
こ
れ
以
前
に
も
、「
置
く
露
も
余
り
に
け

り
な
雁
鳴
き
て
寒
き
あ
し
た
の
小
野
の
篠
原
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
秋
・
七
一
七
）
と
用
い
て
い

る
。
○
墨
染
の
衣
憂
き
世
の―

「
墨
染
の
衣
憂
き
」
か
ら
「
こ
ろ
も
」
を
掛
詞
に
「
頃
も
憂
き
世
の
」
に
鎖
る
。

春
月



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
九
七

943　

見み

し
春
も
我わ

が
身
ひ
と
つ
の
昔
に
て
月
や
は
あ
ら
ぬ
墨
染
の
袖

〔
通
釈
〕　

春
の
月

か
つ
て
見
た
春
も
た
だ
私
一
身
に
と
っ
て
の
昔
で
あ
っ
て
（
今
と
変
わ
り
は
し
な
い
）、
月
は
同
じ
で
あ
り
は
し
な
い
の
か
、
い
や

同
じ
だ
、
け
れ
ど
も
私
は
出
家
の
墨
染
の
袖
（
に
変
わ
っ
て
い
る
）。

〔
本
歌
〕　

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
四
七
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
四

段
・
五
・
男
）

昔
見
し
春
は
昔
の
春
な
が
ら
我
が
身
ひ
と
つ
の
あ
ら
ず
も
あ
る
か
な
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
五
〇
・
深
養
父
）

〔
参
考
〕　

置
く
露
は
色
も
か
は
ら
ぬ
夕
べ
か
な
我
が
身
ひ
と
つ
の
墨
染
の
袖
（
続
拾
遺
集
・
雑
秋
・
五
七
四
・
後
嵯
峨
院
）

〔
語
釈
〕　

○
見
し
春―

昔
見
た
春
、
か
つ
て
の
春
。
参
考
の
深
養
父
詠
の
「
昔
見
し
春
」
等
、「
〜
見
し
春
」
の
措
辞
は
古
く
か
ら
あ
る
。

「
見
し
春
」
の
、
宗
尊
が
見
習
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
先
行
例
と
し
て
は
、
後
鳥
羽
院
に
「
馴
れ
馴
れ
て
雲
井
の
花
を
見
し
春
の

木
の
間
洩
り
来
し
月
ぞ
忘
れ
ぬ
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
暦
二
年
十
二
月
廿
首
御
会
・
春
五
人
百
首
中
・
春
・
一
四
五
九
）、
雅
経
に
も

「
道
の
べ
の
朽
ち
木
の
柳
見
し
春
も
う
つ
り
に
け
り
な
萩
の
下
露
」（
明
日
香
井
集
・
承
久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
に
、
古
径
萩

を
・
一
三
四
二
）
の
作
が
あ
る
。
ま
た
、
宗
尊
が
披
見
し
て
い
た
と
思
し
い
『
秋
風
集
』
に
は
「
見
し
春
の
花
は
咲
け
ど
も
老
い
ら
く

の
果
て
は
物
憂
き
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」（
秋
風
集
・
雑
上
・
修
明
門
院
の
大
弐
・
一
〇
七
六
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
尊
自
身
も

既
に
「
時
頼
入
道
が
旧
跡
の
花
を
見
て
／
見
し
春
の
こ
れ
を
形
見
と
思
ひ
出
で
て
涙
に
う
か
ぶ
花
の
色
か
な
」（
中
書
王
御
詠
・
春
・

三
六
）
と
詠
じ
て
い
る
。
1013
に
も
。

〔
補
説
〕　
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
の
歌
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
昔
見
し
」
の
歌
の
両
者
を
本
歌
に
す
る
が
、
参
考
の
後
嵯
峨
院
詠
に
も
倣
っ



一
九
八

て
い
よ
う
。

秋
風

944　

捨す

て
果は

つ
る
苔
の
袂
に
露
落
ち・

て
憂う

き
世よ

の
ほ
か
も
秋
風
ぞ
吹ふ

く

〔
通
釈
〕　

秋
の
風

世
を
す
っ
か
り
捨
て
き
っ
て
し
ま
っ
た
出
家
の
苔
の
袂
に
、
そ
れ
で
も
涙
の
露
は
落
ち
て
、
憂
く
辛
い
俗
世
の
埒
外
に
も
、
秋
風
は

吹
く
の
だ
。

〔
参
考
〕　

い
つ
か
わ
れ
苔
の
袂
に
露
置
き
て
知
ら
ぬ
山
路
の
月
を
見
る
べ
き
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
六
四
・
家
隆
）

し
ろ
た
へ
の
袖
の
別
れ
に
露
落
ち
て
身
に
し
む
色
の
秋
風
ぞ
吹
く
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
三
六
・
定
家
）

こ
れ
や
こ
の
憂
き
世
の
ほ
か
の
春
な
ら
む
花
の
と
ぼ
そ
の
曙
の
空
（
新
古
今
集
・
釈
教
・
蓮
花
初
開
楽
・
一
九
三
八
・
寂
蓮
）

〔
語
釈
〕　

○
苔
の
袂―

俗
世
を
捨
て
た
出
家
者
・
隠
遁
者
の
衣
の
袖
、
あ
る
い
は
そ
の
衣
自
体
を
言
う
。
宗
尊
は
文
永
九
年
（
一
二
七
一
）

二
月
三
十
日
に
出
家
。
○
露―

涙
の
比
喩
。

春
雨

945　

春
雨
の
恵
み・

も
今
は
昔む
か
し

に
て
涙
に
く
た
す
苔
の
袖
か
な

　〔
通
釈
〕　

春
雨



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

一
九
九

春
雨
の
恵
み
（
の
よ
う
な
我
が
君
の
慈
恵
）
を
受
け
た
の
も
今
は
も
う
昔
の
こ
と
で
あ
っ
て
、（
父
帝
亡
き
今
は
た
だ
）
涙
に
朽
ち

さ
せ
る
こ
の
出
家
の
苔
の
袖
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

草
も
木
も
あ
ま
ね
く
恵
む
春
雨
に
袖
は
濡
れ
て
も
か
ひ
な
か
り
け
り
（
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
社
・
春
・
春
雨
・
一
一
一
）

春 
雨
の
あ
ま
ね
き
御
代
の
恵
み
と
は
頼
む
も
の
か
ら
濡
る
る
か
な
（
続
古
今
集
・
雑
上
・
春
雨
の
心
を
・
一
四
九
五
・
基
良
。

宝
治
百
首
・
春
・
春
雨
・
三
二
六
。
万
代
集
・
春
上
・
一
六
三
。
三
十
六
人
大
歌
合
弘
長
二
年
・
一
〇
一
、
二
句
「
あ
ま
ね

き
君
の
」）

我
が
袖
を
涙
に
の
み
や
く
た
す
べ
き
恵
み
を
か
け
よ
住
吉
の
神
（
拾
玉
集
・
秋
日
詣
住
吉
社
詠
百
首
和
歌
・
雑
・
一
五
二
二
）

〔
語
釈
〕　

○
春
雨
の
恵
み―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
没
し
た
父
帝
後
嵯
峨
院
か
ら
か
つ
て
受
け
た
恩
恵
を
寓
意
す
る
と

解
す
る
。
○
苔
の
袖―

「
苔
の
袂
」
に
同
じ
。
↓
前
歌
。

〔
補
説
〕　

60
番
歌
「
袖
の
み
ぞ
今
は
濡
れ
け
る
春
雨
の
恵
み
や
い
つ
の
昔
な
り
け
ん
」
と
類
似
す
る
。

秋
霧

946　

世
を
憂う

し
と
厭い
と

ひ
果は

て
ぬ
る
秋
も
な猶ほ
心
に
残
る
峰
の
朝
霧

〔
通
釈
〕　

秋
霧

こ
の
世
を
憂
く
辛
い
と
、
す
っ
か
り
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
秋
で
も
や
は
り
、
心
に
残
る
峰
の
朝
霧
よ
。

〔
本
歌
〕　

雁
の
来
る
峰
の
朝
霧
晴
れ
ず
の
み
思
ひ
尽
き
せ
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

世
を
憂
し
と
厭
ひ
し
人
は
神
奈
備
の
三
室
の
山
に
入
り
に
け
る
か
も
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
山
・
八
五
五
）



二
〇
〇

ひ
た
す
ら
に
厭
ひ
果
て
ぬ
る
も
の
な
ら
ば
吉
野
の
山
に
ゆ
く
へ
知
ら
れ
じ
（
後
撰
集
・
恋
四
・
女
に
つ
か
は
し
け
る
・

八
〇
八
・
時
平
）

〔
語
釈
〕　

○
心
に
残
る―

↓
678
。

花

947　

墨す
み

染そ
め

の
夕
べ・

う
つ
ろ
ふ
山
桜さ

く
ら

心こ
ゝ
ろ

あ
り
け
る
花
と
こ
そ
見み

れ

〔
通
釈
〕　

花

墨
染
の
衣
の
身
の
夕
方
に
、
そ
の
墨
染
の
色
合
い
に
変
わ
る
山
桜
は
、（
あ
の
古
歌
が
言
う
）
情
け
を
解
す
る
心
が
あ
っ
た
花
だ
と

見
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

深
草
の
野
辺
の
桜
し
心
あ
ら
ば
今
年
ば
か
り
は
墨
染
に
咲
け
（
古
今
集
・
哀
傷
・
堀
川
太
政
大
臣
、
身
ま
か
り
に
け
る
時
に
、

深
草
の
山
に
納
め
て
け
る
後
に
、
よ
み
け
る
・
八
三
二
・
上
野
岑
雄
）

〔
語
釈
〕　

○
墨
染
の―

「
夕
べ
」
の
枕
詞
。
こ
こ
は
、
こ
の
歌
を
収
め
る
「
百
番
自
歌
合
」
を
撰
し
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
十
一
月

を
遡
る
こ
と
九
ヶ
月
の
二
月
十
七
日
に
父
帝
を
喪
い
同
月
三
十
日
に
出
家
し
た
宗
尊
自
身
の
境
遇
を
示
す
、
喪
服
か
僧
衣
（
あ
る
い
は

両
者
）
の
意
味
に
、
本
歌
を
承
け
た
「
桜
」
の
色
合
い
と
し
て
の
墨
染
色
の
意
味
が
重
な
り
、
有
意
と
解
す
る
。
↓
367
、
929
。

月



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
〇
一

948　

あ有り
し
世よ

に
変か

は
ら
ぬ
月
を
な
が
め
て
も
雲
隠か
く

れ
に
し
影
ぞ
恋
し
き

〔
通
釈
〕　

月

（
父
帝
が
）
在
世
で
あ
っ
た
と
き
に
変
わ
ら
な
い
月
を
物
思
い
に
眺
め
て
、
雲
に
隠
れ
た
月
影
の
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

姿
が
恋
し
い
よ
。

〔
参
考
〕　

あ
り
し
世
に
月
の
光
は
か
は
ら
ね
ど
涙
に
か
く
は
曇
り
や
は
せ
し
（
重
家
集
・〈
二
条
院
隠
れ
さ
せ
給
ひ
て
の
年
、
九
月
十
三

夜
、
月
明
か
か
り
し
に
、
左
京
大
夫
顕
広
の
も
と
よ
り
〉
愚
和
・
二
九
八
）

め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
分
か
ぬ
間
に
雲
隠
れ
に
し
夜
半
の
月
影
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
九
九
・
紫
式
部
）

色
も
香
も
昔
の
濃
さ
に
に
ほ
へ
ど
も
植
ゑ
け
む
人
の
影
ぞ
恋
し
き
（
古
今
集
・
哀
傷
・
あ
る
じ
身
ま
か
り
に
け
る
人
の
家
の
梅

花
を
見
て
よ
め
る
・
八
五
一
・
貫
之
）

〔
語
釈
〕　

○
雲
隠
れ
に
し
影―

雲
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
月
光
の
意
だ
が
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
後
嵯
峨
院
の
姿
の
比
喩
。

落
花

949　

花は
な

誘さ
そ

ふ
四
方
の
嵐
も
哀
れ・

知し

れ
頼た
の

む
陰か
け

な
き
春
の
木
の
も
と

〔
通
釈
〕　

落
花

花
を
誘
っ
て
散
ら
す
四
方
一
面
に
吹
く
激
し
い
風
も
、
ど
う
か
悲
哀
を
分
か
っ
て
く
れ
。
頼
み
と
す
る
陰
も
な
い
、
こ
の
春
の
桜
樹



二
〇
二

の
下
よ
。（
父
帝
を
喪
っ
て
頼
み
と
す
る
庇
護
も
な
い
こ
の
春
の
我
が
身
よ
）。

〔
参
考
〕　

花
誘
ふ
嵐
や
峰
を
渡
る
ら
ん
桜
波
寄
る
谷
川
の
水
（
金
葉
集
・
春
水
上
落
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
・
五
七
・
源
雅
兼
）

花
は
み
な
四
方
の
嵐
に
誘
は
れ
て
ひ
と
り
や
春
の
今
日
は
行
く
ら
ん
（
千
載
集
・
春
下
・
三
月
尽
日
、
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
の

も
と
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
・
一
三
一
・
静
賢
）

ま
た
越
え
む
人
も
と
ま
ら
ば
あ
は
れ
知
れ
我
が
折
り
敷
け
る
峰
の
椎
柴
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
七
四
・
雅
縁
）

三
室
山
花
も
紅
葉
も
か
つ
散
り
て
頼
む
陰
な
き
谷
の
下
草
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
道
助
法
親
王
春
隠
れ
侍
り
に
け
る
年
の
秋
、

道
深
法
親
王
ま
た
同
じ
さ
ま
に
な
り
侍
り
に
け
る
を
歎
き
て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
二
六
六
・
覚
宗
）

桜
色
の
初
花
染
め
の
か
り
衣
き
つ
つ
や
な
れ
ん
春
の
木
の
も
と
（
続
古
今
集
・
春
上
・
九
六
・
実
氏
）

〔
語
釈
〕　

○
頼
む
陰
な
き
春
の
木
の
も
と―

「
四
方
の
嵐
」
で
花
が
散
ら
さ
れ
た
状
態
の
桜
樹
を
言
う
。
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月

十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
院
を
亡
く
し
て
庇
護
を
失
っ
た
宗
尊
自
身
の
比
喩
。

〔
補
説
〕　

各
句
全
て
の
先
例
を
過
去
の
勅
撰
集
中
に
見
出
だ
し
得
る
よ
う
な
詠
作
は
、
宗
尊
の
特
徴
の
一
面
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

全
て
の
歌
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
花
は
み
な
」
の
歌
の
第
二
句
「
四
方
の
嵐
に
」
に
は

「
よ
そ
の
嵐
に
」（
龍
門
文
庫
蔵
本
）
の
異
文
が
あ
る
。

紅
葉

950　

心
な
き
秋
の
木
の
葉は

の
同お
な

じ
枝江

に
西
に
ぞ
染そ

む
る
色
は
見み

え
け
る

〔
通
釈
〕　

紅
葉



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
〇
三

心
の
無
い
秋
の
木
の
葉
の
同
じ
枝
の
中
で
、
そ
れ
で
も
（
浄
土
の
あ
る
）
西
の
方
に
、
紅
葉
に
染
め
る
色
は
見
え
る
の
だ
っ
た
な
。

〔
本
歌
〕　

同
じ
枝
を
分
き
て
木
の
葉
の
う
つ
ろ
ふ
は
西
こ
そ
秋
の
初
め
な
り
け
れ
（
古
今
集
・
秋
下
・
貞
観
御
時
、
綾
綺
殿
の
前
に
梅
の

木
あ
り
け
り
、
西
の
方
に
さ
せ
り
け
る
枝
の
紅
葉
ぢ
始
め
た
り
け
る
を
、
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
男
ど
も
の
よ
み
け
る
つ
い
で
に

よ
め
る
・
二
五
五
・
藤
原
勝
臣
）

〔
参
考
〕　

同
じ
枝
に
分
き
て
時
雨
や
染
め
つ
ら
ん
秋
色
深
き
西
の
山
の
端
（
紫
禁
集
・
同
日
〔
建
保
二
年
九
月
五
日
〕、
人
人
、
歌
の
試

体
に
難
題
よ
み
侍
る
次
に
、
当
座
、
出
題
定
家
・
紅
葉
半
深
・
四
一
九
）

〔
語
釈
〕　

○
心
な
き―

こ
こ
は
、
心
を
持
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
。「
秋
」
か
「
木
の
葉
」
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
に
か
か
る
と
解
さ

れ
る
。
○
西
に
ぞ
染
む
る―
五
行
説
で
秋
は
西
に
配
さ
れ
る
と
の
考
え
に
立
つ
本
歌
を
承
け
て
、
西
の
方
角
の
「
木
の
葉
」
を
紅
葉
に

染
め
る
、
と
い
う
こ
と
。「
西
」
は
、
極
楽
往
生
す
る
方
角
と
の
含
意
が
あ
る
か
。

款
冬

951　

山
吹
の
花
の
心こ
ゝ
ろ

も
い
か
ば
か
り
言い

は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
昔
恋こ

ふ
ら
し

〔
通
釈
〕　

款
冬

山
吹
の
花
の
心
も
（
私
の
よ
う
に
）、
ど
れ
ほ
ど
、
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
も
、
昔
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
に
違
い
な
い

こ
と
か
。

〔
本
歌
〕　

思
ひ
出
づ
る
常
磐
の
山
の
い
は
つ
つ
じ
言
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
恋
し
き
も
の
を
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
九
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

女
郎
花
花
の
心
の
あ
だ
な
れ
ば
秋
に
の
み
こ
そ
あ
ひ
わ
た
り
け
れ
（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
七
六
・
読
人
不
知
）



二
〇
四

言
は
で
思
ふ
心
は
さ
ぞ
な
い
と
ど
し
く
恋
ひ
ま
さ
る
て
ふ
山
吹
の
花
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
春
・
六
〇
九
・
良
教
）

〔
補
説
〕　
「
山
吹
の
花
色
衣
ぬ
し
や
誰
問
へ
ど
答
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
」（
古
今
集
・
雑
体
・
一
〇
一
二
・
素
性
）
以
来
の
、「
山
吹
」

は
「
梔
子
（
色
）」
で
「
口
無
し
」
故
に
も
の
を
「
言
は
」
な
い
、
と
い
う
通
念
と
類
型
の
上
に
あ
る
歌
。
宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
も

「
言
は
で
思
ふ
心
の
色
を
人
問
は
ば
折
り
て
や
見
せ
ん
山
吹
の
花
」（
瓊
玉
集
・
恋
上
・
百
番
御
歌
合
に
、
春
恋
・
三
三
四
。
柳
葉
集
・

巻
四
・〔
文
永
元
年
六
月
十
七
日
庚
申
百
番
自
歌
合
〕・
春
恋
・
五
三
〇
。
続
古
今
集
・
恋
一
・
九
六
四
）
と
詠
ん
で
い
て
、
参
考
の
良

教
の
歌
に
学
ん
だ
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

擣
衣

952　

墨
染そ
め

の
衣
う
て
と
て
秋
風
も
夕
暮く
れ

寒さ
む

く
な
り
ま
さ
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

擣
衣

出
家
の
身
の
墨
染
の
衣
は
憂
く
辛
く
、
そ
れ
を
打
て
と
い
っ
て
吹
く
秋
風
も
、
夕
暮
に
い
っ
そ
う
寒
く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

〔
参
考
〕　

墨
染
の
衣
憂
き
世
の
花
盛
り
折
忘
れ
て
も
折
り
て
け
る
か
な
（
新
古
今
集
・
正
暦
二
年
諒
闇
の
春
、
桜
の
枝
に
付
け
て
道
信
朝

臣
に
つ
か
は
し
け
る
・
七
六
〇
・
実
方
）

み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
故
郷
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
古
今
集
・
冬
・
三
二
五
・
是
則
）

み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
更
け
て
故
郷
寒
く
衣
打
つ
な
り
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
八
三
・
雅
経
）

〔
語
釈
〕　

○
墨
染
の
衣
う
て
と
て―

参
考
の
実
方
詠
を
踏
ま
え
て
、「
墨
染
め
の
衣
憂
（
し
）」
に
「
墨
染
め
の
衣
打
て
と
て
」
が
掛
か



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
〇
五

る
、
と
解
す
る
。「
墨
染
の
衣
」
は
、
も
ち
ろ
ん
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
去
を
受
け
て
、
同
月

三
十
日
に
出
家
し
た
宗
尊
自
身
の
喪
服
あ
る
い
は
僧
衣
の
こ
と
。「
衣
打
て
と
て
」
の
先
行
例
は
、
順
徳
院
歌
壇
に
活
躍
し
た
藤
原
範

宗
に
、「
夜
も
す
が
ら
光
を
袖
に
片
敷
き
て
月
や
契
り
し
衣
打
て
と
て
」
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
擣
衣
の
音
を
運
ぶ
「
秋
風
」
を
擬
人
化

し
て
、
そ
の
音
を
よ
り
響
か
せ
る
か
ら
衣
を
打
て
と
い
う
訳
で
、
と
い
う
趣
旨
で
言
う
か
。
○
夕
暮
寒
く―

「
夕
暮
寒
し
」
の
類
の
措

辞
は
新
鮮
で
あ
る
。
同
時
代
で
も
、
六
波
羅
評
定
衆
を
務
め
た
関
東
歌
人
大
江
茂
重
の
「
霧
の
間
に
天
飛
ぶ
仮
の
声
は
し
て
夕
暮
寒
き

秋
の
空
か
な
」（
茂
重
集
・
暮
天
雁
・
九
三
）
が
見
え
る
程
度
で
、
勅
撰
集
に
は
『
玉
葉
集
』
の
「
な
ほ
さ
ゆ
る
嵐
は
雪
を
吹
き
ま
ぜ

て
夕
暮
寒
き
春
雨
の
空
」（
春
上
・
三
三
・
永
福
門
院
）
の
み
で
あ
る
。

藤

953　

も
の
思お
も

ふ
宿

☆

に
な
咲さ

き
そ
藤
の・

花
染そ

む
る
衣
の
同
じ
名な

も
憂う

し

〔
本
文
〕　

○
宿
に
な
咲
き
そ―

底
本
「
宿
な
さ
き
そ
」
を
、
一
首
の
意
味
内
容
か
ら
「
宿
」
の
下
に
「
に
」
を
補
っ
て
改
め
る
。

〔
通
釈
〕　

藤

辛
い
物
思
い
を
す
る
私
の
家
に
咲
く
な
、
藤
の
花
よ
。（
喪
服
と
し
て
）
染
め
る
衣
の
「
藤
衣
」
と
い
う
、
そ
の
花
と
同
じ
名
前
も

憂
鬱
だ
。

〔
参
考
〕　

い
と
ど
し
く
物
思
ふ
宿
の
荻
の
葉
に
秋
と
つ
げ
つ
る
風
の
わ
び
し
さ
（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
二
〇
・
読
人
不
知
）

の
ぼ
り
に
し
春
の
霞
を
慕
ふ
と
て
染
む
る
衣
の
色
も
は
か
な
し
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
後
鳥
羽
院
隠
れ
た
ま
う
て
の
頃
・

一
四
〇
六
・
順
徳
院
）



二
〇
六

主
知
ら
で
紅
葉
は
折
ら
じ
白
浪
の
立
田
の
山
の
同
じ
名
も
憂
し
（
為
家
集
・
雑
・
不
偸
盗
戒
正
嘉
二
年
結
縁
経
五
首
・
一
五
七
九
。

続
拾
遺
集
・
釈
教
・
一
五
〇
四
・
為
家
）

〔
語
釈
〕　

○
も
の
思
ふ
宿―

憂
く
辛
い
物
思
い
を
す
る
我
が
家
、
と
い
う
こ
と
。
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨

院
の
死
去
を
受
け
て
、
同
月
三
十
日
に
出
家
し
た
宗
尊
の
境
遇
か
ら
言
う
。
○
藤
の
花
染
む
る
衣
の
同
じ
名―

喪
服
を
「
藤
衣
」
と
言

う
の
で
、
こ
の
よ
う
に
言
う
。

〔
補
説
〕　

私
に
校
訂
し
た
「
宿
に
な
咲
き
そ
」
に
は
先
例
は
な
い
。
江
戸
時
代
後
期
の
加
納
諸
平
に
「
春
知
ら
ぬ
宿
に
な
咲
き
そ
菫
草
よ

し
や
胡
蝶
の
袖
は
す
る
と
も
」（
柿
園
集
・
春
・
閑
居
菫
・
三
）
の
作
例
が
あ
る
。

菊

954　

紫
の
我わ

が
元も
と

結ゆ
ひ

は
昔む
か
し

に
て
菊
の
籬
に
色
ぞ
残
れ
る

〔
通
釈
〕　

菊

紫
色
の
私
の
元
結
は
も
う
昔
の
こ
と
で
、
菊
の
花
が
咲
く
籬
に
そ
の
紫
色
は
残
っ
て
い
る
。

〔
本
歌
〕　

君
来
ず
は
閨
へ
も
入
ら
じ
濃
紫
我
が
元
結
に
霜
は
置
く
と
も
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
三
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

霜
深
き
垣
根
の
菊
の
濃
紫
誰
が
元
結
に
に
ほ
ふ
な
る
ら
む
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
残
菊
匂
・
六
八
〇
・
孝
継
）

そ
れ
か
と
も
匂
ひ
ば
か
り
ぞ
残
り
け
る
色
は
あ
と
な
き
菊
の
籬
に
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
残
菊
匂
・
六
七
五
・
覚

寛
）

朝
な
朝
な
君
に
心
を
お
く
霜
の
菊
の
籬
に
色
は
見
え
な
ん
（
続
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
三
五
・
好
忠
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
〇
七

て
ふ
の
ゐ
し
花
は
さ
な
が
ら
霜
枯
れ
て
に
ほ
ひ
ぞ
残
る
菊
の
籬
に
（
拾
遺
愚
草
員
外
・〔
伊
呂
波
四
十
七
首
二
度
〕・
冬
・

二
八
二
）

〔
語
釈
〕　

○
紫―

服
制
で
紫
は
貴
人
の
色
で
あ
り
、
中
務
卿
親
王
（
中
書
王
）
た
る
宗
尊
の
身
に
付
け
る
色
。
○
元
結―

髻
を
た
ば
ね
て

結
ぶ
の
に
用
い
る
紐
あ
る
い
は
糸
。
○
菊
の
籬
に
色
ぞ
残
れ
る―

籬
の
残
り
の
菊
の
花
が
紫
色
に
う
つ
ろ
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
。

「
そ
め
か
ふ
る
籬
の
菊
の
紫
は
冬
に
う
つ
ろ
ふ
色
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
六
百
番
歌
合
・
冬
・
残
菊
・
四
九
八
・
経
家
）。

〔
補
説
〕　

208
と
同
工
異
曲
。

三
月
尽

955　

か
かゝ
り
け
る
別
れ・

も
知し

ら
で
ま又た
も
来こ

ん
春
の
名
残
を
い
つ
惜お

し
み
け
ん

〔
通
釈
〕　

三
月
尽

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
別
れ
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
再
び
め
ぐ
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
春
の
名
残
を
、
い
っ
た
い
何
時
惜

し
ん
だ
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

ま
た
も
来
む
時
ぞ
と
思
へ
ど
頼
ま
れ
ぬ
我
が
身
に
し
あ
れ
ば
惜
し
き
春
か
な
（
後
撰
集
・
春
下
・
弥
生
の
晦
日
の
日
、
久
し
う

ま
う
で
来
ぬ
よ
し
言
ひ
て
侍
る
文
の
奥
に
書
き
つ
け
侍
り
け
る
・
一
四
六
・
貫
之
）

ま
た
も
来
む
春
の
別
れ
を
歎
き
し
は
せ
め
て
思
ひ
の
な
き
世
な
り
け
り
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
権
中
納
言
公
宗
弥
生
の
末
つ
方

身
ま
か
り
侍
り
け
れ
ば
よ
み
侍
り
け
る
・
一
四
四
八
・
実
雄
）

か
か
り
け
る
別
れ
を
知
ら
で
山
し
ろ
の
と
は
に
も
君
を
頼
み
け
る
か
な
（
新
拾
遺
集
・
哀
傷
・
八
条
院
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て



二
〇
八

後
、
程
な
く
ま
た
春
花
門
院
失
せ
さ
せ
給
ひ
に
け
る
を
、
鳥
羽
へ
送
り
た
て
ま
つ
り
け
る
に
読
み
侍
り
け
る
・
八
五
七
・
信

実
）

〔
語
釈
〕　

○
か
か
り
け
る
別
れ―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
死
去
し
た
父
帝
後
嵯
峨
院
と
の
別
れ
。
○
い
つ
惜
し
み
け
ん

―

過
去
を
回
想
す
る
、
宗
尊
ら
し
い
句
。

〔
補
説
〕　
「
別
れ
も
知
ら
で
」
に
つ
い
て
は
、
類
句
の
「
暁
の
別
れ
を
知
ら
で
く
や
し
く
も
逢
は
ぬ
つ
ら
さ
を
恨
み
け
る
か
な
」（
長
秋
詠

藻
・
右
大
臣
家
百
首
治
承
二
年
五
月
晦
日
比
給
題
七
月
追
詠
進
・
後
朝
恋
・
五
一
六
。
続
後
撰
集
・
恋
三
・
八
二
六
・
俊
成
）
が
先
行
す
る
。
こ

の
俊
成
の
歌
は
、「
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し
」（
古
今
集
・
恋
三
・
六
二
五
・
忠
岑
）
を
踏
ま

え
、『
源
氏
物
語
』
の
「
生
け
る
世
の
別
れ
を
知
ら
で
契
り
つ
つ
命
を
人
に
か
ぎ
り
け
る
か
な
」（
須
磨
・
一
八
五
・
光
源
氏
）
に
も
負

っ
て
い
よ
う
か
。
宗
尊
は
、
該
歌
以
前
に
「
逢
は
ぬ
ま
を
つ
ら
き
も
の
と
は
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
も
知
ら
で
思
ひ
け
る
か
な
」（
柳
葉
集
・

巻
二
・
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
歌
・
別
恋
・
三
四
五
）
や
「
散
る
花
の
別
れ
も
知
ら
で
暁
を
何
に
似
た
り
と
思
ひ
け
る
か
な
」（
柳
葉

集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
春
・
六
七
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。
前
者
は
俊
成
の
歌
と
類
似
し
て
い
て
、
そ
れ
に
学

ん
だ
か
と
も
思
わ
れ
る
。
後
者
は
、「
い
か
で
我
に
人
に
も
問
は
ん
暁
の
あ
か
ぬ
別
れ
や
何
に
似
た
り
と
」（
後
撰
集
・
恋
三
・

七
一
九
・
貫
之
）
を
本
歌
に
す
る
。

九
月
尽

956　

憂う

き
世
を
ば
秋
果は

て
てゝ
こ
そ
背
き・

し
に
ま又た
は
い
か
な
る
今け

日ふ

の
別
れ・

ぞ

〔
通
釈
〕　

九
月
尽



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
〇
九

憂
く
辛
い
世
を
、
す
っ
か
り
飽
き
き
っ
て
背
き
出
家
し
た
の
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
、
秋
が
果
て
る
今
日
九
月
尽
の
（
悲
し
い
）
別

れ
な
の
か
。

〔
参
考
〕　

世
の
中
を
あ
き
果
て
て
こ
そ
出
づ
れ
ど
も
な
ほ
し
た
は
し
き
今
日
の
暮
か
な
（
粟
田
口
別
当
入
道
集
・
秋
・
同
じ
日
〔
九
月
尽

日
〕、
高
野
へ
参
る
と
て
心
に
思
ひ
し
・
八
四
）

〔
他
出
〕　

玉
葉
集
・
雑
四
・
後
嵯
峨
院
失
せ
さ
せ
給
ひ
に
け
る
年
、
世
を
背
き
て
九
月
尽
に
・
二
三
二
二
、
三
句
「
背
き
し
か
」。

〔
語
釈
〕　

○
秋
果
て
て
こ
そ
背
き
し
に―

宗
尊
の
出
家
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
た
、

同
月
三
十
日
で
あ
る
か
ら
、
主
文
脈
は
「
飽
き
果
て
て
こ
そ
背
き
し
に
」
で
、
歌
題
の
「
九
月
尽
」
と
「
今
日
の
別
れ
ぞ
」
の
縁
か
ら

「
秋
果
て
て
」
が
掛
か
る
。

首
夏

957　

あ
は
れ
な
る
我わ

が
墨
染
の
袂
か
な
今け

日ふ

と
て
い
つ
か
衣
替か

へ
て
ん

〔
通
釈
〕　

首
夏

哀
れ
な
私
の
墨
染
の
僧
衣
の
袂
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
更
衣
す
る
首
夏
の
今
日
と
い
っ
て
、
い
っ
た
い
い
つ
衣
更
え
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

で
き
な
い
の
だ
。

〔
参
考
〕　

時
知
ら
で
過
ぐ
す
憂
き
身
の
か
ひ
も
な
く
今
日
と
て
花
の
衣
替
へ
め
や
（
土
御
門
院
御
集
・
詠
百
首
和
歌
承
久
三
年
・
夏
・
更

衣
・
三
一
）

今
日
と
て
や
大
宮
人
の
替
へ
つ
ら
む
昔
語
り
の
夏
衣
か
な
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
・
夏
・
二
一
）



二
一
〇

今
日
と
て
も
か
は
ら
ぬ
苔
の
衣
こ
そ
あ
や
な
く
春
の
形
見
な
り
け
れ
（
万
代
集
・
夏
・
五
〇
六
・
覚
弁
）

〔
語
釈
〕　

○
我
が
墨
染
の
袂―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
て
同
月
三
十
日
に
出
家
し
た
、
宗

尊
自
身
の
僧
衣
（
の
袖
）
を
言
う
。
○
今
日
と
て―

更
衣
す
る
「
首
夏
」（
夏
の
初
め
）
の
今
日
も
今
日
と
い
う
こ
と
で
、
と
い
う
こ

と
。
参
考
歌
の
他
に
為
家
の
「
住
吉
の
神
の
宮
人
今
日
と
て
や
夏
来
に
け
り
と
衣
替
ふ
ら
ん
」（
為
家
五
社
百
首
・
夏
・
更
衣
・
住
吉
・

一
四
六
）
も
参
考
に
な
る
。

〔
補
説
〕　

下
句
は
、「
更
衣
」
の
本
意
か
ら
す
れ
ば
、「
更
衣
す
る
首
夏
の
今
日
と
い
っ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
更
衣
し
て
し
ま
お
う
か
。」

と
い
う
意
味
に
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
出
家
の
身
と
い
う
宗
尊
の
境
遇
と
、
そ
の
詠
作
の
述
懐
性
か
ら
見
て
、
採
れ
な
い
。

初
冬

958　

冬
来き

ぬ
と
涙
の
外
も
時し

雨く

る
な也り
い
か
がゝ
は
す
べ
き
墨
染
の
袖

〔
通
釈
〕　

初
冬

冬
が
来
た
と
、
雨
と
降
る
私
の
涙
以
外
も
、
時
雨
が
降
る
よ
う
だ
。
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
出
家
の
墨
染
の
袖
を
。

〔
参
考
〕　

柴
の
戸
に
雨
と
時
雨
る
る
木
の
葉
か
な
涙
の
外
に
袖
は
濡
れ
ね
ど
（
続
古
今
集
・
冬
・
建
長
五
年
十
月
三
首
歌
に
、
山
家
落

葉
・
五
五
六
・
為
教
）

も
の
思
ふ
と
言
は
ぬ
ば
か
り
は
忍
ぶ
と
も
い
か
が
は
す
べ
き
袖
の
雫
を
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
〇
九
二
・
源
顕
仲
。
永
久
百

首
・
恋
・
忍
恋
・
四
二
二
）

〔
語
釈
〕　

○
涙
の
外
も―

雨
と
ば
か
り
に
降
る
涙
以
外
も
、
と
い
う
趣
意
。
↓
500
。
○
墨
染
の
袖―

前
歌
の
「
墨
染
の
袂
」
と
同
じ
。
こ



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
一
一

の
「
墨
染
の
袖
」
は
大
枠
で
は
、「
墨
染
の
君
が
袂
は
雲
な
れ
や
た
え
ず
涙
の
雨
と
の
み
降
る
」（
古
今
集
・
哀
傷
・
思
ひ
に
侍
り
け
る

人
を
と
ぶ
ら
ひ
に
ま
か
り
て
よ
め
る
・
八
四
三
・
忠
岑
）
や
「
墨
染
の
衣
の
袖
は
雲
な
れ
や
涙
の
雨
の
た
え
ず
降
る
ら
ん
」（
拾
遺
集
・

哀
傷
・
題
不
知
・
一
二
九
七
・
読
人
不
知
）
の
類
型
の
中
に
あ
る
。

〔
補
説
〕　

宗
尊
は
出
家
以
前
の
在
関
東
時
に
も
、「
空
も
憂
き
時
や
知
る
ら
む
か
み
な
月
涙
の
外
の
ま
た
時
雨
れ
つ
つ
」（
柳
葉
集
・
巻

一
・
弘
長
元
年
五
月
百
首
歌
・
冬
・
四
〇
）
と
、
類
似
し
た
意
想
を
詠
じ
て
い
る
。

卯
花

959　

今
は
我わ
れ

世よ

を
う
の
花
の
か
き
籠こ

も
り
春
を
ば
よ
そ
に
隔
て・

果は

て
に
き

〔
通
釈
〕　

卯
の
花

（
出
家
し
て
世
を
遁
れ
た
）
今
で
は
私
は
、
こ
の
世
を
憂
く
辛
い
も
の
と
し
て
、
卯
の
花
の
垣
の
中
に
か
き
籠
も
っ
て
、
春
を
無
縁

に
隔
て
き
っ
て
し
ま
っ
た
よ
。

〔
参
考
〕　

今
は
我
吉
野
の
山
の
花
を
こ
そ
宿
の
物
と
も
見
る
べ
か
り
け
れ
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
世
を
遁
れ
て
後
、
百
首
歌
よ
み
侍
り
け

る
に
、
花
歌
と
て
・
一
四
六
六
・
俊
成
）

今
は
我
松
の
柱
の
杉
の
庵
に
と
づ
べ
き
も
の
を
苔
深
き
袖
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
、
山
家
の
心
を
・

一
六
六
五
・
式
子
）

う
つ
ろ
は
で
散
り
ぬ
る
も
の
は
山
里
の
世
を
う
の
花
の
垣
根
な
り
け
り
（
江
帥
集
・
雑
・
う
の
花
・
四
二
三
）

い
か
に
せ
む
賤
が
園
生
の
奥
の
竹
か
き
籠
も
る
と
も
世
の
中
ぞ
か
し
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
述
懐
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
・



二
一
二

一
六
七
三
・
俊
成
）

〔
類
歌
〕　

時
知
ら
ぬ
身
を
う
の
花
の
垣
根
こ
そ
春
を
ば
よ
そ
に
隔
て
果
て
け
れ
（
新
続
古
今
集
・
雑
上
・
永
和
百
首
歌
に
、
卯
花
・

一
六
六
一
・
善
成
）

〔
語
釈
〕　

○
今
は―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
て
同
月
三
十
日
に
出
家
遁
世
し
た
今
で
は
、

と
い
う
こ
と
。
○
世
を
う
の
花
の
か
き
籠
も
り―

「
世
を
憂
」
か
ら
「
う
」
を
掛
詞
に
「
卯
の
花
の
垣
」
に
鎖
り
、
さ
ら
に
「
か
き
」

を
掛
詞
に
「
掻
き
籠
も
り
」
に
鎖
る
。「
掻
き
籠
も
り
」
は
「
掻
き
」
が
接
頭
語
で
、
外
出
せ
ず
屋
内
に
閉
じ
籠
も
る
こ
と
を
言
う
。

○
春
を
ば
よ
そ
に―

先
行
の
類
例
に
は
、
西
行
の
「
霞
め
ど
も
春
を
ば
よ
そ
の
空
に
見
て
と
け
ん
と
も
な
き
雪
の
下
水
」（
西
行
法
師

家
集
・
春
・
初
春
・
一
〇
）
や
重
家
の
「
今
年
さ
へ
何
と
て
花
の
匂
ふ
ら
ん
春
は
よ
そ
な
る
宿
と
な
り
に
き
」（
重
家
集
・
家
の
花
を

折
り
て
刑
部
卿
の
も
と
へ
・
二
五
九
）
が
あ
る
。
慈
円
は
、
文
治
四
年
（
一
一
八
九
）
十
二
月
の
「
早
卒
露
膽
百
首
」
で
、
あ
る
い
は

西
行
詠
の
影
響
下
に
「
八
重
霞
春
を
ば
よ
そ
に
見
す
れ
ど
も
あ
は
れ
を
こ
む
る
み
吉
野
の
山
」（
拾
玉
集
・
楚
忽
第
一
百
首
・
春
・
霞
・

七
〇
四
）
と
詠
ん
で
い
る
。「
憂
」
と
の
詠
み
併
せ
は
、
慈
円
の
甥
良
経
が
、
建
久
末
か
ら
正
治
頃
（
一
一
九
六
〜
一
一
九
九
）
と
い

う
「
西
洞
隠
士
百
首
」
で
「
花
に
似
ぬ
身
の
う
き
雲
の
い
か
な
れ
や
春
を
ば
よ
そ
に
み
吉
野
の
山
」（
秋
篠
月
清
集
・
春
・
六
〇
九
）

と
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
定
家
（「
春
を
ば
よ
そ
に
」、
正
治
初
度
百
首
・
一
三
七
三
）
や
宮
内
卿
（「
春
は
よ
そ
な
る
」、
同
後
度
百

首
・
八
一
〇
）
が
用
い
て
い
る
し
、
師
光
の
「
か
く
ば
か
り
春
は
よ
そ
な
る
身
の
ほ
ど
に
い
か
で
桜
の
花
の
見
ゆ
ら
む
」
は
、
宗
尊
も

披
見
し
た
と
思
し
い
『
秋
風
集
』（
雑
上
・
一
〇
七
三
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
宗
尊
に
近
い
時
代
で
は
、『
宝
治
百
首
』
の
「
ふ

り
は
て
て
春
は
よ
そ
な
る
身
の
憂
さ
に
暮
れ
行
く
年
の
い
と
な
み
も
な
し
」（
冬
・
歳
暮
・
二
三
九
六
・
但
馬
）
や
『
現
存
六
帖
』
の

「
我
な
ら
ぬ
雲
ゐ
の
雁
も
音
に
な
き
て
春
を
ば
よ
そ
に
遠
ざ
か
る
な
り
」（
か
り
・
七
八
八
・
忠
兼
）
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

上
句
の
措
辞
の
類
例
は
、
後
代
に
実
隆
の
「
世
の
中
よ
道
あ
り
と
見
ば
山
深
く
身
は
卯
の
花
に
か
き
籠
も
る
と
も
」（
雪
玉
集
・



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
一
三

夏
・
径
卯
花
・
七
〇
〇
）
が
あ
る
。

時
雨

960　

ふ
り
増ま

さ
る
み
そ
ぢ
の
夢
に
お
ど
ろ
け
ば
寝ね

覚さ

め
時し

雨く

れ
ぬ
暁
も
な
し

〔
通
釈
〕　

時
雨

年
を
経
て
三
十
歳
を
増
さ
る
年
に
見
て
い
る
夢
か
ら
、
降
り
増
さ
る
時
雨
に
は
っ
と
気
が
つ
く
と
、
寝
覚
め
に
時
雨
れ
て
い
な
い
暁

は
な
く
、
時
雨
の
涙
を
降
ら
せ
な
い
暁
も
な
い
の
だ
。

〔
参
考
〕　

今
日
し
こ
そ
時
雨
も
こ
と
に
降
り
増
さ
れ
思
ひ
し
こ
と
ぞ
冬
の
初
め
は
（
新
撰
六
帖
・
第
一
・
は
つ
冬
・
一
七
四
・
信
実
）

寝
る
が
う
ち
に
見
る
を
夢
と
て
お
ど
ろ
け
ば
な
ほ
長
き
夜
の
暁
の
鐘
（
明
日
香
井
集
・
百
日
歌
合
毎
日
一
首
後
不
見
建
保
二
年
七
月
廿

五
日
始
之
・
閑
暁
・
六
三
三
）

お
ど
ろ
か
す
時
雨
の
頃
は
神
無
月
う
ち
と
け
て
や
は
夢
を
見
る
ら
む
（
相
模
集
・
九
九
）

山
深
き
杉
の
庵
の
村
時
雨
憂
き
世
の
夢
を
お
ど
ろ
か
せ
と
や
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
冬
・
時
雨
・
三
七
〇
・
泰
時
）

〔
類
歌
〕　

年
経
た
る
み
山
の
奥
の
秋
の
空
寝
覚
め
時
雨
れ
ぬ
暁
ぞ
な
き
（
風
雅
集
・
秋
下
・
秋
の
頃
よ
み
侍
り
け
る
・
七
一
二
・
慶
政
）

〔
語
釈
〕　

○
ふ
り
ま
さ
る―

「
古
り
増
さ
る
」
に
「
時
雨
れ
ぬ
」
の
縁
で
時
雨
が
「
降
り
増
さ
る
」
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　
「
み
そ
ぢ
」
等
の
「
ぢ
」
は
接
尾
語
だ
が
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
、
老
い
を
早
く
自
覚
す
る
歌
人
達
の
性
向
と
相

俟
っ
て
「
ぢ
」
を
「
路
」
の
よ
う
に
解
し
て
か
、
例
え
ば
こ
の
「
み
そ
ぢ
」
な
ら
ば
、
三
十
歳
に
向
か
う
道
筋
即
ち
二
十
代
を
言
う
傾

向
が
出
て
来
る
。
た
だ
し
、
宗
尊
の
場
合
は
、「
ぢ
」
を
本
来
の
意
味
で
捉
え
て
い
た
と
思
し
く
、
本
抄
で
も
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）



二
一
四

の
三
十
歳
時
に
正
し
く
「
み
そ
ぢ
」（
828
、
922
）
と
詠
じ
て
い
る
し
、
該
歌
と
同
じ
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
「
百
番
自
歌
合
」
で

は
、「
み
そ
ぢ
余
り
」（
982
）
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
十
一
歳
時
の
「
百
番
自
歌
合
」
の
該
歌
で
「
古
り
増
さ
る
み
そ
ぢ
」
と
言

っ
て
い
る
の
も
、「
み
そ
ぢ
余
り
」
と
同
様
の
意
識
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
九
月
頃
に
、
百
首
の
詠
進
者

四
一
名
が
決
定
さ
れ
（
看
聞
日
記
）、
翌
永
享
六
年
四
月
頃
か
ら
八
月
頃
に
か
け
て
、
各
人
の
百
首
歌
が
ほ
ぼ
集
ま
っ
て
き
た
」（
新
編

国
歌
大
観
解
題
）
と
い
う
『
永
享
百
首
』
で
、
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
年
生
ま
れ
の
一
条
兼
良
は
、「
我
が
身
は
や
三
十
あ
ま
り
の

神
無
月
な
ほ
や
時
雨
の
ふ
り
ま
さ
る
べ
き
」（
冬
・
時
雨
・
五
五
二
）
と
詠
ん
で
い
る
。

残
花

961　

如き
さ

月ら
き

や
哀
れ・

憂う

か
り
し
別
れ・

か
な
春
に
遅お
く

る
るゝ
花
も
あ有る
世
は

〔
通
釈
〕　

残
花

如
月
よ
。
哀
れ
に
憂
く
辛
か
っ
た
（
父
帝
と
の
）
別
れ
で
あ
る
こ
と
だ
な
。「
あ
は
れ
」
す
ば
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
春
に
遅

れ
て
（
卯
月
に
）
咲
く
残
り
の
桜
も
あ
る
こ
の
世
、
そ
れ
な
ら
ず
、
父
の
亡
く
な
っ
た
春
に
遅
れ
て
残
り
私
一
人
が
生
き
て
い
る
こ

の
世
は
。

〔
本
歌
〕　

あ
は
れ
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
や
ら
じ
と
や
春
に
遅
れ
て
ひ
と
り
咲
く
ら
む
（
古
今
集
・
卯
月
に
咲
け
る
桜
を
見
て
よ
め
る
・

一
三
六
・
紀
利
貞
）

〔
参
考
〕　

し
ぐ
れ
つ
つ
朽
ち
に
し
袖
は
い
か
が
す
る
あ
は
れ
憂
か
り
し
秋
は
来
に
け
り
（
栄
花
物
語
・
紫
野
・
六
二
四
・
通
俊
。
別
本
和

漢
兼
作
集
・
中
宮
賢
子
隠
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
ま
た
の
年
の
秋
、
か
の
宮
の
女
房
に
つ
か
は
し
け
る
・
七
〇
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
一
五

〔
語
釈
〕　

○
哀
れ―

本
歌
の
詞
を
取
る
が
、
本
歌
の
し
み
じ
み
と
素
晴
ら
し
い
と
い
う
意
味
の
「
あ
は
れ
」
と
は
対
照
的
に
、
こ
こ
は
主

意
は
悲
し
く
寂
し
い
と
い
う
こ
と
。
○
別
れ―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
と
の
死
別
。
○
花―

宗
尊
自

身
を
寓
意
す
る
。

〔
補
説
〕　

歌
題
の
「
残
花
」
は
、
遅
れ
て
咲
く
名
残
の
桜
の
花
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
は
、
本
歌
の
卯
月
を
意
識
し
つ
つ
「
如
月

や
」
と
あ
る
の
で
、
桜
の
「
花
」
自
体
は
「
残
花
」
で
は
な
く
、「
如
月
」
二
月
に
亡
く
な
っ
た
父
後
嵯
峨
院
に
後
れ
て
残
さ
れ
た
宗

尊
自
身
を
「
残
花
」
に
喩
え
て
い
よ
う
。

落
葉

962　

は
か
な
さ
の
命
に
ま
さ
る
紅
葉
葉々
を
今
年
も
風
に
ま
か
せ
て
ぞ
見み

る

〔
通
釈
〕　

落
葉

儚
さ
が
人
の
命
に
ま
さ
る
紅
葉
の
葉
を
、
今
年
も
た
だ
風
に
ゆ
だ
ね
て
（
散
る
の
を
）
見
て
い
る
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

紅
葉
葉
を
風
に
ま
か
せ
て
見
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
は
命
な
り
け
り
（
古
今
集
・
哀
傷
・
病
に
煩
ひ
侍
り
け
る
秋
、
心
地
の
頼

も
し
げ
な
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
よ
み
て
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
・
八
五
九
・
千
里
）

〔
参
考
〕　

心
に
も
か
な
は
ぬ
道
の
悲
し
き
は
命
に
ま
さ
る
別
れ
な
り
け
り
（
続
後
撰
集
・
羈
旅
・
一
二
八
五
・
教
定
）

宿
近
き
山
田
の
ひ
た
に
手
も
か
け
で
吹
く
秋
風
に
ま
か
せ
て
ぞ
見
る
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
師
賢
朝
臣
梅
津
の
山
庄
に
て
田
家

秋
風
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
・
三
六
九
・
源
頼
家
）

〔
補
説
〕　

本
歌
の
趣
向
に
異
を
立
て
て
い
る
が
、「
今
年
も
」
と
い
う
表
現
に
、
儚
い
命
の
は
ず
の
自
身
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
へ
の



二
一
六

不
安
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
裏
腹
の
諦
念
と
言
っ
て
も
い
い
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

郭
公

963　

何
事こ
と

も
あ有り
し
に
は
あ
ら
ず
変か

は
る
世
に
同お
な

じ
声
な
る
時
鳥
か哉な

〔
通
釈
〕　

郭
公

何
事
も
、
か
つ
て
あ
っ
た
の
と
は
す
っ
か
り
違
う
よ
う
に
な
り
、
変
わ
る
世
の
中
で
、
同
じ
声
で
あ
る
時
鳥
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
本
歌
〕　

聞
か
ば
や
な
そ
の
か
み
山
の
時
鳥
あ
り
し
昔
の
同
じ
声
か
と
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
禖
子
内
親
王
賀
茂
の
斎
院
と
聞
え
け
る
を
、

年
経
て
、
後
三
条
院
の
御
時
、
斎
院
に
侍
り
け
る
人
の
も
と
に
、
昔
を
思
ひ
出
で
て
祭
の
か
へ
さ
の
日
、
神
館
に
つ
か
は
し

け
る
・
一
八
三
・
皇
后
宮
美
作
）

〔
参
考
〕　

何
事
も
変
は
り
ゆ
く
め
る
世
の
中
に
昔
な
が
ら
の
橋
柱
か
な
（
千
載
集
・
雑
上
・
長
柄
の
橋
の
わ
た
り
に
て
よ
め
る
・

一
〇
三
一
・
道
命
法
師
）

世
の
中
の
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ゆ
け
ば
涙
さ
へ
こ
そ
色
か
は
り
け
れ
（
千
載
集
・
雑
上
・
運
を
は
づ
る
百
首
歌
よ
み
侍
り

け
る
な
か
に
よ
め
る
・
一
〇
二
七
・
源
俊
頼
）

〔
補
説
〕　

後
拾
遺
集
初
出
歌
人
の
歌
を
本
歌
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
瓊
玉
和
歌
集
注
釈
稿
（
三
）』（
本
紀
要
四
七
、
平
二
二
・
三
）

126
、
128
補
説
参
照
。

千
鳥



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
一
七

964　

君
が
代
を
八
千
世
と
言い

ひ
し
浦
千
鳥
今
は
い
か
な
る
音
に
か
鳴
く・

ら
ん

〔
通
釈
〕　

千
鳥

君
が
代
を
、
八
千
代
と
言
っ
て
「
や
ち
よ
」
と
鳴
い
た
浦
の
千
鳥
よ
。（
父
帝
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
）
今
で
は
、
ど
の
よ
う
な

声
で
、
私
が
泣
く
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

し
ほ
の
山
さ
し
で
の
磯
に
す
む
千
鳥
き
み
が
み
世
を
ば
八
千
代
と
ぞ
鳴
く
（
古
今
集
・
賀
・
三
四
五
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

沖
つ
風
波
も
た
か
し
の
浦
千
鳥
松
の
末
葉
に
八
千
代
と
ぞ
鳴
く
（
紫
禁
集
・
同
〔
建
保
二
年
三
月
十
日
〕
比
、
四
季
鳥
歌
、
宛

十
二
月
也
、
当
座
・
三
五
一
）

時
鳥
い
つ
か
と
待
ち
し
菖
蒲
草
今
日
は
い
か
な
る
音
に
か
鳴
く
べ
き
（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
四
三
・
公
任
）

〔
語
釈
〕　

○
八
千
世―

八
千
代
。
永
遠
に
続
く
よ
う
な
長
い
年
代
の
意
。「
千
鳥
」
の
鳴
き
声
の
擬
音
「
や
ち
よ
」
を
取
り
な
す
。
○
鳴

く―

父
帝
後
嵯
峨
院
と
の
死
別
後
の
「
百
首
自
歌
合
」
の
歌
で
あ
る
の
で
、「
泣
く
」
が
掛
か
る
、
と
解
す
る
。
○
今
は―

文
永
九
年

（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
後
の
今
で
は
、
と
い
う
こ
と
。

橘

965　

昔む
か
し

思お
も

ふ
心
を
知し

ら
ば
我わ

が
袖
の
涙
に
匂
へ
軒
の
橘た
ち
花

〔
通
釈
〕　

橘

往
古
を
懐
か
し
く
思
う
心
を
も
し
分
か
る
の
な
ら
ば
、
私
の
袖
に
流
す
涙
に
香
り
を
漂
わ
せ
て
（
思
い
起
こ
さ
せ
て
）
く
れ
、
軒
の



二
一
八

橘
よ
。

〔
参
考
〕　

昔
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に
涙
な
添
へ
そ
山
時
鳥
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
〇
一
・
俊
成
）

昔
思
ふ
花
橘
に
風
過
ぎ
て
落
つ
る
涙
も
か
を
る
袖
か
な
（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
二
二
二
九
・
信
広
）

軒
近
き
花
橘
に
袖
し
め
て
昔
を
偲
ぶ
涙
つ
つ
ま
ん
（
山
家
集
・
雑
・
七
一
四
。
西
行
法
師
家
集
・
夏
・
花
橘
に
よ
せ
て
懐
旧
と

い
ふ
こ
と
を
・
一
五
七
）

匂
ひ
来
る
花
橘
の
袖
の
香
に
涙
露
け
き
う
た
た
寝
の
夢
（
続
古
今
集
・
夏
・
二
四
九
・
俊
成
。
御
室
五
十
首
・
夏
・
二
六
五
。

御
室
撰
歌
合
・
三
〇
。
三
百
六
十
番
歌
合
・
夏
・
二
〇
八
。
雲
葉
集
・
夏
・
三
三
四
）

〔
語
釈
〕　

○
涙
に
匂
へ―

先
行
例
は
見
え
な
い
。
後
出
で
は
、
前
期
京
極
派
の
歌
合
に
於
け
る
伏
見
院
新
宰
相
詠
「
今
宵
さ
へ
来
ず
な
り

ぬ
よ
と
思
ひ
つ
づ
け
涙
に
に
ほ
ふ
灯
の
色
」（
三
十
番
歌
合
（
正
安
二
年
〜
嘉
元
元
年
）・
寄
涙
待
恋
・
三
八
）、『
風
雅
集
』
所
収
の
花
園
院

詠
「
更
け
に
け
り
ま
た
と
は
れ
で
と
む
か
ふ
夜
の
涙
に
に
ほ
ふ
灯
の
影
」（
恋
二
・
夜
恋
を
・
一
〇
六
四
）、『
延
文
百
首
』
に
於
け
る

伏
見
院
皇
女
進
子
内
親
王
の
「
夕
暮
は
さ
て
も
と
思
ふ
あ
は
れ
よ
り
涙
に
に
ほ
ふ
入
相
の
鐘
」（
延
文
百
首
・
恋
・
寄
鐘
恋
・

一
九
〇
・
進
子
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
前
二
首
の
「
に
ほ
ふ
」
は
視
覚
上
の
、
後
一
首
の
そ
れ
は
視
覚
と
聴
覚
の
共
感
覚
的
な
謂

い
で
あ
り
、
該
歌
の
嗅
覚
上
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
尊
と
京
極
派
に
共
通
の
措
辞
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

〔
補
説
〕　

大
き
な
枠
組
み
と
し
て
は
、「
橘
」
の
香
気
が
「
昔
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
類
型
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
は
勿
論
「
五
月
待
つ
花

橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」（
古
今
集
・
夏
・
一
三
九
・
読
人
不
知
）
を
原
拠
の
一
つ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
周
知
の
と
お
り
、
参
考
の
俊
成
の
一
首
は
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
（
ら
ん
せ
い
の
は
な
の
と
き
の
き
ん
ち
や
う
の
も
と　

廬
山

雨
夜
草
菴
中
）
ろ
さ
ん
の
あ
め
の
よ
の
さ
う
あ
ん
の
う
ち
）」（
和
漢
朗
詠
集
・
山
家
・
五
五
五
）
を
踏
ま
え
る
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
一
九

雪

966　

降ふ

る
雪
は
今
も
道
あ
る
御
世
な
れ
ば
あ有り
し
昔
の
跡
ぞ
恋
し
き

〔
通
釈
〕　

雪

降
る
雪
は
、
今
も
正
し
い
道
が
行
わ
れ
て
い
る
御
代
で
あ
る
（
こ
と
を
跡
づ
け
る
）
の
で
、
な
お
さ
ら
（
父
帝
後
嵯
峨
院
が
）
か
つ

て
在
っ
た
昔
の
跡
が
恋
し
い
よ
。

〔
参
考
〕　

春
に
あ
ひ
て
道
あ
る
御
世
に
若
菜
摘
む
野
原
の
雪
に
跡
は
見
え
け
り
（
寛
喜
女
御
入
内
和
歌
・
野
沢
摘
若
菜
残
雪
処
処
・
八
・

道
家
）

消
ぬ
が
上
に
ま
た
跡
つ
け
よ
玉
ぼ
こ
の
道
あ
る
御
代
の
野
辺
の
白
雪
（
院
御
歌
合
宝
治
元
年
・
野
外
雪
・
一
三
八
・
公
相
）

白
雪
の
道
あ
る
御
代
に
つ
か
へ
て
ぞ
昔
に
返
る
跡
も
見
る
べ
き
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
冬
・
九
三
八
・
良
教
）

天
の
原
月
は
か
は
ら
ぬ
空
な
が
ら
あ
り
し
昔
の
よ
を
や
恋
ふ
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
雑
一
・
月
の
明
く
侍
り
け
る
夜
、
小
一
条
の

お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
昔
を
恋
ふ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る
に
、
よ
め
る
・
八
五
二
・
清
原
元
輔
）

〔
影
響
〕　

い
に
し
へ
の
か
し
こ
き
跡
に
立
ち
返
り
今
も
道
あ
る
鎌
倉
の
里
（
隣
女
集
自
文
永
七
年
至
同
八
年
・
巻
三
・
雑
・
寄
里
祝
・

一
七
〇
一
）

〔
補
説
〕　

初
句
の
「
降
る
雪
は
」
は
、「
今
も
道
あ
る
御
世
な
れ
ば
」
と
「
あ
り
し
昔
の
跡
ぞ
恋
し
き
」
の
両
方
に
か
か
る
、
と
解
し
た

い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
上
句
は
や
や
詞
足
ら
ず
の
感
が
あ
る
。
何
か
典
故
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
亀
山

天
皇
（
宗
尊
の
弟
）
代
の
現
在
も
正
し
い
政
の
「
道
」
が
行
わ
れ
て
い
て
、「
降
る
雪
」
に
も
そ
の
道
の
跡
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
、

と
い
っ
た
趣
旨
に
解
し
て
お
く
。
も
ち
ろ
ん
、「
あ
り
し
昔
の
跡
」
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
父
帝



二
二
〇

後
嵯
峨
院
の
治
世
の
跡
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

夏
夜

967　

夏
の
夜よ

の
夢
の
枕
に
思
ふ
か哉な
は
か
な
く
見み

え
し
春
の
現う
つ
ゝ

を

〔
通
釈
〕　

夏
の
夜

夏
の
夜
に
夢
を
見
る
枕
辺
で
、
や
る
せ
な
く
思
う
こ
と
で
あ
る
な
。
あ
の
儚
く
見
え
た
、
春
の
現
実
を
。

〔
参
考
〕　

秋
深
き
寝
覚
め
に
い
か
が
思
ひ
出
づ
る
は
か
な
く
見
え
し
春
の
夜
の
夢
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
久
我
内
大
臣
春
頃
う
せ
て
侍
り

け
る
年
の
秋
、
土
御
門
内
大
臣
、
中
将
に
侍
り
け
る
時
、
つ
か
は
し
け
る
・
七
九
〇
・
殷
富
門
院
大
輔
）

折
し
も
あ
れ
花
橘
の
か
を
る
か
な
昔
を
見
つ
る
夢
の
枕
に
（
千
載
集
・
夏
・
花
橘
薫
枕
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
・
一
七
五
・
公

衡
）

帰
り
来
ぬ
昔
を
今
と
思
ひ
寝
の
夢
の
枕
に
に
ほ
ふ
橘
（
新
古
今
集
・
夏
・
二
四
〇
・
式
子
）

冬
の
夢
の
お
ど
ろ
き
果
つ
る
曙
に
春
の
現
の
ま
づ
見
ゆ
る
か
な
（
秋
篠
月
清
集
・
西
洞
隠
士
百
首
・
春
・
六
〇
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
春
の
現―

父
帝
後
嵯
峨
が
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
春
の
現
実
。

冬
月

968　

ふ
り
果
て
てゝ
世よ

に
す
さ
ま
じ
き
た
ぐ
ひ
と
や
霜
夜よ

の
月
の
袖
を
見み

る
ら
ん



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
二
一

〔
通
釈
〕　

冬
の
月

す
っ
か
り
古
び
て
し
ま
っ
て
、
実
に
も
の
寂
し
く
荒
涼
と
し
た
類
の
も
の
と
、
霜
が
び
っ
し
り
と
降
り
置
い
た
夜
の
月
は
、
私
の

（
霜
に
覆
わ
れ
た
）
こ
の
袖
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

す
み
わ
び
ぬ
年
暮
れ
方
の
月
影
の
世
に
す
さ
ま
じ
く
な
り
に
け
る
か
な
（
中
院
集
・〔
文
永
二
年
正
月
ま
た
は
二
月
〕
廿
八
日

続
百
首
・
冬
月
・
八
一
）

誰
か
見
ん
世
に
す
さ
ま
じ
く
な
り
果
て
て
長
き
を
か
こ
つ
冬
の
夜
の
月
（
為
家
集
・
徒
然
百
首
文
永
五
自
去
去
日
五
ケ
日
之
間
詠
之
・

冬
・
冬
月
・
一
八
五
九
）

す
む
と
て
も
世
に
す
さ
ま
じ
き
老
の
世
や
年
暮
れ
方
の
冬
の
月
影
（
為
家
集
・
文
永
八
年
四
月
廿
八
日
当
座
百
首
・
冬
・
冬

月
・
一
九
四
九
）

〔
語
釈
〕　

○
ふ
り
果
て
て―

（
自
分
の
「
袖
」
が
）「
古
り
果
て
て
」
に
「
霜
」
の
縁
で
「
降
り
果
て
て
」
が
掛
か
る
。
前
者
の
先
行
例

に
は
「
ふ
り
果
て
て
春
は
よ
そ
な
る
身
の
憂
さ
に
暮
れ
行
く
年
の
い
と
な
み
も
な
し
」（
宝
治
百
首
・
冬
・
歳
暮
・
二
三
九
六
・
但
馬
）

が
あ
り
、
同
様
の
掛
詞
の
先
行
例
に
は
「
幾
秋
か
暮
れ
ぬ
と
ば
か
り
惜
し
む
ら
ん
霜
ふ
り
果
つ
る
身
を
ば
忘
れ
て
」（
同
・
秋
・
九
月

尽
・
一
九
五
四
・
基
良
。
万
代
集
・
秋
下
・
一
二
五
七
。
続
後
撰
集
・
秋
下
・
四
五
〇
）
が
あ
る
。
共
に
宗
尊
の
視
野
に
入
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
○
世
に―

た
い
そ
う
、
本
当
に
の
意
の
副
詞
。

〔
補
説
〕　

参
考
の
為
家
詠
に
倣
っ
た
一
首
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
為
家
詠
の
前
二
首
は
、「
す
さ
ま
じ
」
い
の
は
冬
の
「
月
」
で
あ
る
。

後
の
一
首
は
、「
住
む
」
と
「
澄
む
」
の
掛
詞
か
ら
し
て
、「
す
さ
ま
じ
」
い
の
は
自
身
の
老
い
た
人
生
と
「
冬
の
月
影
」
の
両
者
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
該
歌
は
、
そ
の
「
す
さ
ま
じ
」
い
は
ず
の
冬
の
「
月
」
を
擬
人
化
し
て
、
そ
の
「
月
」
が
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り

も
「
す
さ
ま
じ
」
い
自
身
の
（
古
び
て
霜
が
降
っ
た
）「
袖
」
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
詠
嘆
し
た
趣
で
あ
る
。



二
二
二

蛍

969　

世よ

を
厭い
と

ふ
窓
に
蛍
を
集あ
つ

め
て
や
学ま
な

ぶ
る
法
の
光
を
も
見み

ん

〔
通
釈
〕　

蛍

こ
の
世
の
中
を
嫌
だ
と
避
け
る
私
の
窓
に
、（
あ
の
故
事
の
よ
う
に
）
蛍
を
集
め
て
、
そ
の
明
か
り
で
学
ん
で
、
仏
法
の
光
明
を
も

見
よ
う
か
。

〔
参
考
〕　

行
く
蛍
光
を
窓
に
集
め
て
も
思
ひ
知
ら
る
る
法
の
灯
（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
二
八
九
七
・
寂
蓮
）

〔
語
釈
〕　

○
窓
に
蛍
を
集
め
て
や―
晉
の
「
車
胤
聚
蛍
」（
蒙
求
標
題
）
の
故
事
が
原
拠
。『
晋
書
』
列
伝
五
十
三
の
「
車
胤
伝
」
を
原
拠

と
し
、『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に
は
『
続
晋
陽
秋
』
が
引
か
れ
て
い
る
。『
文
撰
』
や
『
蒙
求
』
に
も
、「
孫
康
映
雪
」
と
併
せ
記
さ
れ

て
い
る
。『
蒙
求
』
よ
り
引
く
と
、「
孫
氏
世
録
に
曰
く
、
孫
康
、
家
貧
に
し
て
て
、
油
无
し
。
常
に
雪
に
映
し
書
を
読
む
。
少
よ
り
清

介
に
し
て
、
交
遊
雑
ら
ず
。
後
に
御
史
大
夫
に
至
る
な
り
。
宋
略
、
車
胤
、
字
武
子
、
河
東
の
人
。
読
書
を
好
み
、
家
貧
に
し
て
油
無

し
。
蛍
火
を
聚
め
、
絹
袋
を
以
て
こ
れ
を
盛
り
日
に
継
ぐ
。
後
に
桓
温

洲
に
在
り
、
辟
し
て
従
事
と
為
し
、
臨
湘
侯
に
進
爵
す
る
な

り
。」（
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
に
拠
り
読
み
下
す
。
池
田
利
夫
氏
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
上
巻
影
印
に
拠
る
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は

「
窓
」
の
語
は
見
え
な
い
が
、
例
え
ば
、
韓
愈
「
答
張
徹
」
詩
に
は
「
畢
事
駆
伝
馬
、
康
居
守
窓
蛍
。」
と
あ
り
、
許
渾
「
送
前
東
陽
于

明
府
由
鄂
渚
帰
故
林
」
詩
に
も
「
殷
勤
為
謝
南
渓
客
、
白
首
蛍
窓
未
招
。」
と
見
え
る
。
遅
く
と
も
唐
代
に
は
「
蛍
」
と
「
窓
」
が
結

び
つ
け
ら
れ
て
、
そ
れ
が
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
流
布
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
鎌
倉
期
の
宗
尊
に
と
っ
て
は
、
普
通
の
知
識
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
○
法
の
光―

仏
法
の
光
明
あ
る
い
は
威
光
と
い
う
こ
と
。「
光
」
は
「
蛍
」
の
縁
語
で
、「
車
胤
聚
蛍
」
の
故
事
（
前
項
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
二
三

を
踏
ま
え
て
、
蛍
の
放
つ
明
か
り
の
意
が
掛
か
る
。

氷

970　

水
を
想
ふ・

心こ
ゝ
ろ

は
浅あ
さ

き
山
の
井
の
氷こ
ほ

れ
る
冬
や
悟さ
と

る
な成る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

氷

水
の
こ
と
を
思
い
や
る
心
は
浅
い
、
浅
い
山
の
井
戸
が
氷
っ
て
い
る
冬
は
、（
水
が
）
冬
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

山
の
井
の
浅
き
心
も
思
は
ぬ
に
影
ば
か
り
の
み
人
の
見
ゆ
ら
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
六
四
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

冬
来
れ
ば
行
く
手
に
人
は
汲
ま
ね
ど
も
氷
ぞ
結
ぶ
山
の
井
の
水
（
千
載
集
・
冬
・
四
四
〇
・
成
家
）

澄
む
水
を
心
な
し
と
は
誰
か
言
ふ
氷
ぞ
冬
の
初
め
を
も
知
る
（
千
載
集
・
冬
・
三
九
二
・
隆
季
。
久
安
百
首
・
冬
・
五
五
二
）

〔
類
歌
〕　

悟
り
え
ぬ
御
法
の
水
の
浅
氷
心
づ
か
ら
ぞ
結
ぼ
ほ
れ
行
く
（
前
摂
政
家
歌
合
嘉
吉
三
年
・
冬
釈
教
・
五
五
八
・
右
衛
門
督
）

〔
語
釈
〕　

○
心
は
浅
き
山
の
井
の―

「
心
は
浅
き
」
か
ら
「
浅
き
山
の
井
の
」
に
鎖
る
。

〔
補
説
〕　

類
歌
に
挙
げ
た
一
首
は
、『
前
摂
政
家
歌
合
嘉
吉
三
年
』
の
「
冬
釈
教
」
題
の
歌
だ
が
、
判
詞
（
衆
議
判
、
兼
良
執
筆
）
に
、「
先

の
番
の
、
心
の
水
の
氷
、
か
の
内
府
の
歌
に
通
ひ
侍
る
に
や
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
歌
合
同
題
の
一
首
「
濁
り
な
き
心
の
水
は
氷
ら

ね
ど
暁
さ
え
て
鐘
ぞ
聞
こ
ゆ
る
」（
冬
釈
教
・
五
五
〇
・
常
秀
）
に
つ
い
て
、
判
詞
に
「
右
歌
は
衣
笠
内
府
歌
に
、
あ
は
れ
我
が
心
の

水
の
い
つ
よ
り
か
と
け
ぬ
氷
の
結
び
そ
め
け
ん
、
と
侍
る
面
影
思
ひ
出
で
侍
れ
ど
、
心
の
水
の
氷
、
と
い
へ
る
事
も
幾
度
な
り
と
も
な

ど
か
よ
み
侍
ら
ざ
ら
ん
」
と
あ
る
の
を
承
け
て
い
る
。「
衣
笠
内
府
」
家
良
の
「
あ
は
れ
我
が
」
の
歌
は
、『
新
撰
六
帖
』（
第
一
・
こ

ほ
り
・
四
六
一
）
の
一
首
を
指
し
て
い
る
。「
心
の
水
の
氷
、
と
い
へ
る
事
も
幾
度
な
り
と
も
な
ど
か
よ
み
侍
ら
ざ
ら
ん
」
と
い
う
の



二
二
四

は
、
厳
密
に
「
心
の
水
の
心
」
に
限
ら
ず
、
そ
れ
に
類
す
る
措
辞
や
趣
向
は
、
何
度
で
あ
っ
て
も
ど
う
し
て
詠
ま
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ

う
か
、
詠
む
の
で
す
、
と
い
っ
た
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
類
歌
は
参
考
の
隆
季
詠
の
他
に
も
、
例
え
ば
俊
成
の
「
冬
は
こ
れ
水

の
心
の
空
に
満
ち
て
氷
れ
ば
雪
の
降
る
に
ぞ
あ
り
け
る
」（
俊
成
五
社
百
首
・
賀
茂
・
冬
・
雪
・
一
六
〇
）
等
が
あ
る
。

納
涼

971　

世
を
厭い
と

ふ
心
に
秋
や
通か

よ

ふ
ら
ん
今こ

年と
し

の
夏
は
身
さ
へ
涼
し
き

〔
通
釈
〕　

納
涼

こ
の
世
の
中
を
嫌
だ
と
避
け
る
心
に
、
既
に
秋
が
通
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
年
の
夏
は
、
こ
の
身
ま
で
が
涼
し
い
よ
。

〔
本
歌
〕　

下
く
ぐ
る
水
に
秋
こ
そ
通
ふ
な
れ
結
ぶ
泉
の
手
さ
へ
涼
し
き
（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
・
納
涼
・
一
六
六
・
中
務
。
中
務
集
・
い
づ

み
・
四
〇
、
三
句
「
通
ふ
ら
し
」。
三
十
人
撰
・
一
二
八
、三
句
同
上
。
麗
花
集
・
四
三
、三
句
同
上
。
三
十
六
人
撰
・

一
四
八
、
三
句
同
上
）

〔
参
考
〕　

世
を
厭
ふ
心
は
山
に
通
へ
ど
も
八
重
立
つ
雲
を
君
や
隔
つ
る
（
源
氏
物
語
・
橋
姫
・
六
二
二
・
冷
泉
院
）

卯
の
花
の
垣
根
に
秋
や
通
ふ
ら
ん
月
の
光
の
澄
み
ま
さ
る
か
な
（
壬
二
集
・
後
度
百
首
・
夏
・
一
二
二
。
二
百
首
和
歌
・
夏
・

卯
花
・
一
〇
三
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
今
年
の
夏―

『
万
葉
集
』
の
「
片
岡
の
こ
な
た
の
峰
に
椎
ま
か
ば
今
年
の
夏
の
陰
に
な
み
む
か
」（
巻
七
・
雑
歌
・
詠
岳
・

一
〇
九
九
。
古
今
六
帖
・
第
六
・
し
ひ
・
四
二
六
一
、
三
句
「
椎
ま
く
は
」
結
句
「
陰
に
せ
ん
か
も
」）
が
原
拠
。

〔
補
説
〕　

本
歌
も
該
歌
も
、
大
き
な
枠
組
み
で
は
「
夏
と
秋
と
行
き
交
ふ
空
の
通
ひ
路
は
か
た
へ
涼
し
き
風
や
吹
く
ら
む
」（
古
今
集
・



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
二
五

夏
・
六
月
の
晦
日
の
日
よ
め
る
・
一
六
八
・
躬
恒
）
の
類
型
上
に
あ
る
。

　
　

上
句
は
、
685
番
歌
「
世
を
厭
ふ
心
に
身
を
や
ま
か
せ
ま
し
水
と
山
と
を
宿
と
答
へ
て
」
に
似
通
う
。

歳
暮

972　

亡な

き
跡
の
深
き
思
ひ
に
年
暮く

れ
て
身
さ
へ
ふ
り
行
く・

雪
の
悲か
な

し
さ

〔
通
釈
〕　

歳
暮

（
春
に
後
嵯
峨
院
）
が
亡
く
な
っ
た
後
の
、
深
い
失
意
の
思
い
の
内
に
年
が
暮
れ
て
、
我
が
身
ま
で
が
年
を
経
て
古
び
て
行
く
、
こ

の
降
り
ゆ
く
雪
の
悲
し
さ
よ
。

〔
参
考
〕　

庭
の
雪
の
深
き
思
ひ
に
年
も
経
ぬ
我
が
身
世
に
ふ
る
道
絶
え
し
よ
り
（
如
願
法
師
集
・
雑
上
・
日
吉
社
会
に
、
庭
雪
積
・

七
六
二
）

年
暮
る
る
鏡
の
影
も
白
雪
の
積
も
れ
ば
人
の
身
さ
へ
ふ
り
つ
つ
（
続
後
撰
集
・
冬
・
五
二
六
・
知
家
。
日
吉
社
撰
歌
合
寛
喜
四

年
・
冬
・
五
二
。
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
二
七
七
、
四
句
「
つ
も
れ
る
人
の
」）

〔
語
釈
〕　

○
亡
き
跡―

人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
残
る
も
の
。
こ
こ
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
が
亡
く
な

っ
て
後
に
残
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。「
亡
き
跡
の
面
影
を
の
み
身
に
添
へ
て
さ
こ
そ
は
人
の
恋
ひ
し
か
る
ら
め
」（
新
古
今
集
・
哀
傷
・

人
に
後
れ
て
歎
き
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る
・
八
三
七
・
西
行
）
と
同
じ
。
○
身
さ
へ
ふ
り
行
く
雪
の―

「
身
さ
へ
古
り
行
く
」
か
ら

「
ふ
り
」
を
掛
詞
に
「
降
り
行
く
雪
の
」
に
鎖
る
。「
跡
」「
深
き
」
は
「
雪
」
の
縁
語
。



二
二
六

天

973　

朝
夕
に
虚む
な

し
き
空
を
な
が
め
て
も
高た
か

く
仰
ぎ・

し
君
を
恋
ひ・

つ
つゝ

〔
通
釈
〕　

天

朝
な
夕
な
に
虚
し
く
、
遙
か
高
く
虚
空
を
物
思
い
に
眺
め
て
、
高
く
敬
い
仰
い
だ
我
が
君
（
後
嵯
峨
院
）
を
恋
い
慕
い
続
け
る
よ
。

〔
参
考
〕　

朝
夕
に
仰
ぐ
か
ひ
あ
る
大
空
に
君
が
め
ぐ
み
の
み
つ
ぞ
う
れ
し
き
（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
・
祝
・
天
・
三
八
五
七
）

空
晴
れ
て
照
ら
す
月
日
の
明
ら
け
く
君
を
仰
げ
ば
い
や
高
の
山
（
万
代
集
・
神
祇
・
今
上
御
時
大
嘗
会
悠
紀
方
近
江
国
巳
日
楽

破
・
一
六
三
六
・
経
光
）

〔
語
釈
〕　

○
朝
夕
に
虚
し
き
空―
「
朝
夕
に
虚
し
」
か
ら
「
虚
し
き
空
」
に
鎖
る
。「
虚
し
き
空
」
は
漢
語
「
虚
空
」
の
訓
が
由
来
か
。

○
高
く―

「
空
」
の
縁
語
。
○
君―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
父
帝
後
嵯
峨
院
。

日

974　

春
の
空
照て

る
日
の
暮く

れ
し
名
残
と
て
世
に
墨
染
の
色
ぞ
悲
し
き

〔
通
釈
〕　

日

春
の
空
に
照
っ
て
い
た
日
が
暗
く
暮
れ
、
日
の
帝
が
隠
れ
亡
く
な
っ
た
名
残
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
こ
の
世
に
住
ん
で
い
る
こ
の
私

の
墨
染
の
僧
衣
の
暗
い
色
が
悲
し
い
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

草
深
き
霞
の
谷
に
影
隠
し
照
る
日
の
暮
れ
し
今
日
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
古
今
集
・
哀
傷
・
深
草
の
帝
の
御
国
忌
の
日
よ
め
る
・



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
二
七

八
四
六
・
康
秀
）

〔
語
釈
〕　

○
照
る
日
の
暮
れ
し―

太
陽
が
没
し
て
暗
く
な
っ
た
意
に
、
比
喩
と
し
て
の
「
日
」
即
ち
帝
が
隠
れ
た
（
亡
く
な
っ
た
）
意
が

掛
か
る
。
こ
こ
は
勿
論
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
指
す
。
○
世
に
墨
染
の
色

ぞ
悲
し
き―
「
世
に
住
み
」
か
ら
「
す
み
」
を
掛
詞
に
「
墨
染
の
色
ぞ
悲
し
き
」
に
鎖
る
。「
色
」
は
「
暮
れ
し
（
昏
れ
し
）」
の
縁
語

で
、「
墨
染
」
の
僧
衣
の
暗
い
色
あ
い
、
と
い
う
こ
と
。

月

975　

さ
夜
更
け・

て
か
た
ぶ
く
月
も
哀
れ・

知し

れ
西
へ
と
急い
そ

ぐ
心
あ
る
身み

を

〔
通
釈
〕　

月

夜
が
更
け
て
西
へ
傾
く
月
も
、
し
み
じ
み
と
し
た
哀
れ
を
分
か
っ
て
く
れ
。
彼
の
西
方
浄
土
へ
早
く
行
く
こ
と
を
願
う
心
を
持
っ
て

い
る
こ
の
身
を
。

〔
参
考
〕　

澄
み
の
ぼ
る
月
の
光
を
し
る
べ
に
て
西
へ
と
急
ぐ
我
が
心
か
な
（
基
俊
集
〈
書
陵
部
一
五
〇
・
五
七
八
〉・
月
・
一
三
）

げ
に
や
さ
は
西
に
心
ぞ
急
が
る
る
か
た
ぶ
く
月
も
今
は
惜
し
ま
じ
（
久
安
百
首
・
秋
・
二
三
八
・
教
長
。
玉
葉
集
・
雑
五
・

二
五
一
一
）

や
よ
や
待
て
か
た
ぶ
く
月
に
こ
と
づ
て
ん
我
も
西
に
は
急
ぐ
心
あ
り
（
玉
葉
集
・
釈
教
・
月
に
よ
せ
て
極
楽
を
ね
が
ふ
と
い
ふ

こ
と
を
人
の
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
・
二
六
九
七
・
顕
昭
）

〔
語
釈
〕　

○
西
へ
と
急
ぐ―

西
方
浄
土
に
早
急
に
往
生
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
。
備
え
る
意
の
「
急
ぐ
」
に
も
解
さ
れ
る
。



二
二
八

風

976　

定
め・

な
く
浮う

き
た
る
雲
を
吹
く・

風
の
か
く
こ
そ
あ有り
け
れ
あ
は
れ
世
の・

中

〔
通
釈
〕　

風

定
め
な
く
浮
い
て
い
る
雲
を
吹
く
風
の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
あ
あ
は
か
な
い
こ
の
世
の
中
よ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
は
か
く
こ
そ
あ
り
け
れ
吹
く
風
の
目
に
見
ぬ
人
も
恋
し
か
り
け
り
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
七
五
・
貫
之
）

〔
参
考
〕　

中
空
に
浮
き
た
る
雲
の
果
て
も
な
く
行
へ
知
ら
ず
も
恋
ひ
渡
る
か
な
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
雲
恋
・
二
四
六
〇
・
為
氏
）

中
空
に
浮
き
た
る
雲
の
い
づ
く
よ
り
風
に
ま
か
せ
て
時
雨
れ
来
ぬ
ら
ん
（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
弘
長
元
年
・
冬
・
一
九
四
・

基
隆
）

〔
語
釈
〕　

○
浮
き
た
る―

「
あ
は
れ
」「
世
の
中
」
の
縁
で
「
憂
き
」
が
響
く
。
○
か
く
こ
そ
あ
り
け
れ―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二

月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
院
が
没
し
、
そ
れ
を
承
け
て
同
月
三
十
日
に
宗
尊
自
身
が
出
家
遁
世
し
た
と
い
う
、
激
変
し
た
境
遇
に
つ
い

て
言
う
。雨

977　

亡な

き
跡
も
思
ふ
ば
か
り
は
問と

ひ
難か
た

み
更
に
身
を
知し

る
雨
ぞ
降
り・

添そ

ふ

〔
通
釈
〕　

雨



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
二
九

（
父
帝
後
嵯
峨
院
の
）
亡
く
な
っ
た
後
の
残
さ
れ
た
事
跡
も
、
思
っ
て
い
る
程
に
は
尋
ね
る
こ
と
が
難
し
く
て
、
な
お
さ
ら
に
我
が

身
の
上
を
知
る
涙
の
雨
が
、
雨
に
降
り
加
わ
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

数
数
に
思
ひ
思
は
ず
問
ひ
難
み
身
を
知
る
雨
は
降
り
ぞ
増
さ
れ
る
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
五
・
業
平
）　

〔
語
釈
〕　

○
亡
き
跡―

人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
残
る
も
の
。
こ
こ
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
没
し
た
父
帝
後
嵯
峨
の

生
前
の
足
跡
や
事
跡
か
。
あ
る
い
は
宗
尊
以
外
の
子
孫
に
も
解
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
「
問
ひ
」
は
訪
問
の
意
味
に
な
ろ
う
か
。
↓
972
。

○
思
ふ
ば
か
り
は―
思
っ
て
い
る
程
に
は
、
と
い
う
こ
と
。「
歎
き
あ
ま
り
知
ら
せ
そ
め
つ
る
言
の
葉
も
思
ふ
ば
か
り
は
言
は
れ
ざ
り

け
り
」（
千
載
集
・
恋
一
・
六
六
〇
・
源
明
賢
。
後
葉
集
・
恋
一
・
三
一
七
。
続
詞
花
集
・
恋
上
・
四
八
七
）
と
同
様
。

雲

978　

さ
の
み
ま又た
隔へ
た

て
な
果は

て
そ
今
は
我
住す

む
べ
き
山
の
峯
の
白し
ら

雲

〔
通
釈
〕　

雲

そ
う
と
ば
か
り
ま
た
、
す
っ
か
り
隔
て
き
っ
て
し
ま
う
な
。
今
は
、
私
が
住
む
は
ず
の
山
の
、
峰
に
か
か
る
白
雲
よ
。

〔
参
考
〕　

今
は
我
吉
野
の
山
の
花
を
こ
そ
宿
の
物
と
も
見
る
べ
か
り
け
れ
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
世
を
遁
れ
て
後
、
百
首
歌
よ
み
侍
り
け

る
に
、
花
歌
と
て
・
一
四
六
六
・
俊
成
。
長
秋
詠
藻
・
右
大
臣
家
百
首
・
五
〇
二
）

思
ひ
や
る
心
ば
か
り
は
さ
は
ら
じ
を
何
隔
つ
ら
ん
峰
の
白
雲
（
後
撰
集
・
離
別
・
遠
く
ま
か
り
け
る
人
に
餞
し
侍
り
け
る
所
に

て
・
一
三
〇
六
・
橘
直
幹
）

〔
語
釈
〕　

○
さ
の
み
ま
た―

↓
801
。
○
住
む
べ
き
山―

世
を
遁
れ
て
住
む
は
ず
の
山
、
あ
る
い
は
、
俗
世
か
ら
離
れ
て
住
む
こ
と
が
で
き



二
三
〇

る
山
。
先
行
例
は
、
慈
円
に
「
い
つ
よ
り
か
住
む
べ
き
山
の
庵
な
ら
む
か
つ
が
つ
と
ま
る
我
が
心
か
な
」（
拾
玉
集
・
詠
百
首
和
歌
・

山
家
・
何
時
解
塵
網
、
此
地
来
掩
開
・
一
九
六
六
）
が
あ
る
。

煙

979　

の
ぼ
り
に
し
同お
な

じ
煙
の
末
な
ら
ば
室
の
八や

島し
ま

も
尋
ね・

見み

て
ま
し

〔
通
釈
〕　

煙

（
父
帝
後
嵯
峨
院
の
）
空
に
昇
っ
て
し
ま
っ
た
の
と
同
じ
煙
の
果
て
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
煙
が
昇
る
室
の
八
島
も
尋
ね
見
ま
し

ょ
う
も
の
を
。

〔
参
考
〕　

思
ひ
や
れ
同
じ
煙
に
交
じ
り
な
で
立
ち
後
れ
た
る
春
の
霞
を
（
栄
花
物
語
・
根
あ
は
せ
・
五
〇
一
・
源
三
位
。
新
古
今
集
・
哀

傷
・
八
二
二
、
上
句
「
思
へ
君
燃
え
し
煙
に
ま
が
ひ
な
で
」。
弁
乳
母
集
・
二
八
、
上
句
同
上
）

あ
は
れ
な
ど
同
じ
煙
に
立
ち
添
は
で
残
る
思
ひ
の
身
を
焦
が
す
ら
む
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
大
納
言
典
侍
身
ま
か
り
て
の
頃
よ

み
侍
り
け
る
・
一
四
六
一
・
為
家
）

立
ち
の
ぼ
る
煙
ば
か
り
を
し
る
べ
に
て
尋
ね
ぞ
来
つ
る
室
の
八
島
に
（
田
多
民
治
集
・
雑
・
島
・
一
六
二
）

立
ち
の
ぼ
る
煙
と
雲
に
な
り
に
け
り
室
の
八
島
の
五
月
雨
の
空
（
御
室
五
十
首
・
夏
・
五
六
六
・
家
隆
。
壬
二
集
・
守
覚
法
親

王
家
五
十
首
・
夏
・
一
六
五
八
、
二
句
「
煙
も
雲
と
」。
秋
風
集
・
夏
下
・
一
八
七
、
二
句
「
煙
は
雲
と
」）

い
か
に
せ
む
つ
ひ
の
煙
の
末
な
ら
で
立
ち
の
ぼ
る
べ
き
道
し
な
け
れ
ば
（
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
・
三
四
九
・
長
明
）

春
の
夜
の
月
に
の
ぼ
り
し
亡
き
人
の
煙
の
末
の
果
て
や
い
づ
こ
ぞ
（
為
家
集
・
寄
月
無
常
同
元
年
〔
文
永
七
年
〕・
一
五
三
六
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
三
一

〔
語
釈
〕　

○
の
ぼ
り
に
し
同
じ
煙
の
末
な
ら
ば―

「
の
ぼ
り
に
し
」「
煙
」
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
没
し
、
同
月

十
九
日
に
薬
草
院
で
火
葬
さ
れ
た
た
父
帝
後
嵯
峨
の
荼
毘
の
煙
。
そ
の
煙
が
空
に
昇
り
行
く
果
て
と
、「
室
の
八
島
」
の
「
煙
」
の
そ

れ
が
も
し
も
同
じ
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
と
い
う
こ
と
。
○
室
の
八
島―

下
野
国
の
歌
枕
。
↓
876
。

〔
補
説
〕　

参
考
に
挙
げ
た
「
思
ひ
や
れ
」
の
歌
は
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
正
月
十
八
日
の
後
朱
雀
院
崩
御
に
、
弁
乳
母
が
「
あ
は
れ

君
い
か
な
る
野
辺
の
霞
に
て
虚
し
き
空
の
雲
と
な
る
ら
む
」（
栄
花
物
語
・
五
〇
〇
。
新
古
今
集
・
八
二
一
、
結
句
「
雲
と
な
り
け
む
」。

弁
乳
母
集
・
二
六
、
結
句
同
上
）
と
詠
み
贈
っ
た
歌
の
返
歌
。

朝

980　

起お

き
憂う

さ
の
朝
の
床
は
つ
ら
く
と
も
い
か
で
昔
を
夢
に
だ
に
見
ん

〔
通
釈
〕　

朝

起
き
づ
ら
さ
が
つ
の
る
朝
の
床
は
苦
し
い
と
し
て
も
、
ど
う
に
か
し
て
昔
の
こ
と
を
夢
に
だ
け
で
も
見
よ
う
。

〔
本
歌
〕　

は
か
な
く
て
夢
に
も
人
を
見
つ
る
夜
は
朝
の
床
ぞ
起
き
憂
か
り
け
る
（
古
今
集
・
恋
二
・
五
七
五
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

床
は
荒
れ
ぬ
い
た
く
な
吹
き
そ
秋
風
の
目
に
見
ぬ
人
を
夢
に
だ
に
見
ん
（
壬
二
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
恋
・
八
八
〇
）

〔
語
釈
〕　

○
起
き
憂
さ―

先
行
例
は
見
え
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
小
沢
廬
庵
の
「
阿
け
く
れ
に
弥
を
あ
る
も
の
と
陀
の
ま
ず
は
不
し
お

き
う
さ
の
都
も
り
し
も
せ
じ
」（
六
帖
詠
草
・
雑
下
・
一
八
四
〇
）
や
、
大
隈
言
道
の
「
い
ざ
と
思
ふ
朝
の
床
の
起
き
憂
さ
に
枕
離
れ

て
手
枕
ぞ
す
る
」（
草
径
集
・
枕
・
三
三
一
）
等
の
作
例
が
あ
る
。

〔
補
説
〕　

上
句
の
歌
境
は
新
奇
か
。



二
三
二

夕

981　

憂う

し
と
見み

し
煙け
ふ
り

を
空
に
残
し
て
も
夕
べ・

の
空
ぞ
形か
た

見み

が
ほ
な
る

〔
通
釈
〕　

夕

憂
く
辛
い
と
見
た
（
父
帝
後
嵯
峨
院
の
荼
毘
の
）
煙
を
空
に
残
し
て
、
夕
方
の
空
は
い
か
に
も
形
見
風
情
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
参
考
〕　

煙
だ
に
し
ば
し
た
な
び
け
鳥
べ
山
立
ち
別
れ
に
し
形
見
と
も
見
ん
（
千
載
集
・
釈
教
・
火
盛
久
不
燃
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め

る
・
一
二
五
一
・
寂
然
）

思
ひ
出
づ
る
折
り
焚
く
柴
の
夕
煙
む
せ
ぶ
も
う
れ
し
忘
れ
形
見
に
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
八
〇
一
・
後
鳥
羽
院
。
自
讃
歌
・

九
。
定
家
八
代
抄
・
哀
傷
・
七
〇
八
。
詠
歌
大
概
・
七
〇
）

亡
き
人
の
形
見
の
煙
そ
れ
だ
に
も
果
て
は
む
な
し
き
空
に
消
え
つ
つ
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
一
四
三
一
・
顕
氏
）

恋
ひ
わ
び
て
我
と
な
が
め
し
夕
暮
も
な
る
れ
ば
人
の
形
見
が
ほ
な
る
（
六
百
番
歌
合
・
恋
・
夕
恋
・
八
二
七
・
定
家
。
拾
遺
愚

草
・
歌
合
百
首
・
恋
・
夕
恋
・
八
六
九
。
万
代
集
・
恋
五
・
二
七
〇
八
）

〔
語
釈
〕　

○
憂
し
と
見
し
煙―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
没
し
、
同
月
十
九
日
に
薬
草
院
で
火
葬
さ
れ
た
父
帝
後
嵯
峨
の

荼
毘
の
、
宗
尊
が
憂
鬱
の
う
ち
に
見
た
煙
。
○
形
見
が
ほ
な
る―
934
に
も
用
い
て
い
る
。

夜

982　

今
は
我わ

れ

老
い・

と
近ち
か

づ
く
寝ね

覚
め・

し
て
三
十
余あ
ま

り
に
長な
か

き
夜よ

半は

か哉な



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
三
三

〔
本
文
〕　

○
三
十
余
り
に―

底
本
は
「
三
十
あ
ま
り
のに〃

」（
見
消
ち
「
の
」
の
字
中
）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　

夜

今
で
は
私
は
、
老
い
と
近
く
な
る
寝
覚
め
を
し
て
、
こ
の
三
十
歳
余
り
の
身
に
、
余
り
に
も
長
い
夜
中
で
あ
る
こ
と
だ
な
。

〔
語
釈
〕　

○
老
い
と
近
づ
く
寝
覚
め―

老
齢
で
あ
る
こ
と
と
距
離
が
縮
ま
る
よ
う
に
、
寝
て
夜
中
に
目
を
覚
ま
し
て
、
と
い
う
こ
と
。
当

時
は
老
い
を
早
く
自
覚
し
た
に
し
て
も
、
老
齢
者
の
眠
り
が
浅
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
表
現
は
珍
し
い
。
○
三
十

余
り
に
長
き
夜
半
か
な―
「
三
十
余
り
に
」
か
ら
「
余
り
に
」
を
掛
詞
に
「
余
り
に
長
き
夜
半
か
な
」
に
鎖
る
。
該
歌
を
収
め
る
こ
の

歌
を
収
め
る
「
百
番
自
歌
合
」
を
撰
し
た
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
に
、
宗
尊
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。
↓
960
。

暁

983　

は
か
な
く
も
何
を
寝ね

覚
め・

と
思
ふ
ら
ん
夢
の
中
な
る
暁
の
空そ
ら

〔
通
釈
〕　

暁

儚
く
頼
り
な
い
こ
と
に
も
、
自
分
は
い
っ
た
い
何
を
寝
覚
め
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
寝
覚
め
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
ま

だ
）
夢
の
中
で
あ
る
こ
の
暁
の
空
よ
。

〔
参
考
〕　

深
き
夜
の
寝
覚
め
に
何
を
思
ひ
け
む
窓
う
ち
す
さ
む
暁
の
雨
（
六
百
番
歌
合
・
恋
下
・
寄
雨
恋
・
九
四
四
・
寂
蓮
）

昨
日
見
し
夢
か
と
ぞ
思
ふ
寝
覚
め
し
て
昔
を
偲
ぶ
暁
の
空
（
公
衡
集
・
賦
百
字
和
歌
・
雑
・
あ
か
つ
き
は
・
八
九
。
新
続
古
今

集
・
雑
下
・
一
九
六
九
・
公
衡
）

憂
し
と
見
し
は
か
な
き
夢
を
お
ど
ろ
か
す
今
日
を
寝
覚
め
と
思
は
ま
し
か
ば
（
経
家
集
・
七
二
）



二
三
四

長
き
夜
の
夢
の
う
ち
に
も
待
ち
わ
び
ぬ
覚
む
る
な
ら
ひ
の
暁
の
空
（
続
古
今
集
・
釈
教
・
未
得
真
覚
恒
処
夢
中
、
故
仏
説
為
生

死
長
夜
の
心
を
・
八
一
四
・
長
恵
）

〔
類
歌
〕　

憂
き
は
我
が
老
い
の
寝
覚
め
と
思
へ
ど
も
ゆ
ふ
つ
け
鳥
も
暁
ぞ
な
く
（
玉
葉
集
・
雑
二
・
二
一
三
五
・
中
臣
祐
世
）

〔
補
説
〕　

理
屈
が
か
っ
た
新
奇
な
一
首
で
あ
る
が
、
参
考
歌
の
公
衡
詠
と
同
じ
趣
向
で
あ
ろ
う
。
も
し
宗
尊
が
こ
れ
に
倣
っ
た
の
だ
と
す

れ
ば
、
そ
の
学
習
範
囲
の
広
さ
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

山

984　

世
の・

中
を
厭い
と

ふ
心
の
奥
に
こ
そ
憂う

き
こ
と
聞き

か
ぬ
山
は
あ
り
け
れ

〔
通
釈
〕　

山

世
の
中
を
嫌
だ
と
思
う
心
の
奥
に
こ
そ
、
あ
の
憂
く
辛
い
こ
と
を
聞
か
な
い
山
は
あ
っ
た
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

い
か
な
ら
む
巌
の
中
に
住
ま
ば
か
は
世
の
憂
き
事
の
聞
こ
え
来
ざ
ら
む
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
五
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

世
を
厭
ふ
吉
野
の
奥
の
よ
ぶ
こ
鳥
深
き
心
の
ほ
ど
や
知
る
ら
む
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
七
六
・
幸
清
）

世
を
厭
ふ
心
の
奥
の
山
里
に
ひ
と
り
ぞ
月
を
見
て
も
過
ぎ
ぬ
る
（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
秋
・
山
家
月
・
五
二
〇
・
幸
清
）

し
を
り
せ
で
な
ほ
山
深
く
分
け
入
ら
む
憂
き
こ
と
聞
か
ぬ
所
あ
り
や
と
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
四
三
・
西
行
。
山
家
集
・

雑
・
一
一
二
一
。
西
行
法
師
家
集
・
雑
・
五
四
〇
。
御
裳
濯
河
歌
合
・
六
〇
）

尋
ね
ば
や
重
な
る
山
の
奥
ま
で
も
憂
き
こ
と
聞
か
ぬ
す
み
か
あ
り
や
と
（
時
朝
集
・
所
入
撰
集
歌
・
雑
・
六
帖
題
に
て
歌
よ
み

侍
る
中
に
・
や
ま
・
二
七
八
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
三
五

谷
深
き
巌
の
中
の
か
ひ
も
な
し
心
の
奥
ぞ
身
は
隠
し
け
る
（
新
和
歌
集
・
雑
上
・
七
八
六
・
高
階
重
氏
）

〔
補
説
〕　

参
考
歌
四
首
目
の
作
者
時
朝
は
、
宗
尊
親
王
幕
下
の
御
家
人
歌
人
で
あ
り
、
五
首
目
を
収
め
る
『
新
和
歌
集
』
は
そ
の
時
朝
撰

と
推
定
さ
れ
て
い
る
宇
都
宮
歌
壇
の
中
心
業
績
の
打
聞
で
あ
る
。

岳

985　

し
る
く
立た

つ
外
山
の
雲
は
つ
ら
く
と
も
君
が
い
ま
き
の
岡
と
思お

も

は
ばゝ

〔
本
文
〕　

○
い
ま
き
の―

底
本
「
い
さま

き
の
」（「
さ
」
は
字
母
「
左
」
で
、「
万
」
の
「
ま
」
を
な
ぞ
り
書
き
す
る
か
）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　

岳

は
っ
き
り
と
立
つ
外
山
の
雲
は
、
や
は
り
辛
く
嫌
で
あ
っ
て
も
、
我
が
君
（
後
嵯
峨
院
）
が
今
来
る
、
今
城
の
岡
だ
と
も
し
思
う
の

な
ら
ば
（
そ
れ
で
も
よ
い
）。

〔
本
歌
〕　

今
城
な
る
外
山
の
峰
に
雲
だ
に
も
し
る
く
し
立
た
ば
何
か
歎
か
ん
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
建
皇
子
隠
れ
て
今
城
谷
に
納
め
侍
り

け
る
を
歎
き
給
ひ
て
、
よ
ま
せ
給
へ
り
け
る
・
一
三
九
一
・
斉
明
天
皇
。
日
本
書
紀
・
巻
二
十
六
・
一
一
六
、
二
句
「
小
丘

（
を
む
れ
）
が
上
に
」）

〔
語
釈
〕　

○
君
が
い
ま
き
の
岡―

「
君
が
今
来
」
か
ら
「
い
ま
き
」
を
掛
詞
に
「
今
城
の
岡
」
に
鎖
る
。「
今
城
（
今
来
・
今
木
）」
は
、

大
和
国
の
所
名
。
現
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
今
木
。

〔
補
説
〕　

本
歌
は
、
斉
明
天
皇
の
孫
で
天
智
天
皇
と
遠
智
娘
と
の
子
で
あ
り
、
唖
者
で
あ
っ
た
と
い
う
建
王
に
対
す
る
哀
傷
歌
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
拠
る
と
、
斉
明
天
皇
四
年
（
六
五
八
）
五
月
に
八
歳
で
没
し
て
「
今
城
谷
上
」
の
殯
宮
に
収
め
ら
れ
た
建
王
を
不
愍



二
三
六

に
思
い
、
斉
明
天
皇
が
、
自
分
の
死
後
に
自
陵
に
合
葬
す
る
よ
う
に
命
じ
、
作
っ
た
と
い
う
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

原

986　

浅あ
さ

茅ち

生ふ

の
小を

野の

のゝ
篠し
の

原
尋た
つ

ぬ
と
も
涙
に
余あ
ま

る
露
や
な
か
ら
ん

〔
通
釈
〕　

原

浅
茅
が
生
え
る
小
野
の
篠
原
を
尋
ね
る
と
し
て
も
、
私
の
涙
よ
り
以
上
に
あ
ふ
れ
る
露
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
本
歌
〕　

浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ぶ
れ
ど
あ
ま
り
て
な
ど
か
人
の
恋
ひ
し
き
（
後
撰
集
・
恋
一
・
五
七
七
・
等
）

〔
参
考
〕　

浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
尋
ね
て
も
思
ふ
あ
ま
り
を
い
か
で
知
ら
せ
ん
（
新
和
歌
集
・
恋
上
・
寄
草
初
恋
・
五
〇
七
・
藤
原
泰

綱
）

〔
影
響
〕　

浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
な
く
虫
の
涙
に
余
る
秋
の
夕
露
（
続
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
六
一
・
為
理
。
為
理
集
・
左
宰
相
中
将
家

会
野
・
外
秋
夕
・
五
五
一
）

〔
語
釈
〕　

○
浅
茅
生
の
小
野
野
の
篠
原―

丈
の
低
い
茅
（
ち
が
や
）
が
生
え
て
い
る
野
で
あ
る
篠
原
。「
篠
原
」
は
、
笹
や
篠
だ
け
で
な

く
薄
や
萱
や
茅
な
ど
の
自
生
す
る
野
原
を
言
う
。
○
涙―
父
帝
を
喪
い
出
家
遁
世
し
た
境
涯
の
悲
し
み
の
涙
。

野

987　

亡な

き
跡
に
残
る
形か
た

見み

の
名
に
め
で
てゝ
今
も
嵯さ

峨か

野
を
哀
れ・

と
ぞ
見み

る
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〔
本
文
〕　

○
亡
き
跡
に―

底
本
は
「
な
き
跡
のに〃

」（
見
消
ち
「
の
」
の
字
中
）
と
あ
り
。

〔
通
釈
〕　

野

（
父
帝
後
嵯
峨
院
の
）
亡
く
な
っ
た
跡
地
に
残
る
、
嵯
峨
と
い
う
形
見
の
名
前
に
心
惹
か
れ
て
、
今
で
も
嵯
峨
野
を
し
み
じ
み
と
悲

し
く
愛
お
し
く
思
う
よ
。

〔
参
考
〕　

あ
り
し
世
を
恋
ふ
る
涙
の
露
ぞ
置
く
今
も
嵯
峨
野
の
道
の
さ
さ
原
（
新
後
撰
集
・
雑
上
・
弘
安
元
年
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り

し
時
・
一
二
一
〇
・
通
成
）

〔
語
釈
〕　

○
亡
き
跡―

人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
残
る
も
の
。
こ
こ
は
、
父
帝
後
嵯
峨
院
が
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
に
嵯
峨
の
亀
山
山
麓

に
離
宮
亀
山
殿
を
造
営
し
て
棲
み
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
十
月
五
日
に
出
家
し
て
大
覚
寺
に
移
り
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二

月
十
七
日
に
如
来
寿
量
院
に
没
し
、
同
月
十
九
日
に
薬
草
院
で
火
葬
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
地
に
在
っ
た
故
地
嵯
峨
野
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
於
け
る
事
跡
。
↓
977
。
○
形
見
の
名
に
め
で
て―

「
形
見
の
名
」
は
、「
依
二
遺
勅
一
也
」（
皇
年
代
略
記
）
と
い
う
父
帝
「
後

嵯
峨
」
の
遺
諡
中
の
「
嵯
峨
」
と
い
う
名
前
。「
名
に
め
で
て
」
は
、
名
前
に
惹
か
れ
て
、
の
意
。「
名
に
め
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女

郎
花
我
お
ち
に
き
と
人
に
か
た
る
な
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
六
・
遍
昭
）
が
原
拠
。

杜

988　

い
つ
ま
で
か
変か

は
ら
ぬ
陰か
け

と
頼た
の

み
来こ

し
果は

て
は
歎な
け

き
の
杜
の
下
草

〔
通
釈
〕　

杜

い
っ
た
い
い
つ
ま
で
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
樹
陰
の
よ
う
な
庇
護
だ
と
頼
り
に
し
て
き
た
こ
と
か
。
つ
い
に
は
、
あ
の
歎
き
の
杜



二
三
八

の
、
そ
れ
も
そ
の
陰
に
あ
る
下
草
の
こ
の
身
よ
。

〔
本
歌
〕　

ね
ぎ
言
を
さ
の
み
聞
き
け
む
社
こ
そ
果
て
は
な
げ
き
の
杜
と
な
る
ら
め
（
古
今
集
・
雑
体
・
誹
諧
歌
・
一
〇
五
五
・
讃
岐
）

〔
参
考
〕　

三
室
山
花
も
紅
葉
も
か
つ
散
り
て
頼
む
陰
な
き
谷
の
下
草
（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
道
助
法
親
王
春
隠
れ
侍
り
に
け
る
と
し
の

秋
、
道
深
法
親
王
ま
た
同
じ
さ
ま
に
な
り
侍
り
に
け
る
を
歎
き
て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
二
六
六
・
法
眼
覚
宗
）

〔
語
釈
〕　

○
変
は
ら
ぬ
陰―

「
陰
」
は
、「
杜
」
の
樹
陰
で
、
宗
尊
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
庇
護
・
恩
恵
を
寓
意
す
る
。
○
歎
き―

「
き
」

に
は
「
陰
」
と
「
杜
」「
下
草
」
の
縁
で
「
木
」
が
響
く
。
○
下
草―

宗
尊
自
身
の
比
喩
。

滝

989　

亀か
め

の
尾
の
千
世
の
数
見み

し
滝
つ
瀬せ

を
今
は
別
れ・

の
涙
に
ぞ
借・

る

〔
通
釈
〕　

滝

あ
の
亀
の
尾
の
山
の
、（
父
帝
後
嵯
峨
院
の
）
千
年
の
数
を
見
た
（
は
ず
の
）
滝
つ
瀬
を
、（
後
嵯
峨
院
亡
き
）
今
は
、（
そ
の
滝
の

水
の
白
玉
を
）
別
れ
の
涙
に
借
り
る
こ
と
だ
。

〔
本
歌
〕　

亀
の
尾
の
山
の
岩
根
を
尋
め
て
落
つ
る
滝
の
白
玉
千
世
の
数
か
も
（
古
今
集
・
賀
・
貞
辰
親
王
の
、
を
ば
の
四
十
賀
を
、
大
井

に
て
し
け
る
日
、
よ
め
る
・
三
五
〇
・
紀
惟
岳
）

こ
き
散
ら
す
滝
の
白
玉
拾
ひ
置
き
て
世
の
憂
き
時
の
涙
に
ぞ
借
る
（
古
今
集
・
雑
上
・
布
引
の
滝
に
て
よ
め
る
・
九
二
二
・
行

平
）

〔
語
釈
〕　

○
亀
の
尾―

亀
の
尾
山
（
亀
尾
山
あ
る
い
は
亀
山
と
も
）
の
こ
と
。
山
城
国
の
歌
枕
。
現
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
、
大
堰
川
の
北
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岸
、
小
倉
山
に
接
す
る
山
。
山
麓
に
、
後
嵯
峨
院
が
離
宮
亀
山
殿
を
営
ん
だ
。
こ
の
歌
枕
の
本
意
形
成
の
基
た
る
本
歌
を
踏
ま
え
、
ま

た
「
千
世
」
の
縁
で
長
寿
の
動
物
の
「
亀
」
が
響
く
。
○
滝
つ
瀬―

本
来
は
「
滾
つ
瀬
」。
滝
の
急
流
、
滝
そ
の
も
の
を
も
言
う
。
○

今
は―
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
父
帝
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
後
の
今
で
は
、
と
い
う
こ
と
。

河

990　

明あ

日す

香か

川
昨
日
の
淵
の
今
日
も
な猶ほ
浅あ

さ

瀬せ

見み

せ
ぬ
は
涙
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

河

明
日
香
川
の
（
今
日
は
瀬
に
な
る
と
い
う
）
昨
日
の
淵
が
、
今
日
も
や
は
り
浅
瀬
を
見
せ
な
い
の
は
、（
亡
父
を
恋
い
慕
う
）
私
が

流
す
涙
（
の
深
い
淵
）
な
の
で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
は
な
に
か
常
な
る
明
日
香
川
昨
日
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
三
・
読
人
不
知
）

〔
類
歌
〕　

明
日
香
川
淵
ば
か
り
に
や
な
り
ぬ
ら
ん
浅
瀬
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の
頃
（
北
野
宝
前
和
歌
（
元
徳
二
年
）・
夏
・
河
五
月
雨
・
二
九
・

忠
房
親
王
）

〔
語
釈
〕　

○
明
日
香
川―

飛
鳥
河
。
大
和
国
の
歌
枕
。
現
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
を
流
れ
、
大
和
川
に
注
ぐ
。「
明
日
」
の
意
が
込
め

掛
け
ら
れ
、
淵
と
瀬
が
交
替
す
る
（
無
常
）、
と
い
っ
た
通
念
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
そ
れ
に
意
を
唱
え
る
形
。

〔
補
説
〕　

類
歌
は
、
述
懐
・
哀
傷
の
趣
は
な
い
。
作
者
の
忠
房
親
王
は
、
順
徳
院
の
曾
孫
で
、
源
彦
仁
男
、
後
宇
多
院
猶
子
。

海



二
四
〇

991　

昔
思
ふ
心こ
ゝ
ろ

を
問と

は
ばゝ
駿す
る
か河
な
る
田た

子こ

の
浦う
ら

浪
そ
れ
と
答こ
た

へ
よ

〔
通
釈
〕　

海

昔
を
愛
し
く
思
う
心
を
、
も
し
人
が
問
い
尋
ね
る
の
な
ら
ば
、
浦
波
が
立
た
な
い
日
は
あ
っ
て
も
「
君
を
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
」（
我

が
君
後
嵯
峨
院
を
恋
い
慕
わ
な
い
日
は
な
い
）
と
い
う
、「
駿
河
な
る
田
子
の
浦
波
」
の
古
歌
、
そ
れ
だ
と
答
え
よ
。

〔
本
歌
〕　

駿
河
な
る
田
子
の
浦
浪
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
君
を
恋
ひ
ぬ
日
は
な
し
（
古
今
集
・
恋
一
・
四
八
九
・
読
人
不
知
）

〔
類
歌
〕　

色
見
え
て
む
せ
ぶ
思
ひ
を
人
問
は
ば
燃
ゆ
る
蛍
ぞ
そ
れ
と
答
へ
ん
（
亀
山
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
蛍
恋
・
五
五
八
・
公
明
）

君
を
仰
ぐ
心
を
問
は
ば
葵
草
向
か
ふ
日
影
を
さ
し
て
答
へ
ん
（
雪
玉
集
・
夏
日
詠
百
首
和
歌
勅
点
并
冷
泉
亜
相
政
為
卿
点
題
自

撰
文
集
句
題
・
夏
・
傾
心
向
日
葵
・
三
〇
七
三
）

〔
語
釈
〕　

○
駿
河
な
る
田
子
の
浦
浪―

駿
河
国
に
あ
る
田
子
の
浦
の
波
。
そ
の
駿
河
国
の
歌
枕
「
田
子
の
浦
」
は
、
現
静
岡
県
富
士
市
の

田
子
の
浦
。

〔
補
説
〕　

類
歌
に
挙
げ
た
実
隆
の
一
首
が
、
宗
尊
詠
か
ら
の
影
響
下
に
あ
る
か
否
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

江

992　

厭い
と

ひ
て
も
な猶ほ
す
み
難か
た

き
水み
つ

の
江え

の
浪
の
ま
に
ま〳〵
に
物
思
へ
と
や

〔
通
釈
〕　

江

嫌
だ
と
思
っ
て
も
、
や
は
り
（
こ
の
世
に
）
住
み
、
け
れ
ど
水
の
江
の
波
の
ま
ま
に
水
が
澄
み
難
い
よ
う
に
、
住
み
難
い
こ
の
俗
世
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に
つ
れ
て
、
苦
し
い
物
思
い
を
せ
よ
と
い
う
の
か
。

〔
参
考
〕　

葦
鴨
の
跡
も
騒
が
ぬ
水
の
江
に
な
ほ
す
み
が
た
く
春
や
行
く
ら
ん
（
壬
二
集
・
九
条
前
内
大
臣
家
三
十
首
・
春
江
上
暮
春

一
八
九
一
。
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
・
一
二
。
秋
風
集
・
春
下
・
一
二
九
、
二
・
三
句
「
跡
し
騒
が
ぬ
水
の
上
に
」。
雲
葉

集
・
春
下
・
二
七
四
）

風
吹
け
ば
岸
の
ま
に
ま
に
打
ち
寄
す
る
波
の
間
も
無
く
思
ほ
ゆ
る
か
な
（
万
代
集
・
恋
一
・
人
に
た
ま
は
せ
け
る
・

一
八
四
〇
・
醍
醐
天
皇
）

〔
語
釈
〕　

○
厭
ひ
て
も
な
ほ
す
み
難
き
水
の
江
の―

「
厭
ひ
て
も
な
ほ
住
み
」
で
一
度
切
れ
、「
住
み
難
き
」
か
ら
「
す
み
」
を
掛
詞
に

「
澄
み
難
き
水
の
江
の
」
に
鎖
る
。「
水
の
江
」
は
、
丹
後
国
の
歌
枕
。
現
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
の
江
。
○
浪―

乱
れ
動
く
俗
世
を
寓

意
す
る
、
と
解
す
る
。

島

993　

玉
津
島
寄よ

せ
来く

る
浪
の
立
ち・

返か
へ

り
見み

ま
く
ほ
し
き
は
昔
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

島

玉
津
島
よ
、
浦
に
寄
せ
来
る
波
が
立
っ
て
は
返
り
、
そ
の
よ
う
に
立
ち
戻
っ
て
見
た
い
の
は
、
昔
な
の
で
あ
っ
た
。

〔
参
考
〕　

わ
た
の
原
寄
せ
来
る
波
の
し
ば
し
ば
も
見
ま
く
ほ
し
き
は
玉
津
島
か
も
（
奥
義
抄
・
五
五
九
）

思
ひ
や
れ
和
歌
の
浦
波
立
ち
返
り
昔
を
今
に
な
さ
ん
と
ぞ
思
ふ
（
季
経
集
・
一
〇
五
・
勝
命
）

〔
語
釈
〕　

○
玉
津
島―

紀
伊
国
の
歌
枕
。
現
和
歌
山
市
和
歌
浦
の
、
玉
津
島
神
社
の
あ
る
場
所
。
現
在
は
陸
続
き
だ
が
、
当
時
は
島
か
。



二
四
二

○
浪
の
立
ち
返
り―

「
浪
の
」
ま
で
が
序
詞
で
、「
浪
」
が
寄
せ
て
は
返
り
の
意
に
、（
昔
に
）
立
ち
戻
っ
て
の
意
が
掛
か
る
。
○
昔―

父
帝
後
嵯
峨
院
が
存
命
で
宗
尊
自
身
も
出
家
す
る
前
の
往
時
。

〔
補
説
〕　

97
と
同
工
異
曲
。

関

994　

憂う

き
身
世
に
木こ

隠か
く

れ
果
て
てゝ
逢
坂
の
関
の
清
水
の
す
む
と
し
も
な
し

〔
通
釈
〕　

関

憂
く
辛
い
身
は
こ
の
世
の
中
で
、
岩
清
水
が
木
々
の
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
、
す
っ
か
り
隠
れ
き
っ
て
、
逢
坂
の
関
の
清
水
が
澄
む
こ

と
も
な
い
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
住
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
も
な
い
よ
。

〔
本
歌
〕　

君
が
世
に
逢
坂
山
の
岩
清
水
木
隠
れ
た
り
と
思
ひ
け
る
か
な
（
古
今
集
・
雑
体
・
一
〇
〇
四
・
忠
岑
）

〔
参
考
〕　

石
清
水
木
隠
れ
た
り
し
い
に
し
へ
を
思
ひ
出
づ
れ
ば
澄
む
心
か
な
（
続
古
今
集
・
神
祇
・
八
幡
に
こ
も
り
侍
り
し
時
・
七
〇
三

　
　
　
　
　

・
後
嵯
峨
院
）

〔
語
釈
〕　

○
逢
坂
の
関―

近
江
国
の
歌
枕
。
山
城
と
近
江
国
境
の
、
京
都
と
東
国
と
を
結
ぶ
関
所
。
現
京
都
府
と
滋
賀
県
境
の
逢
坂
山
に

置
か
れ
た
。
○
す
む
と
し
も
な
し―

「
逢
坂
の
関
の
清
水
の
」
を
序
詞
に
、「
澄
む
と
し
も
な
し
」（
澄
む
と
い
う
こ
と
も
な
い
）
に
、

「
憂
き
身
」「
世
」
の
縁
で
「
住
む
と
し
も
な
し
」（
し
っ
か
り
と
住
む
と
い
う
の
で
も
な
い
）
が
掛
か
る
。

〔
補
説
〕　

忠
岑
詠
を
本
歌
に
し
つ
つ
、
そ
の
「
逢
坂
の
関
」
の
「
岩
清
水
」
と
同
音
の
「
石
清
水
」
八
幡
参
籠
を
詠
じ
た
父
帝
後
嵯
峨
院

の
歌
を
意
識
し
て
、
父
が
「
澄
む
心
か
な
」
と
言
っ
た
の
に
反
言
し
て
、
後
嵯
峨
院
亡
き
今
は
、「
澄
む
と
し
も
な
し
・
住
む
と
し
も



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
四
三

な
し
」
と
言
う
。
古
歌
と
近
代
歌
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
常
套
と
し
た
宗
尊
の
、
巧
み
に
手
馴
れ
た
詠
作
と
言
え
る
。

橋

995　

あ有り
し
世よ

は
昔
の
跡
と
な成り
に
け
り
長な
か

柄ら

の
橋
や
我わ

が
身み

な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

橋

か
つ
て
存
在
し
て
い
た
時
（
の
橋
柱
）
は
、
既
に
昔
の
痕
跡
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
な
。
そ
の
長
柄
の
橋
は
、
ま
さ
に

我
が
身
の
こ
と
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
（
私
の
人
生
も
も
は
や
過
去
の
痕
跡
な
の
だ
）。

〔
本
歌
〕　

蘆
間
よ
り
見
ゆ
る
長
柄
の
橋
柱
昔
の
跡
の
し
る
べ
な
り
け
り
（
拾
遺
集
・
雑
上
・
天
暦
御
時
御
屏
風
の
絵
に
、
長
柄
の
橋
柱
の

わ
づ
か
に
残
れ
る
か
た
あ
り
け
る
を
・
四
六
八
・
清
正
）

〔
参
考
〕　

い
つ
の
間
に
昔
の
跡
と
な
り
ぬ
ら
ん
た
だ
よ
の
程
の
庭
の
白
雪
（
為
家
集
・
雑
・〔
正
元
元
年
〕
十
一
月
八
日
故
左
の
大
臣
の

事
侍
り
け
る
程
に
、
う
つ
し
て
後
の
朝
雪
深
く
積
も
り
た
る
に
、
九
条
三
位
中
将
忠
善
の
も
と
に
申
し
つ
か
は
し
侍
り
し
・

一
七
三
五
。
続
拾
遺
集
・
雑
下
・
一
三
〇
八
・
為
家
）

昔
見
し
雲
ゐ
を
恋
ひ
て
葦
鶴
の
沢
辺
に
な
く
や
我
が
身
な
る
ら
ん
（
詞
花
集
・
雑
下
・
四
位
し
て
殿
上
お
り
て
侍
り
け
る
頃
、

鶴
鳴
皋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
・
三
五
〇
・
公
重
。
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
三
〇
五
。
宝
物
集
・
三
四
一
）

〔
語
釈
〕　

○
長
柄
の
橋―

摂
津
国
の
歌
枕
。
現
大
阪
市
北
区
の
淀
川
に
架
か
っ
て
い
た
と
い
う
橋
。
位
置
は
、
現
在
の
長
柄
橋
（
淀
川
と

新
淀
川
の
分
流
点
の
西
、
大
阪
市
北
区
本
庄
東
と
東
淀
川
区
柴
島
を
結
ぶ
）
付
近
と
さ
れ
る
（
分
流
点
の
南
が
長
柄
）。
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
六
月
に
架
橋
も
（
日
本
後
紀
）、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
十
月
に
は
既
に
「
頃
年
橋
梁
断
絶
、
人
馬
不
通
」（
日
本
文
徳
実



二
四
四

録
）
で
、
橋
柱
ば
か
り
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。『
和
歌
初
学
抄
』
に
「
今
は
な
し
。
橋
柱
ば
か
り
は
よ
む
」
と
あ
る
。

山
家

996　

何な
に

と
し
て
嵯さ

峨か

野の

のゝ
北
の
山
陰
を
心
の
外
の
住す

み
浮う

か
れ
け
ん

〔
通
釈
〕　

山
家

ど
う
し
て
、（
せ
っ
か
く
隠
れ
住
ん
だ
）
嵯
峨
野
の
北
の
山
陰
を
、（
父
帝
後
嵯
峨
院
は
私
に
と
っ
て
）
心
外
の
、
さ
ま
よ
い
出
る
こ

と
を
し
た
（
お
隠
れ
に
な
っ
た
）
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

分
け
入
り
し
心
の
外
の
住
み
か
か
な
花
に
問
は
る
る
み
吉
野
の
奥
（
露
色
随
詠
集
・
閑
居
百
首
・
一
六
三
。
御
裳
濯
集
・
春

中
・
一
二
八
・
鑁
也
、
初
句
「
我
が
入
り
し
」）

名
残
を
ば
庭
の
浅
茅
に
と
ど
め
お
き
て
誰
ゆ
ゑ
君
が
住
み
浮
か
れ
け
ん
（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
九
〇
・
行
遍
）

〔
語
釈
〕　

○
何
と
し
て―

ど
う
し
て
、
の
意
。
和
歌
に
は
院
政
期
か
ら
見
え
る
が
、
鎌
倉
前
中
期
頃
に
盛
行
す
る
句
。「
何
と
し
て
暁
方

に
な
り
ぬ
れ
ば
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
鳴
き
始
め
け
ん
」（
宝
治
百
首
・
雑
・
暁
鶏
・
三
二
三
一
・
帥
）
等
。
○
嵯
峨
野
の
北
の
山
陰―

父
帝

後
嵯
峨
院
が
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
に
造
営
し
た
嵯
峨
の
亀
山
山
麓
の
離
宮
亀
山
殿
を
言
う
。
○
住
み
浮
か
れ
け
ん―

後
嵯
峨
院
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
、
隠
棲
の
地
嵯
峨
野
か
ら
さ
ま
よ
い
出
た
こ
と
に
喩
え
て
言
っ
た
、
と
解
す
る
。

水
郷

997　

世よ

の
中
は
見み

し
に
も
あ
ら
ず
変か

は
り
け
り
久国邇
の
京み
や
こ

の
昔
な
ら
ね
ば
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〔
通
釈
〕　

水
郷

世
の
中
は
、
か
つ
て
見
た
の
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
変
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。
あ
の
久
邇
の
都
が
、
昔
の
ま
ま
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

〔
本
歌
〕　

み
か
の
原
久
邇
の
京
は
荒
れ
に
け
り
大
宮
人
の
う
つ
り
い
ぬ
れ
ば
（
万
葉
集
・
雑
歌
・
一
〇
六
〇
・
福
麿
家
集
。
新
勅
撰
集
・

雑
四
・
久
邇
の
都
の
荒
れ
に
け
る
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
二
六
七
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

世
の
中
は
見
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
ぬ
る
に
面
変
は
り
せ
ぬ
星
あ
ひ
の
空
（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
年
々
、
七
夕
に
歌
を
よ
み

て
ま
ゐ
ら
せ
し
を
、
思
ひ
出
づ
る
ば
か
り
、
少
々
こ
れ
も
書
き
つ
く
・
三
一
〇
）

恋
ひ
し
と
も
言
は
で
ぞ
思
ふ
た
ま
き
は
る
立
ち
返
る
べ
き
昔
な
ら
ね
ば
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
一
三
〇
・
俊
頼
。
堀
河
百
首
・

雑
・
懐
旧
・
一
五
二
八
。
散
木
奇
歌
集
・
一
二
五
五
）

〔
語
釈
〕　

○
見
し
に
も
あ
ら
ず―

↓
939
。
○
久
邇
の
京―

「
久
邇
」
は
「
恭
仁
」
と
も
。
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
二
月
か
ら
同
十
六

年
（
七
四
六
）
閏
正
月
ま
で
聖
武
天
皇
が
都
と
し
た
。
山
城
国
相
楽
郡
、
現
京
都
府
木
津
川
市
の
加
茂
地
区
一
帯
の
地
。
中
央
を
泉
川

（
木
津
川
）
が
東
西
に
貫
流
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
歌
題
の
「
水
郷
」
の
下
で
こ
の
地
を
詠
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

幽
栖

998　

人
目め

見み

ぬ
都
の
宿や
と

は
な中か
な々
か
に
山
里さ
と

よ
り
も
し
づ
か
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

幽
栖

人
の
訪
れ
が
な
い
、
こ
の
都
の
家
は
、
か
え
っ
て
（
あ
の
鎌
倉
の
）
山
里
よ
り
も
閑
か
な
の
で
あ
っ
た
。

〔
参
考
〕　

人
目
見
ぬ
片
山
陰
に
家
ゐ
し
て
心
す
む
や
と
身
を
ぞ
な
ら
は
す
（
新
撰
六
帖
・
第
二
・
い
へ
・
八
〇
四
・
信
実
）



二
四
六

見
せ
ば
や
な
都
の
宿
の
初
め
に
は
似
ぬ
物
か
ら
の
春
の
け
し
き
を
（
拾
玉
集
・
建
久
三
年
正
月
無
動
寺
よ
り
同
じ
大
将
軍
御
も

と
へ
申
す
、
青
陽
之
初
上
春
之
候
、
自
深
山
幽
谷
報
花
洛
尊
閣
詞
云
・
五
三
二
七
）

秋
風
に
尾
花
波
寄
る
我
が
宿
ぞ
山
里
よ
り
も
露
け
か
り
け
る
（
秋
風
集
・
雑
上
・
秋
の
頃
山
里
な
る
人
の
返
り
事
に
つ
か
は
し

け
る
・
一
〇
八
八
・
延
久
第
三
の
親
王
〔
輔
仁
〕。
和
漢
兼
作
集
・
秋
上
・
五
六
八
・
輔
仁
。
新
千
載
集
・
秋
上
・
山
里
に

住
み
侍
り
け
る
人
の
も
と
よ
り
、
都
の
秋
の
け
し
き
い
か
に
ぞ
と
い
へ
り
け
れ
ば
申
し
つ
か
は
し
け
る
・
三
五
一
）

〔
語
釈
〕　

○
人
目
見
ぬ―
人
の
目
が
な
い
（
人
か
ら
見
ら
れ
な
い
）、
人
が
訪
れ
な
い
（
人
が
い
な
い
）、
の
意
。
古
い
句
形
で
は
な
い
。

良
経
の
「
人
目
見
ぬ
岩
の
中
に
も
分
け
入
り
て
思
ふ
ほ
ど
に
や
袖
絞
ら
ま
し
」（
秋
篠
月
清
集
・
治
承
題
百
首
・
忍
恋
・
四
五
七
）
が

早
い
。
参
考
に
挙
げ
た
信
実
詠
の
他
に
、
宗
尊
に
近
い
時
代
の
例
と
し
て
は
、「
人
目
見
ぬ
離
れ
小
島
の
さ
び
し
き
に
鶴
の
ね
ぶ
り
も

た
よ
り
あ
る
ら
し
」（
宝
治
百
首
・
雑
・
島
鶴
・
三
四
二
二
・
寂
西
）
や
「
人
目
見
ぬ
八
十
の
島
守
お
の
れ
も
や
花
橘
を
袖
に
か
く
ら

ん
」（
現
存
六
帖
・
た
ち
ば
な
・
六
五
八
・
前
摂
政
左
大
臣
〔
実
経
〕）
や
「
人
目
見
ぬ
み
山
の
奥
の
さ
び
し
さ
に
月
は
い
か
で
か
た
え

で
す
む
ら
む
」（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
四
五
二
・
伊
長
）
等
が
あ
る
。
宗
尊
は
、
こ
れ
ら
の
歌
を
学
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
○

都
の
宿―

こ
れ
も
伝
統
的
な
措
辞
で
は
な
い
。
参
考
に
挙
げ
た
慈
円
詠
の
外
に
、
家
隆
に
も
「
朝
戸
あ
け
て
都
の
宿
を
見
渡
せ
ば
高
き

い
や
し
き
雪
ぞ
積
も
れ
る
」（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
冬
・
雪
・
九
二
六
。
壬
二
集
・
一
四
八
七
）
の
作
例
が
あ
る
。
宗
尊
は
こ
れ
ら
に

学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

〔
補
説
〕　
「
な
か
な
か
に
」「
よ
り
も
」「
け
り
」
の
詞
遣
い
の
先
例
に
は
、
覚
性
法
親
王
の
「
な
か
な
か
に
月
に
ち
が
ひ
て
行
く
雲
は
く

ま
な
き
よ
り
も
う
れ
し
か
り
け
り
」（
出
観
集
・
秋
・
月
・
三
六
五
）
や
宜
秋
門
院
丹
後
の
「
な
か
な
か
に
真
葛
が
原
の
風
よ
り
も
紅

葉
に
残
る
恨
み
な
り
け
り
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
二
一
五
六
）
が
あ
る
。

　
　

宗
尊
は
、
将
軍
在
職
時
に
鎌
倉
で
、「
山
里
は
松
の
嵐
の
音
こ
そ
あ
れ
都
に
は
似
ず
し
づ
か
な
り
け
り
」（
瓊
玉
集
・
雑
上
・
山
家
松
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風
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』
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釈
稿
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四
七

を
・
四
五
〇
）
と
詠
じ
て
い
た
。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
に
鎌
倉
を
追
わ
れ
て
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
六
年
、
こ
の
歌
を
思
い
起

こ
し
て
意
識
し
な
が
ら
、
対
照
的
な
該
歌
を
、
し
か
し
実
感
と
し
て
詠
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

旅
宿

999　

さ
す
ら
ふ
る
旅
寝ね

の
ほ
ど
の
夢
の
世
は
い
づ
く
も
草
の
枕
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

旅
宿

さ
す
ら
う
旅
寝
と
い
う
ほ
ど
の
夢
の
よ
う
な
こ
の
世
の
中
は
、
ど
こ
で
も
み
な
草
の
枕
の
旅
な
の
で
あ
っ
た
。

〔
参
考
〕　

さ
す
ら
ふ
る
我
が
身
に
し
あ
れ
ば
象
潟
や
海
人
の
苫
屋
に
あ
ま
た
た
び
寝
ぬ
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
七
二
・
藤
原
顕
仲
。
堀

河
百
首
・
雑
・
旅
・
一
四
六
六
）

は
か
な
く
も
こ
れ
を
旅
寝
と
思
ふ
か
な
い
づ
く
も
仮
の
宿
と
こ
そ
聞
け
（
久
安
百
首
・
羈
旅
・
一
〇
九
八
・
堀
川
。
続
詞
花

集
・
旅
・
七
三
六
・
崇
徳
院
。
中
古
六
歌
仙
・
二
五
六
・
堀
川
）

定
め
な
き
憂
き
世
の
中
と
知
り
ぬ
れ
ば
い
づ
く
も
旅
の
心
ち
こ
そ
す
れ
（
続
詞
花
集
・
旅
・
高
野
へ
ま
う
で
侍
り
け
る
道
に

て
・
七
三
五
・
覚
法
。
月
詣
集
・
羈
旅
・
二
五
二
）

み
山
い
で
て
い
づ
く
も
旅
の
郭
公
こ
こ
に
も
結
べ
草
の
枕
は
（
袋
草
紙
・
七
四
九
）

あ
は
れ
な
り
い
づ
く
も
草
の
枕
に
て
つ
ひ
の
す
み
か
は
苔
の
下
ぶ
し
（
明
日
香
井
集
・
鳥
羽
百
首
建
久
九
年
五
月
廿
日
始
之
毎
日
十
首

披
を
・
述
懐
・
九
二
）

夢
の
う
ち
は
い
づ
く
も
同
じ
旅
な
れ
ば
覚
む
る
現
の
都
を
ぞ
待
つ
（
新
和
歌
集
・
羈
旅
・
四
四
六
・
証
定
法
師
）



二
四
八

〔
語
釈
〕　

○
旅
寝
の
ほ
ど
の―

旅
で
仮
寝
を
す
る
よ
う
な
、
と
い
っ
た
趣
意
か
。
○
草
の
枕―

草
を
枕
と
し
て
寝
る
旅
寝
か
ら
、
旅
そ
の

も
の
を
も
言
う
。

〔
補
説
〕　

参
考
歌
の
措
辞
や
趣
向
の
類
型
の
中
に
は
あ
る
が
、
京
都
に
皇
子
と
し
て
生
を
享
け
な
が
ら
鎌
倉
と
の
間
に
東
下
・
西
上
し
、

将
軍
の
地
位
を
与
奪
さ
れ
、
妻
子
女
と
も
離
散
し
た
宗
尊
の
、
諦
観
に
も
似
た
無
常
観
の
表
出
で
あ
ろ
う
。

海
路

1000　

西に
し

の
海
風
の
ま
まゝ
な
る
舟
人
も
我わ
れ

と
は
行ゆ

か
ぬ
道
や
知
る・

ら
ん

〔
通
釈
〕　

海
路

西
の
海
で
風
の
吹
く
ま
ま
に
進
む
舟
人
も
、
自
分
の
力
で
は
進
ん
で
行
け
な
い
道
が
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

西
の
海
満
ち
引
く
潮
に
ま
か
せ
つ
つ
我
と
は
さ
さ
ぬ
法
の
早
舟
（
弘
長
百
首
・
釈
教
・
六
八
八
・
基
家
。
新
続
古
今
集
・
釈

教
・
八
五
四
、四
句
「
我
と
は
去
ら
ぬ
」）

さ
し
て
行
く
か
た
も
定
め
ず
群
千
鳥
風
の
ま
ま
な
る
浦
づ
た
ひ
し
て
（
寂
身
法
師
集
・
詠
百
首
和
歌　

寛
元
三
年
於
関
東
詠

之
・
冬
・
四
一
五
）

〔
語
釈
〕　

○
西
の
海―

微
か
に
西
方
浄
土
を
想
起
さ
せ
る
が
、
一
首
の
内
容
に
は
及
ば
な
い
か
。
○
風
の
ま
ま
な
る―

風
の
吹
く
の
に
そ

の
ま
ま
従
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
参
考
の
寂
身
詠
に
先
行
し
て
、
伊
平
の
「
真
葛
原
裏
葉
も
白
く
乱
れ
つ
つ
風
の
ま
ま
な
る
秋
の

夕
露
」（
内
裏
百
番
歌
合
承
久
元
年
・
秋
夕
露
・
一
〇
七
。
続
歌
仙
落
書
・
五
六
。
雲
葉
集
・
秋
上
・
四
九
二
）
が
あ
る
。
○
我
と
は
行

か
ぬ―

自
分
自
身
の
力
で
は
行
か
な
い
、
自
ら
進
ん
で
は
行
か
な
い
、
と
い
っ
た
意
味
。『
新
後
撰
集
』
入
集
の
一
首
（
釈
教
・



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
四
九

六
七
四
）
で
、「
人
の
も
と
よ
り
、
西
へ
行
く
道
教
へ
よ
と
申
し
て
侍
り
け
れ
ば
」
と
詞
書
す
る
、
蓮
生
法
師
宇
都
宮
頼
綱
の
「
思
ひ

立
つ
心
ば
か
り
を
し
る
べ
に
て
我
と
は
行
か
ぬ
道
と
こ
そ
聞
け
」
が
先
行
例
と
な
ろ
う
か
。『
沙
石
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
の
「
拾

遺
」〔
五
〇
〕）
に
は
、「
塩
谷
民
部
入
道
と
聞
こ
え
し
歌
人
な
り
」
と
い
う
頼
綱
弟
朝
業
の
曾
孫
盛
朝
が
「
他
力
本
願
の
心
を
」
を
詠

じ
た
「
よ
し
さ
ら
ば
我
と
は
行
か
じ
海
人
小
舟
導
く
潮
の
波
に
ま
か
せ
て
」（
内
閣
文
庫
本
・
一
六
一
）
の
一
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
他
阿
に
も
「
世
の
中
の
憂
き
に
つ
け
て
ぞ
急
が
る
る
我
と
は
行
か
ぬ
弥
陀
の
御
国
へ
」（
他
阿
上
人
集
・
一
一
七
六
）
が
あ
る
。

該
歌
も
併
せ
て
、
言
わ
ば
関
東
圏
か
そ
の
縁
故
の
歌
人
の
用
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

木

1001　

花
咲さ

か
で
古ふ

り
ぬ
る
物
は
奥
山
の
陰か
け

の
朽
ち・

木
と
我
と
な
り
け
り

〔
通
釈
〕　

木

花
が
咲
か
な
い
で
古
び
て
し
ま
う
も
の
は
、
奥
山
の
陰
に
あ
る
朽
ち
木
と
私
と
で
あ
っ
た
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
に
古
り
ぬ
る
物
は
津
の
国
の
長
柄
の
橋
と
我
と
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
〇
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

花
咲
か
で
幾
代
の
春
に
あ
ふ
み
な
る
朽
ち
木
の
杣
の
谷
の
埋
も
れ
木
（
新
勅
撰
集
・
雑
四
・
一
三
〇
七
・
雅
経
。
明
日
香
井
集
・

詠
百
首
和
歌
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
・
春
・
三
〇
三
）

春
や
い
に
し
秋
や
は
く
ら
む
お
ぼ
つ
か
な
陰
の
朽
ち
木
と
世
を
過
ぐ
す
身
は
（
新
勅
撰
集
・
雑
二
・
一
二
〇
二
一
・
貫
之
。
貫

之
集
・
身
を
歎
き
て
よ
め
る
・
八
〇
一
。
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一
七
五
・
閑
院
、
初
二
句
「
春
や
こ
し
秋
や
ゆ
き
け
ん
」）

〔
語
釈
〕　

○
花
咲
か
で―

「
朽
ち
木
」
に
花
が
咲
か
な
い
で
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
我
」（
宗
尊
）
が
栄
花
を
見
な
い
で
、
と
い
う
こ
と
が



二
五
〇

比
喩
さ
れ
る
。
○
奥
山
の
陰―

日
の
目
を
見
な
い
で
隠
棲
し
て
い
る
宗
尊
の
境
遇
を
寓
意
す
る
。

草

1002　

い
か
に
せ
ん
頼た
の

み
し
松
の
枯か

れ
し
よ
り
ひ
と
り
露
け
き
陰
の
下
草

〔
通
釈
〕　

草

ど
う
し
よ
う
か
。
頼
み
と
し
た
松
が
枯
れ
て
か
ら
、
た
だ
ひ
と
り
露
っ
ぽ
い
木
陰
の
下
草
よ
。（
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、

た
だ
独
り
涙
が
ち
な
私
よ
）。

〔
本
歌
〕　

陰
広
み
頼
み
し
松
や
枯
れ
に
け
ん
下
葉
散
り
ゆ
く
年
の
暮
か
な
（
源
氏
物
語
・
賢
木
・
一
四
三
・
兵
部
卿
宮
）

〔
参
考
〕　

見
む
と
い
ひ
し
人
は
は
か
な
く
消
え
に
し
を
ひ
と
り
露
け
き
秋
の
花
か
な
（
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・
道
信
朝
臣
と
も
ろ
と
も
に
紅

葉
見
む
と
契
り
て
侍
り
け
る
に
、
か
の
人
み
ま
か
り
て
の
秋
よ
み
侍
り
け
る
・
五
七
〇
・
実
方
）

〔
語
釈
〕　

○
頼
み
し
松
の
枯
れ
し―

父
帝
後
嵯
峨
院
が
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
暗
喩
。
○
陰
の

下
草―

宗
尊
自
身
を
暗
喩
。
比
較
的
新
し
い
句
形
。
先
行
例
は
、「
行
末
は
誰
か
め
ぐ
ま
ん
た
ら
ち
ね
の
老
曾
の
杜
の
陰
の
下
草
」（
洞

院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
述
懐
・
一
八
八
三
・
但
馬
）
や
「
夏
深
く
な
り
に
け
ら
し
な
唐
衣
裾
野
の
杜
の
陰
の
下
草
」（
宝
治
百
首
・
夏
・

夏
草
・
一
〇
二
三
・
為
氏
）。

〔
補
説
〕　

本
歌
は
、
桐
壺
院
が
崩
御
し
た
折
に
、
兵
部
卿
宮
（
先
帝
の
親
王
、
紫
上
の
父
）
が
詠
じ
た
歌
。
歌
の
前
後
の
本
文
は
、「
院

の
内
、
や
う
や
う
人
目
か
れ
ゆ
き
て
し
め
や
か
な
る
に
、
大
将
殿
（
光
源
氏
）、
こ
な
た
に
参
り
給
ひ
て
、（
故
院
の
）
旧
き
御
物
語
、

聞
こ
え
給
ふ
。
御
前
の
五
葉
（
松
）
の
雪
に
し
を
れ
て
、
下
葉
枯
れ
た
る
を
見
給
ひ
て
、
親
王
（
兵
部
卿
宮
）、﹇
歌
﹈、
何
ば
か
り
の



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
五
一

こ
と
に
も
あ
ら
ぬ
に
、
折
か
ら
も
の
あ
は
れ
に
て
、
大
将
の
御
袖
、
い
た
う
濡
れ
ぬ
。」（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
に
拠
る
）。

松

1003　

知
る・

人
と
松
を
も
い
か
がゝ
頼た
の

む
べ
き
憂う

き
世よ

を
厭い
と

ふ
友
な
ら
な
く
に

〔
通
釈
〕　

松

こ
れ
も
知
人
だ
と
、
松
を
ど
う
し
て
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
（
で
き
な
い
）。
松
も
憂
く
辛
い
世
を
厭
い
出
る
友
で
は
な

い
の
に
。

〔
本
歌
〕　

誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
〇
九
・
興
風
）

〔
参
考
〕　

知
る
人
と
松
を
頼
む
も
あ
は
れ
な
り
そ
れ
も
昔
は
馴
れ
し
友
か
は
（
現
存
六
帖
・
ま
つ
・
五
〇
六
・
下
野
。
秋
風
集
・
雑
中
・

一
一
六
〇
、
結
句
「
な
れ
し
と
思
へ
ば
」。
秋
風
抄
・
雑
・
九
条
内
大
臣
家
三
十
首
に
・
三
〇
五
、
初
句
「
あ
る
人
と
」）

〔
補
説
〕　

古
歌
を
本
歌
に
し
て
、
同
じ
古
歌
を
本
歌
に
取
っ
た
近
代
歌
に
倣
っ
た
と
思
し
い
、
宗
尊
の
詠
作
の
特
徴
を
示
す
一
首
で
あ

る
。

竹

1004　

い
に
し
へ
も
か
かゝ
る
涙
に
染そ

め
て
こ
そ
竹
の
緑み
ど
り

も
色
変か

は
り
け
れ

〔
本
文
〕　

○
変
は
り
け
れ―

底
本
「
か
は
り
け
りれ〃

」（
見
消
ち
「
り
」
の
字
中
）
と
あ
り
。



二
五
二

〔
通
釈
〕　

竹

あ
の
（
舜
帝
の
）
遠
い
過
去
も
、（
私
が
父
帝
を
偲
ん
で
）
散
り
掛
か
る
こ
の
よ
う
な
涙
で
染
め
て
、
竹
の
緑
も
色
が
変
わ
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

〔
本
歌
〕　

白
雪
は
降
り
隠
せ
ど
も
千
代
ま
で
に
竹
の
緑
は
変
は
ら
ざ
り
け
り
（
拾
遺
集
・
雑
賀
・
清
和
の
女
七
の
み
こ
の
八
十
賀
、
重
明

の
み
こ
の
し
侍
り
け
る
時
の
屏
風
に
、
竹
に
雪
降
り
か
か
り
た
る
か
た
あ
る
所
に
・
一
一
七
七
・
貫
之
）

〔
本
説
〕　
「
竹
斑
湘
浦
」
の
故
事
。「
江
花
已
萎
絶
、
江
草
已
銷
歇
、
遠
客
何
処
帰
、
孤
舟
今
日
発
、
杜
鵑
声
似
レ
哭
、
湘
竹
斑
如
レ
血
、

共
是
多
感
人
、
仍
為
二
此
中
別
一
」（
白
氏
文
集
・
巻
十
一
・
江
上
送
客
。
那
波
本
影
印
に
拠
る
）。
↓
補
説
。

〔
参
考
〕　

竹
斑
湘
浦
（
た
け
し
や
う
ほ
に
ま
だ
ら
な
り
）　

雲
凝
鼓
瑟
之
蹤
（
く
も
こ
し
つ
の
あ
と
に
こ
る
）　

鳳
去
秦
台
（
ほ
う
し
ん
た

い
を
さ
る
）　

月
老
吹
簫
之
地
（
つ
き
す
い
せ
う
の
ち
に
お
い
た
り
）（
和
漢
朗
詠
集
・
雲
・
四
〇
三
・
愁
賦
）

君
恋
ふ
る
涙
の
色
の
深
き
に
は
竹
も
涙
に
染
む
と
こ
そ
聞
け
（
唐
物
語
・
一
五
・〔
作
者
〕）

物
思
ふ
涙
と
聞
く
も
あ
は
れ
な
り
昔
染
め
け
る
紫
の
竹
（
現
存
六
帖
・
た
け
・
五
三
二
・
隆
祐
）

紫
の
深
き
色
に
や
変
は
り
け
ん
涙
に
染
め
し
窓
の
呉
竹
（
実
材
母
集
・
植
ゑ
お
き
て
侍
る
紫
竹
を
見
る
に
も
、
相
浦
の
昔
思
ひ

や
ら
れ
て
・
一
八
四
）

〔
語
釈
〕　

○
か
か
る―

「
掛
か
る
」（
覆
い
被
さ
る
の
意
）
と
「
斯
か
る
」（
こ
の
よ
う
な
の
意
）
の
掛
詞
。

〔
補
説
〕　

本
説
の
故
事
は
、『
唐
物
語
』（
第
十
三
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

昔
、
尭
〔「
舜
」
が
正
し
い
か
〕
と
申
す
帝
お
は
し
ま
し
け
り
。
御
政
よ
り
は
じ
め
て
、
よ
ろ
づ
め
で
た
き
御
代
の
例
し
に
は
、

ま
づ
こ
の
御
事
を
の
み
こ
そ
申
す
め
れ
。
娥
皇
・
女
英
と
聞
こ
え
給
ふ
二
人
の
后
侍
ひ
給
ひ
け
り
。
御
心
ざ
し
い
づ
れ
ま
さ
り
給

へ
り
と
け
ぢ
め
見
え
ず
、
た
だ
紅
葉
な
ど
の
や
う
に
、
浅
か
ら
ぬ
御
事
に
て
な
ん
侍
り
け
る
。
か
く
て
、
多
く
の
年
月
を
な
む
保



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
五
三

た
せ
給
ひ
け
れ
ど
、
こ
の
世
は
限
り
あ
る
所
な
れ
ば
、
帝
、
湘
浦
と
い
ふ
所
に
て
は
か
な
く
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
そ
の
後
二
人
の

后
、
紅
の
涙
を
流
し
給
ひ
て
、
旧
き
を
お
ぼ
せ
り
け
れ
ば
、
籬
の
呉
竹
も
、
御
涙
に
染
ま
り
て
斑
に
な
り
に
け
り
。

　
　

君
恋
ふ
る
涙
の
色
の
深
き
に
は
竹
も
涙
に
染
む
と
こ
そ
聞
け

　

昔 
の
人
の
思
ひ
染
め
つ
る
こ
と
は
、
浅
か
ら
ぬ
に
や
。（
小
林
保
治
『
唐
物
語
全
釈
』〈
平
一
〇
・
二
。
笠
間
書
院
〉
に
拠
り
、

表
記
は
改
め
る
）

ま
た
、『
続
古
事
談
』（
六―

七
、一
七
六
）
に
も
類
話
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

尭
は
舜
の
器
量
を
こ
こ
ろ
み
む
が
た
め
に
、
娥
皇
・
女
英
と
い
ふ
二
人
の
女
を
と
も
に
妻
と
せ
し
む
。
二
人
共
に
相
ひ
嫉
む
こ

と
な
く
し
て
語
ら
ひ
て
あ
り
け
る
に
、
舜
の
心
の
た
く
み
な
る
こ
と
を
知
り
て
、
位
を
譲
り
て
け
り
。
二
人
の
妻
を
な
ら
べ
て
、

し
か
も
そ
の
心
を
宥
む
る
、
極
め
て
難
き
こ
と
な
る
べ
し
。
こ
の
二
人
、
舜
に
後
れ
て
歎
き
け
る
涙
、
染
み
た
る
竹
な
り
。
こ
れ

に
も
伝
は
り
て
、
へ
ん
ち
く
の
束
の
筆
を
ば
い
れ
ず
、
と
な
む
言
ひ
な
ら
は
せ
る
、
こ
の
故
な
り
。
竹
斑
湘
浦
と
書
け
る
は
、
こ

の
こ
と
な
り
。（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
り
、
表
記
は
改
め
る
）

　
　

右
の
「
へ
ん
ち
く
」
は
、「
変
軸
」（
色
の
付
い
た
変
わ
り
軸
）
と
も
「
班
竹
」（
呉
音
ヘ
ン
チ
ク
）
の
「
借
字
」
と
も
、
と
さ
れ
る

（
川
端
善
明
・
荒
木
浩
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
談　

続
古
事
談
』〈
平
一
七
・
一
一
、
岩
波
書
店
〉
脚
注
）。

　
　

な
お
、『
十
訓
抄
』
に
は
「
虞
舜
の
帝
の
后
妃
、
皇
英
二
人
な
が
ら
、
湘
水
の
底
に
お
ぼ
れ
」（
六
ノ
二
十
一
）
と
、
貞
女
の
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

鳥

1005　

渡わ
た

り
川
言こ
と

問と

ふ
鳥
の
あ
り
も
せ
ば
君
が
行
く・

末
や
そ
こ
と
知し

ら
ま
し



二
五
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〔
通
釈
〕　

鳥

渡
り
川
に
も
し
問
い
尋
ね
る
鳥
が
い
る
の
な
ら
ば
、
我
が
君
の
後
世
で
の
行
く
先
を
、
そ
こ
だ
と
知
っ
て
分
か
ろ
う
も
の
を
。

〔
参
考
〕　

名
に
し
負
は
ば
い
ざ
言
問
は
む
都
鳥
我
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
（
古
今
集
・
羈
旅
・
四
一
一
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
九

段
・
一
三
・
男
）

〔
語
釈
〕　

○
渡
り
川―
三
途
の
川
の
こ
と
。
○
言
問
ふ
鳥―

人
の
安
否
を
問
い
尋
ね
る
こ
と
の
で
き
る
鳥
。
参
考
の
「
名
に
し
負
は
ば
」

の
歌
に
基
づ
く
。「
言
問
ふ
鳥
」
の
詞
は
、「
都
に
て
馴
れ
し
月
さ
へ
角
田
河
言
問
ふ
鳥
の
う
き
寝
の
み
か
は
」（
建
保
名
所
百
首
・
雑
・

角
田
川
下
総
国
・
一
一
四
六
・
兵
衛
内
侍
）
が
先
行
例
と
な
る
。
宗
尊
自
身
は
既
に
、『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
「
河
の
名
も
言
問
ふ
鳥

も
あ
ら
は
れ
て
す
み
た
え
ぬ
る
は
都
な
り
け
り
」（
雑
・
二
八
一
。
瓊
玉
集
・
雑
上
・
四
四
〇
）
と
用
い
て
い
る
。
○
君
が
行
く
末
や

―

「
君
」
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
父
帝
後
嵯
峨
院
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
行
く
末
」（
底
本
表
記

「
行
末
」）
は
、
遠
い
行
き
先
の
意
で
、（
後
嵯
峨
院
の
）
後
世
で
の
行
く
先
の
こ
と
と
見
れ
ば
、
そ
れ
で
も
通
意
で
あ
る
が
、
字
余
り

が
不
自
然
で
あ
る
。
本
書
で
は
「
ゆ
く
へ
」
の
仮
名
遣
い
は
す
べ
て
「
ゆ
く
ゑ
」（
557 

736 

883
）
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
「
行
末
」
は

「
衛
」
の
「
ゑ
」
を
「
末
」
に
誤
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
該
句
は
本
来
「
君
が
ゆ
く
へ
や
」
で
あ
っ
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
。

獣

1006　

か
かゝ
る
べ
き
身
と
や
思
ひ
し
獣
の
雲
に
吠ほ

え
け
ん
心
ち
せ
し
世
は

〔
通
釈
〕　

獣
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稿
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こ
ん
な
は
ず
の
身
と
思
っ
た
か
。
思
い
も
し
な
か
っ
た
よ
。
獣
が
雲
の
中
で
吠
え
た
と
か
い
う
、
訳
の
分
か
ら
な
い
気
持
ち
が
し
た

こ
の
世
は
。

〔
本
歌
〕　

…
こ
れ
を
思
へ
ば　

獣
の　

雲
に
吠
え
け
む　

心
地
し
て　

千
ぢ
の
情
け
も　

思
ほ
え
ず　

ひ
と
つ
心
ぞ　

誇
ら
し
き
…
（
古

今
集
・
雑
体
・
短
歌
・
一
〇
〇
三
・
忠
岑
）

〔
参
考
〕　

つ
ひ
に
さ
て
雲
に
吠
え
け
ん
獣
の
情
け
程
だ
に
か
け
ぬ
君
か
な
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
獣
恋
・
二
九
八
一
・
真
観
）

〔
語
釈
〕　

○
身
と
や
思
ひ
し―

反
語
表
現
。
こ
の
句
形
の
用
例
は
少
な
い
。
宗
尊
に
身
近
な
先
行
例
は
「
命
こ
そ
限
り
あ
り
け
れ
逢
ふ
こ

と
の
絶
え
ば
生
く
べ
き
身
と
や
思
ひ
し
」（
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
・
恋
・
二
九
八
・
小
督
）。
○
獣
の
雲
に
吠
え
け
ん
心
ち―

淮
南

王
劉
安
の
仙
薬
を
飲
ん
で
昇
天
し
た
犬
や
鶏
が
、「
雲
」
の
上
で
鳴
い
た
り
吠
え
た
り
鳴
い
た
り
す
る
と
い
う
、
中
国
の
『
列
仙
伝
』

（
藝
文
類
聚
所
引
）
や
『
神
仙
伝
』
が
伝
え
る
故
事
が
原
拠
。「
俗
伝
、
安
之
臨
二
仙
去
一
、
余
薬
器
在
二
庭
中
一
、
鶏
犬
舐
レ
之
、
皆
得
二

飛
升
一
。」（
列
仙
伝
・
下
・
補
劉
安
。
全
釈
漢
文
大
系
に
拠
り
表
記
は
改
め
る
）、「
時
人
伝
、
八
公
安
臨
二
去
時
一
、
余
薬
器
置
二-

在
庭

中
一
、
鶏
犬
舐
二-

啄
之
一
、
尽
得
レ
昇
レ
天
、
故
鶏
鳴
二
天
上
一
、
犬
吠
二
雲
中
一
也
。」（
神
仙
伝
・
巻
四
・
劉
安
。
中
国
古
典
新
書
に
拠
り

表
記
は
改
め
る
。
但
し
、「
現
行
本
の
出
現
は
、
明
代
末
に
ま
で
下
る
よ
う
だ
」
と
い
う
（
福
井
康
順
同
書
解
説
））。
自
分
で
も
訳
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
の
気
持
ち
、
と
い
う
こ
と
か
。
本
歌
で
は
、
掲
出
部
分
の
前
に
「
今
も
仰
せ
の　

下
れ
る
は　

塵
に
継
げ
と
や　

塵
の
身

に　

つ
も
れ
る
事
を　

問
は
る
ら
む
」
と
あ
っ
て
、
身
分
の
低
い
自
分
が
勅
撰
集
撰
進
を
拝
命
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、「
雲
」

は
宮
中
を
寓
意
し
て
、
忠
岑
が
言
わ
ば
夢
見
心
地
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
該
歌
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
肯
定
的
な

意
味
合
い
で
は
な
く
、
宗
尊
の
波
乱
の
境
涯
を
念
頭
に
置
い
た
、
自
分
で
も
何
が
何
だ
が
訳
が
わ
か
ら
な
い
気
持
ち
、
と
い
っ
た
意
味

合
い
で
あ
ろ
う
。
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舟

1007　

同お
な

じ
江
の
蘆
分
け・

小
舟
漕
ぎ・

返か
へ

り
出
で・

て
も
出い

で
ぬ
世
の・

中
の
憂う

さ

〔
通
釈
〕　

舟

い
つ
も
同
じ
江
に
あ
る
蘆
分
け
小
舟
が
繰
り
返
し
漕
い
で
帰
る
、
そ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
元
に
戻
っ
て
、
出
て
も
出
て
い
な
い
の
と

同
じ
、
こ
の
世
の
中
の
辛
さ
よ
。

〔
本
歌
〕　

堀
江
漕
ぐ
棚
な
し
を
舟
漕
ぎ
か
へ
り
同
じ
人
に
や
恋
ひ
渡
り
な
む
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
三
二
・
読
人
不
知
）

〔
参
考
〕　

同
じ
江
に
蘆
分
を
舟
こ
が
れ
て
も
さ
は
ら
で
行
く
は
蛍
な
り
け
り
（
東
撰
六
帖
抜
粋
本
・
夏
・
蛍
・
一
八
八
・
家
仲
）

雁
の
来
る
峰
の
朝
霧
晴
れ
ず
の
み
思
ひ
つ
き
せ
ぬ
世
の
中
の
憂
さ
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
五
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
蘆
分
け
小
舟―

蘆
を
分
け
な
が
ら
進
む
小
さ
な
舟
。
○
漕
ぎ
返
り―

繰
り
返
し
漕
ぎ
の
意
に
漕
い
で
戻
り
の
意
が
重
な
る
。

「
漕
ぎ
」
ま
で
が
序
詞
。
○
世
の
中
の
憂
さ―
参
考
の
『
古
今
集
』
歌
に
拠
る
。
宗
尊
は
該
歌
以
前
に
「
蘆
間
ゆ
く
湊
の
小
舟
と
に
か

く
に
障
り
多
か
る
世
の
中
の
憂
さ
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月
三
百
六
十
首
歌
・
雑
・
八
二
四
）
と
用
い
て
い
る
。

車

1008　

六
つ・

の・

道
行ゆ

き
て
は
返か
へ

る
小
車
の
我わ
れ

幾い
く

廻め
ぐ

り
迷ま
よ

ひ
来き

ぬ
ら
ん

〔
通
釈
〕　

車

六
道
を
行
っ
て
は
戻
る
小
さ
な
車
の
何
度
も
回
転
す
る
よ
う
に
、
私
は
六
道
を
い
っ
た
い
幾
廻
り
し
て
（
今
こ
の
世
に
）
迷
い
迷
い
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来
た
の
だ
ろ
う
か
。

〔
参
考
〕　

憂
き
な
が
ら
離
れ
も
や
ら
ぬ
小
車
の
我
が
身
い
つ
ま
で
世
に
か
廻
ら
む
（
明
日
香
井
集
・
百
日
歌
合
毎
日
一
首
後
不
見
建
保
二
年
七
月

廿
五
日
始
之
・
小
車
・
七
一
四
）

小
車
の
お
の
が
さ
ま
ざ
ま
出
で
し
か
ど
一
つ
道
に
ぞ
廻
り
会
ひ
ぬ
る
（
拾
遺
風
体
集
・
釈
教
・
辟
喩
品
・
五
一
四
・
道
瑜
）

〔
語
釈
〕　

○
六
つ
の
道―

六
道
。
衆
生
が
前
世
の
業
に
従
っ
て
赴
く
六
種
の
世
。
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
上
の
六
道
。

六
趣
と
も
い
う
。
○
返
る―

戻
る
の
意
に
繰
り
返
す
の
意
が
重
な
る
。
○
小
車
の―

「
幾
廻
り
」
を
起
こ
す
序
詞
の
よ
う
に
働
く
。

「
小
」
は
接
頭
語
。『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
に
言
う
「
火
宅
」（
厭
う
べ
き
三
界
の
譬
喩
）
か
ら
子
供
達
（
民
衆
の
譬
喩
）
を
誘
い
出
す

た
め
の
玩
具
（
羊
車･

鹿
車･
牛
車
）
の
「
三
車
」（
仏
教
の
三
乗
の
譬
喩
）
が
想
起
さ
れ
る
。
○
幾
廻
り―

い
わ
ゆ
る
「
六
道
輪
廻
」

を
寓
意
す
る
。

灯

1009　

消き

え
ず
し
て
幾
世代

も
あ
ら
じ
灯
の
風
の
中
な
る
影か

け

の
は
か
な
さ

〔
通
釈
〕　

灯

灯
が
消
え
な
い
ま
ま
で
幾
夜
も
も
つ
ま
い
よ
う
に
、
私
も
消
え
な
い
ま
ま
で
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
も
生
き
て
い
る
ま
い
。
灯
の
風
の
中

に
あ
る
火
影
の
儚
さ
よ
（
そ
れ
と
同
じ
だ
）。

〔
参
考
〕　

問
へ
か
し
な
幾
世
も
あ
ら
じ
露
の
身
を
し
ば
し
も
言
の
葉
に
や
か
か
る
と
（
後
拾
遺
集
・
雑
三
・
一
〇
〇
六
・
読
人
不
知
）

夢
覚
め
て
見
る
も
は
か
な
し
山
里
の
風
の
前
な
る
灯
の
影
（
壬
二
集
・
九
条
前
内
大
臣
家
百
首
・
雑
・
山
家
灯
・
一
六
三
〇
）



二
五
八

〔
語
釈
〕　

○
幾
世
も
あ
ら
じ―

（
こ
の
身
は
消
え
な
い
ま
ま
で
）
ど
れ
程
の
年
月
も
あ
る
ま
い
、
と
い
う
意
味
。「
幾
世
」
に
「
灯
」
の

縁
で
「
幾
夜
も
あ
ら
じ
」（
幾
ら
の
夜
も
あ
る
ま
い
の
意
）
が
掛
か
る
。

鏡

1010　

朝
夕
に
面
影か
け

映う
つ

す
鏡
こ
そ
別わ
か

れ
し
君
が
形か
た

見み

な
り
け
れ

〔
通
釈
〕　

鏡

朝
に
夕
に
、
こ
の
面
影
を
映
す
鏡
こ
そ
が
、
別
れ
た
我
が
君
（
父
帝
後
嵯
峨
院
）
の
形
見
な
の
で
あ
っ
た
な
。

〔
参
考
〕　

形
見
と
て
見
る
も
は
か
な
し
増
鏡
と
ま
ら
ざ
り
け
る
人
の
面
影
（
白
河
殿
七
百
首
・
恋
・
寄
鏡
恋
・
五
〇
二
・
後
嵯
峨
院
）

増
鏡
映
り
し
も
の
を
と
ば
か
り
に
と
ま
ら
ぬ
影
も
形
見
な
り
け
り
（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
鏡
恋
・
三
六
・
行
能
。
続
拾

遺
集
・
恋
五
・
一
〇
六
四
）

置
く
露
を
別
れ
し
君
と
思
ひ
つ
つ
朝
な
朝
な
ぞ
恋
ひ
し
か
り
け
る
（
貫
之
集
・
題
不
知
・
七
八
七
。
古
今
六
帖
・
第
一
・
つ

ゆ
・
五
四
八
）

〔
語
釈
〕　

○
面
影―

宗
尊
自
身
の
顔
つ
き
や
姿
の
よ
う
す
。
○
別
れ
し
君―

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
に
死
別
し
た
宗
尊
の

父
後
嵯
峨
院
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
。

〔
語
釈
〕　

参
考
に
挙
げ
た
後
嵯
峨
院
や
行
能
の
歌
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
恋
歌
に
も
通
う
詞
遣
い
の
一
首
で
あ
る
。「
面
影
」
は
宗
尊

自
身
の
そ
れ
で
、
そ
れ
を
「
映
す
鏡
」
の
中
に
「
別
れ
し
君
」
即
ち
実
の
父
後
嵯
峨
院
の
面
影
を
見
出
し
て
、
そ
の
鏡
こ
そ
が
「
形

見
」
だ
、
と
い
う
趣
向
な
の
で
あ
ろ
う
。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
五
九

舟
人

1011　

捨
て・

果は

て
てゝ
後
も
変か

は
ら
ぬ
我わ

が
袖
や
伊い

勢せ

をほ

の
海あ

人ま

の
衣
な
る
ら
ん

〔
通
釈
〕　

舟
人

こ
の
世
を
捨
て
き
っ
て
後
も
、
そ
の
前
と
変
わ
ら
な
い
私
の
袖
は
、
あ
の
伊
勢
の
海
人
の
捨
て
衣
な
の
だ
ろ
う
か
。（
潮
に
褻
れ
る

よ
う
に
、
涙
に
褻
れ
て
い
る
よ
）。

〔
本
歌
〕　

鈴
鹿
山
伊
勢
を
の
海
人
の
捨
て
衣
潮
な
れ
た
り
と
人
や
見
る
ら
ん
（
後
撰
集
・
恋
三
・
女
の
も
と
に
衣
を
脱
ぎ
置
き
て
、
取
り

に
つ
か
は
す
と
て
・
七
一
八
・
伊
尹
）

〔
参
考
〕　

捨
て
果
て
て
あ
れ
ば
あ
る
世
の
な
ら
ひ
に
も
な
ほ
物
思
ふ
秋
の
夕
暮
（
続
後
撰
集
・
秋
上
・
二
七
七
・
源
家
清
）

〔
語
釈
〕　

○
捨
て
果
て
て―

出
家
し
て
俗
世
を
捨
て
き
っ
て
、
と
い
う
こ
と
。
宗
尊
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝

後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
て
、
同
月
三
十
日
に
出
家
し
た
。
○
伊
勢
を
の
海
人―

伊
勢
の
国
の
歌
枕
「
伊
勢
」
の
「
海
人
」
の
こ
と
。

「
を
」
は
間
投
助
詞
。

〔
補
説
〕　

父
後
嵯
峨
院
の
死
で
出
家
し
た
以
後
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
常
に
涙
に
く
れ
て
い
た
の
で
、
衣
の
袖
が
涙
に
よ
れ
よ
れ

に
褻
れ
て
い
る
、
と
い
う
歎
き
の
述
懐
が
主
旨
。

樵
夫

1012　

よ
し
や
我
重お

も

き
を
荷に
な

ふ
山
人
の
肩か
た

を
替か

へ
け
る
程
の
心こ
ゝ
ろ

は



二
六
〇

〔
通
釈
〕　

樵
夫

ま
ま
よ
、
私
だ
。
重
い
も
の
を
肩
に
担
ぐ
山
人
が
、
左
右
の
肩
を
替
え
た
時
の
心
は
。

〔
参
考
〕　

よ
し
や
我
人
は
命
に
誓
ふ
と
も
頼
ま
で
こ
そ
は
長
ら
へ
て
見
め
（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ち
か
ふ
・
一
五
五
七
・
為
家
）

鐘
の
音
を
松
に
吹
き
し
く
追
ひ
風
に
爪
木
や
重
き
帰
る
山
人
（
拾
遺
愚
草
・
内
裏
歌
合
、
山
夕
風
・
二
六
九
七
）

〔
語
釈
〕　

○
よ
し
や
我―

86
に
も
用
い
て
い
る
。
○
肩
を
替
へ
け
る
程―

一
方
の
肩
に
担
い
で
い
た
重
荷
を
他
方
の
肩
に
担
ぎ
替
え
る

時
、
と
い
う
こ
と
。
左
右
ど
ち
ら
の
肩
に
せ
よ
、
担
ぐ
重
荷
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
自
分
も
重
荷
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
こ
と
を
寓
意
す
る
か
。
新
奇
な
表
現
で
後
出
の
類
例
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
何
ら
か
の
典
故
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

夢

1013　

今
も
な猶ほ
現う
つ
ゝ

な
ら
ね
ど
見み

し
春
の
夢
を
は
か
な
み
偲し
の

ぶ
比
か
な

〔
通
釈
〕　

夢

今
で
も
や
は
り
は
っ
き
り
と
し
た
現
実
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
か
つ
て
見
た
春
の
夢
を
そ
れ
で
も
（
今
よ
り
は
）
よ
ほ

ど
儚
い
と
し
て
、
偲
ぶ
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
よ
。

〔
本
歌
〕　

寝
ぬ
る
夜
の
夢
を
は
か
な
み
ま
ど
ろ
め
ば
い
や
は
か
な
に
も
な
り
ま
さ
る
か
な
（
古
今
集
・
恋
三
・
人
に
逢
ひ
て
あ
し
た
に
よ

み
て
つ
か
は
し
け
る
・
六
四
四
・
業
平
。
伊
勢
物
語
・
百
三
段
・
一
七
九
・
男
）

〔
参
考
〕　

夢
路
に
も
逢
ふ
夜
の
鐘
は
つ
ら
き
か
な
何
を
名
残
の
現
な
ら
ね
ど
（
歌
合
建
保
四
年
八
月
廿
四
日
・
寄
夢
恋
・
八
四
・
範
宗
。
範
宗

集
・
恋
・
五
七
一
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
六
一

か
り
に
来
と
恨
み
し
人
の
絶
え
に
し
を
草
葉
に
つ
け
て
偲
ぶ
頃
か
な
（
新
古
今
集
・
夏
・
一
八
七
・
好
忠
。
好
忠
集
〔
伝
西
行

筆
巻
子
本
切
〕・
四
月
上
・
二
〇
。
曽
祢
好
忠
集
〈
天
理
図
書
館
蔵
〉・
四
月
上
・
一
〇
四
、
初
句
「
か
り
に
か
と
」。
時
代

不
同
歌
合
・
二
四
七
）

〔
語
釈
〕　

○
見
し
春―

↓
943
。
○
偲
ぶ
比
か
な―

参
考
の
好
忠
詠
が
原
拠
と
な
る
が
、
俊
成
（
俊
成
五
社
百
首
・
三
七
二
）、
家
長
（
鳥

羽
殿
影
供
歌
合
建
仁
元
年
四
月
・
四
七
。「
忍
ぶ
頃
か
な
」
の
意
）、
慈
円
（
拾
玉
集
・
四
九
三
〇
）、
為
家
（
為
家
千
首
・
二
〇
一
）、
順

徳
院
（
紫
禁
集
・
二
五
九
。「
忍
ぶ
頃
か
な
」
の
意
）
等
々
、
鎌
倉
前
期
に
作
例
が
目
に
付
く
。
俊
成
の
「
深
く
も
人
の
偲
ぶ
頃
か
な
」

か
ら
、
慈
円
の
「
深
く
も
秋
を
偲
ぶ
頃
か
な
」
や
為
家
の
「
深
く
も
春
を
偲
ぶ
頃
か
な
」
へ
の
影
響
も
あ
ろ
う
か
。
宗
尊
自
身
は
既

に
、『
中
書
王
御
詠
』
の
「
待
つ
こ
と
も
な
く
て
憂
き
世
に
住
吉
の
き
し
方
を
の
み
偲
ぶ
頃
か
な
」
と
「
あ
は
れ
に
も
賤
の
小
手
巻
あ

り
し
世
を
身
の
盛
り
と
て
偲
ぶ
頃
か
な
」（
雑
・
雑
の
歌
の
中
に
・
二
七
三
、
二
八
五
）
と
い
う
、
恐
ら
く
は
将
軍
を
解
任
さ
れ
た
後
の

述
懐
を
詠
じ
た
歌
に
用
い
て
い
る
。
88
に
も
。

〔
補
説
〕　
「
見
し
春
の
夢
を
は
か
な
み
」
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
死
去
の
、
茫
然
と
し
た
喪
失
感

を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
見
し
春
」
も
「
偲
ぶ
頃
か
な
」
も
、
古
歌
の
例
が
な
く
は
な
い
が
、
新
古
今
歌
人
達
の
作
例
が
目
立
つ
措
辞
で
あ
り
、
ま
た
、「
現

な
ら
ね
ど
」
の
先
行
例
は
、
参
考
に
挙
げ
た
『
新
勅
撰
集
』
初
出
歌
人
の
範
宗
詠
が
目
に
入
る
程
度
で
あ
る
。
宗
尊
が
そ
れ
ら
の
時
代

に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

涙

1014　

世
の・

中
の
憂う

き
も
つ
ら
き
も
捨
て・

し
身
の
何
を
先ま

づ
知し

る
涙
な
り
け
れ



二
六
二

〔
通
釈
〕　

涙

世
の
中
の
憂
き
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
捨
て
た
（
は
ず
の
）
こ
の
身
の
、
い
っ
た
い
何
を
ま
っ
先
に
知
っ
て
流
れ
る
涙
な
の
で
あ
っ
た

か
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
の
憂
き
も
つ
ら
き
も
告
げ
な
く
に
先
ず
知
る
物
は
涙
な
り
け
り
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
一
・
読
人
不
知
）

〔
語
釈
〕　

○
捨
て
し
身―
一
首
の
中
で
は
直
接
に
は
「
憂
き
も
つ
ら
き
も
」
を
捨
て
た
身
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ

ず
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
て
同
月
三
十
日
に
出
家
し
て
俗
世
を
捨
て
た
身
、
と
い
う

こ
と
。
覚
性
法
親
王
の
「
命
を
ば
捨
て
し
身
な
れ
ば
千
歳
と
も
思
ひ
ぞ
よ
ら
ぬ
滝
の
白
糸
」
と
「
い
に
し
へ
は
あ
く
が
れ
出
で
て
捨
て

し
身
を
今
は
仏
と
か
へ
し
て
ぞ
知
る
」（
出
観
集
・
雑
・
七
六
三
、
同
・
雑
・
道
心
追
歳
深
と
い
ふ
心
を
・
七
七
一
）
が
先
行
例
。
○

涙
な
り
け
れ―

「
涙
な
り
け
り
」
で
あ
る
べ
き
か
。

述
懐

1015　

今
さ
ら
に
捨す

て
ぬ
と
何
か
思
ふ
ら
ん
も
と
よ
り
世
に
も
あ有る
身
な
ら
ぬ
に

〔
通
釈
〕　

述
懐

今
さ
ら
に
、（
出
家
し
て
も
）
こ
の
世
を
捨
て
た
と
ど
う
し
て
思
う
だ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
こ
の
世
の
中
に
生
き
て
い
る
我
が
身

だ
と
い
う
訳
で
も
な
い
の
に
。

〔
参
考
〕　

今
さ
ら
に
別
る
と
何
か
思
ふ
ら
む
我
こ
そ
先
に
家
は
出
で
し
か
（
新
和
歌
集
・
離
別
・
四
二
〇
・
蓮
生
）



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
六
三

今
は
世
に
あ
る
身
な
ら
ね
ど
橘
の
花
見
る
と
き
ぞ
昔
恋
し
き
（
伊
勢
大
輔
集
・
花
橘
を
見
て
・
二
三
）

〔
類
歌
〕　

今
さ
ら
に
捨
つ
と
も
何
か
惜
し
か
ら
ん
も
と
よ
り
世
に
も
あ
る
身
な
ら
ね
ば
（
続
千
載
集
・
雑
下
・
一
九
七
九
・
公
顕
女
。
題

林
愚
抄
・
巻
二
十
一
・
雑
・
述
懐
・
九
四
九
〇
）

〔
補
説
〕　

文
永
九
年
二
月
十
七
日
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
死
を
承
け
た
同
月
三
十
日
の
出
家
以
前
か
ら
既
に
、
言
わ
ば
有
若
亡
で
あ
っ
た
の

だ
と
い
う
述
懐
で
あ
る
。

宗
尊
は
こ
れ
以
前
に
も
、「
今
さ
ら
に
何
か
悲
し
と
思
ふ
ら
む
限
り
あ
る
世
の
春
の
別
れ
を
」（
柳
葉
集
・
巻
五
・
文
永
二
年
潤
四
月

三
百
六
十
首
歌
・
春
・
六
七
九
）
と
い
う
類
詠
を
も
の
し
て
い
る
。
参
考
の
蓮
生
詠
に
倣
っ
た
可
能
性
を
見
て
お
き
た
い
。

懐
旧

1016　

い
か
に
せ
ん
見み

し
世よ

に
変か

は
る
こ
と
し
あ
れ
ば
先
づ・

偲し
の

ば
る
るゝ
君
が
昔む
か
し

を

〔
通
釈
〕　

懐
旧

ど
う
し
よ
う
か
。
か
つ
て
見
た
世
の
中
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ま
っ
先
に
偲
ば
れ
る
我
が
君
（
父
帝
後
嵯
峨
院
）
の

昔
で
あ
る
も
の
を
。

〔
本
歌
〕　

し
か
り
と
て
背
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
歎
か
れ
ぬ
あ
な
憂
世
の
中
（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
六
・
篁
）

〔
参
考
〕　

影
を
だ
に
う
つ
し
と
ど
め
よ
増
鏡
見
し
よ
に
変
は
る
つ
ら
さ
な
り
と
も
（
宝
治
百
首
・
恋
・
寄
鏡
恋
・
三
〇
五
三
・
有
教
）

〔
語
釈
〕　

○
君
が
昔―

故
後
嵯
峨
院
が
君
臨
し
て
い
た
昔
。



二
六
四

無
常

1017　

大お
ほ

方か
た

に
常つ
ね

な
き
世
と
は
聞き

きゝ
し
か
と
今
年
の
春
ぞ
身
に
知し

ら
れ
に
し

〔
通
釈
〕　

無
常

大
方
一
般
に
無
常
の
世
と
は
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
の
春
は
こ
と
に
こ
の
身
に
自
然
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
。

〔
本
歌
〕　

世
の
中
を
常
な
き
も
の
と
聞
き
し
か
ど
つ
ら
き
こ
と
こ
そ
久
し
か
り
け
れ
（
拾
遺
集
・
雑
恋
・
延
喜
御
時
、
按
察
の
御
息
所
久

し
く
勘
事
に
て
、
御
乳
母
に
つ
け
て
ま
ゐ
ら
せ
け
る
・
一
二
五
九
・
按
察
御
息
所
）

〔
参
考
〕　

立
ち
返
り
常
な
き
世
ぞ
と
知
り
な
が
ら
人
の
思
ひ
に
ま
た
歎
く
か
な
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・
同
じ
頃
〔
権
中
納
言
公
宗
弥
生
の

末
つ
方
身
ま
か
り
侍
り
け
れ
ば
〕、
前
左
大
臣
の
も
と
に
申
し
つ
か
は
し
け
る
・
一
四
四
九
・
良
実
）

今
さ
ら
に
常
な
き
世
を
ば
お
ど
ろ
か
で
知
り
て
厭
は
ぬ
身
を
歎
く
か
な
（
続
古
今
集
・
哀
傷
・〔
右
歌
の
〕
返
し
・

一
四
五
〇
・
実
雄
）

な
が
め
き
て
年
に
そ
へ
た
る
あ
は
れ
と
も
身
に
知
ら
れ
ぬ
る
春
の
夜
の
月
（
宝
治
百
首
・
春
・
春
月
・
四
〇
四
・
基
家
。
秋
風

集
・
春
上
・
五
八
。
時
代
不
同
歌
合
・
一
三
六
）

今
も
ま
た
花
を
し
見
れ
ば
い
に
し
へ
の
人
の
心
ぞ
身
に
知
ら
れ
ぬ
る
（
宝
治
百
首
・
春
・
見
花
・
五
二
三
・
実
氏
。
万
代
集
・

春
下
・
三
一
七
、
結
句
「
見
に
知
ら
れ
け
る
」。
続
後
撰
集
・
春
中
・
九
三
、
結
句
同
上
）

〔
語
釈
〕　

○
常
な
き
世―

「
か
く
ば
か
り
常
な
き
世
と
は
知
り
な
が
ら
人
を
は
る
か
に
何
頼
み
け
ん
」（
後
撰
集
・
恋
二
・
文
通
は
し
け

る
女
の
、
異
人
に
逢
ひ
ぬ
と
聞
き
て
つ
か
は
し
け
る
・
六
一
五
・
平
時
望
）
が
原
拠
。
○
今
年
の
春―

こ
の
歌
を
収
め
る
「
百
番
自
歌

合
」
を
為
し
た
文
永
九
年
（
一
一
七
二
）
十
一
月
頃
か
ら
見
た
、
今
年
の
春
、
即
ち
父
帝
後
嵯
峨
院
が
亡
く
な
っ
た
二
月
十
七
日
を
含



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
六
五

ん
だ
春
。祝

1018　

君
か
代
に
始は
し

め
ん
と
こ
そ
思
ひ
し
に
千
年
の
た
め
し
末
ぞ
は
る
け
き

〔
通
釈
〕　

祝

千
歳
の
長
寿
の
例
を
、
我
が
君
（
後
嵯
峨
院
）
の
代
に
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
に
、
そ
の
千
歳
の
例
は
、
そ
の
果
て
が
遠
く
て
、
遙

か
な
皇
孫
に
受
け
継
が
れ
る
の
だ
。

〔
本
歌
〕　

い
に
し
へ
に
あ
り
き
あ
ら
ず
は
知
ら
ね
ど
も
千
歳
の
た
め
し
君
に
始
め
む
（
古
今
集
・
賀
・
三
五
三
・
素
性
）

〔
参
考
〕　

宮
柱
下
つ
岩
根
の
五
十
鈴
川
万
代
す
ま
む
末
ぞ
は
る
け
き
（
続
後
撰
集
・
神
祇
・
五
三
三
・
俊
成
）

〔
語
釈
〕　

○
君
が
代―

宗
尊
の
父
帝
後
嵯
峨
院
の
治
世
。
○
末―

果
て
、
最
後
の
意
。「
祝
」
の
題
と
「
君
」
の
縁
か
ら
、
皇
孫
の
意
が

掛
か
る
、
と
解
す
る
。

神
祇

1019　

思
ひ
立た

つ
心
も
神
や
教を
し

へ
け
ん
祈
り・

し
ま
まゝ
の
墨す
み

染そ
め

の
袖そ
て

〔
通
釈
〕　

神
祇

出
家
を
決
意
す
る
心
も
、
神
が
私
に
教
え
た
と
い
う
訳
な
の
だ
ろ
う
か
。
神
に
祈
っ
た
と
お
り
の
、
こ
の
墨
染
の
袖
よ
。



二
六
六

〔
参
考
〕　

行
く
末
を
神
の
し
る
べ
に
ま
か
せ
つ
つ
心
や
す
く
も
思
ひ
立
つ
か
な
（
為
家
集
・
雑
・
神
・
同
五
九
〔
建
長
五
年
九
月
〕・

一
六
二
九
）

さ
夜
千
鳥
八
ち
よ
と
神
や
教
ふ
ら
ん
清
き
河
原
に
君
祈
る
な
り
（
拾
遺
愚
草
・
雑
・
御
熊
野
詣
の
御
共
に
ま
ゐ
り
て
、
歌
つ
か

う
ま
つ
り
し
中
に
・
本
宮
・
河
千
鳥
・
二
九
〇
七
）

春
日
山
神
の
心
は
知
ら
ね
ど
も
祈
り
し
ま
ま
に
身
を
頼
む
か
な
（
続
古
今
集
・
神
祇
・
七
一
九
・
実
氏
。
洞
院
摂
政
家
百
首
・

雑
・
述
懐
・
一
七
九
五
。
秋
風
集
・
神
祇
・
六
三
九
）

〔
類
歌
〕　

思
ひ
立
つ
心
弱
く
も
濡
る
る
か
な
草
の
庵
に
す
み
ぞ
め
の
袖
（
忠
度
集
・
法
輪
に
こ
も
り
た
る
人
の
、
申
し
お
く
り
て
侍
り
け

る
・
八
五
）

〔
語
釈
〕　

○
思
ひ
立
つ―

（
出
家
を
）
決
心
す
る
。「
袖
」
の
縁
で
「
裁
つ
」
が
響
く
。
○
墨
染
の
袖―

出
家
者
（
僧
侶
）
の
衣
の
袖
。

宗
尊
は
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
三
十
日
に
出
家
。

〔
補
説
〕　

言
う
ま
で
も
な
く
、
神
仏
習
合
の
考
え
方
を
反
映
す
る
。

釈
教

1020　

収お
さ

め
取と

り
光ひ
か
り

の
う
ち
に
過す

ぐ
す
身
は
よ
し
や
心
の
闇や
み

深ふ
か

く
と
も

〔
通
釈
〕　

釈
教

阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
引
導
摂
取
し
て
、
そ
の
無
量
な
る
光
の
中
に
過
ご
す
身
は
、
ま
ま
よ
、
た
と
え
心
の
闇
が
深
く
と
も
（
な
に

ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
）。



『
竹
風
和
歌
抄
』
注
釈
稿
（
五
）

二
六
七

〔
参
考
〕　

た
ぐ
ひ
な
き
光
の
う
ち
に
収
ま
ら
で
数
の
外
に
や
漏
れ
ん
と
す
ら
ん
（
散
木
奇
歌
集
・
悲
歎
・
釈
教
・
十
二
光
仏
の
名
を
人
人

よ
ま
せ
し
に
よ
め
る
・
無
対
光
仏
・
八
八
六
）

日
の
光
照
ら
さ
ば
な
ど
か
暗
か
ら
ん
か
く
闇
深
き
罪
の
身
な
り
と
（
久
安
百
首
・
尺
教
・
軍
荼
利
・
一
三
八
六
・
小
大
進
）

和
ら
ぐ
る
光
を
た
え
ず
照
ら
せ
な
む
心
の
闇
の
末
が
末
ま
で
（
俊
成
祗
園
百
首
・
雑
・
述
懐
・
九
五
）

〔
語
釈
〕　

○
収
め
取
り
光
の
う
ち
に
過
ぐ
す
身―

無
量
光
の
阿
弥
陀
仏
が
引
導
摂
取
し
て
（
迎
え
取
っ
て
）、
そ
の
光
明
の
中
に
過
ご
す

人
の
身
、
と
い
う
こ
と
。

〔
補
説
〕　

波
乱
の
境
涯
の
末
に
父
帝
も
失
っ
て
「
心
の
闇
」
が
「
深
」
い
宗
尊
親
王
の
、
極
楽
往
生
を
願
う
感
懐
と
も
言
え
る
。

　
　

ち
な
み
に
、
参
考
に
挙
げ
た
小
大
進
の
歌
の
題
「
軍
荼
利
」
は
、
五
大
明
王
の
一
つ
で
南
方
を
守
護
す
る
「
軍
荼
利
夜
叉
明
王
」
の

こ
と
で
あ
る
。
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